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井

賞
感
編

菊
小
説
版
一
問
問
山

ク
ロ

1

久

袋
附
入

制
帽初日一冊
四
銭

信
仰
の

珠
玉
!

浩
翰
な
る

上
人
選
文
中
よ
り
、

現
代
生

活
に
最
も
遁
切
な
る
も
の
を

選
ん
だ

句
々
金
玉
の

事
句
!

現
伐
日
本
人
の

、

聖
典
ト

v
h'
'q

肘
血
気
，

t
uv

b
H
YιF

L
E
a
P4

為
骨
去

で
ん
し
島市

U

uc
a
T
La
'

な
a
T

MV晶

手
頃
な
ポ
ケ
ト

郡
一、

袋
町
も
概
b

し
た
も

の
で
す
か
ら
、
仕
事
の
AH
郎
、

小
山本
、
自
動
車
り
小

で
下
制

ふ
り
だ

k

巴
、aq
L
ザ

鼻
、

む
‘，

b

'
P

ゐ
む

''
b
LK

且
巴

‘
ゐ

LE
I

峰
、M
r，z

.
，

L

K
取
川
し
τ
・制
め
る
。

心
静
か
な
る
川
、
掛
川め
る
的
、
閥
的
随
所
に
賊
め
て
心
の
馴

4

と

な
6

生
前
の
指

し
ん針

と
な
る
。

砕
い
悼
ん

叫
ん
し
骨
む

恒
v

-
F6

a
、

げ
ゐ
h
A
V

か
事
e

u
r
a

「

置
い
h
n
y
h

ん
し
古

敬
鹿
な

.

他
者
が

一
宇
一
昨
の
仙川
を
持げ
、
齢
訟
な
校
訂
を
純
吃
な
っ
た
も
の
。
配
列
に
も
、
稲
川
刊
に
も

L
A
L
d
胃
f

-
b
'

A
H
WC

そ
'

ur

E

-v
u
ι

札

A

新
機
軸
を
開
S

、

活
字
も
九
ポ
イ
ン
ト

総
ふ
A

リ
侭
名
付で
あ
る

か
ら
雄
氏
も
品
め
る
!

勤
め
人
も
商
人
も
努
働
者
も
、
その
ポ
ケ
ッ

ト
に
懐
中
に
必
ず
一
本
を
蓄
へ
て
信
仰
の

貫
穏
に
接
し
て
正
し
い
生
活
の
確
立
に
資
し
て
下
さ
い
。

新
“""e --

Z
E
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四
一
訂
鵬

-

村

一

馳
対
一

-

U
一務
が
蹴r
す
る
のは
蒸
議
の
象
似を祭
る
も
の
で
あ
る
が
、
震
に
そ
れ
は
取
し

み
一

E

一
隅
弘
義
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
を
科
し
て
ゐ
る
。
瓜
て
の
繋
か
ら
改
れ
を
箆
し

、

議
を
繁

一

著
一
す
る
た
め
に
は
改
れ
の
俄

m
L
し
い
撃
の
ず
の
せ
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

一

一
一
例
脱
出
燃
減
収
般

m
m併
は
餓
慨
を
斡
め
て
、
し
か
も
財
跡
を
ゆ
ざ
る

け川
刈
の
た
め
に
、

と
の
討
取
の
一

潮
岬一一
明
一
般
教
肢
を
附
慨

し
、
官
し
く
、
混
駁
き
徹
僻
へ
の
腕bk
m
慨
く
。
『
織
が
』
静
此
の
取
引
杭

の
校
一
誠
一

拓
u
h
ν

-

軍
お
い

g
'
九
L
-r
e
u
v
g

〈
め

L
Hへ
ん


刈
般
一
畿の
愛
読
者
は
是
非

一
説
せ
ね
ば
た
ら
な
い
名
稿で
あ
る
@

一

O
名

一
?

頁
付

一
「

….. E
E毒
症
率
臨

E
E
a
E
E
e
d院
.
吋

一

.
司
A円
J
'
圃
P
4
命
日
・
冒Fa

圃
司a
・
1
h島
園
山

一

"
圃
司
岨a
F
F
-
J
-
G
E
-
-
園
田
園
-
v
H
aa田
園
"

一

一

…
経
散
大
野
法
遺
著
摂
閉
…

眠
お
拾
七
銭
…一

一

…

法
然
上
人
に
闘
す
る
文
献
は
古
来
少
し
と
し
な

…
←

一

山
か
っ
た
が
、
い
づ
れも
難
解
に
過
ぎ
る
か
、
法
浦
町
一

一

山
に
失
す
る
か
し
て
、
時
人
に
錯
す
る
文
字
を
得
な…

一

一

川
か
っ
た
恨
み
が
あ
る
。
筋
線
曜
の
著
者
が
研
磨
し
て町

一

耐

川
も
の
し
た
る
と
の
簡
潔
に
し
て
裂
を
得
た
る一
本
山
一

川
は
説
者
を
し
て
直
接上
人
に
接
す
る
の
忠
ひ
あ
ら

川
一

山
し
め
、
そ
の
鰯
々
た
る
徐
韻
は
頼
む
者
を
法
慌
の
山
一

…
彼
方
に
ひ
き
込
ま

や
に
は
ゐ
か
な
い
。
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こ
れ
ぞ
光
明
!
時
代
の
悩
み
を
一
身
に
背
負
ひ
、
精

魂
を
つ
か
ら
し
め
て
、
求
め
に
求
め
た
E
人
が
求
遁
生

活
の
跡
!

蹴
何
日
本
人
が
戦
っ
て
求
め
て
ゐ
る
も
の
は
破
船
の
生
滑
に
船

V
と
緑
色
乞
張
っ
た
践
し
い
飢

餓

企
，
、
昨
ん

み
ん
し
ゅ
AV

で
あ
る
。
そ
れ
が
と
h

に
あ
る
。
・
崇
敬
を
特
構
か
ら
解
放
し
て
正
し
く
民
裁
の
上
に
粛
ら
し
た

E
大
無
双
な
る
舵
コ
我
ら
が

r
w法
然
上
人
の
山
地
り
給
ひ
し
信

仰
の
郡
山
協
と
そ
、
現
代
人
の
材

"
9
・

め
て
や
ま
ぬ
信
仰と
殺
も
良
〈
合
整
'
る

も
の
で
あ
る
。

し
よ
な
ぞ
合
，

M
K
9

埠
，
、

と
の
働
省
に
は
、
上
人
が
世
間
人

と
共
に
悩
み
求
め
ら
れ
た
求
道
、
信
仰
の
御
生
活
を
軸
と
し
、
そ

れ
を
廻
る
時
代
の
種
k
相
を
描
い
て
、
何
人
に也
一都
僚
の
行
く
や
う
総

m
F
f
h

艇
に
設
か
れ
て
あ

譲主る
ん。

で
縛
ら
れ
よ

た
官正

し
い
信
仰
をl

「•• ee'''a

, 
.... ，tt
t

t
s
z
'
'

l
o
t
a
s
t
e
-
-

'
'
'
s
t
l
a
-
-

g

，
・，
s
'
1
i
t
-
-
a
a
a
'
s

，

.. 
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一

鯵
-
S

金
活
一
第
一
期
主
義

1

3

の
副
総
、
議
の
彼
芝

、

芸
品
す
で
の
生
活
、
ム

←

岨
肝
の
巡
す
が
ら。
一
一第
二
期
の
求
滋
生
前
t
1

訓
鉱
山の
似
家
生
活、
功
徳
院
の
捗
間
生
活
。
=
一第
三
期

一
自

の
品本
選
生
活
l
l

醐
審
=一隊
の
生
活
、
叡
由記
上人
と
の
後
編
。

凶
第
四
期
の
求
越
生
活
1
1

碩
僚
出
股
勧

の
銭。
五
第
五
期
の
求
道
生
活
|
|

百
円
ぴ
積
禽
生
活へ。

一

第
三

信
仰
金
治
一
入
信
時
代
の
新
生
活1
1

強
い
自
己
反
省
、
薦
人
を
包
む
人
間
反
省
、
開
。
ポ
の
級

一

底
。
ニ
開
必
時
代
の
生
前
向
を
下
っ
て
京
の
町

へ
。
一34
修
念
品
開
の
生
街11
信
仰
を
薦
人
の
腕

一
-
-

へ
、
集
っ
て
来
る
あ
ら
ゆ
る
階
級
、
偉
大
な
る
人
絡
の
力
、
火
原
勝
林
院
の
俗
仰
問
答
、
全
品
開
散
の
凶
作



一
項
総
砲

。

関
越
谷
受
慈の
生
活
|
|
=
一十
年
叙
が
付
か
な
か
っ
た
恨
み
、
具
健
化
し
て
来
た
遺
書
、
孫
子一

一

w

の
狩
を
負
ふ
て
、
準
殺
を
願
跡
事
と
見
る

、

死
生
を
越
へ
た
信
仰
の
力
、
配
幅
聞
か
ら
再
び
京
へ
、
死

後
ま

一

一
・

で
績
け
ら
れ
た
抽
出
得
、
宗
動
臥
の
品

偶数
。

法
鎗
よ
人
今年
後

。所行 稜曾仰鎖人上然法。
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ベ とと
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と

法
線
上
人
法
箇
診
-
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( t ) 花 一一然

花:

祭:

り

z

b
燃
の
間
協
織
俗
段
、ま
だ
鶴LWに
V
Nり
に
な
ら
な
い
ゃ
う
で
ら
る
e

h
uづ
税
制
問
に
慨
す
る
か
料
を
婦
か
に
し
、
そ
の
秘
術

似
し
倖
べ
き

荊
蹴
を
戦
線
し
て
み
ゃ
う
・

m
m
mの舷m
m似
は
、
倣
縦
一
一
一刻一
蹴
に
総

て
併
は
るべき
で
ら
る
・

紘
一
は
椴
州刊の幻
ぽ
俗であ
る
。
似
し
、

が
蹴
と
しての
椴
燃
の

，
、。
L
・

友
。
ぃ

e
"

・

翁
作
拍
は
内
作
H
勿の
祭
で
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。

鉱
・一は
m応
対的-m
w伽俗
で
あ
る
u

備
の
紙MML
T駒
郡
に
縦
し
て
枕

の
伊
伽と
し
た
の
は
サ
Y
チ
ー
に
も
あ
る
ω

獄一
一疋
栂
然
の
脱
俗
、あ
る
。
こ
れ
は
紙
付
が
-m
似
の
地
蛇
で
ゅの

ザ
仇
r
ん
.
、
んn
a

&H
S
L

'
M

る
だ
け
、
随
分
倒
総
な
業
C
あ
ら
う
と
侭
ず
る
。

こ
の
一
一-
議
長
て
・
そ
れ
ぐ
の
揮
す、
計
そ
の
繁

之
郡山僻
し
て
、
備
紙

M
M，の砂
蹴
を
猷
恥
と
な
ナ
こ
と
に

一
阪
の
砂
川

そ
燃
はん・」と
bz品
炉
問
的
し
て
出
ま
な
い
の
で
あ
る
。

m
m
mの偲
侃
俗
は
や
舷
の
抑
制
に
は
お
ひ
な
い
が

、
和し
こ
れ
が
艇

と
な
る
と
す
れ
ば
飾
郡
に
も
な
り
、
航
搬
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

• 

• 

文
筆
崎
博
士

高

楠
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ヲた

静
し
戒
態
に
足る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
誠
鍛
に段ら
な
い
こ
と

は
な
い
。
訴
は
、
椴
織が脱
俗さ
れ
侍る
か
徹か
と

一rr
o附
般
に
砕

一す
る
の
で
あ
る
・

一

僻
鉱
山
主
張
作
お
け
る奈
川mv，

制
駅

燃
は
船
智
雌
婚
と
し
て
蹴
貯
に
総
る
べ
き
併
を
峨
て
・

が
づ
静
斡

廷
のm
m隠にb
v臨と
し
て
山
附
し
て

酢ら
れ
た
・鍛
刃

・
総
間
な
と
針

‘，b帽&
τ

‘
.

'
"
・
・
・

ひ
ら
い

9

h・
弓

s
-
h

h
づ

く
の
神
々
を
総
め
て
h
n液
中
関
雪
、
何
時
、
何
れ
の
庖
に
、制
れ
の

艇
に鈍
る
べ
き
や
か
一
削
除
さ
れ
た

ω

ま
や

-

e
r
A

申
酢

く

れ
今
川
い

=
摩

耶
夫
人

夢
の
光
a
R

m
M
H
A

の
的
動
に
仰
い

て
訟
は
れ
た
ル
ソ
ピ
品
川
向
山
は
、

耐
肝叩w
mき
邸

の
お
、
街
船
山
の
判
慌
し
き
、
総
燃
に
限
り
に
昨
か
れ

・

M
M-は
ず
蹴

‘.
3

ι
冒
C
A
'

ae
e
a

胃

即
今

n
wh
c'
z
t

を
以
て
山M
H后
を
鼠.き
つ
L

あ
り
た
ゐ
に
‘

段
門
的
は
加川被に
か
m
mけ
る

‘,
a,

Rnue4Rah

--4 

線
機
で
あ
っ
た
が、
同腕か
に
微
笑
せ
ら
る
L

如
く

え
え
た
か
ら

.

{
品

川
幻
は
対
応
を
酔
ぴ
位
し
た

@

間
M
Mh
vを
山
間
ま
さ
れ
心
情
、

苅
の一
対
4

0
五
艇
の
印
ん
駒山
伊
鵠
ら
か
に
限り殺
り
て
、
搬
にお
づ
く
よ
と
hw・
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一
( :1 ) 

h
rAJ献き
、
hxつ
峨び
し
一
伊吉
町た
と
仰
せ
あ
り
@
そ
れ
よ
り
恥

“. 品川
と

な
れ
た
@-町

一
だ
干
の船
内借

阪
間
五
一
伊の
町
出向は
峨慌
に
恕
み
、
制
m
w
h
T
M

の
叫
出
版
光
町
村械に

訟き
酌
略
的
、

俄
に
ル
Y
ピ
-L
蹴
腐の
抑
制
と
れ
γづ
け
ら
る
L
践
の
飢
般

に
身
を
養
ひ
た
ま
ふ
。

恥
貯の
臨
時
般
に
俄
ひ

民
J引の
拡m
m
-
V

』膨
さ
ん
と
て
、

蹴
の
隙
蹴艇

の
部
地
に
設
り
、

山
町哨
の魁
鵬
の
枕
肢
か
ら
脳

の
特
に
船
りPち
、

日仰に
たり
蹴絞
し
た
ま
ふ
。
そ
の
峨
鍛ち
総
紡
っ
き
た
ま
ひ

、

時
制
字
、

加
を
蜘
山
で
域
別
紙院に
蹴
ひ
た
ま
ふ
。
怖
く
一
一十
ぬr
bzw酌
みた
ま
ひ

し
も
、
も
は
や
怒
川
に
ヂ
ず
、
伊川
に
郁
?
併て
る
般
郡山
附
の
保

守
山
応
え
た
ま
ひ
し

階、
却
の
蹴主
り
対
和
川
畑
れ
ゆ

で
た
さ

・針。
・
』
弘

に
祭
は川町
一齢制
と防
て
対
r

-や
け
、
鉱
山の
対
安
或
は
た
態

純
り
て
紫
の
が
抗
体
・宍
較
に
ず
制
限
せ
し
むω授
は

飢
か
に
駆此
に
伊
り炉
ち
たま
ひ
、

的
配
蹴
加にm
mって
um七
山
ゲ
づ

ピ
恕み
村
知
に
訟
り
て
、

川
町の
や
ナ
に
て
苅を
MWし
、

坊
の
やは
恥ψ

m
w
し
、

m
町
風
に
慌
花
して、

F
4
F下
3

恥
骨
駅
航。一品
獄
猷
智3
判
官
hd
郡山
，ぐ

ea'
s

‘
jH
'
'h

43 

と

J
Gは
れ
た
。

こ

れ
そ
『
円
万
七
山
ペ
の-M
常
と
名
け
る
。

，、
ト
A7
w
-。

か
令
4
2

四
ル
ン
ビ
ニ
皇
后
の

亮
去

刃
向
欄
砂
も即
日川は
・
甑
ふ
官の
貯
郡
山
Vし
く
、
七
山日の
服、
伊慨
み
あ

ー山引
@
ι

! i
i，
舟

u

-
‘

..
 

ふ
一

-
A
J
a
'

均

一
、
同
市
鴨
川
叫
た
〈

・4訟に
ル
川
崎
よ
ゐ
・

サ
せ
ら
，Q
ω
仰
ル
正
作
い
み
たまひ
し

・
ゲ
酔
み
の
常M
T似ぴ
、

附
岬WW
Wハ-
K幻
力
)知山川
とa部e
せ
ら
れ

h
~も
の
で
あ
ら
う
。
除
後、
炉
心
は山
山川W一心取
に
府
間せ
ら
れ
た
・

航
は
僚の
儲
にコ
ケ
別
ぷ
践にm
mりf
m
mmさ
れ
た
と
飢
・
七

'
L

n
e

ん
に
ん

2

げ
4

五
阿
私
陀

仙
人
の
預
言

都
除
沼
山に
甘
み
し
附
加
昨
似
刈は
、
対hFの
鉱山町
山EM附り
知m

L

忽
向

丘
学
陶
.
，
‘

は

れ
も

e
e

念
臼
だ

h
し
を

a
'
caヨ

玄
IH
-

-》

子
w
m緩
陀
仙
を
作
ひ、
王
宮
に
参
じ

、
太
子
の
相
好
を
吋押せ
ん
と
茸

訴す
。

c
m判
官
叫
んBは
艇
の川
市部
び
て対
や
の
税制仰
を
棉
せ
し
む



M刊
日
川
は
対
や
や
貯
て
そ
の

獄
械
に
献金
可、

対
小
川Wに
般
さ
ぱ
航
総
監
五
ど

な
り
て
五
誌を
獄
め
た
ま
は
ん
、

A
mv
.

‘
，

，

.m，‘，hw
a，

hゆ
'w

，.
，
、

若
し

品
れを
捻
て
た
ま
は
ピ
山政主
と
し
て
閏
民
合
救
ひ
た
ま
は
ん

と
於い
て
、

也前
副り勧附金
山
町
べ
、

般
か
にm慨
を織
し
て
鍛
パωだ
。
却

に
「
mm
mに
澱
そ
雌
す
か
」
と
、
叫附
いた
ま
ふ
・

川
叫山
川は、
『
獄、
純

白
に
ねUぃ
、

だ
や
の
脱
出
t
v-m附く
に
散ら
ず
、

川
叫
に
、
脱
し
みに
蜘

定
い
-
b
a

H
aリ

ヒ

-
h

凶
竃u
dW
同

てゐ
M
e
-
-
偽

え
ず
」
と
巾
上

げ
た
u

太
r
ず
は
後
に臼
己
の
波
法
bE
司副
軒弘
倫
』
と

仰
け
ら
れ
た
ω
w
rが
献
の
船
出
ゐね
た
断に
も
離
脱，

T

船
泌
を
助て紛
れ
と仰せ
あ
り
し
を
貯
れは
、
阪山町
叫
も縦
蹴
艇
の

献
白
血
税
R
t
f
M山て
・
町
一
似
せ
ら

れ
た
も
の
弘
府
、う
で
あ
るω

a7
A
t

姐
勾
‘

T
‘
，
、

ι
・
・

耳
切

，
‘“Z
L

九
‘
?
な

a


L
し
に・
ぶ
し
た
五
項
刊
は
、
「
制
的
向同
」
に
闘
す
る
滋
抑制刊で
あ

，O
が
、

向

こ
れ
に
泌
馳
し
て
也
知
枇
の
的
安
'ぺ
々
、酔
艇が
あ
る
。
こ
れ
を
一
山
摘

。
州
即仇
し
て貯
ゃ
う
。
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F竿"

来、

た

umm
m
 

る
航
船
齢
{申
間
体
大
様Mm第
二
-T
八
枇
旬、
小
綿
一
線
典
六2
、

3
〕

隊
総
彫
m
w←r
H
r伽…獄
織の
m
m
b
込町
似へ、
棋の
宇
笠
砂
げ
た
ま

ふ
眠
、

村
の
艇
か
ら
対
小
川出れ、

J
eu
k同
和
を川町て
対
手
を
野
け
、

J
eH
Kはもr
Mの
蛾
を
支
え
つL
あ
る
仰
仙
川
町
校
刷
新
〔
向

上
4
〕
館、

Z

9
u
n
ι

v

う
ぞ
ゐ
阜
、
内
弔

A

管
内d
u

r
L

後
同d
b

a
も
佐
多
主

い

品
比一
一
一
様
の
町
総
会
体
訟
は
、
上
示のお
話
よ
り
は、
相
徐
に
差
災
が

あ
る
か
ら
猷
か
を
践
す
る
。

島Hj
M
g、

乞
い
し
た

ゐ
ヒ
事
会
健
闘

L

-
R
9

ぺ
う
し
島
市

滑油
浴

太
子
誕
生
の
丸
子
の
微
な
く
し
て
織
犯し
た
も
の
が
あ

る
。
府m
w←
河
川
川
、
材
対
の

mb般
の
ぷ
に
野
ち
、
が
都

ょ
う
紗
似
の

航
、
艇
よ
り
い
m
b
z
昨
今
、
野
必
の
昨
此
に
僻

ぐ
o
m帆
抑
制
も
脱
抑
制
唱

の
以

M
-

ゐ
除

ゐ
，
‘

，
b
，
k

，

γ
，

M
H

に
引即
町
つ
て仙
貯
伯
る

.

4

絃
雑
抽
譜
革

は
眠
既
凶
制
舵
肌

〔附
災
x
A令羽
の企
ぷ
小
狐
に

恒
ω刈
円の
.ホ
水tをg
山
作
什
.れμ
 

た
る
も
の
〕
よ
句
?
ト
山

?

と
飢
M結
制
と
1含
乞
叶
野

Uた
し
め
、
m肌
叫
に
、
・
・・
縦
のV般
の
加
が
あ
る
。
こ
れ

・
・
て
令

.. ，
、
広

m，
“
，
令
ふ

は
パ
ル
フ
1

ト
の
中
川彫
刻
で
あ
る
か
ら

川
抑
制
吟
か
な
い
の
で
あ
る
・
ぇ

H川の
松
山
に料
品
ゆ
く
の
も
、
郎
は
鍛
れ
た
対
ゃ
に
紙
ぐ
府
蜘で
あ

る
が
、
艇
院
を品川
さ
な
い
か
ら
h
r
M
に
献
ぎ
か
け
で
向
山
る
。
撚
は

、

h
r
M
の
械
や
に
が
身
部
を
か

つ
て
仲
る
の
が
対ー
がでお
る
か
も
伽
れ

な
い
。
術
航
な
き
航
阪
に
は
、
仲
山
町
も

慨
に
一
蹴の抑
制
革
を
ぬ

て
-r

h
d慌
を
必し
て
あ
る
。
〔事
者
雄
市守人
文
の
什
獄
後
と
し
て
の
品
開
設p

仲
間
餐
抑
止
申
二
隻
総
様
旗
開岡
山

u
a
a
h
v
・

七

可花
祭
』

-
・
!‘
霊
・

ν
，
、
・

f

』l
l、

U
M

拘
時

五
，
a守L剛

前
代
阿
打

点
時
代
か
ら
こ
の
年
ば
か
り
の
間
ー
ー

は
仰
体
b
F

4
R
A
y
-
-
'
3
1
l

・
川

令
2
U

r
u

・'
a
v

い
‘

彫
刻
し
て
も
、
合
て
仰
の
抽
は
や
置かな
い
。
印
ち、

無
仰
係
の
箆
術

中
ザ
仰
山

で
あ
る
。
似し
.
ζ
れ
は
材
輸
僻
制
仰
に
蹴
る
こ
と
C
あ
る
》
慨

は
叫
出
獄に
い町
り
・
が
昨
慰
問
に
苅
ら
れ
た
。

こ
れ
そ
m
m巾
に
鰍
は
し
彫

踏
にぬ
す
の
は
.
が
総
だ
と
宇
中
、
臨
め

て
総
品
川
町
の

b

必
《税
か
ら
館

v
hF弘
治
-
e
マ
十
》
リ崎

っ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
が
商
隆
紀
元
化代
頃
か
ら
起
っ
た
縫
陀
h鉱

山
ザ備とな
る
と
、
即
郎
に
艇
艇
を
椛偽
し

・

作
似
艇
の
僻
慨
が
搬
は

セ
ナ
詳

.

.

.
 
‘

弔
レ
孟
p
z
o

，
「υ
w
-w

-
-

レ
i
u
e

'

れ
て
車
部る
・

元
高
の
理想
創
設
が
獅
は
れ
て
、
印
柑
・
凶
川
和
の
到
酌
で

慌
の
織
的b
E州事
、

必
付
の
市
仰
の
邸

m
m晶、・
W鰍
佐の
府
府間
出船
な

‘
，
・
'
句
偽

.
‘

4
r
a，

V

E
L
V
'
P

白

と
に
は
額
約
な
〈
、

m
wの
駐
日
作
を
泣い
た
か
ら
で
あ
る
。

j
r
，
，

t
，
，

A
9

乞

-

A
'

い
マ

K
M
e
a
A
9

惜
渦
慰巳
崎山
町停
は・
物
…昨倣
の
時
何
に
於
C

ば
市
に
附
川淵
ゆL
V
-以て

時

d
'ん

A
A
-
-
A
S
e

ゐ

ぶ
し
て
あ
る
ω

一給
め
郊
説
明か
W
L
に
減
っ
て
肘
る
の
は
お
か咋.

0
的

"
3

h
n
haリ
・

い
ね

・
』
t

A
V

で
、
決
し
て

州
議
の
偽
り
J
Uは
わ
』
い
の
であ
，Q
。

ζ

の
設
味
ε

貨
問

V
-
F

ま
・

r
'
r

・
、l
b
h
7
u
c

巴
Z

に
於
け
る
『
柁品
川市」
の
花は
、
間
帯
で
あ
っ
た
に

桁
訟
な
い
。
劇
団

に
で
糾p
rvmそ
「
叫
町滋伊」
の
般
に
て
伽
仰るの
も
そ
の
か
恥明
、あ
ら

う
“
こ
れ
は
いrM
が
、
動の
齢に
仰
せ
られ
し
悦M
M札
制ひ
し
炉
問

よ
り
貯
て
、
部め
て
島
縦
であ
る
。
似の
町
村跡
設
の掛
川町
中也
V
で

械
は
す
か
ら
、
MMuf
併
とん
配
る
の
は
一腕
ポb
wで
あ
る
と
し

て
、
時刻厳
然
にMMる
k
九
がの
情
説ψ
-r
v
に
し
た
も
の
で
あ
る
a

w
E
fhrE践
の
般
の刊
に
あ
付あ
り
し
と
於
ふ
こ
と
は
、
少

の
花控



~E -祭( 6 ) 

t
u
-
y
v
'
'
・
v
a
司

・
・-
u
.
‘
，
b
-
b
r
r
w

a

uら

分
受
H
.
肢
の
『
ぶ
山
ぃ
訴
.
の
序
文
か
ら
紺
ま
っ
た
も
の
て
あ
ら
う
と

"
・
7
4
e
，
・

φ

弘
令
ふ
し
崎
、
.
4
.，
、
o
w
い
m
w
l
N
n
で
今

思
・
七
隻
u
が
こ
の
序
5
w
R
A
し
た
の
は

、
同
紀
元
内

.

0
年
頃

u
n
-
-
包
宅
い
い
ら
ど
u
w
お
か
A
V
'
ゐ
嶋
崎
ヨ
サ
凡
?
。

で
あ
る
。
殆
ど
M
じ
時
代
に
印
刷院に
仲
版
行
した、
M
Hの
法
p
i
蹴
は

・
?
に

:
?
f
M

Z

金

2

臥
協

約
締
し
く
が
同
時
帆
尼
制
の
・
』
ι
r
・

t
v
-
Tいて
間
的
る
が、

m
に
「
侠
樹
」
と

い
b
u
A
，
ヒ
凶
v
m
j
H

む

ι
4
V
6

一
五
ふ
の
み
で
無
夏
樹
と
は
し
て
な
い。そ
れ
が
玄
俳
・
4
a
山
献
と
な
る

と

「
勲
斡
憐
」
の
品
加
が
あ
る
と
し
て
あ
る

ω

服
部
に
は
併
跡
取
り
や

は
臨
め
て
逝
切
で
あ
る
か
ら

、

こ
れ
を
慨
に
が
す
る
す
ヲ
に
な
っ
た

も
の
で
あ
ら
う
。

三
崎
曹b
・

た
ん
怜
令
。

八
右

脇
よ
り
の
誕
生

:
;
4
7
!
i
t
-
-
E
:
:
l
t
 

後
M
m批
の
『
蛇
昨
『
締
阪
に
僻
れ
ば
、
浩
師
紘

w引
対rA
.
の
別
緋
靴
.
が
か
ド
必

N削
ιや
ザ
-
芯

‘
俳
，
.
〓
口
止
瓦

る
時、
諮
物
λ為
ア
の
現
か
ら
化
必
{
五
れ
た
の
が
泌
剛
縦
鰍
門
侠
、
臨
脇

刷
より
点
れ
Lた
~
の

わ
&
ヲ
ぞ
，
、
"
、
ら
令
'
白
今
、
茸

み
ん
宅
，
、
a
L
A
7
‘
ど
b
b
い

が
-
K
荻
、

払
加
か
ら
生
れ
た
の
が
絵
漁
民
狭
・
足
か
ら
生
れ
た
の
が
奴
隷

，
Z
A
掌
ん
汚
う
い
仇
M
A
I
N
u
e
b
峠
い
偽

E

湾
、
れ
の
令
ゐ

和
紙
だ
と
一
石
ふ
。
こ
れ
代
先
伶
印
刷
成M
Kそ
似
織
と
す
る
日
貨
を
純
文
で

令
ら
4
3
h
ω
ど

8
4

い
a

v
，
砂
羽

裏
付
け
た
も
の
で
あ
る
が、

印
刷
此
で
は
跳
ぶ
し
た
似
授
で
あ
る
か
ら

h
z
・
4
-
a
a
忽
い
L
ゎ
、
a

z
-
i

b

v
向

巳
蛇
帆
た
る
必
漣
太
チ
が
、

総
か
ら
保
れ
る
の
は
側
め
てU
然
だ
あ
る
。

川
、

.
R

リ
b
h
Z
位
、
a
r

墨
F
'
w
h
v
内
F
Z
、

膨
か
ら
悦
れ
な
か
っ
た
ら
、

附
皮
人
は
「
関紙
は
おh彼
C

な
い
」

い

-
d

ゐ

，
F
L
噌
九
T
a
a
ヨ
い
t
H
r
b

p
ι
3
2
L
h
h
A
V

と
一
不
平
に
州
州
訟
た
い
。
品
川
ど
被
服
の

印
俊
財
人
情
、
は.

花
の
ド
で
約

て

aF
・
p

・3
h

時r
h
H
・
U
A
可
，
L
智
ん

の
ヂ
そ
雫げ
た
時
、
お
の
脆
か
ら
午
.れゐ
の
は
日
然
で
あ
る
が
、
仰
附

払
V
h
b
む
が
秒
へ
帝
る
と
奴
即
切
で
あ
る
か
ら

.

側
一
閃の
門
川
町
仙
の
阪
新

ふ

R

ん
ね

V

宅
k
-

・
ι
w
c
h
b
，
、
M
v
n
e

で
は
、

犬
人
の
布
の
袖
の
小
か
ら
太

-
V

が
円
を
州
し
て
防
ら
れ
る
。

，
、
，r

ぜ
い
の
同
れ
‘
，
w
q
ん
い
、
号
、
‘

-
72
Z
3
・
e
s
ヒ
ん

百
掩
阿
の
慰
問
主
が
獄
じ
た
と
宏

・
か
前市
御
物
の
際
耶
夫
人
も、
そ
の

ぞ
〈

8
・
-

r
w
'
T
ι
‘
q
a
z
い

a
a
τ
む

a
ω
-
L
同
y
，
・

J

始
の
山
市か
ら
抽W，
か
山川住
せ
ら
れ
て
倍
る
軸
坊
が
前
打
破
e
d
る
h
・
抽m閑

-
仲
の
鵡
即
情
熱
は

、
砂時
相
好
日
川
維
部
の
協
に
品
開

mwが
叫
附
を
倒
ひ
、

h
-
、

‘
F
e
-
-
K
い
・
・
・
ル
a
，

脇
か
ら
取
出
し
た
の
で
あ
ら
う
と
言
っ
たも
の
が
あ
る
・
3

う
問
執

し
て
は
停
鯨
は
似
ら
な
く
な
る
。

-
d
a
v
旬
。
，
e
舎
を
令
.

九

隻
鵡
と
鍵
象

し
噌
ご
w
a
7
・
F
令

"
g陥

a
w
包
h
F
a
v
h

胴

此
叫
ん
誌
で
は

、

「
施
」
と
.
「
品
紘

一
と
は
川
じ
文
字
で、
「
泌
伽
」
と
云
・
か

T
，
、
a
n
，
‘
、
b
a
?
"
&
マ
』
'
・

g
h

の
で
あ
る
。
優
れ
た
皐
慌
の
こ
と
を
「
池
袋
」
と
公
ふ
の
も
よ
の
学

L
伽

・
・
1
wyi
M
R

-
一、
e
'

で
、

「
除
都
」
と
皆

-
bな
も
あ
る
の
で
ある
。
静
脈
し、根
-
は
餐
象
で

-x
e
v
H

v
a
w
aフ
管
'
t
，
、
t
d
F
a
w

あ
る
こ
と
は
ゆ
す
ま
で
も
な
い
。
占
ハ
芳
川
町
内
魚
と
し

て
托
胎
し
た
仰

で
あ
る
か
ら
、

…r
餅
の
結
が
い
仰
を

獄
く
の
は
い
慨
め
て
・
仲
縦

で
あ
る
。

d
w
H
E
-
-
w
a
ヲ
・
令

-
4
a

'
'

A
H

印
度
h
v
J
可双
能
と
し
た
こ
と
も
あ
る
や
・
ヲ
で
ゐ
る
が
、
殊
に
魚
山
り日
出

-
b
g
a
，
n
，

.
‘‘
・

9
d帽
づ

H
h
-
-
e
h
-
4

S

な
い
h
え
泌
に
移
っ
て
か
ら
は
、

H
A拙
水
島ι
牝
く
と
あ
る
は
込
れ
亦
M側

め
て
保
対
で
あ
・

1
松
抑
制
強
に
川
町
制

1
f甲
山
る
の
も
が

れ
が
俄
で
あ
る
。

ま
A
V
H
ゅ
ゐ
，
ん

十
四
方
七

歩
の
宣
言

'
p
'
E

ら

E

b

‘

闘
方
に
刷
っ
て
じ
か
っ
、
依
まれ.
却
っ
て
凡
と
枇
と
そ
抗
さ
れ

国
'
c
ι
V
A
W

た
の
は

、

六
万
に
向
っ
て
山
川
;
川
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
じ

・
3

J
h
r
'
e

-
e
L

U
H

q
a

沙
p
・v
A
・
0
の
は
、

.
十
八
杭
の
刀
の
約
り
た
示
し
た
も
の
で
、

-
U凡

1

.，ゐ
t
怜
同
a
p
L

具
《

a
'
か
ん
レ

め
ι

の
時
聞
を
ポ
し
た
も
の
で
あ
るω
六
万
胞
は
俗
m
b
u・
双
し
.
州
七
沙

す
"
一
・
ゐ
t
温
"

・
0
a
司
h
y
砂
ぜ
ん

az
・
2
‘

は
二
十
八
宿
の
時
間
そ
示
し
、
四
万
に
向
っ
て
ん
凡18
せ
ら
れ
、
収
点

。
b
e
L

・
7
ん
い

a
t
a
ヲ
，

e
p
b

法
に
向
っ
て
ん
晶
冒
せ
ら
る
h
窓
味
が
こ
の
内
ガ
七訟
の

2
2
で
あ

同
ぜ
-
d

に
ル

2

・

る
。
こ
れ
に
も
架
設
が
あ
っ
て
れ
に
七
沙
と
し
た
の
も
あ
る。
お
し

k
c

-

旬

E

z
t

七
歩
とす
れ
ば
こ
れ
は
一
週
間
を
殺
肱
附
し
た
の

で
、
間
じく
昨
附
に

蹴
つ
て
の
蕗
叡
で
あ
る
・

• , 
, 
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ゴ
一来
え

悌
縁:

無む

• 

:
・
坂
根
殉
兵
衛
翁
(

一二
)
:
・

、

大

微

7k 

増
上
寺
法
主

島

蔭存

の

カ2

め
い
旬
飽
ん

ζ
ろ

-V
4

明
治
二
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
ω

そ
の
頃
は
翁
も

m
m刊
のM聞
き
臨
り
に
滋
し
、
脱
は
鉛
ベ
引
即
戦
に
川
町
い

て
ゐ
た
ν
l
l

府
一
般
ず
m仰
の
町
民
の
鰍
一
隠
そ
織
る

僻
m
mへの
職
務
でωそ
の
概
都
で
範
に
、
総
波
鍔
の

が
慈
し
い
お
し
み
で
脱
す
る
も
の
が
仰
す
の

で
あ
っ
た
ν

鰍
m
M知
則
的
防
の
菰
酢
が
そ
れ
で
あ

ヲ
h
w
.m

除
の
仙
川
川
町
陥
は
相
対
な
や
似
の
た
め
、
指
純
白
川

2
7
L
H
S

ぬ
ん
包

U
L
K
ヒ

か
ら
グ
抑
へ
b
Eう
け
た

ω

そ
し
て
院
寺
務
所
に
はm

h
wゐ
L
MT
い
M
V
-

w
a

--

ゐ
S

E


料
相
良一
人
と
し
て
跨
み
止
ま
る
4
4が
な
い
と
い
ふ
必

れ
た
机m
m
だ
っ
た
匂
そ
P
続
的
店
街
の
た
め
、
は
じ
め

ん

針
。
が
勺
食
￡

v

am

墜
抱

ω
k
h
、

.F
h
F
i》

て
院大
阪
聞
で
寄
A
nひ
を
行
う
たUA
4は
・
俗
聞
の

m
m除
制h
v滋
ハ
紛
は
そ
の
仰
の

J
P川町
で
あ
る
)
で
あ

っ
た
が
、
鉛
和
v
m
m
に
執
っ
て
ね
山
町

、
蹴
脚
山
町
、
そ
の

似
聞
の
敵
必
す
べ
て

が
蹴
鋭MMひ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
鮎

似
を
た
れぬ
と
い
ふ
酔
飴
を
飾
っ
て

、

一
時
は
斜
践

i

j

;
 

の
や
う
に
符
き
あ
や
し
ん
だ
。
「
こ
れが
す〈
も
一
剰

の
徳
利
叫
と
恥ばれ
る
や
惚
の
郁

郎
の
務
で
あ
ら
う

か
?
」
l
l
掛
か
ひ
が
綴
っ
て
、
府
燃
と
し
た
必
で

峨
問
に
以
内
み
川
町
た
鋭
の
蜘
町
に
グ
ツ
と
郎
っ
た
も
の

は
、
そ
こ
の
酪
に
除
り
つ
け
ら
れ
て
ゐ
た
業
献

だ
っ
た
。

「あ
弘
、

一
山
脈
腿
に
慨
し亡伊
ま
ぬ伊
ま
ぬl
l
」

協
に
昨
へ
か
ね
た
倒
的
は
、

m
M縦
約
似
し
た
の
で
あ

る

-
ち

か
Z

a，
ヒ
L
W
2

・

そ
の
と
き
、
鈴
の
傍
ら
に
ゐ
た
知
人
の
決
は
、
そ

e
，

‘
司令
レ
ん

υ

ふ
ん
ヒ

r
?

の
品
輔
の
』
誠
心
か
ら
の
惣
慣
の

慨
に
助
か
さ
れ
、

-
b
e
p

旬

。
ぷ

「よ
ろ
し
い
、

こ
ん
た
紙
は
私
が
磁
り
ま
せ
う
。
し

か
し
磁
れ
ば
川
町
ば
科
徽
に
船
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か

ら
、
潟の
慨
鰍は
よ
ろ
し
く
お
航
み
し
ま
す
。
」

L
T

巴
・
・

盆
凶
，，伊
豆
ま

か
う
一云
ひ
捨
て
て
、
配
ち
に
そ
の
膨
化
を
縛
が
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
るω

そ
こ
へ
僻
縦
断
の
蹴
砂
が
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ふw儲
せ
た
が
、
叫
ん

Vは
悌
滋
の
似
似
の
・
枠
制
に
肱

じ

て
か
、

そ
の
ぬ
古
紙
伊
川
掛
を
酌
に

し
て
肱
に
滋
除
も
せ

に
れ
ず

a
-
-
w
"

J
P、
政
か
の
い
た
つ
ら
ぐ
ら
ゐ
に
済
ま
せ
て
寂
開
べ

ル
苦慮

せ
ず
に
通
り
すぎ
た
。

店
側の加
川
町
蜘
隊
飴
郎
到

の
恐
鮮
は
、
そ
れ
か
ら
飴

川
勝

え
泊
って
作
っ
た"
h
r
印
お
り
ぬmM在
日
れ
た
仰
仰
の

即
時
刻
は
こ

h
に
縦ま
っ
た
ω

時
-F十
店
、
臨
く
苧
を

つのる 駁企
たで・っ
とあ翁電 て
いつまを4 品
ふたのむÉ~
こ 泊、木f
とは山工有旨
か 、 事長. カ2
ら 或ま典主公t
も干上の間2
3慰徒&然5 3E 
つが か・ 2党
l; ~号がき
tU・ 1こ ま日U ま
来e 次i fI~~・ (t
7~ のに つ
否や 民主た

号 撃しの
あになで
ら筋書 もあ

.
、
，
.

「部
品m
m
m
の
世
慌
たゐ
税同
を
貯
や
しては
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
以べれ
ば
料
ど
も
の
獄

な
ど
隙
蹴でな

い
わ
け
で
す
。
た
と
へ
紛
の
殺

が
そ
の
た
め
に
つ
ぶ

れ
ゃ
う
と
主
誠
一
協
の
た
め
に
は
よ
ろ
こ
ん

で
印船

-
V

つ
〈

る
限
り
お
逃
し
い
た
し
ま
ぜ
うJ

-
を
a，

‘
4
2剛
健

"
i
u
b
v
'
n
w
p
b

翁
は
か
う
し
て
日
ら
附
碩
に
立
って
働
き
ま
は
ソ

た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
抑
制
は
昨
日
』や
お
献
に
仰
す

こ
と
を
い
つ
も
絞
れ

て
ゐ
た
。
F
Mが
叫
ね
に
な
っ
て

L

E
と

包
民

tw

z
k
ゐ
例

ル札刷R
や
」
ず
る
の
品
には
な
い
、
自
分
は
た
ピ
如
来り
お

"
・ー

れ

p
・6

4
'ん
ゐ

γ
A
q

力
で
働
か
し
て
緩
い
て
ゐ
る
l
!

こ
の
鉄
に
も
翁
の

蹴
貯の
一
紛
があら
は
れ
て
ゐ
る
ω

だ
か
ら
椛Mc

械
か
れ
る
山
総
総
餅

の
朕
此
な
ど
で
は
、
叙
は
対
関

川
川
町
の
恨
ん
官
に
か
く
れ
て、
M
u
hに慨
を-
rひっ
つ

-b
d守
《

"
H
-
吉
岡
，

WLaリ
・
・
・
す
ね

ら

ひ
と
り
静
か
に
依
興
の
一
日
も
伴・ぎ
を
念
ず
る
と
い

大

』島

惜

正

-

二本
っ
た
恥
だ
っ
た
"
泌
ば
世
情
、
品
川
鰍

ω
の
訴
をh
Tそ

L
L"
と

‘
，
ん
}

川
拘て
私
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
総
っ

て
仇
徒
聞
で
伊

静
山
川
を
つ
く
っ
て
m
w脱
隊
一
球
の
齢
制
誠
邸
に
も
、

抑
制
は
倣
胤
そ
の
机
の

古

川
町
に
艇
は
っ
て
ゐ
た
が

、

制

h
u
a

、
，、
h
nhw

r

忽
い
‘

7
h
v

出
H
d
wん

向
き
の
役
捌
を
博
治
し
た
・
け
れ
ど
も
自
乃
の
漫
言

が
ザ
般
の幣
制
に
は
、
餓
は
航
件
ゆ

る
ぎ
な
い
偽
公

l

w閣
は
の
桜
山
町
w
m
m
!

と

m
m怖

が
っ
と
、
h
r・た.
仇
、

h
r
f一山地
止
有
利
川
慨
に
艇
し
て

は
、
と
レ
・
が
こ
とで
仙
世附
に
w
m叫
が
耐
レ
た
ω

そ

の
向
山
…
鰯
は

、

「
材
叫
の
も
の
は
税
胤
に
お
怒
し

し
よ

う
J
と
叫
村
山
制

し
て
、
物官
邸
に
鯨
併
し
た
。
そ
の

m
Mり

と
し
て
、
m
w山
ゅ
の
た
め
料
胤
か
ら
総
州
献
の
店
お

ι
v

誕
め
て
も
ら
っ
た
の
で
お
る
。
砿
械

の
私・胤
献
は
践

に
鋭の
仰
山we
v
-まれ
た
も
の
で
あ
-
Qか
、
仙
川
脱
俗

-
Z
A
司
ご
←

"
-
Ah
y，.
43・・

樹
立
設
の
た
め
術力強
い
も
の
で
ゐ
る
か
は
、
安
に
費

“V
仇
2

h
T披
脈
l
h
~"

ぷ
を
附
仰
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。

-』の
弧
限撤
応
対に
つ
い
て
は、
怖か
じ
も
にm
w

胤
経
路
に
繋
し
た
同
町
定
議
姦
響
〉

ル
、
抑
制
を
附
し
て
、
あ
れ
こ

L1ぬ
の川
前
仰
の
ぽ
き
で

‘，
ω
L
i
w

・
&
veh

ふ
哲
也
T
a

あ
る
と
つ
ね
に
感
心
せ
ら
れ
て
ゐ
た

ω

上
人
が
山
川
崎
巾

叫V
M
m
甑
却
の
慨
に
も
-
』
の
鳳
縦
で
鍬
は
そ
の
伊
仙

W
U九

に
な
っ
た
ω

船
税
縦
総
郎、幌町H郁
泌
総h
f、
鳴の
料相m
m砂
総

の
と
き
も
み
な
さ
う
で
あ
っ
た
が、
鎮の
仰
僻
の
んV

於
は
、
制磁
の
ず
ヲ
に
ど
こ
ま
で
も
町
一
坑
と

い
ふ
も

の
を
仰
さ
ず、
A
r陪
鰍
の
か
の
織
り
に
動
い
た
邸
に
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階
もm
wrの
山
町
鮮
な
い
料
開
鶴
を
も
っ
て
ゐ
る
・
総

仰向

影
響
篠
川
の
察
学
で
あ
っ
た
欝
品
、
側

も
紗
・
え
ず
訟
献
し

て
仰
払wb延し
てゐ
た
の
で
め
っ
た

が
、
鍬
の
そ
の
蜘
…
析

の
舵
酢に
鍛
っ
て
滋
燃
院
側
か

ら
あ
ら
ゆ
る
舵
を
抑
制
に
低
せ
き
り
と
い

ふ
艇
に
な
っ

た
の
で
あ
る
匂
取
に
航
路
船
出
ず
の
砂
舗
は
、
明
例
が
叫
制

蹴
悦
民
間
M
R
W仙
かmH同
九の
的
問
せ
ら
れ
た
践
に
は
附
山
町
内

-
S
・9
9

・
“
。

n
h

の
鎖
畿
の
踏
ま
で
資
り
に
出
し
た
と
一
家
ふ
く
ら
ゐ
の

務
部
す
で
械
ど
宇
の
つ
け
ゃ
う
が
な
い
ほ
ど
に
な

っ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
対
俄
だ
け
を
紗
向
付
す
れ

ば
似
な

い
と
慨
畿
せ
ら
れ
て
ゐ
た
峨
時

M
必の
m
mに
匙
せが
叫

じ
て
、
部
は
低
か
ら
な
る
務
伽
を
つ
ど
け
た
の
で
あ

る
。
凶
』
比
九

の
砂
鉛酢
の
物
協
同
か
ら
射

や
の
保
税、一
肌

蹴
の
蹴
慨
に
到
る
ま
で
一
服
に
取っ
て
M
U
4
T
際
い

た
。
即
時
に
掠
併
殺
の
僻
川

町
を
鰍
るH必
の
"
腕

.• 
し
い

か
鍛
は
、
都
除
の
山
』
山
川
の
航
棋
の
官
銃
蹴
に
ほ
か
な

ら
な
い
.

す
僚
は
多
数
で
和
恨
む

総
し
か
う
し
た
伊
献
の
似
附
棋
に

4
炉
械
の
和
的
判

U

R

A

F

A

7

h

n

'

 

は
い
つ
訪
れ
る
か
分
ら
な
い
・

e
今
や
た
ら
偽

L

・
・

翁
に
は
朔
太
郎
と
い
ふ
一
子
が
あ
っ
た
@
こ
の
父

に
し
て
こ
の
宇
あ
り
の
慨
に
船
れ

ず
ま
こ
と
に
よ
く

昨
貯
た
射
が
で
あ
っ
た
。
鍛
併
で
勲
阪
が
甑
れ
、
そ

の
慌
時
紗
で
一
つ
し
か
な
か
っ
た
村
山
問
機
で
点
際
都

の
猷
織
を
の
こ
し
て
ゐ
た

ω

の
み
な
ら
ず
の
ん
の
蹴
似

で
紙M
mの
鴨
か
ら
俄
M
U鰐
/
\
邸
前
恥
り
も
す

L
ん
で

作
っ
た
句
と
こ
ろ
が
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、
学
防
で
舵

制
の
あ
る
砂
併
な
ど
は
、
蹴
制
に
扱
っ

て
ぢ
っ
と
れ4

を
健
け
て
ゐ
る
よ
り
も
較
ろ
対
鰐
の
慨
献
に
影
っ
た

ま
ま
鉱
山
町
で
艇
が
ゐ
貯
似
滋
を
鰍
す
と
い
ふ
?
ヲ

に
、
低
燃
の
ぞ
さ
し

い
MU蜘
怖
を
も
っ
て
ゐ
た
の
で
あ

る
。
慨
が
二
十
入
戦

、

紙
幣
蝦
舷
艇
が
附
僻
さ
れ
た

仰
、
肌mm山のm
b
E
肱
め
て
そ
の
山
V
m
m
問
問
り
そ
対
い
に

淑
め
ら
れ
、
粉
黙
の
対
応
を
山
川
叫
に
貯
小
町
ま
れ
た
の

-
R
h
n
b
h

帽
そ
ら

Z
、

u
b
A
q

た

で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
務
レ
身
袋
を
病
隊
に
綴
へ

ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

判
賊の
材
紙
似
の
一
叫
b
p』

h
w
h
f
品
川
散
に
白
鳥
山
・
同

一議
さ
れ
な
が
ら
、
m門
勝

、r
m郡
阪
地
州
自
ω併
楠
艇の腕
か
なW
め
る
hvが
を
溜

っ
て
ゐ
た
が
っ
ひ
に
対

m
m
M
M

を
按
げ
た
の
で
あ
っ • た

-m仰
は
こ
の
邸
り
縦
い
漉
紙
に
静
う
て
、
恥
町
姑
す
る

と
こ
ろ
な
く
鶴
川
純
般
の
按
般
を
倣
じ
つ
つ
、
そ
の

と
時
を
体
し
て
作
っ
た
の
で
あ
る
。
艇
部
一
定
の
紙

か
ら
総
鍛
字
削
叫
び
蹴
郡
北
ず
の
仲
脚
、
職
叫
の
阿
部

町
ず
に
二
百
店
の
鴎

w
mより
か
司
令
併
一
教
誠
艇
が
の
誠
一
世

鳴
が
つ
，
つ
い
て
な

さ
れ
た
・

ま
た
織
は
鴎
た
び
隊

m刊
に
紛
で
て
ゐ
た
が
、

市
町
山
町

に
あ
る
泌
制
品
川
の
誕
の
賂
ぶ
れ
た
慌
に
似
を
蹴
く

し
、
制
自
V
4
ザ』
腐
っ
て
そ
の
船
蹴
を
山
町
し
接
げ
て
ゐ

•••••• 
る
。『

よ
し
出rM寸
川
町
で
山
町
炉
る
こ
と
で
あ
っ
て
も

.
L 、

に/1\きついい
般貸しの J こ
しし務ヒこと
でう祭:i. i l に
、るに ヵ; ，主
多にと 聖母翁号多喜
劇守も す の勢位
置9 妻、日υ を
酔 i蹴聖堂U912 臓
のか片~;のつ
~.ののそて
提l 都忠犬Z ツ 常生
とう光 町〆・ト ら
すを分去 1 た
る 4三をでけ
と芯f 自ヒあれ
いあ分走つば
ふるーたな
の 人E 倒: ~ら
で "'~でーな

..., ~ 
~号功ミる
は徳ぞ 。

ロ!， Iま
癖e み
のん
やな
うで
に積2
云いむ
つも
ての
ゐだ
た J
@ 

r、

eつ

もf

<
、J



l若手1 一一

と

「

春
」

とtた

、

然上一 人

(ー)

. 

総
仰
向
山
品
川
は
が
説
明
和
十

一
例
刊
を
院
かV
入
百
四
一
概
献
に
附
識
さ
れ
た
が

M
Aはねの
一
銭
蹴
村
、

そ
の
対
恥
似
の
m
mく
は
税
に
健
っ
た

。

urづ
そ
の
総

山
町が
間
間
続
二
代
内
用
七
一

Vで
m
wの
磁
の
問
問
く
践
で
あ
っ
た
。

q
m
m
滋
ぬM』
ハ
一
部

m
m・
議
)
に
も
み
鰍
脱
税
儲
州
』
ハ
川
勝
悲
惨
に
も

・

.説
的
業の
肱
山
町
州
知

0

・
れ
が
降
る
た

K
W
M

ひ
の
闘
が
織
か
れ
て
ゐ
る
の
が
春
に
ふ
さは
し
い
叙
余
で
あ
る
。

ら
必
縦
が
磁
料
一
一
純
の
税
ま
だ
潤
さ
一
周
二
十
五
叫
む
あ
り

、

艇
が
け
臨
め
て
蹴
対
な中仰で
ら
っ
た
、
掛
川
出
始

の
餅m叫
が、

C 9 ) 

71<;' f:I '; 
泌総そ
JI."のれ
年EZお』か

• 

法:

人;

然;

上t

文
m申
博士

矢

輝

吹

慶

制
仇
=
及
、

般
の
縦
的
対
の
搬
船
の
掘
り
で
あ
っ
た

。

『
鮮砂
れ
で
は
駒
内
務
仙
の
鍬
久
的
り

、

純
粋
え
て
ほ
蹴
、
部
品
山
の
織

を
淑
ひ
』
、
鴻
に
は
織
る
臨
・

材
協
を和
して
、
「税
料
関
紙
に
砂
つ
」
る

税
炉
飴
は
・

慨
と
な
く
、
僻
泌
を
出
椛
附
品
加
の
も
の
と
し
た

、

い
は
ゆ
る

殿
蹴
伽
抑
制
の
関
駅
輪
、
限

減
対mw域
燃u
m必の
蹴
搬
な
る
日
川
被
を
紙
傑
し

て
ゐ
る
。

山m
M仰
が
九
都
で
俗
、
断
際
に
時
服
し
た
の
が
、
一
一
民
十
九
民
(
却
は
十

三
時
、
砂
鯨
例
〉
で
、
凶
品
川
九
を
し

て
伽
山
田
、
的
根
伽
加
仰
の
的
内
戦
執
と
し
て

レ

a
v
内
念
巳
命
、

=
!
"
t
b

-
a
・

の
使
命
を
端
さ
し
め
た
匙
勧
の
あ
っ
た
の
も
脊
で
あ
っ
た

し
、
十
五
おで

• 



C 10 ) L議1 一一ま長然よ と一一 人

械
め
て
織に峰h，、
盗
品
、
鰐
郎
総
猷
に

川町
ば
れ
た
り
が
ん
府
対
・

一
一
代
二
m
m

十
一
一訟
で
あ
っ
た
し
、
慨
然
粧
品
加

.州
際
ケ
齢で定
のm
w的、
引
隊
山
川
町
昨
柏
市

に
総
蜘
附
さ
れ
た
の
も
か
刺
殺

mh
ハ
附十
況
低V
の
税
で
あ
っ
た
ハ
蹴
蹴
・

1

0
丸
刈
附
脱
政
で
蹴
淑
の
即
町
駅
船
十
店
に
慨
し
、
械
が
問
料
の
封
劇
協
討

を
な
さ
れ
た
の
は
必
が

こ
純
ハ
究
十
阿
部
〉の械
だ
あ
っ
た
が

、
そ
れ
は
こ

の
続
の
端
、
脱
院
が
此
ぷ
を
邸
将
に
閉
じ

て
、
そ
の
都
政
を
叫
ザ
ヲ
た
の
に
伊

総
し
た
も
の
だ
し
、
微
熱
携
の
昨
ひ
に
よ
り
て
聡
対
宇

で
一
一
一
砂

船
を
訴
ぜ

ら
れ
、
蹴
紗
守
山
第
邸
前
を
な
さ
れ
た
の
も
誠
一
宏
然
五
十
入
総

〉
の
縦

で
あ
っ
た
し
、
ル
骨
融
制
州
総
川
市
の
伸
郎
紛
の
概

m
m

一都
と
して
M
T
さ
れ
た
の
が

蹴
川
均二燃
し
ハ
十
お

v一
一m
m一サhハ
叫
で
あ
っ
た
し
、
ょ
一
服

部W
と
蹴
航
船
か

湖
M
mと
は
紙
得
九
併
ど
ハ
十
六
都
)
の
税

で
ら
っ
た
し
、m
w抑
制
制
慌
が
凶
品
川

を
黙
し
て
獄
倣
し
て
慨践
と
な
っ
た
の
が
制
御
口
一
一
特
ハ
七
十
齢
〉

一
郎
殺で

あ
っ
た
し
.
間
脱
獄
般
の
舟
慨
に
船
せ
ら
れ
た
の
が
対
波
誠
ザ
ハ
七
十
五

紙
)
一
一
府
九

hv℃
、
間
二
十
八
慨
が
仰
に
殿
山
叫
と
な
り

一
一
一
服

十
六
臥
に
配

d
-
e
n
A
R

ふ
3
d
o
g

般
に
掛
か
れ
た
が

、

そ
れ
も
柑
の
州
旅
本でお
っ
た
。
入
総
が
一
月
で
あ

っ
た
が
た
め
、
対
縦
十
刊
の
附
掛
川
対
僻
の
削
利
益
川
崎
街
、
五
十
何
憾
に
臓
は

っ
た
加
諮
は
鋭
ま
た
聴
で
あ
っ
た
。

(ニ)

そ
の
脈
偽
は
川
村
の
仙
川
叫
仰
に

J勺
獣
ふ
べ
き

日
以
必
に
も
M
m
m
恥一
統併
の
械
が
あ
っ

四
十 上告
=主 人E
設5 が
の八

止u 十一
年E T手ん
宜圃11 V~ 

宅皇5
32 中宮

.... 、

た
;ó~ 

た
。
M
M叫
の
税
た
る
M
m昭
和
問
か
ら
梢
v
m
r
m
w

ま
で
の
惚
鴎
は
、
九
獄
官
、

仇
ん
に
舟
w
mし
、
十
五
艇
で
艇
叫
に
鳴
り
、
十
六
抵
で

さ
対
地
げ
を
関
知
し

、

十
八
棋
で
聞
紙
M
m
m
m

に
野
間
し
、
二
十
阿
一
部
川
叫
一
昨
阪
秒

・

関
枇
聞
、
御
舗
に

加
制
の
判
的
ιザ4
m
m
慨
さ
れ
た
こ
と
が
鰍
燃
し
て
ゐ
る
が
、
加
山
肌
に
郎
副
判
断
山

縦
約
間
続
出
仰
の
ね
訟
の
般
か
と
あ
と
一
議
伐
と
を
怒
っ
て
ゐ
る
も

の
が
似
く
な
い
。
村
で
も
す
八
齢
℃
総
舗
に
鎚
含
紙
鉛
の
お
に
獄
じ
た
山
市

「
披
似
初
勝
の
都
よ
り
、
成
必
の
併
に
載
る
ま
で
、
の
ん
の
桜
前
取
れ
艇
く
し

て
、
と
こ
し
な

へ
に
殴
蹴
の
叫
ふ
を
・
耐
」
を
世

べ
ら
れ
れ
一
刊
に
も
そ
の

ぬ
砂
ざ
が
あ
り
あ
り
と
ゆ
め
ら

は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
w
m紙
掛川
市
「
例
制

に
し

、
君
"
v
a
A

陥
ゐ
ω
t
H
n
令

u
v

て
は
や
く
州
政
の
心
を
お
こ
せ
り
。
ま
こ
と
に
こ
れ
法
然
割
減
の
ひ
じ
り

な
り
」
と
蹴
慨
し
て
、
総
烈
献
と
ん

γを
戦
め
ざ
し
た
こ
と
は
峨
知
の
税
で
ゐ

る
。
「
わ
れm
m航
を
貯
ざ
る
酢
な
し

、

特
伊の
同
町
都
・
お
般
に
蹴
必
の
眠
、

w
w一間
断uh仰
向
そ
九
Y
e
z
d」
と
あ
る
の
は
、
お
愈
泌

が
山
川
一

制
問一
悦に
齢

制
胤
叫
に
ryw
b正
山
町
り
て
賊
に
鰍
刈
し
た
の
が
、
潟
村
・
一

M
M七M
m
e
-
品
川
九

3骨
f
1
2
a

.
五
十一哉
の
時
で
あ
っ
た
か
ら、
こ
の
泌
悦
は
五
十
鈴
波
後
で
あ

っ
た
ら

う
が
‘
そ
の
税
制
紙
幣
僚
に
「
小
綿
」
と
静
め
ら
れ
「
m
v
勝
統

一
」
と
蹴

ゆ
M

・
・

h，
、
い
陸
軍

へ
ら
れ
な
が
ら
も
、
智
春や
利
慾
以
上
に
民
の
遣
に
レ
そ
し
ま
ん
と
し
て

レ
色マ

‘，a
F，

。
ち
p
t

u
v，
、
し
ゃ

a
Zしw

ひ
と

『
よ
ろ
，
つ
のm
m
H
溝
に
求
め
、
碑
帽
の
務
品
引
に
と
ぷ
ら
ひ
し

に
、
数
ふ
る
に
人

も
た
く
、
し
め
ず
に
吟
μも
な
し
」
の
ね

u峨
に
瞥
峨?
?
串
れ
たい町
み
ど
ろ

巴
A
e
M
V
Z

，
・

ふ
令隠
ん

h
n
iV

H，
ぃ

h
a
'
-


の
む
の
粧
が
錦
は
れ
る
。
上川ん
は
利
般
に
秀で
ら
れ
た
の
で
、
今
も
『
失

村
山
桝
』
や
『
態
ぃ
誠
容
や
訟
鉱
山
飾
品
部
』
な
ど
に
そ
の
誠
紛
が
い
蜘
即
し
て

'
一



l務1 一一とt伝然上一一 人( 11 ) 

一
ゐ
る
が
、

叫
に
「
かりそ
め
の
包のゆ
か
り
の
慨
に
だ
に
、

あ
ふ
に
は
炉

を
も
お
し
み
や
は
ず
る
」
と
の
一
品
は
、
紗川
崎
、

似
艇
の
併
の
峨
ら
ぬ
こ

と
を
鍛
賦
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

凶
ム
比
九
に
も

税
約
餅が
な
か
っ
た
叩
聞
が
な

いω
だ
か
ら
凶
品川
の
鮒へ
は
舵
い九一
郡
引
の
必
は
州知説、
h
w
r
・
蜘
ゆ
る
常
戦

mwの
M
叫
に
も
舵対の
飢
餓
が
依みら
れ
た
の
で
お
る
・
般
せ
る
か
な
、

此
刈
の
制
服
に
は
税
心
が
腿
る

鋭か
っ
た
。
山町慌
の
m
m引に
、

山
剛
阪
か
ら

の
撚砂
り
を
蹴
ぜ
し
め
た
必
蹴
総仰向
を和越
して
は
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
は

雪

i
?

ぬ
諺
野
の
『
W
S
.担
比」
の
慌
僚
の誌
が
料
さ

れ
て
ゐ
た
ω

(三)

. 

戒
処
が
慌の
七
伽剛間
態
別
郎対ハ一
一航
路
対
敵
〉に
雛
怨
し
て
ゐ
る
の
が
館

山削
除
下一一百
円川
であ
り

・

品
川
の
町
下
城
は
m仰
や
銃
刀JWぼ
そ
の
hrの
蹴

っ
て
ゐ
る
の
が服
そ
一
二百
川
町悦
あ
る
。

そ
の
郎
、
僻説
は
此M
Mより
も
十

三
だ
け
続
時
で、
凶
品
川
の
がm苧
と
危
っ
た
の
は
一
一
一
十
円
鮮
の
嚇
で
あ
っ
た

が
、
紛
紛
にし
て
院
にほ
ぷ
に除
僻し
た。

ザ
慌
に
政
ぜ
る
が
た
め
訟
が

球
部
と恥ば
れ
、
町
内服組
猷
併が一院
の
船
艇都で
、
品
店
よ
り
も
こ
十
都

帆
刊
の
郎
副
附肱蹴
蹴
は
凶
十
八
で
服し
た
が
、
品川
叫
に
伽
恥
し
たの
が
十

九
艇の
院
で
あった
。

品
川の
勘
邸
の
際
、
鰍
尉

の
ぞ
脚部
船
駅附仰や
は
十三

艇
で
品
店の
和
市
和
と
な
り
、
俄隊総
齢
十
八純であ
っ
た
"

制
作
獄獄
ニ

紗
船
凡品川川は
一-一十
六
部品、
偽併の
m山口
ドとな
っ
た
が
、
二
十
九
郎
℃
臨

a
B
hv
ea

e
，
、.
e
'

a
b
ヒ

u・
9

.‘
ル

‘

."
令
ぽ
a喝
事
今
き
い

ル
曹

に
袖
山
の
胤T
d剛
で
あ
っ
たω

九
岡
山
寺
流
組
俊
明
房
長
併
は
十
九
農
じ

K

H川の
附
?
と
な
り
‘

山
内
川
山
静
船
・

制
地M
AH九ハ悦
山
山
山
・
』
は
十
州
総cuAい
叫
に

僻
併
し・
船
釘は
品川
四
十

阿
部
の
峨に釣れ
た
ω

郡
山脇〈
叫郎防
七一般
)
は

舵
似への
一
艇
で
二
十
五
抵
抗ru炉
や
と
なり制限
鉱
山
r
郎
総
に抑
叫んだ
旬

m
m似
苅
邸
が
併
ゆ
併
前

の
品川
か
・h
燃
や
m
wけさ
せ
ら
れ
た
こ
と

は

即
日
川
和
作

の
こ
と
で
ら
っ
た
が
・

慌
に
飢
齢
十
九

ハ
抵
で
あ
ら
せ
ら
れ
た


M
そ
凶
だの鯨
静
か
弘
前
紙
に

古
う
し
た
h
r協を
配
る
こ
と
は批抽出に齢

り
、
織り
に
?
三
対一
一
一
信
略
戦。

療
の
叫
す
附加
す
る
。
部

u
b
v

b
i
wM，
，ρ
t
b

e
君
主

」胴

a

お

そ
'
L
a，

e

づ

が
ほ

-u

衡
は
文
治
元
年
六
月、
4
u九
畿
で
、
後
・込
品
川織
の
た
め
に
氷
河
川
で
斬
ら

れ
た
が

.

そ
の
蹴
悦
の
瀦
対一一
一
一

代二
郎
、
一の
従
で
m
w蹴とな
り
、

ぶ
献

し
て
此心
に
離
し、そ
の
秘
似
を
山
町
け

た
こ
と
は
縦
鯨
て
の
川
町で
時ν
で

あ
る
。

時
鉱は
炉
h
rに
灘
さ
れ
る
献
、

一
昨
鍛鋭
に溜
へ
ら
れ
て
鮒
械
か

ら
附
泌さ
れ
たω

一
臥
側峨が
br必
千
訓
村
山
町

び
忠
断
都m
m
bz部
は
し
料
品
川

ι
7

重
注

a

w
t

u
，
‘

‘

!
c

'
e
a，
。
t
g

宮

を
鍛
っ
て
慰
め
た
時
、以
内
川雌
掃を
制
い
て
は
、
こ
れ
後
生
築
だ
と
い
ひ
、

a

h

鋲
，
勲
を
務
し
て
は
こ
れ
仰
向
銭

鍛
だ
と
い
っ
た
。
総
、
ぽ
ど
して抵
長

め
て
か
ら
千
刊
を榔宇
に
、
「
協
は
践
し
邸
前
除

停
の
灘
、総は
総し
凶
一
服

倖
併の
肱
」
の
一
脈b
E
m
m

蹴
し
た
の
も
織
れ
だ
が
、
m
w
h
刊
で和ら
れ
る
院も

波
郡か
ら
肺
門
静
即
応
艇
即
院
を

獄
へて

縦
の
鰍ぞ
や
に
し
な
が
ら
鰍
仰の
M
h

に
由
民
r
pベ
て
仲たれ
た
@
一
一一十
に
静
た
ぬ
山
川
和
の
肘
枕

即
が
が此
必
の

舵
へ
に
船
配した
批
獄
は開山
町
にhr
m
N

の
都
心の必
燃
でe
eっ
た
で
あ
ら

う
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「
叫
ん
←
副司に
耐
と
忠
ド』の
訟を
山
島町し
て
」

身み

を

，、，・、

定

の

香:

'ｭ‘ 

飢
的
か
な
慌
の
川
町
な
ど
に
ゐ

て
、
じ
っ
と
m
を
つ
ぶ
っ
て
、
。
，

a
A
7

r
?

微
か
た
水
の
潟

-
E

畠

a
H

L

S
-
a
h

H
n
ゐ
旬
‘
事

m
z

る
詞H
tザ
惣
い
て
ゐ
ま
す
と

、
設
れ
知
ら
ず
、
心
は
円J
A無
畑
山
と
な
っ
て
、

側

L

-
l

;

"

"

e

 

や
ら
知
ら
ぬ
治
い
も

の
、
市
に
議
ち
て
ゆ
く
や
う
な
笥
か
し
て
き
ま
す
。

純

t
d
3
a

月々

，
‘
肘
之

た

ま

だ
き
悶
「
な
室
に
坐
っ
て
、

一
銭
に
立
ち
のぼ
，h
w祈
の
慨
を
前
に
し
て
、

Vり
つ
tr
同
時4v密
れ
て
ゐ
る
時
に
、
お
の
づ
か
仏
動
燃
っ
て
く
る
紛
ら
か
な

m
w

捧:

げ

ゆ

く

呑2

ι
、

今

、.H
U
 

., 

献-t

げ

を

〈第
二
)

る

E1 

正

11原

野

~で?六百二ふ~r、，、F
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そ
れ
に
餅
て
ゐ
ま
す
。
か
う
一
昨
ふ
悦
の
掛
川
町
を
僻
抑
制
で
は

『
日
以
」
と

申E 持主
人E し 忠
生まま 、

の す
さ
ま

ぐ
な
館、
徐立
を

l." 

ぬ
け
て
列~e
た
人E
('1 

仲
町
町
も
か
う

一昨

ふ
ゃ
う
で
す
。

「
懇の
長
に
と
り
で
る
鵬
に
は
、

が
触
れ
が
み
毅
伽
だ
。
h
u
づ

艇
認を
寄
っ
て
必
は
じ
っ

ξ
銑
め
ら
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
」

こ
れ
は
、
必
鮮
の
聡
い
紙
脱
の
特
か
ら
山
町
て
和
た

m
u
u
u
い
の
読
勲
で
せ

う
。
た
と
へ
ば
あ
の
総
似
の
、
お
淑
み
の
村
総
も
が
て
ず
山
町
み
膨
え
ら
れ
た
腕
か

な
採の
や
う
に
、

こ
の
・
即
併

の
献
献が
一
船
に
鉱
泊
さ
れ

m
wっ
た
俄
に
こ
そ

は
じ
め
て
鍛
燃
と
し
て
た
と
へ
ば
様
ば

し

る
憾
酢
併
の
雌
き

、

約
締
な
る

緩
み
る
こ
と
が
仰
す
。
そ
れ
げ
た
限
の
蛸
併
の
も
っ
た
挺
で
す
。

、

M
m
.tve慨
に
や
さ
る
儲に
、
必は
肱
川
田
れ
を
叫
し
う
す
る
こ
と
が
対
悌

M・
で
す
。
山
間
対
に
「

M
MMW概念
郎
氏
貯
す
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
駒
山
町
は
、

p

r
己

'
R
-

宅

A
の
取
で
す
@
然
し
な
が
ら
た
ど
夫
れ
だ
け
で
は
な
い
。

ま
づ
こ

。

え

ヒ
今
一
m
u

B
‘
喝

し引
凶

'

h
1
u
p

ま
こ
と
に
部
〈
プ
貸
して
、
こ
の
一
生
を

生
き
て
釦
き
た
い
と
希
ふ
こ
L

ろ
は
、

総
し
も
伊
な
一
燃
に紗
く
と
こ
九
の
も
の
で
せ
う

。

こ
の
山
町
併
の
一

が
か
が
あ
や
ま
た
ず
、

似
に
織
り
な
ら
ぬ
も
の

ν
跡
み
、
蹴
み
て
、
ふ
た

h
び
砂
ゆ
る
こ
と
の
な
い
対
挺
し
た
館
総
を
、
こ
の
併
の

M
に
ゆ
町
げ
て
ゆ
き

士、，、.... 、，..

』
』
、
。

・
4
'
t
w

• 

そ
れ
は
MW川
内の蹴
に
、
貯
え
ず
幣
く
と

こ
ろ
の
憾
な
る
蹴
で

す
。

そ
れ
齢
、昨部
は、
齢
川
引鶴
献
し
て
、
・
昨
九
九
]
を

m
w
m
し
よ
う
と
r
wき
ま

9

・
‘c

e

巳

z

a
守
口

b

iw包
，

す
。
こ
の
何
砕
か
昏
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
自
己
そ
ゆり
動
か
し
、

わ
が
民
貨

と
蹴
ふ
滋
に
、
殿
山
ゆ
と
し
て
砂

散
を
が
て
酪
し
て
ゆ
く
た
め
に

、
蹴ν
獄
献

し
、
臨
川
一
航
出
店
し

、

島
町
が
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

総
し
な
が
ら
、
こ
の
様
川
の
伊
が
は

、

町
枕
し
て
よ
く
締
獄
む
が
悦
〈
接
げ

ら
れ
τ
伊
く
も
の
で
あ
ら
う
か
。

臨み
て
貯
ま
すと、
俗
的
に
載
る
幌
、
泌
がu、
総除
・
か
、

鷲
献
し
て
即

日
]
に
蜘
叫
ん

Wち
、
総
た
な
る
ぽ
慌に
限
りいrら
ん
と
似てた
艇
で
あ
ら
う
か

。

総
し
ながら
、
併
に
して、
滋
院
を
以
へ
ば
、
似
閉
山
の
鋭
く
は、
紗
艇なく
も

匁
必
「

ふ
る

し
T
主

・
裁
の
ぷ
に
船
れ
す
、

そ
こ
に
は
、
七
嘆
か
は
し
を
警
告

の
て

也-
L明
言
・

t
凶

の
自
己
の
ふ
た
L

び
柑
酬は
る
を
H
品川
す
に
絡
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
っ
た
で

せ
う
か
。

飢
艇の
滋
れぞ臓
に
舵
き
、
こ
L
に
脈
乎
と
し
て
m
mらし
く
鍛
れ
眺
ら
ん
と

山
附
か
し
た
は
じ
め
は
、
除
れ

で
も
、
そ
の
鵬
縦
た
る
測
か
の
悦
に
一
蹴

の
燃

側
b
m
t
v

艦ぇ
、

臨
恥
とも
に
抑
制
ら
た
に

、
こ
L
に
釈
り
し
寺
島
民

]げ
か、
船
山
町

し
て
く
る
叩
悦
ば
し
さ
や
鍛
・

え
ま
す
。
総
し
な
が
ら

、

や
が
て
、
酢
・
も卸ぎ院

も
政
ぎ
、
抑
制
刊
の
ゆ

r
mが
泌
れ
砂
ち
て
ゆ
く
慨
に
、

い
つ
か
械
め
の
肱
縦

は

溺
ら
ぎ、
節
税J
h
m
w

え
て
、
仲
向
町
野
ら
ず
、
は
じ
め
の
般
機
は

ー
ー
た
と
へ

ば
、
総
蹴い
郡
佐のぷ
に
、
あ
ち
こ
ち
、
か
う
て
蹴
り
し
釦
貯
が
敵
い
聡
を

一‘
，
昼、
区
、e
‘
，
、
，
E
，
、
，

E
f
d
、
，
、
a
f
-
-
L
r

'
t
・3
2・3
a
a
4
2
L言
g
7
'司
ず
宅
，
‘s
ap
-
z

←J
a-
-，E
も
，
‘
3
込
2
、
E

J
昼、
f
r
E

一
、r
、
z

、
，
、
，
、
z
p

‘
z

s
s
、
r
E
L
E
，
、
a
，
、
，
、
t
z
h
f

予

も
J
・
3
zτ
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も
た
げて
す
や
う
にl
l
姦
に
き
め
ず
、m
m
b
v
な
る
郁
婚
の

山rb
に
hrち
か
へ
っ
て
し
ま
ふ
。
畿
に

4山
田ふ
に
邸
く
し
て
、
酔
ぐ
る
に
艇
き

も
の
は
、
即
日
]
の
舵
一部
です
。

偽
・
も
、
た
ま
/

祭
砂
防くし
て
、
鋭て
た
純
き
蹴
滋
を
恥
同
住
の
ぷ
に
接

げ
餅
たと邸
は
れ
る
必
に
し
か
も

、

針
貯は
、
慨
か
し
ら
、
腕
に
蹴
ば
っ
た

や
う
な
必
椴
に
鉱成
し
て
、
そ
の
市
町
T
」
と
に
、
慌
た
い
刷
出

の
餓が
齢
ち
、

紙
に
、M
Wか、
邸
押~
つま
っ
た
や
う
な
憾
の
澱
ひ
の
若
し
い
必
に
鍛
っ

て
く

る
。

訟
は
ピ
、
加
町
一船の
粧
を
相Hrっ
た
?
?
な
成
と
な
っ
て
、
川
町
ur
駅
し

ゐ

C
H"

に

崎
ゅん
aR
ん
し

-R
h
c

、

る

狩
し

て
も
、

ま
た

、

自

分
に
到
し

て
も
、
絶
え
ず
そ
の
木
然
の
向
然
の
情
と
机
み

あ
っ
て
ゐ
る
?
守な
鉱
脱
が般
は
れ
て
く
る
・
ど
う
も
、
料
慨
に

、

殺
暗
に

し
恨
ん
今
量

A，
n

，、

む

自

然
に
生
れ
市
民
って
官
然
る
こ
と
が
な
い
・
無
辺
をす
れ
ば
、
ね
じ
け
て
ゆ

内相F、J、J、，、J、"...、J・，、J、J句w・"'"、~-、_"

<

。

熔
く
税へ
て
ル
ま
す
と
、
利
減

が
し
ば
/
\
獄
ず
こ
の
始
服
は
、
脱
へ
ば

む
し
ろ
、
m
mmの
こ
と
で
あ
っ
た
棋
で
す
。
か
L
る
ω
r
b抑制の
山内
み
の
特

に
、
総滋
は、
い
つ
も
、
こ
h
に
あ
る
『
即例
」
とい
ふ
税
へ
を
い
ヴ
が
れ

村
叫に
僻
ち、
そ
れ
に
齢
って、
仲
侃の
艇
部を
似
て』
ゐ
ま
す
。

似
都に

よ
る
と
、

.
ぉ，
はま
.
っ・』
与
に
昨の紙
一
の
限
蹴
を慌
たへ
てゐ
る
の
で
あ

つ
民E た
に の
生h で
きす
る 。

、.

と
iま
、

艇
かに
M
M蹴
のm
-も
対献な
対
部であ
り
ま
す
。

，、・e

一、
，F
，
，z
、
，z
、
，
a
、
，
，‘

総
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
た
ど
や
一
胸
骨
に
、
際
ち
に
こ
の
恥

r
Bを
m
m批
と
し
て

台
き
ょ
う
と
す
る
艇
に
よ
っ
て
は
、
肱
じ

て
能
概
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ぬ
・
な
ぜ
な
ら
ばl

議
に
も
世
ぺ
ま
し
た
や
う
に

ー
か

く
斜て
る
蹴

必
は
『即日
住
」
と
腐
っ
て
、
島
町
佐

川
らぬ
「
酌rR〕の
M
M隊
」
を
榔
ん
で
胸
部
して

〈
る
か
ら
で
す
。
こ
与
に
島
町

九九
]
と
邸
ふ

「中
町
促
」

は
、
艶
は
鍵
に
官
き
つ

L
ゆ
め

る
肱
艶の
恥
町
山
れ

で
は
な
い
.

そ
れ
は
、
除
艇
の
ぽ
併
が
貯
え
艇
し
て
伊
っ
た

絡の
艇
で
あ
り
ま
す
。
み
づ
か
ら
「
即
侃
」と
脱
っ
て
ゐ
る
酢
併
は
即
併

で
は

な
レ
.
持で
あ
る
・
饗んの
酢
併
が
佐野
に暖
か
く離
し
て
仲
つ
む
仰

の
能

縦
で
あ
る
・
際
の
酢
民
〕
は
併
に
は
h
xえな
い
。

-
l

て
い

F
J・

織
り
に
燃え
つ
h

あ
る
紛
の
一
定
の
形
の
な
い
や
う
に
、
こ
L

に
民
に
生

き
つ
L
あ
る
hr
uれの僻
艇
も
ま
た一
応
の誠
は
ない。
部と
磁め
ず
し
て
、

燃
も
、
鰍叫と
し
て僻
む
昨
も
な
く
僻
え
膨
き

フ
ミ
こ
』
に
悦
知
的
慨
を
酸
し

て
ゆ
〈
.
こ
れ
が、
税
制時の
ぽ
併の郵
・

で
す
か
ら
、
必は
勝
川町
佐
の
限配
を
叫
が
え
ん
と
し

て
、
川
桝
て
恥
町
岳
ぱ
の
総

←
一品を
鯨
み
ま
す
。
泌
総を
郷み
ま
す
。
慨
か
m
bz臨
ま
な
い
と
狩
か
Wま
ぬ

か
ら
で
せ
う
。
そ
れ
獄
、
合
』主
に
慨に
針
き
ん
と
し
て
いrち
政る
に
つ
け

て
も
、
必
は
し
ば
/
、
、曲
目
併
の
掠
航
乞齢っ
て
誠
政
り
ま
す
。
そ
し
て
、
佐

川
出対併
にそ
れ
を
部
り
な
が
ら
.
鶴
まぜた
り
、

時
m附
し
た
り
す
る
。

総
し、
持
は
い
く
ら
鍵
磁
して
も
仰と
は
な
ら
な
い
。
その
や
う
に
、

こ

の
間
ら蹴
ふ
即
銃一は、
い
く
ら
時
一
蹴
し

て
貯
て
も
、
対
…
献
に
指
針
舵
を
あ
げ
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て
は
げ
し
く
お
航
臨
するや
う
た出
向
対
た
る
也
市
町が取
は
れ
て来る
鮮
が
あ

リ
悼

b
υ

ま

し

‘
，

ヒ

‘
.

り
ま
せ
ん
ω

偲
ぶ
っ
た
火
の
加
宮
、
火
智で
鑑
け
ば
、
一時
は
パ
ヅ
と

燃
え

政
る
鳴
も
あ
り
ま
す
。
偽
し
そ
れ
は
一
除
の
鮒
き
で
あ
っ
て
、
や
が
て
限
び

-

-

u

v

a
 

m
wえ
て
伊
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
ら
た
に

m
M
b
せ
ん
と
す
る
刈
も
ま
た
、

即
日
〕
の
泌
を
艇
ま
ぜ
て
ゐ
る
限
り
、
ぐ
る
/
\
と
磁
っ

て
、

総
賊
ふ
た
L
び

m
mじ
腕
に
駅
っ
て
勲
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

r
バ
」
どが
舵
併
を砂
る
が
鱗
に
は
、
こ

の
即
日]b
E村
叫
と
し
て
は
な
ら
な

害
E
H

"

は
岨0

・

・
9

P

位
し
ろ

い
。
院
に
生
き
ん
が
働に
は
、
ち
ゃ
う
ど
、
あ
の
香
の
火の
、
絶
え
ず
、
白

い
却
を
ふ
り
滋
し

て
伊
く
や
う
に
、
こ
の
川
町
献
の
「
和
」
を
ふ
り
砂
て

A
-伊
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
燃
は
ふ
り

W
て
ら
れ
て
こ
そ
・
川
町
は
紛
ら
し

く
勝
、ぇ
臨

m
a
"

の
し

，
E

い
旬
。

る
・
人
ば
己
れ
に
必
し
て
こ
そ
、
は
じ
めて
、
民
に
生
き
る
こ
と
が
出
来る

の
で
す
・

滋
鰍U
A
M
川
は
、
鋭
敏
の
ゐ
ひ
だ
、
協
訟
し
『
骨
に
窓
れ
」
と
鮮
か
れ
ま
し

た
@
安
ふ
滋
も
な
く
は
品川は
、
獄h
w摘の
認
殿、
中w断
的問
叫
艇
や
邸
て
、
滋

〈
献
帯
根
総
に
わ
た
っ
て
『
や

掛
鯨
ご
の
副割引
い
を
一慨
に
ほ
し
い
ま
よ
ト

し
た
於であ
り
ま
し
た
ω

か
aふ
る
聞
紙
な
町
駅
山
れ
を
嶋
て
新
世
町
の
結

、

協
に
鶴

欝
せ
ら
れ
た
M
M船
艇
の
獄
は
、
前
ら
ず
も
こ
の
「
郵
貯
」
の
一
部
に
あ
っ

もた
の「ふの
を担、で

?挙 t
h こ

。ま

こ
の
郷
椋
の
h
r
Mに鷲
ま
っ
て
ゐ
る
例
制
な
一
鍬
の

ま
っ
た
く
掠
貯
の
ご
と
き

、

m
m刷
物
も
静
た
ぬ
、
縦
断
舵
凶

• 

全

-E

Z
ん
‘
む
し
主

な
心
に
潜
って
ゆ
く
酌で
す
。
泌
径
の
哨f
A
v
d腕し
て
磁
た
知
識
も、
さ
ま

ざ
ま
の
蛾
昨
を
く
ピ
り
脚け
て
貯
た
燃-
Wな
釘
蹴
も、配州
とし
て
滑
に恕

れ
て
併
み
か
げた附
伊
も
、
お
も
へ
ば
、

r
r
r
rにと
っ
て
は
、
M
Wか

ふ

ち
T
2

・

z
，
，
い
ヒ

-
M
H

ゐ
伊
良
・

ら
附
m
mし
た
外
物
に
す
ぎ
な
い
。
か
h

る
も

の
に
就
て
向
己
そ
凡
る
は
訣

ヒ
-
包

b'

伶
樗
ヒ

-
-
t

，

で
あ
る
。
か
L

る
も
の
に
自
己
そ
見
て
ゐ
る
附
は
、
ま
こ
と
の
自
己
は
却
て

た
ピ
や
縦
し
蔀
献
し
て
ゆ
く

で
あ
ら
う。
即
日
]
は
か
L
る
隙
に
税
し
な
い
。

陀
艇
の
似
併
は
む
し
ろ
そ
れ

ψ
昨
ん
で
、

世
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

λ
。
「
乱
酔
」

に
よ
っ
て
純
平
、
跳
ね
に
俳
た
る

航
献な
る
中r
R]に
、
紗
・
え
ず
蹴
っ
て
く
る

b
，
M唱
。
愉
A
-
E

出
L山

台

4九
』めh
b

ん
号
'

こ
と
、

そ
れ
が
、
東
集約
唯

，

m
誠
て
あ
る
の
です
。
ま

た
免
A叩
の
侭
'遣
で

あ
る
の
で
す
。

官
主

紗
い
は

〈
う
で

A
b
h

せ
が
崎
M
A
a
w

か
く
の
如
く
し
て
、

ふ
た
h

び
紛
れ
、
本
の
知
き
民
ルT，A
Wに
か
っ
た
時
、

そ
こ
に
械
め
て
刈
は
似
併のいめ
い
が
一
丁

、

L
な
る
恥
紘
仲
W
の
仲
舵
な
誠
に
総

し
侍る
で
ゆ
め
りま
せ
・1

ぽ
mmば
防
き
掛
川
り
ご
と
く

、
郷
郵
は
な
い
。
縦
な

く
て
燃
もW
.州
と
し
て・
こ
の
畝
れ
の
M
に
付
加
叫
に
勝・え
て
ゐ
る
の
で
す
。

こ
L
に
鍬
る
と
、

却
はm
w
m
m

と
し
て
町館
の
掠
備
が
・』
与
に
一般
し
て
く

る
の
を
貯
る
で
す
1

出
が
鋭
併
は
、
た
ピ
に
酢
況
の
い

山
にm
wえて
ゐ
る
ば

、
ー
ら

レ
k

え
ん

E
A
O
E

在
、
‘

か
り
で
な
〈
、
ぎ

た
即
く
、
配
紘
お
る
一
切
の
N
A
の
レ
中
に
も
、
燃
え
て
ゐ

る
。
お
の
れ
に
貯
え
る
射
材

q

除
に
は
こ
の
部
凡
な
ら
ず

、

ま
た
似
の
一

戚
のM
.叫
に蜘
え
て
、
偽-
b
M
叫
く
附
じ
寺
、
即
併
の
ぼ
併
で

あ
っ
た
概
念
一
蹴
ず

る
で
あ
り
ま
せ
う
。
お
の
れ
の
ぽ
併
と
僻

の
ぼ
献
と、そ
れ
が
『
秘
」

の
鰐
を

J
~
，
e
、
，
蓋
，a
，
a

'
J
3
f
J
E
t
r

• 
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, 

ぬ
て
部
に
榔
やると
き、
そ
れ
は
滋く
問
じも
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
こ

そ
、
恐
慌
そ街じ
ては
、
M
M
h
B
ひ
に
、
五
一
肱
を
即

拡げ
て
取
に
榔
抑
制
き
、
榔

酌m
m馳
する
の
で
す

“

似
の
館
館
は
、日」
山
ん
が
ヂ
マ
こ
の
搬
り
な
る
抑
制にの
み
ら
る
と
こ
ろ
の

も
の
で
は
ない
。
あ
ま
ね
く
一
慌
の
鋭
慨
を
溜
じ
除
慨
を
都
じ
、

一
城
臨
に

お
い
て静
ち
て
滋
く
時
じ
な
の
で
あ
り
ま
せ
う
。同川は
M
U併
に
泌
総
す
る
こ

と
総
け
れば総
い
だ
け
に
、
そ
の
学
卒
、
蹴く、
そ
の
僚やい
よ
/
\
総
い

も
の
と
蹴
ずるの
み
で
あ
り
ま
す
。

対
い
な
る
ぽ
制
、
こ
与
に
榔m
m
れ
て
、
抑
制
と
な
り
、
撚
と

な
る
。

『
・
伊
氏
ど

と
は
、

huし
ろ
、

か
主
る
対
日
m併
の
滋はれ
る
緋
縦
で
あ
り
、

撒
縦
で
あ
る

し
か
と
。

震
た
が
ひ
に
怒る
れ
ば
、
そ
こ
に
将
あ
い
て
繊
く
紛

の
慨
に
政ぶ"
そ
れ
総
に
こ
そ
一
胤
は
『縦
ぜ
」であ
る
。

W
M刈
のMbM恥
と

は
、
た
ど
紙M胞の
宮
崎の
お
こ
す
寸
つ
お
さ
なm
mでし
か
な
レ
。

h
-

誌
に
い

事
骨
健
今
ヒ

-
M

品
い

さ
れ
ば
、
ま
こと
に
金
さ
る
こ
と
の

侭
加
は
、

こ
の
尚
少
な
る
・け

己
の
次

艇
を
搬っ
て
、

こ
の
対
い
な
る
付
制
に
似
仰
心

し
隣
似
し
て
、

た
H
a
m
肱川
と
し

て
舟き
る
こ
と
の
燃
は
ない。

対
い
なる
獄併
の
微
減。
そ
れ
は
「
械
」

で
あ
り
ま
す
。

き
れ
ば
こ
そ
、

こ
の
一
批を鉛に
紛っ
て
、
ひ
た
す
ら
、

た
ピ
俄
へとmw刊ね
す
るそこ
に
、

封
併
を
き
な
が
ら
に
ぽ
併

の
ま
与
に
密
か
す
飢
践
が
践はれ
る
。

『
慨を
叙ず
る
」
こ
と、
そ
れ
は
こ
の
燃
の
備
艇で
も
な
い
。

内...... 、J、J向、^"'ヘ，、J‘凶作J、."'.J、，、d戸、r

ひ
た
す
ら

た
ど
ひ
た
す
ら

s
f
z
，
、
t

z
r
、
，k
J
z
、
J
B
:
r
J
3
t

・
r
J
1

r
、
〈
，
F
、
，
‘
J

〉

A

m
倒-W
隙
の
怨
・』そ
-
f

つ
去

っ
、

こ
の
苅
い
な
あ
慨
の
体
制…併
にと
昨
日川
一

し

て
ゆ
く
。
「
対
mm」
の
践
と
は
、
十
な
は
ち
ぬ
の
対
日出
併
に
縦
附
せ
ら
れ
そ

の
特
に悦
ら
全
く
るこ
と
の
似
に
縦
杭
も
な
い
の
で
ゐ
り
ま
す

ω

部
併の
特一秒
を
あげて
、
た
ど
慨に
引叫
が
が
』
て
伊
く
封
除

。
「
部
れ
』
と
い

hM
S

て
ん
、

、
、
、
、

“

ふ
も

の
が
、
す
っ
か
り
留
し
く
な
っ
て、
た
ど

天
地
に
み
な
ぎ
り
き
た
る
亙

-
晶
、

E

-
-
L

aリυ

h
E
し
ん

3
2

u

u

い
な
る
僚
の
力
が
溢
れ
る
ま
で
に
、
こ
の
小
さ
会
問
白
河の
筏
に
充
ち
浦
つ
る

館
組
問
"
そ
こ
に
は

、

も
う
訪
れ
は
併
い

、
た
ど
あ
る
腕
のもの
は
、

こ
L
に

、

、

、

h
・

ぜ

い
凶d
M

住
い
や
令
包

h，

う

ね
り
き

た
る
E
い
な
る
血命
の
大
洋
の
波
ば
か
り。

か

ぶ
ん
事
御
崎
れ

u

n
h，

、
、
、

n

l
l

こ

の
時
、
自
分
は
全
く
貰
い
な
る
波
の
う
ね
り
に
符
ま
れ
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
慢であ
る
の
に
、
こ
h
M
K一
郡
山
仰
と
し
て

即
Mれは
州
市
み
W
っ
て

‘"
に
伊

か
t

・

L
L
Makい

Z
ι

め

つ
ろ

ま

れ
U

昂
士
匂
れ
い
ろ
A
q

続
ら
し
く

、
民
4
し
き

新
も
の
委
そ
以
て
生れ
従
っ
て
く
る
。

純
千
冷
耽
と

し

て
叫ri
wち
た
る
総
M
の
-W
Mと
し
て
、
こ
、
に
椛く
仰
い
船
内
山蹴を
m役

こ
h
に
側
めて、
肌
配
的
併の
・
作併
に
総った
か
ら

し
て
く
る
。
ω
r
u
れ
は、

で
あ
り
ま
す
・

『叫品川
に
磁
の
街
を
狩
即
し
て

冗
そ
こ

に
鰍
ら
れ
る総い
閉山
町
は
、
す
な

は
ち
そ
れ
は
r
々
に
貯えず
、
対
レ
な
る
働
側
の
怖
に
関
山
川

し
、

そ
こ
に
肘

き
取
っ
℃
ゆ
く
、

こ
の
鉱
山
瑚
十
仙
の
民
統
と
針

っ
て
ゐ
る
に
併な
り
ま
せ
ぬ
。

(=l 

或t

の

香t

，，"、，、i'‘..，、，同‘・s-'、.-、."、..r、-
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こ
れ
は
、
川
H
Hの
航
〈、
対
い
な
る
働
似
の
部に
m
Mし
て
、
山
恥
耐
の
陀

紙
に
僻
れ
た
仰
向
の

、

即
叫
山
出
総
め

m
w戦を
減
し
た
W
対
で
す
。

総
燃
山
北
川
九
の
像
情
燃
を
泊
所
蹴
し
ま
す
と

・

山
北
山
川
は
同
州
散
を
か
て
向
付
戒
を
紗

て
あ
ら
ゆ
る
紡
棋
の
殴
税
総
識
と
す
べ
て
一
憾
の
恥
町
民
〕
の
献
ら
ひ
を
蹴
っ
て

制
限
、
昨
に
滋
き
飢
餓
の
畝
れ
に
獄
っ

て
、
ひ
た
す
ら
俄
艇
の
封
協
に

m
M

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こaる
に
は
船
戦
術
も
m
m
J
も
な
い
。
た
ど
山
和
紙
に
俄
せ
た
ま

ま
の

一
新UNの
館
協
ル
併
に
は
慨
械
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
う
で
は
あ

り
な
が
ら
、
似
m蹴、
峰
山
川
は
そ
の
一
銭
を
お
じ

て
、

鰐
の
跡
的
を
と
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
句
さ
う
して
、
備
の獄
へ
縦
ふ
部
般
に
、
断
然

m
wる
か
ぎ
り
蝕
ひ

伊く
や
う
に
、
鮫
め
ら
れ

て
伊
か
れ
ま
し
た
・

r
M

"
hヲL
・

υ
&
ι
‘
，

r

に
h“

こ
の
棋
は
、

し
ば
/
\
後者
の
i
A
hの
疑
援
の
種
と
な
っ
て
おり
ま
す
。

ま
っ
た
〈
即
刻
の
館
協
を
伊
て

、

働
側
の
況
に
俄
せ
伊
っ
た
鋭
協
で
あ
る
な

ら
ば
、
「慨
を
強
鳴
り
都
艇
を
砕
ん
で

、

~rE
を
鰐
き
あ
げ
て
伊
く
艇は
和
服

な
鳴
で
あ
争
三
住
民
]
の
蛍
炉
を
慨

に
俄
せ
な
が
ら
、
一
放
に
肘

て
、

成
な

ぞ
札7・呪
って
を
る
の
は
、
恥
r対
を
た
のむ蹴
即
時
の
総
郷
に

ま
だ
和
織
が
按
っ

て
ゐ
る
か
ら
で
は
な
い
か
・
こ
れ
に
総
べ
る
と
、
か
の
総

慨
は
羽
川
は
銭
く
、

『
蹴
』
b
EW
て
m
wっ
て
、
一
般
必
の
館
総
に
殴
っ
て
し
ま
は
れ
た
が

、

こ
れ
は

既
に
能臨し
た
常鯨ど
-
rは
ね
ば
な
ら
な
い
。
紘
齢
』
そ
、
百

一周
戦
鶴
一
併

を
猷
め
た
熊
山mm批
判
棋
で
あ
る

、
と
。

こ
の
脚
酬
は
、

→
中
山
昨
き

ま
す
と
、

船
か
に一
服
の部制
措
b
z針
ん
で
ゐ
る

か
の
や
う
に
、
税
制
m
の
常
に
密
含
ま
す
。
燃
し
な
が
ら
部
は
、
こ
れ
は

、

た

ど
ご
蹴
の
凶
器
」
で
あ
っ
て

、
ま
だ
、

日
銭
の
「
滋
蹴
の
飢
郎

」
を
出店た
舗

の
総
い
鰍
献
で
は
な
か
っ
た
の
で
す

ω

擦
は
?
に
し
ま
す
。
主
義
だ
け
を
す
ま
す
。
か
う
し

て
、

一
蹴
蹴
だ
統
府
し
た
や
う
に
加
え
た
靴
鰍
凶
芯
の
紛
れ
が
、
そ
の
仰
向
ど

ん
な
総
泌
を
ひ
き
附
し

て
貯
た
か
、
そ
の
酔
齢だ
け
を
ル
ま
せ
う
。

h鵠
‘
〈
慌
を
か
て

、

子
炉
燃
の
一
祭
に
な
る
慌
を
麓
し
ま

し
た

脱
獄一段必
の
路れは
、

誠
一
鶴
、

践
を
郎
副
る
と
裁
に
、
だ
ん

F
i
慈
訴に
な
り

一
つ
臨
艇
を
腕
成

す
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
す
る
と
こ
与
に
一
つ
の
鶴

h

・
ん
m
M

-
Ma

υ
&

易
な
ら
ぬ
問
阻
に
プ
ツ
か
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
か
う
で
す
・ー
人が

勝
る
総
蹴
を
勝
成
す
る
?

ヲ
に
な
り
ま
す
と
、
必
ず
や

、
そ
の
必
誌
の
封
協

を
鼎
抑制し
て
ゆ
く
?
ヲ
な、
蹴
能
川
出
耐
の

m
w阪
と
い
ふ
も
の
が
必
勝
とな
っ

て
獄
り
ま
す
@

こ
れ
は
店
開
助
船
と
し

て
、
総
時
相
官
け
る
慌
の
除

勧rな
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
刈
滋
也
、
い
く
ら
倖
一
似
の
冊
一
叫
は
強
ま
っ
た
と
骨
っ
て
主
さ
て

こ
の
間J引
の
誠艇
録
制
仰
を
ゲ
附

りがい
に
し
て
お
く
鰐
に
は
伊
か
な
い

.

倣
か

そ
れ
宏
鮮
側
聞
づ
け
る
勝
戦
が
勧
即

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
とこ
み
が、
こ
の
必
訟
は

僻
仰
仰
の
部
般
は

m
u紫
に
皆け
命て
る
こ
と
を
鰐
概
説
す
る
椴
飴
と
し
て
ゐ
ま

す
。
い
ま
附
献
に
航
船
ザ
か
の
鮮
制
の
川
知
鶴
が
巡
っ
て
鋭
り
ま
し
で
も
・
斜
践

ふ
た
L
び
、

僻
山
仰
の
総
紙
を
聡
り
却
げ
る
艇
は
山
川
和
な
い
・
そ
こ
で
こ

h
に

鋼、 綱、，旬、-、_.、 ー・、_.、M司、.
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山
慨
に
鮮
俳
な
い
脱
獄
に
越
ら
れ

r
、
砥
航
凶
A
M
M
に
諮
り
ま
し
て
『
伐
般
紙
や

航
」
をm
w
-
り
H
-げ
て
、
そ
れ
を
総
鮮

の
船
慨
す
べ
き
搬
船
と
す
る
腕
に
な
り

ま
し
た
。
総
し
な
が
ら
、
口
幹
部
九
や
倣
は
、
品

Aふ
訴
も
な
く
、
僻
燃
の
部
俄

で
あ
り
ま
す
。
こ
与
に
献
ら
ず
も
、
僻
棋
の
部
織
が
、
あ
た
か

6
h
pに怖
が

つ
が
れ
る
や
う
に、
僻
削
船
依
m
mに
く
っ
つ
け
ら
れ
る
帯
船
を
配
し
て
貯
ま

し

た
。

!、“肉、............、~...... 

も
と
よ
り
、
こ
の
酢
一
庄
の
戟
艇
を
あ
げ
て
僻
げ
ま
つ
る
品
川
銃
と
、
こ
の
釦

r

M
の
ご
山r
hパ町
の
諮れ』
で
あ
る
欧
州
の
付
加
践
と
は
、

m
wっ
て
も
僻
れ
ぬ

s
.

，

s
n
vumけ
い

L
ゐ
‘，‘
，

ε
・
ぉ
巳

3

・
w

不
可
磁
の
蹴
係
が
あ
り
ま
す
。Q卸
が
た
ど
心
だ
けで
、
こ
の
貸
出
滑
に
現

れ
て
恥
な
い
や
う
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
獄
の
倣
仰
と
時
さ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
わ
が
封
艇
と
あ
げ
て
の
肱
の
倣
俄

で
あ
る
な
ら
ば、
そ
れ
が

餓
伶・く
と
こ
の
酷
際対
協
に
訟
は
れ
て
鮮
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
僻

で
す
。

-民9
ふ
Z

-h，
b
z

m
z
M

Z
u
p
b

，

そ
し
て
、
そ

の
辺
倒
加
は
、
道
徳なら
ば
何
で
も
磁
い
と
宏
ふ刈
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
山
駒
山
知
の
蹴
蹴
そ
艶
附
加
す
る
た
め
に
は

、

ま
た
、
そ
れ
に
榔
蹴
じ
た

郎
般
が
船野てら
れ
て
勲
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
せ
な
ら
ば
、
そ
れ
は

一放

か
ら
骨
へ
ば
、
備
制
仰
の
鰍
献
を
こ
の
馳
掛
川

町協
の
川
町
に
邸
減
し

て
ゆ
〈
蹴
で

;

L

1

1

1

1

 

あ
る
か
ら
で
あ
り
、
他
方
か
ら
云
へ
ば
、
こ
の
誌
は
、

μ
んが
こ
れ
を
墾
寸

し
て
伊
く
艇
に
よ
っ
て
お
郎
.
ら

、

艇
抑
制
の
献
献
を
即
併
に
滋
ひ
、
拠
鰍
に
艇

部
のm
a一
鰐
に
訟
づ
い
て
伊
〈
践
で
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
齢
、
僻
抑
制
に
は
備
艇
の
競
艇
断

、

鯨
棋
に
は
ま
た
鯨
秘
の
部
織
が
あ
ふ

り

ま
す
・
た
と
ひ
腕
に
俳
た
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
も
、
お
に
そ
の
仲
間
叩
す
と
こ
ろ

の
蹴
献
を
長
に
し

て
を
り
ま
す
・
そ
れ
撚
『
倣
慨
は

K
Aれ
を
聡
る
が
、
部
般

は
蹴
艇
か
ら
h
vり
る
」
さ
う
品
店
ふ
鰐
に
は
獄
り
ま
ぜ
ん
。
就
航
酬
の
郡
山
ぬ
は
、

た
と
ひ
位
F
M
m
嘗
い
略
か
あ
っ
て
も

、

そ
の
低
と
っ
て
、

す
ぐ
民
認
の
鯨
滋
に

す
る
艇
は
山
M
h
p
ま
せ
ん
。

こ
L
に
、

一
郎μ艇
甑
に
貯
え
て
艶
は
「
出
品
際
限
脱
艶
」
を
静
ま
へ
て
官

っ
て
ゐ
ら
れ
る
俄
然
此

必
の総
い
か
併が航
ぜら
れ
ま
す
。
成
山
内
は
対
い
な

る
僻
の
対の特
に
鰐
芯
す
る
た
め
に
、
一
除

ぴ
は
、
知
織
を
伊
て
、
般
を
山
市

て
、
一
服
を
か
な
ぐ
り
伊

て
L
m切
れ
を
敏
い'き
れ
つ
L
も
、
織
っ
て
臨
に
艇

掛
川の川
町
に
税
び
台
く
る
併
と
な
っ
た
能
は
、
そ
の
.
蹴
艶
鋭
部
の

一蜘v
h
J
f
を

併
の
獄
へ
縦
ふ
郡

山肌に
山
町
町
駅
一
伊
る
か
ぎ
り
滋
づ
げ
て
似
し
で
も
部
部
し
て
伊

か
う
と
せ
ら
れ
さ
し
た
ω

L

ん
‘，a
'

u
-n
e

A

陰
・

8
2

門
川町
仰
は
、た
ピ
己
が
心
の
市
に
w憎
ん
で
ゐ
る
だ
け
な
ら
ば
、
そ
れ
は
料
だ

此
艇の
側側
で
は
あ
り
ま
せん
・
そ
れ
は
「
船
叙
の
一
部
伽
」
で
す
。

r
u
u

に
舵
く
側の館
館
に
磁
v
中
山
町
俄
な
ら
ば
、
そ
の
日
山
は
、
改
が
時

U引
の
蹴
併
の

m
hに
搬
ら
か
に
破
れ
即
さ
れ

て
か
常
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

ω

す
で
に
「
酢
佐
」
を
ね
お
く
か
な
ぐ
り
伊

て
、
伐
に
併
の
対
釘
併
に
仰
せ

d
匂

っ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
か
ら
の
酢
釘
は
、
制
限
付
り
総
へ
縦
ふ
保
協
の

践
に
一
僻gh
ν漉
ば
せ
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
で
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
》
た
と

ひ
膨
加
な
る
か
お
に
は
瞥
へ
雛
き
炉

で
あ
る
と
し
て
も
、
艇
も

、

そ
の
山
山
h
r ._"，.，.、，._，..、.r.

, 
, 
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、

s

，

“
事い
いL
ん

均
値

V
い
生
鈴
，
ヒ

コ
ぜ

ん

ヤ
一
歩

4

え
附
神
や
こ
の
山
苛の
生
活
に質
晴
晴し
て
ゆ
く

刊
を

の
砂
企

惨
店

~
め
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
・
き
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
英
人
は
仰
の

「
隠

-
u
h

阿
梅
定

-
s
o
t
-

Mと
電
@

ハ
中
に
崎
両
に
山
苛
を
H
Uせ
切
っ
たI
八
と
い
ふ
療
が
出
米る
の
で
あ
り
ま
し
ゃ
う
。

'

V
3
ど

仰
向る
鞄
由
民
に
お
い
て
、

俄
慨
は
、
さ
し
蹴
る
、
僻
械
の
越
の
特
に
、
酢
め
ど
も
砕
き
ぬ
総
憾
の
抑
制

の
特
に
成
撤
し
て
台
き
て
ゆ

く
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、総
し
ながら
、

こ
の
蹴
識
は、
や
が
て
こ
与
に
一
航
し
て
、

こ
の
牒
じ
け
な
き
腿
般
の
村
に

こ
の
併
を
砂
げ
、
砂
併

の
倖
めに
こ
の
一
鋭
の
出
品
地

Wを
熔
け
て
ゆ
く
必
と
な

っ
て
来な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
句

郵
・
炉
こ
与
に

h
rって
、
務
獄
と
斜
や
借
れ
く
る
舵
け
る

.

仲
対
を
う
け
て
、

信
c
a

・
p・

ひ
た
す
ら
・
W
に
喜
ん
で
ゐ
る
だ
け
で
ら
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
縦
に
、
備
の

俸
制の
特
に
苅
り
餅
た
もの
と
砕
へ
な
り
む

し
ろ
こ
の
縦
ま
ん
間
総
の

が

そ
も
鈴
げ
て
、

た
史

跡
の
減
の
た
め
に
、

mmげ
鍛
す
と
い
ふ
航
叫
れ
が
郎
が

っ
た
と
き
.
は
じ
め
て
、
お
れ
は
、

改
れ
な
ら
ず
‘

h
wの
似
仰
の山内
に
た
り

ま
こ
と
の
館
館
と
んro
m
wっ
た
も
の
と
骨
ふ
慨
が
仰m
rませ
号
。
かく
て
部

れ
は
雌り砂
つ
る
M
b
M
恥
そ
の
も
の
と
一
一
つ
な
ら
ず

、
た
ピ
一
雌
の対
邸
耐
と

な
り
蹴
って、
こ
L
に
、
倣
慨
は
戯
磁
し
、
は
じ
め
の
鵬
前
た
る
飢
郎
一
縦

の
館
館
に
官
く
る
こ
と

が
m
m秘す
る
の
で
す
。

そ
れ
は
、
や
が
て
、
震
に
宇
和
つ
る
議
併
に
密
か
さ
れ
な
が
ら
、

こ
の
一
鋭
の
批
併
の
も
つ
脈

の
一
紘一
新そ
献げ
て
、
か
の
紙
航
な
る
備
の

.'‘、，、'"、""、""、d側、J、d肉、.'、、d司、.、川、旬、 9、.・、，、d、，綱、r、....~戸、 州、J向、... 、 .'、ぜ崎、

、

策
定
こ
の
磁
の
が
に
郡
守
、

か
げ
で
伊
か
う
と
す
み
が
の
が
り
ま
ぜ

ん

こ
与
に
隙
じ
き
ぽ
併
の
俄
船
内

l
l
難
し
き
問
削
C
つ
く
る
脳
融
制
川

k
m
m
訟

な
る
静
滅
に
紛
い

で
よ
り
蔽く
鯨
魁
せ
し
め
ゆ
く

猷
な
る
ん
伊
刻
、
そ
れ
を
邸

じ
て
備
制
鮮の
艶
るL滋
俄
は
、
は
じ
め

て
、
そ
の
除
隊
隊
締
耐
を
と
る
。

か
〈
て
、

依
叙
の様
恥
足
、
や
が
て
こ
の
融磁の
鱗
に
院
に
榔
批
し
て
ゆ
く

艇
と一
野
し
、
倣
い
で
総
く
僻
慨
は
刊
に
企
き山
川
和
併
を
将
む
る
併
は
、
や
が
て

こ
の
節
融
艇
に
械
が
を
砥
越
し
て
ゆ
く
炉
が
と
な
っ
て
織
れ

、

倣
仰
と
即
時
艇

と
は
裂
く
こ
L
に
一
安
し
て
く
る
の
で
あ
り
ま

す
・

W

E
b

-司
i・

偽
文
の
最
後

『+
方
三
世
の
品
開
に倹
湿
し
た
て
ま
つ
あ
』

の
時
恥一は
腕
ち
こ
れ
に
州
市
あ
り
ま
せ
ぬ

・

• 

,. 

J'‘, ..,"_ JO ，、--洲、""-"司・--鼻、J、"'"
._、F、，、...... 、，、，、d肉
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• 

迦
晩
羅
王
家
の

一

〈
一
一
)

止

か

区

じ

h
v

区

U
E
V

4

ず
定
。

1
1

府
符
波
間
波
提
と
耶
須
陀
羅
|
|

. ，・・・ ー
・. • 

ハ回
〉

慰
恥aを
端
は
れ
て
お
舗
の
劇
部
に
和
艇
の
撚
目
的
を
滋
っ
て

ゐ
た
船W砂
鵬m
r
M
跡
とm
w何M
m
m
w
は
、
悦
向
併
問
艇
の
み
艇

を
舷
附
す
る
こ
と
が
慌
が
に
つ
れ
て

、

h
rの
献
を
髄
ふ
て

ゐ
た
僻
般
の
蹴
が
一
栂
つ

L
m抑
れて
伊
く
の
を
鍛
え
る
や

• 

岩

野

代

土
器
久

一
ひ
に
能
へ
た
説
館
版
な
潟
い

J川
町
奮
は
臨
く

m
w
b
c織
っ
て
、

一
般
軒
の
蹴
酢
を
掠
俄

品川
す
や
う
に
な
り
ま
し
た

。

伽w勝
恥r
m動は
郵kaの
附w
m
v
h
r

る
と
、
総
し
い
対
日
の

ぷ
ゆを
鰐
し
て
践
は
ず
と

慌の
絡に
鞍れ
る
の
で
し
た
が

れ
心一
蹴
には部
献
な
鰍
献
の
仰い
取
に
似
加
と
し
て
ゐ
る
紙

仰
向
を
越
し
て
鎚

叫
み
協の
訟
へ
必
を
卸
ま
せ
る
?
ヲ
に
な

う
に
な
り
ま
し
た

ω

こ
と
に
酔
臨
蜘
官
邸

b
z蹴
蹴
さ
せ
た
加
」
と
は
、
あ
の
必

こ
り
ま
し
た
。

僻
山
川
限
時
制
約
の
部
い
燃
慨
艇

の
わ
が
七
十
肱
川
町
が
併

の
み

一

こ
の
m
mひは
m
w何M
m
m
砂
とて
も
崎
じ
こ
と
で
し
て

、

す

協
を
山
町
け
て
か
ら

は
、
よ
く
政
崎
の
衡
を
概
へ

、

話
日
偽
υ合
併の
践
に
嵐
山
川
し

て
よ
く
五
戒
を
明
り
、
凶
紙
十

一
一

酬
明
に
恥
似
し
て
ゐ
る
い
ぢ
ら
し

く
も
斜
い
磁
で
し
た

ω

郎
総
の
総
へ
を
も
山
町
駅
し

て
、
心
付
加
に
対
き
な
和
部
を
町
店

街
ふ
路
に
紙
貯
の
間

C
は
m
mな
附
蹴
限
時
間
需
が
ザ
え

一

山
叫
す
や
う
に
な
り
ま
し
た
。

E
h
a
"

u
-
t
也
君

-
a

，
め
い
怠
』

H
'
'

・
』
‘
，

同
同

て
釦
り
ま
し
た
"
以
前
罫
情
に
燃
えた
渋
っ
ぽ
い
践
は
今
か
う

し
て
信
仰
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
波
間
隔
波
挺
代
仰
に

燃
の
村
川
中
う
に
慨
ら
か

ι
V
4波
。
、
や
ゐ
せ
な
い

剛
山一 蹴
す
る
総
艇
の
抑
制
ひ

に
体
へ
M
Wれな
く
な
り
ま
し
た
。

m
w
y
 

絡
船
郎
官
と
緋
骨
釘
町

代
田

竜
雄

h帽
僻
仙
坦
さ
ま
の
お
吋
れ
に
な
っ
た
艇
を

お
M
mりす
る、
岡
崎
ら
み
が
は
、

特
と
川
崎
に
脱
却
に
な
っ
て

が
ま
す
@
対
m

時
州
問
の
融
J引川町
慨
に
さ
れ
つ
A
2
.
h

"
』
@
時

a
3・J
§
ζ
&

お
も

町
、
ま

と
と
に
総
出
情十
事
え

思
ひ
ま
す
。

ね
仰
い
ば
、

ζ
の
雄
総pの
判
村d訴
が
、

一
が
の
対
制
限
舵
帯
、
ヂ
川
町
滋
の
艇
の
み

と
は
脱
は
ず
.
一
似
の
府
阪
の
山
川
村
に
が

川H
M滋
の
.
十
川
町
の
峨
、

鳩
山柿

か
れ
て
も
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叫
棚
叫
明
蜘
胤
僻

w
m跡
は
同
町
ら
総

b
E恥
・
り
械
に
紳
り
が
げ
た
誠

一

bE
m札
げ
℃、仲
鮫
の
艇
に
ひ
ざ
ま
づ
き
ま
し
た
句

一

泊
喝
を
ん

併
にu
e
A

お

お

m
d，、

「
快歎
よ
、
こ
れ
は
私
が
心
を
こ
め
て
繰
り
上
げ
て
作一

っ
た
婚
で
卸
殴
い
ま
す
。
仰
僚
の
倖
御
料
に
し
て

船き

a-

傘
ゐ

h
m
L
N
h
・

た
く
て
持
っ
て
参
り
ま
し
た
@
ど
う
ぞ
御
身
に
お
つ
け

刊
さ
い
ま
せ
。
世
僚
が
仲
脱
ひ
ね
ざ
い
ま

す
な
ら
ば
総

4
9
匂

，

の
喜
び
は
こ
れに
溢
ぎ
た
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん」

慨
は
し
づ
か
に
お
き
と
し
に
な
り
ま
し
た
。

喝
げwh
一は

一
一

‘ 

￡
は
色

m

・
剛
健

，
、
r
，、
隊
舎

「
秋
の
小に
布
加
の
功
徳
ほ
ど
丸
き
い
も
の
は
な
い
。

飽
ら
ず
傑
ま
ず
よ
〈
必
に
縦
ず
の
は
鰍
い

ζ
と
だ
u
そ

，
、

.
9

主
持
陪

主

&

な
た
の
供
養
は
ま
こ
と
に
茶
い
。
し
か
し
こ
の
衣
は

"
'Z

A
句、

電
怠
ぞ
う
す

a
v

〈
.
今

わ
た
，
、
し

以
に
剤
ひ
る
こ
と
は
出
来
ぬ
旬
{
伽
へ
の
供
養
は
弘

之
:
の
で
は
な
い

。

そ
な
た
が
緩
み
粥
す
る

ヒ

ぷ
'H
t
-
v
a
，
，
、

こ
と
は
、

と
り
も
な
ほ
さ
ず
自
分
に
供
慈
し
て
呉
れ
た

m
m
-

句
ら
ま
ん

を
，、

こ
と
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
か
ら
附
ひ
な
く
て
も
満
足
す

る
や
k
.，
に
」

一
と
こ
ろ
が
砂
鵬
俳
艇
の
必
は
そ
の
材
を
ど
う
し
て
も
酔

…僚
につ
け
て
舵
き
た
い
の
で
し
た
。
山

r
m恥
は
酢
一
m
aかか
れ
九

信o
n
h
n

，

医
ゐ

包
-
h

"

も
問
じ
だ
と
仰
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
何
と
し
て
も
、心に

…
純
一
併
が
m
p
'附
織
しニ貯
も
お
鵬
ひ
時
し
か
げ
ま
し

…た
ω

仰
が
恥
は
ま
た

お
こ
と
は
り
な
さ
い
ま
し
た
。
か
倣
ら
に

嗣
包

色m
忽
ん

ほ

b
-
ほ

だ
い
づ

拘
‘

比
け
し
て
ゐ
た
阿
仰
は
波
開
設
擦
の
一途
に
思
ひ
つ
め
た
・
』

-

包
虫
廿
r
e

三

位
そ
ん

企
w

'
a

一
の
純
情
に
動
か
さ
れ
て、
俳
い
愈
に
お
回
収

な
し
中
し
支
し

一 た。『
仰
い
館
、

船
齢b
r
m
和h
rHMは
対
お
の
お
船
で
、
仰
僚

に

勝
つ
て
は
部
散
の
対
脱
の
あ
る
お
加
で
ゐ
ら
せ
ら

れ
ま

す
。

併
ぺ
仇
を
つ
く
し
て
絞

阿部
・
な
さ
る
お
.

句

時
ゆ
恥叫ん

で
、
ど
う
かん対
日
川
の
僻
げ
る
械
を

伊
慌
の
お
ん併に
お

つ
け
滋
ば
し
さ
す
や
う
に
」

問惣宮を
}j~ ひ且 n~
八一 向詑ひ
円かし !こ
ので〈

v 

h:;22 
f か俊き
と宗k しj.

1. Wl ν、

I時 雨主お
き Z相若手E
た 重量置の
〈 あ 門2
.巴t る を

ひ
ま
す
。

熊
昨
僚
の
吟
似
併
の
年
を
P
ま

す
と
、

ザ
般
の
組
制
川
崎
の
附
帥
問
に

m
hゲ
た

脱
税
の
ヂ
悦
滋
が
、
院
の
あ
た
リ
ま
で
桜

ま
守
向

"
e
A
t
9

・
宰
耐
訟
や

を
ぬ
暗
い
て
、
誕
ル
比
品
即
に
|
茶
を
そ
注

い
だ

り
、r
p
.
M

H

に
ど
り
し
て
ゐ
る
。
す

z
k

‘

t
i

・
:

る
と
、

お
惜
の
下

.

に
は
、
刻
刻
刻
の
だ
ド
ハ

が
M
P

.

料
情
般
の
一
仰
さ
な
織
を
ヂ
似
艇
の
掛

ヲ
詑
陪

‘

.
t

事
ま
ち
ゃ

へ
突
き

倒
し
て
、

微
笑
み
な
が
ら
・
甘
茶

‘
y
り

を
貸
は
う
と
し

て
ゐ
ま
す
。
こ
れ
な
ど
は

包
つ

4w
r

a
--

ゑ
〈

r"
に〉
h
F9

貨
に
、
向相
宇
か
な
、
微
笑
ま
し
い
、
泌

a

働

併
に
相
府
し
い
の
ど
か
な
問
酬
で
あ
る
と
胤

%
、
定
こ

y
E

b

ト

h
r
h

ひ
ま
す
。
大
人
も

.

子
供
も
.
句
一心
に
)

つ
の
も
の
に

・除
け
が
ひ、
肱
ら
か
に
かV

T

、
懲
ル
仰
の
刊
に
.
時
っ
て
悦
終
に
減

ず
る
と
の
叫
開問酬は
、
鈴
純一
時
銭円d叫
が
を

m
mへる
締
叫
吋
の
慾
町の
う
ち
で
は
憾
の

紙
慨を
M
Aな
い
崎
一
な
も
の
で
あ
、bう
と



(12 ) 一一 人 総この家玄線路迦一一

m門
紙
が
お
膨
・り
際bEし
ま
した
ので
仰
鋭
も
慨
〈
野
川

一
対
一
部
川
に
川
目
前

を
対
せ
ば
伶
ゆ
り
か
ま
へ
た
や
う
に
鰐
怖

の
.
呼bE働
ル
れ
に
な
っ
て
そ
の
僻げ
る
械
を
働
砕
け
に

一
に
苅
って
す
務
w
.般
の
ぷ
に
、
山
た
が
相
続
に
駿

な
り
ま
し
た
ω

一
し
て
脱
似
を
必
ず
ゆ
っ
だ
ら
う
と
い
ふ
踏
に
も
蹴
都
な
る

〈五
〉

・
…

執
郎LE搬
は
れ
た
こ
と
で
せ
う
。

邸
側
慨
対
践
は
九
十
七
の
献
慨
を
俄
ち

、
働
総
や
駒
山
町
や

…
や
が
て山
医
院
は
応
部
山
陣
織
併
の
対
械
の

m
nに
税
り
紗
ま

一艇
の
必パ引
の
宇
勝
い
都
耽
棋
の
日
刊
に
、
献
な
対
郡

川
却を態
…は
れ
ま
し
た
ω

世
w
w掛
か
ら
版
部
山
剛まで
は
砕
な
り
蹴

み
令
の
，

い
桜
穫
が
あ
り
ま
す
。

燃
職
附
般
は
対
鰍
鍛
の
い
川
川
町
に
す

A
-り
砂
く
荒
川
の
臨

に
慨
か
さ
れ
ま
し
た

‘

m
m統
か
と
山
町
て
貯
ま
す
と
、
そ
こ

に
砂
枠
制
臥
鵬
官
隊
や

W
術
的問
般
を
蹴
め
れ
抑
く
の
棋
世
肢
の

締
必
た
ち
が
、
総
を

m
wり
い
お
ιを
飯山
て
が
っ
て
酔
り
ま
し

た
。
滋
い
智
W
即
怖
か
ら
対
の
肢
で
榔
く
こ
こ
ま
で
鈍
し
て

e
h

句
ん
か
い
い
ふ
，
、

z
-
m
a
-

-弘

来
た
と
見
え
、
感
芥
に
ま
み
れ
、
衣
服
は
裂
け
、
・
き
馴

れ
な
い
静
静
刈
の
特
に
は
肘
を
僻
つ
け
て
ゐ
る
も
の
さ
へ

-
h
ら
ん

"
z

あ
り
ま
し
た
。

阿
難
は
驚
い
て

「
こ
れ
は
対
践
の
お
娘
擦

で
は
伽w
m
r
い
ま
せ
ぬ
か
。
お

慌
を
砂
・
さ
れ
た
お
ん
併

で
泌い
践
を
は
る
ば
る
ん
町
阪
ま

で
お
酌
で
滋
び
た
の
は
、
慨
聴
か
躍
っ
た
の
で
体
腔
い

げ
ま
し
た
。

附
蹴
か
ら
帥
紛
の
脇
ひ
を
か
つ
て
ゐ
た
齢
勝
山
町
艇
は
、

併
は
対
却
も
か
に
伽
…
い
尽
に
な
っ
た
の
で
、
開
じ
-
』
こ
ろ

の
m
m釘
貯
鮮
や
一
絞
の
い
即
日
川
た
ち
と
、
城
山

m
m
m
w
r
m
m

蹴

鵬
闘
に
加
す
併
の
時
に
献
で

て
見
悦
妓
必
帥
般
の
餅
黙
し
を

願
ふ
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
際
三
の
お
隣
ひ
に
も
蹴
ら
ず
仰
い
続
は
ど
う
し

て
も
お
燃
し
に
な
り
ま
せ
ん
。

m
w
M
た
ち
は
肘
む
を
砕
す

一肢
はm
W
A
S
W

り
ま
し
た
。

間
昨M
U
I
の
抑
制
服
で
さ
へ
端
。
に

h
w部
の
滋
叡
を
や
け

識
は
町
山
地
即
か
ら
釘
織
を
抗
っ
た
り
す
る
税
な
ど

も
あ
っ
て

総
鰍
の
隊
総
な
瞬
、
融
餅
隊
に
ま
だ
飢
織
さ
れ

て
ゐ
な
レ

対
岐
に
制
的
艇
を
桝
し

、

そ
の
釘
臓
を
伊
野
し
鰍
撚
梼
向
的
す

日
〈

と

E
t

z

る
こ
と
は
、

比
丘
た
ち
に
.
取
っ
7
大
き
な
常
抑
で
あ
った

腕
で
せ
う
ω

と
「僚主ま
鎗E しす
者与 くか
よ 簿5 」
、 :b

私宅ま
た す
ちと
は:、

出場・H
家け関与

gE 護;
をは
ど泣n

ろき
しな
てが

みら
て

, 

B
au
 

忠
は
れ
ま
す
。

か
-L
る
、
艇
中
か
な
齢
d腕
制官の
併説

Z
E
b

み
で

は
、
今
回
で
は
お
そ
ら
〈
処
る
こ
と
は
尚

曹

z
t

来
な
い
で
る
習

ま
せ
う
ゆ

と
の
動
か
ら
思

h
や
ら
叩
ゐ

ζ
ん
仇

智
正
}

o
，

ふ
に
、
私
は
、
涜
A
Yよ
り
も
鉱
山
吋
の
方
が

抑
制
か
に
、
崎
町
肋
併
と
い
ふ

も
の
が

一
創
刊
ぬ

に
倣
即
れ
、
伊
嵐
山
町
で
き
へ
あ
っ
た
ゃ
う

-
e・

に
思
ば
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

〈
h
A車
両J
a

か
亡
い

a
v
'んじ
ゃ
T

泌
i

品
開
品
切
が
ゆ
が
泌
か
ら
漸
次
忘
れ
ら
れ

V
と
げ
ん
し

ん

句
作H
L

e
v

か

た
一
つ
の
飯
田
問
を.

前払
は
閤
月
八

日

に

お
巳
e

a
-
F
E
r
、

'
E
μ
E

瞳
h
v
H
V

配
ぽ
れ
た
凶
附
の
殺
倫
の
凶
」び
た
一
事
に

みH
Aる
の
で
あ
り
ま
す
。

i

f

r

z
h
-
f
 

b
y日
で
は
耐
ん
ど
、周一nz
八
配
の劉
創

立
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ゃ
う
で
す
が、

時
は
さ
ま
?
な
税
込
町
れ
ま
し

た
。

タ
裂
に
て
は
惑
を
す
叫に

時
じ、
炉
み
を
さ
ら
、
禁
婦
に

う

H
軍
事

C
金

、
、
、

卯
の
花
を
帆
押
し
た
や
う
な
事
が
、
京
都
議

r
rと
い
ふ
椛
に
叫
比
え
て
を
り
ま
す

。

凶
吟
をM押
憾
と
ず
の
は
、
結
鵬
の

凶

卵、
ムn
h
J

え
ろ
う
ほ
・
書
か

月
の
阪
は
卯
の
花
が
厳
P

で
あ
る
の
で
、
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ふ-
E
が
伊
都
な
く
て
、
備

の
働
あ
と
を
殺
っ
て
こ

h

て
世
艇
の
も
と
に
郵
・
り
ま
し
た
。
和
僚
は
砂
肢
を
賊
し

て

ま
で
獄
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
仰
俄
に
削
船
の
伽
問
し
を

・ひ
ざ
ま
づ
く
附
総
に
お
だ
や
か
な
按
脆
な
お
猷
ぎ
に
な
り

鰍
い
て
百
さ
い
J

一ま
し
たν

と
特
し
ま
す
。

一
「仲
鮒
よ
、
慨
を
諮

ね
る
の
か
」

「
そ
れ
は
臨
り
ま
し
た
。
張
主

h
H
H
H
H
H

H
U
M
Eス
け
守

一品
れ
ν

「
袋
、
府
例
区
に

i

n
門
川
M
引
M
u
m
w

目
川
い
の

=
UM
比
五
ヘ
-
i
f
d
1

務
邸
宅
も
はっ
き
り
殺
の
川山
川
酌
仙
川
訓
叫
胡δ
r
恥
弐U
H
ハ

五
さ
ぬ
と
似
せ
に
な
っ
て
ゐ

十
話
一
一
「
ヨ
一
川
川
忠
の
わ
ら

一
，

占
院
」i
l
r恥
巨
ハ
ハυ

ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
鈴
誌
長
一
凶
従

v
d娩
明
ぷr
u
引
付
て
、

対
却
の
舟
必
が
れ
m

q

先
安
酔
き
た
れ
に
は
な
~
\
れ
強
磁
ポ
ん

な
鷲
た
ち
と
栴
て

り
ま
す
ま
い
。
」

戸

〔
説
得
況
観
財
伊
仇
，Z
1
L

一

一
一
貯
ら
れ
ま
す
。
そ
の
お

「
続
税よ、
総
た
ちは
李
総
め
/

い
いt
A
門
j
ゼ

-

4

い
た
は
し
い
お
ヂ
球

〆

9
v
記
似

ν
沼

J

中
日
ん3
携
も
滑
な
/
よ
れ
郎
会
v
r
し
れずと
、
お
鮮の桜

い
闘
い
決
心
で
来
た
の
で
御
座
い

/
f

d
防
矧
似
帰
依
佑
判
\
い
で

格
り
ま
せ
ん
・
・
と
う

ま
寸
・
続
税
は
義
み
も
お
鮮
/
/
イ
4
級
協
働
初一い
ぞ
ゐの
ゆ
刈
た
ち
の
帥

に
わ
りの
於
で
す
みT
t

一
/
/
必
携mm浅

草
ひ
を
お
ふe
L

1

除
制
た
ち
の
織
に
純
一
川
の
帥
一

\
d
\

け
刊
さ
い
ま
す
ゃ
う

一

l
i
h
E
刊E
h

-

併
を
お
隣ひ
し
て
ね
さ
い
J
r

へ
I

N
H
K

に
」

m門
鮮
は
獄
総
m
w
・ゃ
ん
て
の
敏
し
い
成
で
し
た
か
ら

、

秒
い
た
『
附Wょ
、
m
wん
の
附
般
を
m
mす
こ
と
は
阿
川
町
駅
ぬ

、
そ
な

智
勝
ザ
鉱
や
時
慨
を
吠
つ

T
献
す
で
に
六
十
を
酔
え
たr
一
・
た
も
ま
た
そ
の
や
、
ヲ
に
聡
り
な
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」

的
経
般
の
、
減
免
酌
酬
に
館
れ
た
判
明
を
?
と

M
M慨
に
捗
へ一

「
綜
‘
そ
れでは
廷
は
山
附
加
し
て
も
や
す
絃
ま
ず

な
く
な
り
ま
し
た
・
そ
こ
で
妙
心
た
ち

b
z
F
u
m

に
伊
た
せ
み
協を山
附
い
て
も
駆
り
を
限
〈
こ
と
が
昨
恥
な
い
の
で
ご

u

a

p
 

さ
う
・

4
円
た
も
の
で
す
・
し
か
し

こ
の
卯

の
制F

.

R
納
品
し
た
援
も
、
葉
大

n
ι

、
、

、
、
、

炉
格
の
近
世
風
俗
芯
に
、

「
滋
慨
が
戸
川

v
.
V
炉
の
械
をTれ
ど
も
町

民F
に
憾
む
を
グ
時
ら
例
制
に
縛
す
る

み
す

℃

偽
句
。

の
み
」
と
あ
る
の
を

H
Aま
す
と
、
既
に
柏
崎

む
い
た

i
Z
B
f

す
A
C
&
L

特
に
還
っ
て
こ
の
開H
h
wの腹
れ
た
事
が
知

れ
ま
す
。

凶
吟
八
貯
の
間
的
い
設
と
し
て
は
、

h
v

τ
6

も
ら

'
'
E

、

E

と
の
H
h
柑
品
す
か
ら
貧
っ
て
来
た
サ
お
を
盤

に
す
り
『
千
斡
山
田
る
炉
同
八
時
日
は
封
町
民

よ

械
さ
け
猷
の
城
山
恥
ぞ
す
る
」
と
慨
に
や
い

て
時
の
憾
に
祭
出
踊
っ
て
ヂ
と
ヂ

ー
悩A
J'
'
'

・
v
b
n
u

、

b

品
位
ぜ
ず
、
我
山
M
L己
防
〈
と
記
ば
れ
て
こ

れ
は
が
戸
、
域
析
、
埼
版
制
で
は
山
叫
ん
に

鈴
ι
e
n
V

A
VL
'
s

行
ば
れ
た
ら
し
い
宇
う
で
す
・
雌
用
者
の
知

己
ι

い
内
金

主
・
$
伶

E
6

人
の
米
の
老
寄
で
、
つ
ひ
他
紙ま
で
と
れ

、

a

e

舎

を
行
っ
て
ゐ
た
の
を
聞
き
ま
し
た
が
、
め

ζ
&

お
も

づ
ら
し
い
事
だ
と

思
ひ
ま
す
9

税
指
〈
そ
腕
と
卸
っ
て
、
お
俄
桜
に

お
餅
を
そ
な
へ
ま
し
た
@
し
か
し
そ
れ
は
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~fr ざ
L 、 L 、

まま
せせ
うう
か方、

'-
そ
れ
撚
お
慨
し

な
ら
な
L 、

の
で
倖

を
野
中
部
り
船
て
、
震
は
品
川
必
を
舵
悔
す
る
議
で
あ

る
や
う
に
鴫
慨
す
る
必
は
、
問
縦
の
ほ
ん
と
う
の
お
必
ゆ

「
い
や
い
や
、
さ
や
ろ
の
艇
は
な
い
・

m
w
M
S
獄
事
と…ち
を
よ
く
鵬
は
っ
て
ゐ
な
い
も
の
だ
と
邸
ひ
ま
す
。
慨
は

矯
し
く
、
み
齢
を
除
け
ば
鍛
り
を
限
〈
こ
と
が
山
町
山
知

一は
つ
-
3
対
事一も
獄
刊
と
矯
し
く
政慰
をm怖
く
こ
と
が
山
町

る
・』

一拠
る
と
仰
せ
に
な
り

、

健
にr
や
た
ち
の
都
れ
た
ぷ
.
引
を

「そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
仇
即
日
川

の
峨
殺
を
砂
斡
し
官
さ
い

。

一飴
協
な
さ
る
お
繁
時
前
の
特
に
も
、

r
r
m
m
の
h
rを
摂
同
砂

艇
に
舵
牒r都
知
日
川
は
伊
俄
に
船
り
ま
し
て
は
倖
蔀
勲

一げ
て
倖
ら
れ
ま
す
。

の
対
磁
の
あ
る
携
で
伽

w
m
E
い
ま
す
。
そ
の
憾
な
る
お
額

一
慨
が
雌
に
鮮
対
な
却
や
が
・
紛
臨
を
鵬
れ
て
獄
苧
に
儲
し

み
を
か
な
へ
て
政
か
げ
る
の
は
践
し
い
と
祝
じ
ま
す
よ

一て
m
b
E
儲
め
て
伊
〈
刀
に

、
前切
ら
の
併
を
伊
佐
し
仙
の
特

仰
俄
は
そ
こ
で
m
w
Mたち
が
ん
即
即
断
を
部
執

す
る
な
ら
…m
b
b
m
れ
る
に
は、
知
よ
く
慨
を
鰍
す
る
こ
の
八

m
m甑
よ

胸
中r
v
mして
も
よ
い
と
仰
せ
に
な
り
ま
し
たω

…hリm
mに
な
い
と
柿
俄
は
お
抑
制
へ
に
な
っ
た
の
で
す
・

弘
樹
齢
と
叫
し

ま
す
の
は
、
川
町

h
r貯
が山
町hrに
卸
する
…
班
対
引
の
帥
殺
を
脱
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
秘
臨
な
能
都

饗
箆
を
八
つ
の
僚に
ま
と
め
た
も
の
で
慨
へ
ば
、

一慨
を
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す

、
議
ふ
織
は
欝
で

出
叫
船
主
跡
の
開
店
で
も
、
川
町
一
肘
に
銑
し
て
は

h
wの
酢
脱一す
が
、
般
群
b
r一昨
に
な
る
と
盛
れm
m〈な
り
ま
す
-
m臨

時
貯
し
た
ば
か
り
の
税
に
で
も
貯
を
が
っ
て
抑
制
聡
し
な
く

…の
鰍
慨
を
俄
ち
、
船
織
を
特
く
蹴
掛
さ
せ
な
い
織
に
も
こ

て
は
な
ら
れ

、
一

の
ん
舵
総
は
醗
勝
な
も

の
で
あ
り
ま
し
た
・

と
卦
ふ
の
や

一
仰
慌の
ん
舵
を
慌
て
ば
山
間
中
r
b
z
m
す
と
の
お
禽
砂
を
、

山
町hr貯
は
鰐

.

靴
に
川
町
h
rのm
bE船
げ
る
こ
と
も
、
蜘
町一
附
舶
はm
w
H
川
た
ち
に
候
へ
ま
し
た
・

紙
す
る
こ
と
も
純
さ
ぬ

ん
鵬m
w
r臨r
mめ
はm
wを
滅
し
て
都
ん
で

と
い
ふ
や
う
に
、
一
脱
獄
僻
説

W・
の
思
鶴
の
磁
だ
し
い
や

…

「
山
内
ど
も
対
日
九
は
館
館
、
』
の
ん
舵
滋
を
踏
の
械
く
路
に

う
に
貯
え
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
ま
す

。
悦
し
この総
出“

搬
い
て
鳴
く
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
己 m

T
m
r
r
r
r
r

と
い
ふ
械
に
間
喝
ぺ
て
あ
る

一

と
ζ
ろ
を
M
Aます
と
、

概
〈
そ
帆
で
は
な



〈
、
桜w
w
m
m
が
践
し
い
と
あ
り
ま
す
・

椴
い
が
は
、
お
そ
ら
く
、
織
が
停
の
航
船

で
あ
る
と
略
え
ら
れ
ま
す
。

も
の
お
に

山
町
る
と
、
時
均一

郎
一
昨
哨
の

で
は
こ
吟十
五

二
同
のM
M鰍
併
に
そ
な
へ
る
献
お
ら
と
と
を

一般
〈
そ
悦
と
す
っ
た
そ
う
で
す
。

一

二

r

h
い

e
・
4
U

ぜ
ん
定
。

一

戸
外
の
行
事
と
し

て
は
、
的
犯
卯
の

一宇
野
に
す
み
、
ペ
ン
(
宇

佐
ふ
の
を
僻
っ
て
が
て
、
五
七
慨
を
縦
を

掛
っ
て
純ね
、
制叫
がm
mに
附
し
て
舵
邸

E
MW合
m
p
c

&
L

・
c
e

の
?
呪
t

と
す
る
な
ど
の
事
を
行
は
れ
ま
し

た
e

議
案
で
は閑
吟
八
嘉
子
、
特

急
へ
事
的
刊
を
僻
び
つ
け
て
戯
時

に

た

L
T

￡
阜
、
望

。

宮
崎

g
b

時
間
て
、
線
写
に
移
り
、
と
れ
を
花
のm

t
.硝
し
、
将
が
で
は
肘
の
織
を
純
の
婚

a
I4a
・
9
C

&

に
つ
け
て
移
っ
た
と
い
ふ
宇
う
な
取
も

婚
のm
mm側r
v
m叫
に
叫
品
え
て

を
り
ま
す
。

恥
械
の
放
へ
伊
を
航

じ
て
肘
ま
す
と
、
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γ
蹴
く
都
を
い
Uて
、
帥
艇
を
鰐
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
蹴
…
と
撚
に
四
一
勅
榔
按
り
榔
勝
け
て

、
結
く
政泌
を
傑
へ
る
こ

蕗
撃
に
つ
込
っ
た
薬
事
為
ふ
影
響

一と
に
鵬
み
ま
し
た
。
謀
略
波
艇
と
薬
務
と
は
併
の
滋

艇
のm
w
M
た
ち
も
協
ん
郡
山
協

を
航
い
て
峨
紛
い
た
し
ま
し
一
一
縦
で
あ
る
い
ふ

m
m縦
ば
か
り
で
な
く

、

艇
貯
の
伊
予
と
し

た
.

・
…

て
総
一
徹
の

M
h
f
即
応
と
し
て
、
部
れる
こ
と
の
昨-
mない
静

か
く
て
戯
却
し
た
r
r即
応
の
撚
献
は
持
佐
よ
く
総
を

m尚
一川
で
あ
り
ま
す
。
ハ
を
は
り

V

っ
て、
r
rの
糊
臨・W匹
榔
質
問
猷
の
抑
制
臨
、
管
制
使
狩
の
部
臨

…

的側
停
の
臨
戒
中
此
世

そ
の
叫
旧
制

d
W控
除
心
的
の
蹴
批
に
村
僻
の
針
税
と
針

ふ
必
が
あ
っ
た
。
臓
が
だ
に
す
ぐ
れ
炉
お
の
枕
を
脇

村
とh
rちM
Jげ
た
。
調
隣
品
向
付
り
が
仲
心
仰
が
駒
山
慨
に
総

っ
て
錦
戦
を
的
ら

h
wち
ひ
し
が
う
と
皆
ふ
酔
併
が
も

ち
あ
が
っ
た
。
M山
税
は
設
か
を
お
さ
へ

つ
L
。

『
も
し
舵
都
を
が
ち
蕊
ふ
な
ら
ば
鍛
っ

て
御
宇
を

傑
ひ
ま
せ
う
よ
と
知
っ
た
。

が
ゆ
宏
伸
艇
な
る
一
誌
に
ま
す
/
必
ず
慨

お
き
へ
が
た
く
、

吉
国
貧
乏
回
白
書

「
偽
ら
ば
的
献
に
お
い
て
蹴
の
対
婚
の
穫
を

U
U

Jせ

て
み
よ
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

そ
の
議
般
も
縦
ら
ぬ
う
ち
に
引
税
は
ウ
ヲ

1
γ
と

う
な
り
磁
を
が
げ
る
と
附
け
川
町
し
、
M
m
艇
の
肢
に
鰍

れ
る
和t
訟
は
ず
際
政
と
-
tは
ず
酌
舵
ら
し
、
時
間

の
総
に
蹴
宇
を
か
け
る
と
、
そ
れ
を
蹴
鮮
に
ゆ
り
跳

か
し
た
。
総
は
艇
を
く
っ
た
や
う
に
ゆ
獄
き
を
が
て

与
一
勝
れ
即
し
た
。
そ
の
ま
主
に
伊
て
お
け
ば
附
も
ろ

鶏
は
鮮
は
う
ち
織
れ
る
で
あ
ら
ヲ
。

お
炉
心
仰
は
そ
の
臓
が
の
践
に
散
止
符
m
r
き
、
腐
は
ず

れ
制
税
を
斡
し

、

総
り
も
ど
こ
へ
や
ら
、

の
対
黙
を
燃
へ
た
と
皆
ふ
。 か

へ
っ
て
そ

料
刈
鰐
す
山
内
っ
て
、
お
ま
ね
な
瓢
の

.
掛
川
に
m
w制官
制
棋
を
齢
明
け
た
ザ
似

m
rが
、
獄

伊
川
崎
に
附
し
た
勝
偽
の
慨
に
臨
時
，
慨
を

い
凡
れ
、
そ
れ
を
札

V
M刊
の
税
引
前
へ

h
rち
蹴
っ

て
、
働
か
づ
与
の
お
紙
肢
を
治
っ
た
艇
な

‘E
n
e
-
-
a

守
C

ど
も
静
飽
に
身
え
て
を
り
ま

す
。
和
宇
か

ふ
ラ
甘
い
阜
か

な
風
景
の
中
に
、
と
れ
は
ま
と
と
に
い
度
、

のした
販をたな
宇で〈

'/J.せ

なうあ
市しがは
中~ >'た
の jL Y 
駄EAまぶ
鴛E 臨6 も
でさの
あ二くで
つ 彊f あ
た偽l り
に曾a ま

ち
が
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。

"
も
む
か
し
〈
⑫
ゐ
ぷ
つ

h
a
e

，
h

底
ふ
に
、
企
は
滋

-

偽
舎
に
附
同
出
し
て

梯
μ引
な
敵
般
の
一
般
に
伊
が
れ
て
ゐ
た
艇

が
知
れ
ま
す
。

r
b
9

・

0

・
主
眼
な

s

，
E

鴎
凪
川
八
日
、
野
も

‘

山
も
、
花
咲
き
由
輔

副
恥ふ
の
ど
か
な
ヂ
慨
に
伎
が
れ
る
栂

m
mp

料
正
義
り
が
姦
の
務
で
な
か
っ

た
、
あ
の
似
制
服

W憾
の
泌
総
併
の
税
申
か

な
隼
一
を
帥
品
て
吟
刈
と
時
の
艇
が
能
川

ν

〈
帥
吋
は
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
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M
U
 

強:

し

自

つ

て

、

梅

, 

1こ

ハ
-v

泌
総
凶品川
川
は
械
が
都の服
部を
脱獄
せ
られて
、
『・た
ピ
叙
慨
しcゆ
Mmに
た

す
け
ら
れ
ま
ゐ
ら
す
べ
し
」と
い
ふ
税
制
設
備
の
以
内
却
を
脈航
せ
ら
れ
ま
し
た
・

こ
の
取
払釘
艇
と
い
ふ
こ
と
は
仇

m
b
w
の
鷲
都府を
郎
被
叫に
紛
鰍せし
め
働

総
せ
し
め
た
。
部
仰

向凶
品
川
は
こ
の
税
館

の
た
め
に
蛾
鴎
と
桜
舵
ぞ
う
け
ら
れ
た

ヲ

の
で
あ
り
ま
し
た
。

備
と
な
れ
ば
こ
の
戦
僻
創
出
舶
の
鷲
舟
は
蛍
郡
伊
川
に
味
す
る
於
誠
悦

な
m
n
w
四宮

殿
ふ
る
ほ
ど
総
織
な
加
減
を
斡
ん

で
ゐ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
腕

ち
、

こ
の
戦

船
設
備
に
は
一
一一部
の
擦
が
懸
け
ら
れて
あ
り
ま
し
た
。
鰍
一
政
に
は
懇

?
?
\
管
制
に
は
献
が
ザ
、
紙

一一一m
に
は
脈絡を
d
f，
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
戦
似
の
対
部
か
附
蹴
せ

ら
る
L
の
で
あ
り
ま
し
た
。
「
椛
臓
の
誠
艇

は
ひ
と
り
た
ち
を
さ
し
て
、
す
け
を
さ
ム
ぬ
な
り
」
、
か
くて
「た
ど
対
併
して
」

山
訟
は
る
ふ
雲
山
町
が
M
M獄
絵
の
鮮
総
と
し

て
山剛腕
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し

• 

• 

原

民

隆

た
-既

成
峠
必の
州
一
仲
町附芯
の
料俗
にお
ど
ろ
く
ま
へ
に
、
こ
の
泌
総
品川
市川
町
出

航
鰍
蝋ω胤
恥
にお
ど
ろ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
冊
目
な

m
h
m
臨時
必
を
し
て

か
く
の
が
恥
附
び
を
な
さ
し
め
た
も

の
は
泌
総一悲
の
州
都側に
よ
る
こ
と
を

鑓め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ・

MU併
のm
wびる
に
は
蛤
鰍
ψ
m
mする
、

時
ロ
な
御
山
内なく
し
て
封
併の
倣
院
は

な
い
。
議
の
緊
に
い
ろ
〈
の
品
一銭も
繁
ず
る
け
れ
ど
も
、

単
品

械が
な
い
か
ら
穏
を
品川
さ
な
い
。
ま
た

、

擦
の
誌
も
むの
擦
は
察

e
M
め
い
ひ
真

ん

品
す

さ

れ
て
も
、

ま
こ
と
の
生
命
を
お
ら
は
怠
な
い
の
は
こ
の
批
剃
を
忘
れた
か
ら

。
陪
，
宮

E
υ

は
ん

，
、

で
あ
ら
う
・
俳
噛
帥
は
波
め
な
く

て
は
な
ら
ぬ
、
け
れ
ど
も
批
則
は
あ
く
ま
で
曇

つ
て
は
な
ら
な
い
ので
あ
る
・紙m
M必
の
内
部
主
配
む
関
税
の
叙
例
制
山
川
は

、

総
燃
此
必の紛
峨
峨
蹴
軌
を
俳ぐ
こ
と
を
部
れ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ

u

泌
総
品
川

の
鋭
併
は
織
に
し

て
艇
が
な
諜
に
よ
っ
て
滋
黙
を
よ
こ
さ
ま
に
貯
き
っ
た
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の
で
ゐ
り
ま
し
た
・

つ

ハ
-
一〉

き
て
、

か
、
る
艇
が
に
し
て
対
磁い
山
町
鰍
傾
向
肌
献
は
い
か
な
と
こ
ろ
に
蜘
喝
さ

す
の
で
あ
ら
う
か
、
こ
れ
は
批
併
問
ゃ
う
ち
部
れ

て
叫
川
町
陣
営
総
邸
せ
ら
れ
た
泌

総
凶
品
川
仙
の
必
術

に
野
町
付
さ
れ
た
こ

と
は
い
ふ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ

・

さ
ら
に
、
猷
殺
す
べ
き
こ
と
は

、
中Cの
叫
町
川
m
m
m
m

肌
献
は
総
郁
郎
町
山
の
対
獣
に

隙
隙
せ
ら
れ
た
』
」

と
で
あ
り
ま
す
。
戦
能
鋭
艇
を

m
m倣
せ
ら
れ
た
の
は
「
舵
官

僻
船
舶
臥
」
の
川
鮮
や
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。
「
防
官
悦
艇
」
の
駒
対
を
砂
つ

め
て
澱
せ
ら
れ
た
此
必
の
依
伐
を
艶
ふ
べ
き
で
ら
り
ま
す
。

備
艇
に
磁
鵬
す
る
こ
と
は
‘
術
開
郎
は
税
制
い
せ
ら
れ
た
叙
艇
を
働
ず
る
こ
と

で

あ
る
が
、
し
か
も
、
この
叙
艇
を
鰐
仰
せ
ら
れ
た
こ
と
に
は
備
の
総
い
遮
販
が

臨
時
都
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

h
ま
す
。
「
訟
が
誠
腕
」
と
い
ふ
こ
と
が
品
川
の
総

き
依
縦
で
あ
っ
た
。
滋
…
開
設
恥
の
「
混
射
殺
船
」
が
泌
総

M
mの
ゐ
航
叙
併
」

と
し
て
、
ゆ
凶
刊
に
関
取
せ
ら
れ
、
こ
と
』
一
切
蹴
鋭
の
た
め
の
対
鈎
が
ま
ど
か

に
制
服
せ
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

M
MM出
を
お
げ
て
般
m
T
ι
狐
へ、
融
制
を
あ
げ
て
悦
即
時
を
船

ふ
る
と
丸
山
鵬
の

Wて
し
め
た
ま
ふ
を
W
て
、
備
のm
wら
し
め
た
ま
ふ
を
勝
る
こ
と

、

船
協
す
れ

ば
併
腕
の
獄
艇
部
恐
を
傾
向
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

、

低
燃
凶
品
川
九
の
倣

M
Uは献
酢

に
し
て
h
v
w
酬
な
る
も
の
と
し
て
艇
駁
し
た
の
で
ゐ
り
ま
す
。
蹴
鰍
併
蹴
と
い
ふ

飢
の
艇
が
や
の
殿
町
駅
・
」
そ
、
こ
の
部

h
rの
加
減
教
と
し
て
一
世
を
ぬ
臨
せ
し
め

て

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
・

z

u
t
k

唱
し
ぽ

げ
ん

必
ー昨
ゐ

か
の
混
血m
に
お
も
む
か
る
与

と

-
g、

お
弟
子
た
ち
が
札
附
の
機
雌
含
試
っ
か
つ

て
品
川
九
に
取
弘
紋
艇
の
訟
膨
を
獄
臥
あ
ら
晶
子
り
る

h
や
う
に
縦
め
た
と
き
、
山
品

川
は
恐
慌
の
い
ろ
を
ら
ら
は
し
て
、
み
齢
駒
の
対

を
み
ず
や
、

わ
れ
た
と
ひ
舟

附
h
ζ

と

n
i
N
，

珊
に
お
こ
な
は
る
と
も、こ
の
務
い
は
ず
ば
あ
る
ベ
か
ら
ず
」
と
蹴智
し
「
な

ん
ぢ
伊
蹴
の
枠
縦
念
的
に
か
り
て
餓
織
の
幣

秒
を
か
く
す
べ
き
や
」
と
概
昨
せ

こ
れ
、
僻
腕
に
臨
脱
し
て
態

都
庁
一
帯
か

た
斡
限
に
飴
蹴
せ
ら
れ

ら
れ
ま
し
た
・

た
の
で
ゅ
の
り
ま
し
た
。

凶
斗
同
九
は
部
く
あ
ら
せ
ら
れ
た

ω

こ
の
酪
く
あ
ら
せ
ら

れ
た
こ
と
は
、
都
も
ゆ

此
の
和
総
や
物
館
に
よ
っ
て
記
へ
ら
れ
た
腕
鈴
で
は
な
く
て

、

ひ
と
へ
に
併
に

よ
っ
て
醗
く
ら
ら
せ
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
し
た
。

艇
に
取
得
に
お
い
て
は
、
鰐
諸
政
総
の
餅
め
に
町
出

ι守
、
必
般
を
川
町
蹴
し
て
ゐ
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
芋
鋲
は
め
に
即
っ
て
磁
く
、

総
に
齢
っ
て
献
を
と

へ
椴明
、
あら
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬω

総
W仇
す
れ
ば
、
総
仰
向
山

M
M川
の
ご
と
き
磁
さ
を
俳
ぐ
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
ハ
終

ν

側LP鰍

浦
先

生
蒋

い
ち
か
ら
生
き
る
力

鋼
材
に
し
宅
倒
』
固
た
る
置
肩
書
が
、

a
v
h
『
集
者
事
力
』ιL
℃
の
内
問
勘
n
h喧
微
々
と
し
℃
飽H
V

る
4

の
.
近
代
人
必
舗
の
倹
曹
1

。
本
計
崎
議
お
の
た
め
、
便
宜
上
、
脇
村に
お
琢
次
数
し
ま
す
。
御
入
用
の
方

は
谷
末
に
入
れ
て
あ
る
振
替m
紙
で
、
直
接
本
企
ロ
兆
お
山
叩
は
山
下
さ
い
。

松

一

後
行
師
仰

一ー

一
線
浴
料
拠

品E
-
-・ナ
銭

凶
六
創
刊
七
十
一
瓦
英本
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続

客
。
持、
越
だ
織
仰
向
だ
が
、
都
館
山
切
に
つ
い
て
犯
し

く
諜っ
て
く
れ
な
い
か@

主
人
。
態
収
鯵
践
の
こ
と
か
。

宅

さ
ち
だ
。
そ
の
般
的
m
の
蹴
村
山
仰
に
つ
い
で

、

航
跡
の
『
械
が
」
に
待
合
た

い
の
だ
が
・
・
・
・
。

主
人
。
似
し
「
税
収
ど
に
伊
く
の

で
は
、

伊
〈
ま
い
。
さ
う
な
る
と

、

僚
の
傑
保
町
で
は
併
さ

L
う
だ
な
。

客
。
ま
あ
、
な
んで
も
い
h
か
ら
蜘
ってゐ
る
だ
け
を
縦
し
て
く
れ
縦へ
。

舵
こ
の
必
の
協
や
は
グ

Z
H
牛
と
安
ふ
の
か
ね
、
刑
判
は
ク
マ
ガ
ヤ
と
い
ふ
の

m
m
抑
制
と
い
ふ

わ
け
に
も

か
な
。ク

マ
ガ
ヤ
が
践
し
い
の
だ
・
耐
仰
に
品
川
勝
縦
に
骨
っ
て

mrた
ま
へ
・

ー
ジ
ヨ
リJの
鰍a
Mに
も
『
〈
ま
が
や
」
と
や
い
て
あ
る
。
倣
し
い
一
，
紙
に
は
『
く

ま
が
ゐ
」
と
骨
ひ
慨
は
し
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
与
で
も
熊
併
で
搬
す
こ
と

に
し

主
人
・

ス
テ

ト
肉
、
ヲ
。

宅

そ
こ
で
、
そ
の
熊
術
協
阪
の
訟
慨
は

:
:.
。

主
人ω
」
ば
に
い
へ
ば
驚
慈
、
前
し
く
卸
へ
ば
野
…
議
併
の
目
出
店
、
す

艇
の
館
町
付
円
、
。
館
し

鰐
悦
が
蹴
蹴

.

V
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
のm
uの
狩
加

が
引
先
部
川
叫
と
い
ふ
凶
作
か
撚

m
uな
っ
た
の
で
、
似
附
併
は
こ
附
川
町

Wを
由
工
け
紛
い

だ
の
だ
。

-
動‘

区
除
属
国

a
b

e
-o

さ
う
す
る
と
、
父
の
田
氏
も
偉
か
っ
た
の
だ
な
・

L
・

t

・
砂
凶

'
a
yL

・
4
a
pa

主
人
"
似
かっ
た
か
仲
・
ヲ
だ
か
知
ら

な
い
が
、
男
士
で
あ
っ
た
に
は
籾
還
な

か

い
。
な
に
し
ろ
+
・4ハ
献
で
撚
税
口
な
っ
た
の
だ
か
ら
:
:
。
そ
れ
に
は
布
つ

い
ふ
慌
が
あ
る
。
酷

似
の仇
ん
は
蹴
ザ
ほ
と
於
っ

て
、
滅
品
市
で
抑制
蹴
の
野
訟
を
政

m
J
ι
，

L
W

H引

め
て
ゐ
た
が
、
な
に
か
の
叫
が
ら
っ
て
死
刑
に
お
こ
な
は
れ
た
e

そ
の
と
を
、

. 
乞'
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燃
の
磁
的
問
は
ま
だ
新
制
れ
で
あ
っ
た
が
、

m
m般
の
骨
一
跡
が
倣
を
撚
け
て
脈
絡
に

百
り
、
和
町
州
熊
川
怖
の
靴
蹴
胸
部
出
向
を
隣
っ
て

、

そ
こ
に
併
を
め
ず
ぜ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
和
町
麟
対
地
磁
制
問
は
科

~
rも
の
階
か
ら

瞥
慨
し
て
割
削
っ
た
ら
し
い
。
さ
う
し
て
、
十
六
齢
ま
で
山
出
自
問
す
る
と

、

こ
こ

に
一
つ
の
恥
仰
が
鍍
っ
た
。

航
時
の
山
川
は
縦
だ
と
脱
ふ
か
も

m
wれ
な
レ
が
、
そ
の
践
の
般
紙
お
に
は
駅

僚
の
峨
飯
ひ
に
艇
や
お
獄

ιが
船
州
艇
っ
て
b
rたω
熊
仰
怖
と
い
ふ
ゆ
針
も
艇
が

山
町
る
か
ら
だ
と
骨
ふ
こ
と
だ
。
そ
の
う
ち
に
一
鴎
の
品
川
艇
が
あ
ら
は
れ
て
、

心
献
を
叡
ず
る
こ
と
お
び
た
ピ
し
い
.
縦
一

wの
郷
鳴
酌
識
も
こ
れ
に
は
熊
…
慨

し
て
、
野
し
こ
の
艇
を
紙
静
し
た
舗
が
あ
れ
ば
、
そ
の
山
川
を
秘

の
織
の
縦
慨

に
椴
献
す
る
と
守
ぞ
』
と
に
な
っ
た
。
叫
柏
の
艇
と
い
ふ
の
は
、
叫
川
和
市
の
剛
山
伊

か
ら
一
剣
山
刈
殻
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
な
く
、
釦
町
山
内
た
ち
が
蹴
宇
に
鮪
を
粧
ん

で

-
ヒ

νs
a
h

と
く
し
た

争
し

晶m
a

-
-
，

ゐ
る
も
の

で
、
文
字
通
り
の
私
の
黛
で
あ
る
の
だ
。
併
し
そ
の
地
ガ
で
は

獄
対
の
あ
る
こ
と
骨
ふ
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
、
和
紙
叫
〈
地
磁
的
は
明
白

Kと
一一
一一V
一
加
の
問
問
搬
を
た
づ
淫
へ
て
、
峨

対
峠b
z
m
w

け
ま
は
っ
た
日
付
に
、
そ
の
対
艇
を
た
う
と
う
伊
似
し
て
し
ま
っ

た
ω
さ
う
な
る
と
、

総
械
の
抑
制
取
だ
か
ら
山

V加
が
な
い
。
い
相
の
紛
の
蹴
村
は

郡
伊
仇
わ
づ
か
に

十
六
訴
の
酪
磁
を
概
略
と
僻
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
と
苧
占
拠
鯨

だ
。

〈

岳異
世
伊
ゐ

a，
b
u

“
ゅ
う
し

容
。
な
る
ほ
ど
熊
谷
の
父
た
る
に
恥
Vり
な
い
園
出土だ
ね
。

-
め
徽
で
熊
抑
制
に
貯

、

• 

た
れ
た
艇
織
も
十
六
齢
、
お
な
じ
十

六
艇
で
も
鰍
隊
の
鳩
町
店
だ

・

主
人
。
そ
こ
が
概
批
判
酌
教
と
杭
般
の
針
滋
の
構
惨
だ
ら
う

“

さ
う
い
ふ
わ
け

で
、
部
時
は
J献
して
擬
舵
円いなっ
た
の
だ
が
、h
v一斡
に
し
て
特
加
を
し

た
。
そ
れ
で
も
コ
川
町
の
苧
が
あ
っ

て
、
磁
臨
叫
が
酪
一
峰

、

訟
坊
が
酪一蹴
、
こ
の

践
獄
も
ま
た
将
殿
を
し
た
の
で
、
山

w獄
の
や
町
麟
酪
鯨
が

こ
M
N
h
v

の
縦
駅
付
り
臨

，

妙
M
昆
今
、

、

.
M

〈

1
1
ゐ

利
b
z総
承
す
る
ζ

と
に
な
っ
た
。
ま
あ
.
さ
つと
斯
ん
な
も
の
だ
な
匂
熊
谷
に

つ
い
て
は
蝕
叫
の
椛
芯
ゐ
る
が

、

M
M蹴
一MU，
のこ
と
を
骨
っ
て
ゐ
た
ら
慨
脱

が
な
い
。
一
服
部
駅
び
に
終
判

一
の
併の
M艇
に
紛
ら
う
か
。

宅

一
の
m
mのM
M脱で
、
総
併
と
射
蛾
の
船
献
は
あ
ま
り
に
も
棋
抑
制
御
ぎ
る

が
、
そ
の
と
き
に
縦
悦
の
勲
っ
て
ゐ
た
殿
は
紙
か
船
判
官
と
い
ふ
の
だ
ね
。

主
人
。
さ
う
だ
ω

似
脱
税
が
椴
へ
貯
め
の
ぼ
る
慌
に
、
町
い
駁
が
な
い
。
そ
こ

L
F
，
竺

】

と

h
B

E

，

降
、b
c
h

二
会
う

晶
、

，.
E
b

で
、

馬
倒
の
郷
町を
即
州
へ
娼
ら
せ
た
。
榔
対
は
ガ
4

の
脇
市
を
さ
が
し

て
、

総
殿T
税
の
殿
械
で
w
m干
の駁
を
野っ
て
h
r
た
υ

そ
れ
が
針
昨
で
あ
っ

た
の
で
、
似
側
斜
も
対
腕

よ
ろ
こ
ん
で
、
そ
の
駿
に
町
怖
か
の

h
rを
鍛
ら
せ
て
、

臨
F
m
m
判
官
と
恥
ば
せ
た
。
臓
が
は

m
mし
い
殿
倣
に
川
町
き
な
か
っ
た
が

、
こ
れ

が
餓
に
容
を
郎
防
慨
に
鯨
へ
る
肌
刊
に
な
っ
た
の
だ
。

s
・
臨
併
の
鶴
批
は
撚
尉
を
作

っ
た
鱗
だ
と
い
ふ
。
そ
れ
は
時
制
御
ひ
に
鳩
惨
な

い
が
、

や
は
り
や
お
一
般
に
は
さ
う

儲じ
ら
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
@
そ
れ
に
は

「
ベ
敏
郎
総
郡
山
の
織

W
Wが
対
い
に宇
限
っ
て
ゐ
る
。
あ
の
鱗

W
Wの
「
椴

の
膨hv
の
総
帥
聞
を
仲
っ
て
伶
慨
を
慌
り
し
か
」
の
対
僚
が
鍛

o
M同
に
際
持
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し
て
伽
倖
っ
た
の
で
、
供
践
ど
う
に
も
位
協
が
な
い
や
う
だ
ね
。

主
人
。
い
や
、「
船一都
町』
の
糊制
川
和
ば
か
り

で
な
く
、
就
に
『
紙
特
別
恥
郵
貯
』

に
も
、
熊
併
は
綿
一
尉
を
狩
っ
た
仰
向
、
対
織
の

m
mし
を
昏
け
て
紛
一
蹴
の
郎
、

鋭
、
蛾
、
鍛
の
た
ぐ
ひ
を
の
山
の
鰍
樹
の

m
mへ
猷h
昨
即
け
た
と
m
Mいて
あ
る
。

・2

《

e
a叫Fゐ

u
，
し
I
M

・p・

h
g

さ
う
し
て
的
別
に
は
『
そ
れ
よ
り
し
て
熊
脊
は
い
よ
/
\
m
a心
の
思
ひ
州
で
衆

つ
L
、
銀
に
は
較
も
せ
ざ
り
け
り
」
と
骨
ひ

、

仰
向
に
は
「
船
主
の
献
が

』
か
な

し
み
て
、
溜
れば
や
と
牒
ひ
け
る
が

、

m
m阪
の
総
鋭
ま
り
て
、

持
続
の
滋
仰
向

勝
に
獄
り
つ
L
、
‘
船
山

，

を
m
w・り
、
鵬
即
日

間
とや
を
附
けて、
総
に
加
山
を

こ
そ
情

き
け
れ
」
と
骨
ひ
、
牒
似
怖
の
挺

ω
は
斡
尉
山
町
訴
の
俄
で
あ
る
?
ヲ
に
、
一

一肌
削

除
ま
で
も
府
駅
に
山
首
い

て
あ
る
の
だ
か
ら
、
制
山
の
山

川
が
それを
倣
ず
る
の
も

和
智
は
な
い
。
山

川間
は
砕
もφめれ、
討
は
「
斡
駒
山
明
部」や
「
減mm
m動
郵
貯
」

の
た
ぐ
ゐ
も
政
忠
と
限
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
だ
か
ら

、

そ
れ
が
加
齢
な
取
僚
に

な
っ
た
わ
け
で
も
ら
る
の
さ
。

容

。
熊
併
が
蛇
慰
の
航
船
は
、
わ
時
下
一
郎
知

ξ
傑
山
れ
の
掛
照

特
ひ
に
即
け
た
織
だ

ね
主
人
。
熊
斜
とww
rとは
紘
競
船
俄
で
あ
り
な
が
ら

、

部
川
の
和
械
で
都
か
ら

慨
が
駿
い
。
そ
の
う
ち
に
鵬
蹴
の
制
蹴
が
即
応

っ
て
、

総
殿山
腕
斜
ま
で
椴
山
山
し

広
-
b
x
w

・
2

巴
拠
e
g

て
、
級
制
の
前
で
勤
前
と皆
ふ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
N
w
r
は
な
か
/
\
川
町
村

な
〈
混献
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
踏
蹴
を
旅
射
し
て
ゐ
る
・

お
ま
け
に
対
応
も

鰍
品
初
で
あ
る
。
総
併
は
政
酪
J，がで
、

mhは
W
縦
で
あ
る
。
聡は
凶
日
和
'だ

. 

が
、

除
搬
は
工
ナ
で
あ
る
。
鮒
似
て
の

限
併
がh
r
wに山
町
m
r
て
ゐ
る
の

で
、
榔

苧
に
ド
シ
/
\
骨
ひ
鈴
か
さ
れ

て
、

税
制
山
部
だ

紙
くな
っ
た
の
で
、
熊
川
仰
の

隊
貯
は
般
挺
し
た
。
総
は

m附
叡
併鍛とm
mんで
、
部
按の
対
磁を
蹴勉
へ
附

4
d

怠
M
e
-
-
a

a
q

t

u
a
z
b

e
B
n
e%

き
付
け
て、
頗
削
刊
の
前
を
起
っ
た
か
と
思
ふ
と
、
酉
の
侍
m
mへ
駆
け
込
ん

で
世
ぐ
に銘
をm
wっ
て
し
ま
っ
た
匂
総
械
も
お
ど
ろ
い
て
職
勧
め
よ
う
と

し

た
が
、
抑制
儲
は
ず
な
い
・
そ
こ
か
ら
宇
和
ば
せ
て

Z
M
へ
字
、
践

に
議
へ
足
っ
て
繁
ヘヂ苧
・
山
間
燃
品
店
の
僻
本
と
な

っ
て
繋

と
蹴
す
。
こ
れ
が
滅
的
の
糠
獄
の
山
聞
紙
だ
が
、
砕
かく
艇
鍛
は
蹴
帥
く
な
い

も
の
で
、

傑
M
m判
ひ
の
臨
眠
よ
り
も

、
齢
的
舶
を
仲
っ

て
併慨
を
限
っ
たとい

ふ
が
が
仲
阪
で
も
あ
り
、

w
mmで
も
あ
り
、
船
と
僻
り
つ

h
悦
付
加
そ
悦
服
し

た
く
な
る
の
が
必慨
か
も
飾
れ
な
い
よ
・

容
。
山
川
般
し

て
か
ら
も
似
パ
引
の
艇
が
慨
は
っ

て
ゐ
る
や
う
だ
ね
。

主
人
。
紛
糾
、
枯
れ
郁
な
の
は
鉱
山
昨
の

W
Wた
ら
う
@
都
は
吋
料
品

Wの
郎
山
山
の
抑
制
に
あ

る
。
部
川川
は
常
併
し
の
憾
の

下
部
で、
胞
は
蹴
誠
に
mmれ
.
臓
を
田川と
い

ひ
、
根ba仰向
山
川
と
卸
ふ
の
だ

ω

山
内
総
品
川
が

紛
の
対
脈
問
燃
に
附ふ
陥
そ

の
備
を
して貯
た
磁
針
甥
の
燃
や
が
俄
し
い

の
で
、
げ
m
u
M
が
齢
日
刊
で
制
川
和
す

る
と
、
m
ね
し
て
倣は
恨の
時に
般
を殴
しか
つ
て
ゐ
た
。
な
ん
の
織
だ
と
併

〈
と
、

誠
一
け
ふ
の
出
向
叫
に
あ
な
た
が
鈴
け
る
や
う
な
艇
が
あ
っ
た
ら
ぱ
、

榔
苧
の
怒
索
令
ぶ
ち
総
す
撚
り
だ
と

ιず
か
の
だ
。
仲
一
官
官
品
で
作
っ
て

も
、

総
税
は
縦
儲
ら
し

い
際が
蹴
酷
い
。
い
や
、
時
帥
い
と
鈴
つ

て
は
ゐ
ら
れ
な
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へ
に
紙
卸
し
て
、
総り
に
創
出
怖
を
向
日

へ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
ま
ふ
俄
川
町
し

て
し

ま
っ
た
と
骨
ふ
の
だ
ω
出
羽山
町
の
陣
駅
凶
山

内
、は
、
さ
う
い
ふ
の
を
一
部
の
郎
町
内
]

・
m
l
uヒ

-
Fh引
品
企

ν
E

b
hヒ
L
N
LbT

唱
i
J
，
、

m
仲
』

暗
示
だ
と
鯨
持
す
る
す
ヲ
だが、
品
目
の
仰
心
掛
唱
に
は
往
々
さ
う
い
ふ
例
か
あ

.

い
。
此
必
に
地
ら
れ
、
町
制
さ
れ

て
、
総
は
部
に
そ
の
m
m紳
をm
mば
た
の
総
へ

掛
り
を
ん
だ
@
そ
の
骨
髄
が
緩
ま

で

「
畿
の
艇
」
と
し
て
M
Wられ
て
ゐ

る
の
だ
"

客
ω

影
山
仰
の
称
に

「
部
鱗
をm
mゃ
に
狩
り
け
り
慌
の
脇
」
と
い
ふ
の
が
あ
る
・

こ
れ
も
畿
蚊
燃
の
こ
と
を
い

Wん
だ
の
だ
と
酢
ふ
が
・
.
.
.
.

主
人
。
む
三
郡
山
出
械
が
轍
鷲
へ
百
る
駐
村
で
、
.

コハ
パ
の
滋
般
に
山
町
寄
っ
た


M仰
向
齢
、
総
指
と
は

M
Wらな
い
か
ら
、
燃
の
憾
俄
だ
と
成
っ
て
妙
ぎ
に
か

L
る

と
、
滋
も
か
な
は
な
い
。
瞭
は
聴
を
か

L
へ
て
梯
ま
り
隊
出
向
す
る
と
、
越
山
郡

山
引
は
俄
hvを
引
離
し
て

、

お
ま
へ
滋d『
貸
ふ
に
殴
る
か
ら
滋
泌
を
鱗
く
の
だ
ら

巴
-
怖

い

‘
，

を
し

ぅ
、
心
を
七
人
れ
換
へ
て
お
れ
の
豹
子
に
な
れ
と
い
ふ
の

で
、

コ
仰
の
阪
も
鶴
ωし
て
、

眼
中
町
に
ゐ
た
ま
を
妙
。
対
め
、
齢

川
明
附
切

り
m
mゃ
に
な
っ
た
と
限
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
新
械
の
停
は

そ
れ
を
い
Wん
だ
の
だ
ら
う
。

砥
叫m
m
m
は
酢
併
の
舟
m
w
を
あ
ら
か
じ
め
m
wって
ゐ
た
と
目白

• ふ
で
は
な
い
か
。

主
人
ω

畿
日
首
切
は
織
誠

二
純
九
府
十
円
酢
の
仰
向
日
目
だ
が
、
舟
ぬ

一一一
一
一成
紙
か
ら
山
町
併
の
鰍
々
の
と
こ
ろ
を
加
け
ま
は
っ
て
、

砥
鉱
山
切
は
十
四
酢
に
舟
ぬ
か
ら
、
炉
問
刊
の
舵
み
に
叙
慨
を
時

し
て
く
れ
と
僻
れ
て
抗
い
た
。
そ
こ
で
鰐
肢
の
械
か
ら
ん
伊
艇

の
鰐
俄が
あ
つ
ま
る
と
、

砥
山
出
携
は
持
部
の
仲
勝
除
艇
の
ま

っ
た
ら
し
い
.

宅

都
鉱
山
切
に
は
侃
と
か
い
ふ
縦
が
あ
る
ね
。

主
人ω

郡
山
出
甥
の
縦
と
し
て
棋
叡
な
の
は
「
い
に
し
へ
の
鋭
に
か
へ
し
蹴
械
、

時
の
紳
る知人
も
越
ら
ざ
り
け
り
」
と

-t
ふ
の
だ
。
殿
し
て
対
応
の
住
帰
山
だ
か

ど
う
だ
か
知
ら
な
い
が
、
中
町
世

の
慌
り
と
皆
っ
た
や
う
な
掠
れ
き
が
部
智
し

。
危

-
P‘

て
、
良
い
欲
の
や
う
に
思
は
れ
る
な
。

値m
谷
直
賓
法
.
像

(鎚
線
制
師
谷
)

, 

. 

a・
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容
ω

そ
の
艇
で
腿
ひ
即
し
た
が

、

都
獄
間
切
に
脱
す
る
僻
僚
が
あ
る
か
ね
。

主
人
ω

倣
蹴、
対
日
付
即
日
山
の
僻
机
り
は
な
い
が

、

脱
税
や
跡
即
日
出
町
切
を
い

Wん
だ
停
は

隊
針
あ
る
や
う
だ
。
継
に
も
い
附
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、

似
側
儲
も
艇
は
携
が
-
や
伊
予
の
滋
也有

郡
山
出
や
磁
を
もmxし
と
都
る
h
Tの
惟

・
中

叶
段
階
予
知
の
競
賦
を
貯
る
と

、

鱗
仰
怖
を
よ
み
佐
ん
だ
か
僚
が

m
m峨ゐ
る。
そ

の
村
か
ら
川
氏
し
仰
向
ひ
即
し
て
み
る
と
・

制
附
仰
制
や
艇
を
紳
り
て
敏
椴
風
舟

艇
叙
も
将
や
慰
に
潟

町船
客
永

仲
つ
佐
む
や
熊
儲
総
邸
滋
島
都
正
家

郎
総
や
h
wん
で
お
さ
へ
て
慰
艇
友
タ

態
川
町
や
備
で
かA
る
鰍
r
m

合
爪

船
り
て
傑
献
じ
備
の
砥
川
町
城
宮
慣

哩

そ
こ
で
恐
伊
の
郊
で
は
:
:
。

主
人
u

鵬
似
別
総
齢
と
い
へ
ば
臓
で
も
飾
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
仰
に
郡

白
町には
な

っ
て
ゐ
な
に
な
ん
と
鈴
っ
て
も
船
齢
の
「
総
齢
」
が
対
船
で
、
そ
れ
か
ら

m
m
w
w
や
滋
伊
も
針
ま
れ
て
狩
・
た
ら
し
い
が

、

滋
同
町
で
山山
部
隊
な
も
の
は

『
御
船
。
都
減
税
藍

W」
と
「
ぺ
慾
懇

一郎
日
だ
ら
う
。
蹴
棋
は
耕
一
郎
に
殿

町
町
船
併
と
い
ひ

、

能
棋
は
際
般
の
熊
儲
と
い
ふ
。
戦
尉
が
処

W艇
部
の
悦
川
k
aに

な
っ
て
勤
ん
で
ゐ
る
際
へ

、

脱
獄
が
総
蹴
鱈
で
鱗
ね
て
貯
て

、

一
の
筏
の
駅

• 

だ
ら
う
。

ひ
を
燃
叫
制
し
て
蹴
れ
る
の
が
戚
山
町
艇
街
。

m
w
F
の
献
の
似
械
か
ら
即

mm
rの悌

鰯
に
な
る
の
が
舵
m
Eの
熊
紙
。
艇
に
街
棋
は
卸
獄
の
ぷ
で
も

肱
川

一郎
恕
さ

れ
、
較
に
機
所Wと
し
て
も
諜
ら
れ
る
の
で

、

取
も
よ
く
伽
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
ほ
か
に
「
砥
鉱
山
明
部
」
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
阪
出

血の
熊
儲
の

蹴
併
で
、
諮
鮒
鰍
が
肢
と
な
っ
て
ゐ
る
脇
島
へ
、
松
山
出
叩
仰
が
鶴
り
を
対
め

に

h
pて、
こ
L
で
船
践
の
械
部
を
す
る
と
い
ふ
鯨
だ
が

、

隊
般
に
以
べ
る
と
鎚

し
い
の
で
、
傑
り
に
品
泌
さ
れ
な
い
。
滋
町
測
で
般
紙
を
か
い
た

砂
川附
は、
峨

於
和ヨ
郡
の
「
部
鉱
山
切
」
と

、

恨
の
「
熊仇峨
附
」
と
、huづそ
ん
な
も
の

客
。

い
や
、
郁
艇
う
@
も
う
こ
の
山

崎マ
駅
付
叩
た

ω

主
人
妙
そ
の
ぷ
にmwか
れ
て
は
慨
も
殴
る
。
船
山
口

附
総
与
」hら
で
蹄
却
げ

て
、

的
約
の
一
慨
も
併
む
か
な

・

容
。
そ
れ
が
よ
か
ら
う
。

* 

?貨

?批
* 

* 

• 
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門
-
v

‘m
av

縛いUM
W

惨
A
"

は
や
秋
が
・
以
し
く
し
の
び
得

的
A
pd号
“

ん

A
a守
、
，a
7

a，
伐
の
&
鴨

岨
.

明
治
1

十
-
年
、

東
日
以
の
上
野
の
伐
に
も、

、

の
g
a
m
u
a

っ
て
来
た
九
月
の
減
る
骨
の
取
で
あ
っ
た
。

ピ
ア
ノ
や
が
ア
イ
オ
リ
y
の
酢
が
微
叫
仰
の
即
日
司
の
慨
を
か
つ

て
、

仇
か
に

泌
れ
て
宏
み
袋
駅
燃
の
撚
臨
で
、
一一
一
一
一
必
の
駅
岱

が
プ
4
7
p
f
i
m
き

特
ら、
臨
献
ら
か
に
織
し
伊
っ

て
ゐ
た
。

「
償
っ
た
駅
鉱
山
か
芯
射
し
た

ね
」

r
T

E

E

 

「
ァ
、
、
あ
の
山
崎
主
の
こ
と
か
。
破
れ
衣
に
ず
ア
イ
オ
リ

ν
を
抱
い
て
ゐ

る
脱
・
は
、
寸
で

m
w
m
・0
な
燃
物
だ
ね
』

一
で
も
、
附
m
mが
仲
側
な
だ
け
あ
っ
て
、
も
の
す
ご
い
臨
蹴
ぷ
り
だ
』

お
認が
倣
っ
た
の
か
、
部
私
か
ら
限
付

叫
が
ヅ
ロ
ゾ
ロ
と
泌
れ
山
川
て

炉
た
。

Z
-
a
e
a
n

ん

p
a

科
ぶ
ご

A
L・

h・

ヲ
.

‘
，aヲ
r
M
h
M

』

M

そ
の
中
に
、

木
綿
の
汚
な
い
破
れ
衣
に
九
河
を
包
ん
だ
併
形
の

一
段
位
が
交
つ

て
包

て
ゐ
た
。
平
に
は
グ
ア
イ
オ
リ
ν
か
・

従
げ
て
ゐ
る
。

船
引
の
叫
品
川

一
似
だ
@
W
MTJ
滋
は
似

brの
山
切
さ
ん
を

鰍
応ず
る
俄
附
か
ら
か
、

.
，

ふ
く
e
・

a，

M
F，‘
ぜ
U

陪
，
、4
pん
』

早川

p
-
z
'

し
か

こ
の
具
織
な
服
畿
の
般
住
に
山
間
限
を
按
げ
か
け
て
泌
り
治
ゲ
る
@
併
し
、そ

の
鰐
腕
の
駒
山
勘
は
回
収
の
川
町
を
、
怖
の

m
mびれ
も
せ
ず、
滋
リ
引
の
併
を
と
っ

て
、

倣
郎
防
か
に
制
抑
制
閥
的
の
鑓
を
引
っ
て
ん
伊
っ
た
。

か
附
な
紛紛
の
お
拐
さ
ん
と
・
低
限
山

艇
な
均
川
駅
吋

即川
町
中
職
も
駅
付
滋
の
賦

A
R
9し
な
伽

-
E
-
e
a
s
h
-
9
9

峨
《

し
ゅ
也
合
事

墜

ζ

政
磁
の
中
に
、
取
も
あ
ら
う
に
汚
な
い次
で
誼
附
ゆ
す
る
こ
の
あ
人
公
。
何
か

砂
・
仰
が
あ
り
さ
う
だ

ω

-
p
.
。
巳
'
M

隊
隠
瞳
各

-
h
m
d
e
h
m

，
、
%
が

崎
川
人
は
何
か
き
っ
と
期
す
る
所
が
あ
っ
亡
樋
川
市
し
て
ゐ
る
に
滋
ひ
な
い
。

マ
，
、
，
‘

，
三v

・
'ど

‘z
a

，

j
E
〈
蜘

倉
=

そ
う
一五
へ
ば
、
初
秋
の
淡
い
釦
払
を
相
似
し
た
役
の
紘
燃
の
舶
に
は、
仙
のm
-

ぽ
に
ル
ら
れ
な
い
き
つ
い
似
い
の
棋
が
獄
は
れ
て
ゐ
た
。
腕
か
に
叩
仰
を
限
っ

て
作
っ
た節
制
にも、
々
を
ひくmw酔
V
Uが
貯て
と
ら
れ
た
・

. 
一. 

. . 
"・.・11 "与“ ". ~..... '1 “・・h
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厄
れ

h
‘

A
a

・

r
b

今
日
り

E

，
z
b
h
u
-

-
w

』
れ
こ
ル
紙
あ
ら
う
。A
Fぞ
時
め
く
、
冷
士
山
川
の
u
h
H
引
火
、
幻
泌
の
の
務
よ

り
恥VP
と
続
ば
れ
る
桃
山

r対
僻
部
鉱w
rのm
か
り
し
昨
慌
の
誠
で
あ
る
。

ど
う
し
c
、
こ
ん
な
駅
間
に
必
批
判
せ
ら
れ
た
の
か
?
鉛
炉
対
船
山
政
砿
刊

の
新
W松
和
問
に
は
、

般
b
pの
制
抑
が
踏
の
う
ね
り
の
如
く
さ
か
ま
い
て
ゐ

た
の
で
あ
っ
た
。

ハ
-
一〉

総
h
r対
僻
献
は
抵
幻
一
一
一
一
続
五

周
二
十
七
慌
に
、
知
町
紙
幣
凶
白
紙
叫
町
械
対

ω同
府
山
川
の
お
川
町
略

コ
鵬
山
町
の
も

W
M山
と
し
て
府
パ

4の
脱
党
勝
げ
ら
れ
た
・

..... 111,..,.. .. 

治
弁
大
僧

志
の
縫
鹿野

.. 11M JI “ 

-
3
か
お
怠
凶
市
企

'
h
w
，R
a
-
-
-
A
V
V

う
刈
7
v

a
‘

憎
陣
中
棋
は
鮫
り
給
制
で
も
な
か
っ
た
の
で
、

h
t・

-
N
援
の
引
に
、
M
M燃
の
利

払
郡
悦
和
町
の
強
制
附
同
町
の
お
刈
敵
対
停
か
ら
凱
弘
さ
札
る
ま
誌
に

、

問
中r

a闘
‘
，.w
A
3

に
m
m公
さ
れ
た
"

h
n
鳥
島W
L
I
Z

伊A，
・

mS

ぜ
-
u
v

'
A

-

吟
い
町
、

ι
m・

ω
i
M忽
ザ
リ
・
争
、

相
永
氏
は
r
N仰
に
川
中く
、
先
川
肌
の
毎
月
の
A附
川
けに
は
必
ず
凶
泌
ヰ
すの
浄
土

恥
ず
に
供
仰
向
や
訟
け
る
艇
を
部
れ
な
か
っ
た
・
お
偲
ひ
釘
は
対
紙
、
こ
の
が
似

・
4

吟
包
・

H・

9
'
"
"
'
h

，
.

さ
ん
の
役
甘
で
ら
っ
たω
毎
月
.
一
.
問
M
J鴨
川
慨
ひ
に
や
ら
さ
れhk
m℃
あ
ゐ
か

ら
、
断
然
に
お
も
の
川
滋
と
も
拠
し
む
?
ヲ
に
な
っ
た

w

腕
に
抗
に
は
時
的
判

同
-
e
h
h
z
で
a，

b
A，
‘
，
，
E
e
a
ωて
J
p
r

，
ち
凶v
，
、
，

.. E
R

9

 

制
伎
の
小
俄
が
ゐ
て、
恰
好
の
話
相
手
恕
戯
相
手目
あ
っ
た
か
ら
、
的
川氏
に

，
、
‘
，
b
A

附
・4

・
奇
い

b
す
の
家
間
気
ル
」
同
定
す
る
ぞ
う
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
・

ど
雪
ど
包
=
'
一
，
.
‘

凪
伽

w
h
b

L
k
p

z
e
b
'
u
'

〈

a
p，

持
附
土
品
寸
の
こ
の
小
俗
は
、
守
年
、
混
下
と
一
誌
に
浮
土
宗
の
問
中
校
に
が
ぴ

、

m
u
v
川
町
判
凹
仙
の
一
持
拡
と

m
mいか
れ
たr
a相
応
と
一
昨
・
高
払
の
慌
で
あ
る

ω

，
‘
，
‘
，
.
，

-
P

R
a
f
-
e
A
ι
-
u
a
 

-
」
の
雨
小
町
か
誌
に
は
九
俳
の
体
制
似
凶
作
に
沼
会
や
一
た
ず
に
諮
っ
た
の
も
奇

w
w
t
あ
る
が
、
，r・れ
に
も
ま
L
て
郎
阪
な
の
は
、
ζ
れ
か
ら
問
五
一
悦
砕
に
は

釘
2
u
m

，
、
.
令
、
。

z

，
，
a
'

・

e
t
h

同
じ
飢
下
校
で
共
に油
開
殺
か
桜ん.
た
叫
F
で
あ
っ
た
M
-
p
e

J
Xふ
の
は
、
狼
ド

は
w
wに
山
川
沿
陀
貯
の
が
峰
山
の
即
か
ら

、

そ
の
折
問
問
の
町
ん
な

・
り
ざ
る
恥
を
ふ
さ

-
w，、.
広
島，L
K
F

今
一
a，
b

匂
う
山

w
a
h
て
，
‘
・

u
u
v

ま
い

れ
て
ゐ
た
か
、
同
問
市
の
成
沼
品
す
の
仕
吋
訂作r
m
f師
主
、
こ
の
非凡
な
u
r

舟
a
v
e
b
γ

‘
，

h
i
-
-

に
，a
a
-
-

一

向
ψ
い

悼
胞
を
惜
し
ま
れ
て
、
特
に
山
実
家
へ
人
許
す
る
よ
う
に
書
さ
れ
た
為
し
て

号
一ぬ
ま

Y

句

u
u
e
s
-
z
a
q
R

，
巴
"
い

滋
に
そ
の
明
日
は
栄
た
さ
れ
、
明
治
十
一
鉱
閉
月
一
の
八
日
に
は
、
副
芯
み
す
に
剖
ね

て
m
m伽
配
地
が
や
げ
ら
れ

、

:
ω京
都
保p.し
F
Lの
紘
一h
r
d
f

蜘
川
み
ル
川

H
A
J
れ
た

の
で
あ
る
。
倣
説

、
叫
刑
判
中
宗

の
舵
慨
に
ん
喰
せ
ら
れ
た
の
は
そ
の
酔
の

本
で

"
"‘
，
，“
情
h・
・
.
，L
.
，
‘
.

• • 
“.
『
・

両
国
留
置a
e

-
PE
・
'
・・r

宮

• -
~ --• 
• 

-・.

寓

2E 

Z
E
E
-

. 
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( /16 ) 今一一築主 n をーーーで

一 .

ける
。

…
山
川
和
さ
れ
て
か
ら
の
ぽ
協
は
卦
ふ
総
も
な
く
臨
術
そ
の
も
の
で
、
臨
に
川

町
川
の
悦
附
の
峨
で
。
め
っ
た

ω
践
に
殺
すへ
と
政
収
の
慨
に
附ら
れ
、

w
m隊

一
緩
み
が
黙
認
械
に
ヂ
酌
い
て
、
併
棋
を
駅
ぶ
と
き
制
が
お

の

吋
依
慨
を
締
め
ら
れ
て
作
っ
た
ω

吋
こ
の
艇
の
廊
下
の
い
W付
協
は
駒
山
そ
の
も
の
で
為
っ
た
。
静
慌
の
蛾
炉
停
も

'

M叫
が
な
い
の
で
、

邸
中
叫
ん
け
の
釈骨
も
滋
れ
な
か
っ
た
ν
m
m貯に
き
り
つ
め

た
対
叫
聞
は
艇
る
酔
蹴
な
も

の
で
あ
っ
た
ω

悦
し
、
こ
の
部
に
も
め
げ
ず
、

m
mの
的ハ
はμ怖
のM刊
にゆ
え
さ
か
っ
た
。

そ
し
て
、
倣
似
の
仰
が
貯
え
れ
ば
勝
え
る
陸
、
例
都
心

γ総
の
ゆ
部
は
附
と
な

っ
て
心
を
さ
い
な
ん
だ
@

「
ど
ヲ
か
し
て
蹴
慌
の
刈
叫
に
併
艇
を
制
品
川
肌
さ
ぜ
た
い
よ

.

こ
の

一
説
だ
け
が
批
村
に
似
仙
ぜ
い

た
。

「
和
初
l

航
部
ー
さ
う
だ
ご
』
れ
の
み
が

、

仰
山
仰
の
勝
間
に
舵
さ
れ

-
a

aav 

た
峨
一
め
迫
だ
」

鴨
川仰と
協
か
れ
た
対
眺
め
獄
。

「
そ
う
だ、
川
町
併
が
φ
け
た
m
m対
な
僻
慨
に
附
ゆ
み
獄
は
和
抑
制
あ
る
の

み

だ
ω

域
限
必
に
僻
W仰
の
飢
献
を
腕
へ

、

誠
へ
た
僻
加
を
御
船
内
さ
せ

よ
う
・
こ

れ
締
り
は
か
依
り
抗
併を
貯
し
て
も
齢
し
と
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

仰
心
街
按
践
の
恕
に
勝
え
た
つ

W何
?
はmm配一
都
く
中
町
一
昨
の
舷
む
べ

き
m
m
b
」
舷

」-
，‘
訓

.
‘
，

.
e

d
-

-
--
a・
『・
・

& 

d
e
-
-，
.
，
・

s
-

-
・・
古
a
・

2

-• 

• -
d
・1

d 

n . .司~'.. :・ 9・・"" ，， -・. u -- ・e" "". .. " "例 .. 

• 

.
‘‘
，
、

.. e-
R

-
-e
且
‘
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s 
6
・
‘

.. 
z
a

-
-晶
冒
圃8
・
・
Z
E
E
-z
・・
・
・23

営
i
N
a

-t

然
と
し
て
巾
止め
ら

れ
た
・

し
払
払
柑
が
献
出
い
し
た
。
そ
凡
だ
け

に
配
下
の
わ
伊
都
に
断
て
の
鰍
錦
は
、
ば
の

め
含
と

n
d
色R
9

昆
n
h
h

、
R
L
l
h

円
け
な
そ
ば
だ
た
し
め
る
援
の
熱
烈
な
も
の
で
為
っ
た
。
紛
ら
ゆ
る
抑
制
創
に

は
訟
は
ず
も
が
な

、
さ
h
や
か
な
飽
和の脱
に
す
ら
搬
し
て
、

肌
郷
に
僻
む

ノ
ー
ト
を
と
る
、

滋
し
放
を
鰍
犯
す
る
、

制
拡L
z
h
附け
て
の

が
な
か
っ
た
。

鉱
誠
だ・

m
k
、

獄
和、
将
ない
山
知
，
で
以
心
掛
に
恥
ゆ
か
つ
て
ゆ
〈
キ
リ
ス
ト
抑
制
の
縦

僚
を

貯ら
れ
る
や
、
キ
リ
ス
ト
艇の
飯
郡
波
に
は
膨
れ
た

も
の
が
ふ
る
と税
W
せ

ら
れ
て
、
キ
P

ス
ト
総
の
和
抑
制
、
誠
に
撚
却

を
収
郷ず
る
織
に
、
キ
リ
ス
ト

都
の
秘
的
に
舵
艇

に
附
必
せ
ら
れ
た
。

「
部
炉
は
キ
リ
ス
ト

抑
制
に
献
附
し
た
。

W
し
か
ら
ん
川
町
νり
や
」

m
hリ
舵
航
船
に
飢
餅
に
山
仰
な
せ
ら
れ
る
の
て
こ
ん
な
川
和
献
が
部
に
似
除
の

m
mぬの
峨か
ら
さ
へ
m
wれ
縦
めたω
M
m縦
ぞ
れ
は
除
脈
で
あ
っ
た
u
総
少
の

郎
防が慨
ひら
れ
て
、

蹴
れ
は
この
邸
と
み
に
叫
泌
し

、
剣
山
跡
は
一
山
ー
に
回収
っ

た
、
そ
れ
と
防
除
に
掠・Vと
縦
し
い
キ
リλト
航
のm
hmv
は
、
そ
のh
vm

な
鰍
坑
に
僻
れ
こ
ん
で
キ
リ

ス
ト
w
m航
附ι管制
恥
め
た
釈
も
あ
ったが
、
峨
と

し
て
鎚
け
ら
れ
た

・

『
キ
リ
λ
ト
棋に
苅
れば、
M
m
m
仰
のm
w献
身
す
る
。
」

官
官・の
訴
し
い
ぽ
税
制
般
を
飾
っ
て
ゐ
る
股
僻
滋
は
、
川
町
で
釘
許
可
う
と
し

た
概念
路
川であ
っ
た
・
悦
し
、
密
総
の
叙
に
勝
ゆ
る
こ
の
対

鍛
棋
は
智
献



• 

今 一一• ーー『で(97) 日を主

m
・
だ
も
し
な
か
っ
た@

一
腕
潟
のm
wの
艇
と
蕊
の
黙
の
践
と
の
特
に
即
っ
て
、
か
か
察

〕
は
山
町
仰
向
と
し
て

、
昨
一
世
の
m
mず
る
蹴
にm
m配
総
せ
ら
れ
た
。
対
関
恥
の
股

立
患
に
あ
る
訓
郡
山
容
に
裳
む
腕
ば
れ
た
の
も
‘
こ
の

m
mの
純
で
あ
る
・

叫
紙
除
は
艇
抑
制
と
キ
リ
ス
ト
抑
制
と
が
政
に
鈍
っ
た
脈
問
で
あ
っ
た
か
ら
、
郡

山
鯨
に舵
拡
に
脱
芯
せ
ら
れ
る
の
を
貯
て
、
駅
却
場
か
絞
っ
た
の
も
蜘
…
砂
は
な

叫
か
っ
た
。
蹴
阪
総
く
出
向
せ
ら

れ
て
ゐ
た
対
鶴
b
z
h
w

る
慌
が
昨
拠
な
か
っ
た
の

a鮒!晶M・・h岨『昆11 且a・

だ
。島

町
民
]
の
磁
い
依
慨
を
静
っ
て
ゐ
る

MMは
、
僻
の
備
艇
を

M
Wれば
m
wる
鶴、

川
町
・
庄
の
絡
み
め
て
ゆ
く
も
の
だ
。

r
z弱
含
伽
ら
ず
し
て
慨
の

即
日
}
の
給
制
の
僻
併
が
郷
ら
う
。
キ
リ
ス
ト
献
を

M
Wる
に
倣
っ
て
、
削
船
引
・
の

鉱
山
町
僻
似
慨
は
察
隊
ヂ
て
伊
っ
た
・
ふ
に
キ
リ
ス
ト
蹴
の
都
総

T
c
m
恥

部
似
仰
を
も
が
似
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

It 

ハ
=
一v

・d
・

w
hn
.

，
，、・a‘
，L
ル

ユ

Z

ム
・
・

6
m

t

し
h
v

ぽ

併
し
、
現
ド
の
回
申
究
心
は
此
路
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
府
民
に

m中
血
病
の
多
い

お
に
仰
て
祭
?
?
続
ゐ
ら
ん
こ
と
た
供
じ
れ
た
。
だ
が
、
制

Y
つ
も
の
は
燃
す
仰
の
館
む
山
内
舵
で
は
恥
料
齢
燃
は
館
山
肌
お
ぼ
つ
か
な

い
。

は
や
る
ぱ
浄
御
ヘ
戸、
臨
まれ
る
酢
がm
m
d
J

て
ね
り
っ
た
。

こ
の
m

・

V
N慣
例
仙
の
m
A俗
で
あ
っ
た
猷
僚
の
駅
附
mm
m州
防鰍
停
が、
こ
れ

を
必
か
ね
て
、

抑
制
肢
が
流
山
川
の
都
知
和
似
船

ね
れ
す
附
脱
出
町
に
蹴
恥
を
除
蹴
さ

" tzMh4ha." "h皿...叫.. 
• -
ー• 
g 

れ
た
。
料
タ
山
町
も
紘

w・
の
掠
れ
た
山
町
し
ま
れ
て
、

岨-"・・L制.. U_a.a:a...I凪.晶u...u......_.... ，司!"..---・u ・・・・a・・皿'‘臨d・. 

M
m
w
mと
し
て
側
航
せ
ら
れ

た
。諺

み
よ
蛾
へ
て
嫁
さ
れ
た
のは
部
十
九
純であ
っ
た@

税
引9時
は即
山
川
の
鉱
秒
恥
ず
の
が
町
山

川
即日川
隠
を
賊
へ
ら
れ
た
ω
w
pはこ

与
で
・
誌
を
し
な
が
ら

、
町
駅
総寝込
っ
て
街川駅
附
に
懸
せ
られる

と
裁
に
、
そ
の
箆
に
は
紙に
禁
に
作
っ
て
帝
都
に
繋
せ
ら

れ
た
。
航

れ
は
か
く
し
て
鉛
川
町
酷
か
れ
て
作
っ
た
。
践
に
キ
リ
ス
ト
制
限
郷
も
榔
駆
ら

ず
依
け
ら
れ
た
。

駅
間
と
繋
と
は
祭
墜
し
て
ゆ
く
の
に
、
祭
繰
り
は
膨

P

の
併
に

ま
と
ひ
つ
い
て
膨
れ
な
か
っ
た
。
即
時
刊
で
似
を
齢
が
れ
る
備
す
ら
ゐ
っ
た

。

統
治
や
の航た
き
に
婚の隙
をす
る
蛇の
肢
が
あ
っ
た
が

、

w
w'を
h
r
M
M

ら
、
械で
九Wを
恨
り
、
蝶
乞
つ
ま
ん
で
は
、

宇
を
般
にmwっ
て
総
な
協
を
す

る
艇
が崎
川
あっ
た
・
こ
れ
は
、

『
あ
れ
は
鉱
が
な
く

て
駒
山Vだ
/
\
」

の
か
山
内
で
あ
っ
た
が
、

W釦
・
V
は
そ
れ
を
知
る
防
に
、そ
の
m
m階、
制
叫
川
和

の
が
附
さ
ん
で
あ
っ
た
紙
夕
桝
蹴
停
と

附
，t対
鰐
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
“

一
一
刊
の
俄

に
総
く
泌
す
る
脱
が
あ
っ
て
情
鰍

即m
m
m
に
必
駅
せ ‘、" " -・ . It-・えて薗圃酬瑚M・ .JIL ....・ 岨..

そ
れ
か
ら
、

ら
れ
た
の
で
あeる
・

ー
キ
リ
ス
ト
紛
の
鉱
鉱
山
山

b
E脱
却
加
す
る
と
、

税
制
州
が
炉
慨
に
和
初
の
wwけ

7
u
h

‘
守
過
信
υ

け
か
嗣
か
ひ

A
L
、

、

υ
い

と
な
っ
て
あ
る
。
素
晴
ら
し
い
勢
で

キ
H

ス
ト

訟
が
若
い
人
今

に
喰
人
つ
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a
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E
園
開
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-・.

司

-• 
-• 
= 
• -

て
伊
く
の
は
・
あ
の
誌
併
が
あ
る
か
ら
だ
。
奈
は
が
併
を
鮮
や
か
に

す
る
、

.
5M
を
務
純
に
す
る
。
悌

一郎
に
は
この繰
ら
し
い
時
間
続
黙
が

な
い
、
ど
う
して
も
秘m
Mを
艇
部
に
仰
き
た
れ
る
に
は
隊
併

問
鮫
が
川
町
勝

だ
l

!
か
4
W酌
川
仇
さ
れ
た
か
ら
、
釘

2
な
m
h
か
ら
船
れ
同
町
に
併
を
住
ん
で
税
仰
向
と

し
て
龍
鍛較
悌
に
都
駅
さ
れ
た
の
で
あ
っ
たω
皆
出
に
勝
ゆ
る
叫
に
は
山
内
の

喧

4
e
a
h
L

も
ん
M
い

川
仙
同
級
た
ど
は
問
削
で
は
古
か
っ
た
の
だ
。

" 

ハ
回
ν

か
く
し
て
和
総
の
儲
に
は
貯
ら
ゆ
る
伊
川
を
蹴
っ
て

、

倣
h
vも
ふ
ら
ず
鰍

舷
せ
ら
れ
て
貯
た
。

一
郎
町
一
服
さ

れ
る
織
には
蹴
織
を
冗
別
に
俄
り
、
こ
h
で
献
納
に
廊
献
を

ふ
氏

個m‘
。
レ
之
合

F

巴
9
a
H
，
‘
・
h
h

m列
ヘ
ゃ
う
と
忠
は
れ
る
内
所
中
定
め
られ
る
、
だ
が
貧mm
m決
し
て
み
る
と
、

F
s
c
'
e
h

ル
ん
ど
&
2

・
h
p
aヲ

E

昂

・

臨
殺
は
そ
の
所
で
感
動
し
な
い
。
か
う
し
て、

こ
の
感
動
さ
せ
るm
mを
代
へ

る
税
、
五
六
時
に
川

町ば
れ
る
艇
は
臨
リ
引
で
る
っ
た
。

ま
た
、
ど
ん
な
千
ゃ
な
部
制
伽
の
総
和
で
も
総
ん

r
s附
か
れ
て
は
、
f
I

ト
を
と
ら
れ
た
。
そ
し
て
訟
は
れ
る
に
は
、

「
ど
ん
な
卒
fな
訟
判
僻
で
も
、
制
ず
蹴
似
す
べ
き
保
は
あ
る
も
の
だ

。
」

限
付
、
航
一
の
明
棋
に
し
て
、
こ
の
必
が
け
が
あ
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ

、

ど
ん
た
判
定
で
も
、
刺
殺

E
W
V弘
子

一
様
く
や
、
怒
っ
て
し

こ
の
縦
た
蹴
ω引
と
限
邸
』
そ
、
郎
い
峨

の
が
仙
の
許

m
mので
あ
ら
、
，
。

-・ ... ・・...tllt側広島."

占B
a
F
え
J
。

. . 

. 
" 

. . 
-・
・
・

4
a‘
a
個幽伺U・

・・

-冊

- ・~ .. 

--
-
句E・
1
・司μ
・
π
世句

-
-
-

z
・

a，)Z
E

-
-

-• 

-‘ 

d -

. . 
' . 
• -

x 

1 

.. 

もr
M
U
も
や
が
て
献
ひ
ら
れ
る
慌
がh
r
h
~。
こ
の
釦.
Vの
わM
H
u
r
よ
っ
て
静

ら
れ
た
鰍
持
は
船
川
の
殴
ち

る
脈
と
な
り、慨
が二
十
七
間十肘
一
一
卜
七
叫

に
は
、

h
v
h
v

的
品
川
よ
り
防
総
蹴
俄
伽
術
総

m
r附俗に
ほ
ぜ
ら
れ
、
…
川
悦
十
一

肘
十
玄
関
に
は
対
将
伎
の
俄

m
m砕
を
悌
て
、
出
船
榔
の
附
郎
防
に
拠
し
く

m
v峨

伊
都や
せ
ら
わ
た
。
総
れ
る
蛇
き
鯨
と
勝
ゆ
る
が
舵
き
伐
似
の
仰

は
、
齢
制
U
T

の
脱
がを
縦
航
せ
し
め
、
撚
が
鰍
対
腕
の
翫
阪
な
る
航
神
山
阿
世
一
伊

ら
れ
た
。

-
ヌh

u
"い
旬
飼

L
H

の
似
為
&
v
z
・
‘?

"
M

L

胃
Z
・
鳴
い'
z
o
v
'

LV

更
に
明
治
一
-
一
十
年
に
は
、
野
点
長

の
命
に
よ
り

、
官
対
代
問
嶋
地
太
俗

説
の伽W
M
N
蹴
と
して
附税
叱L
f
w
m
哨
と
飢
餓
に
h
v艇を
ぜ
ら
れ
た
ω
こ
れ
ま

た
hv鰐
な
蹴織
を
か
げて
除
賊
さ
れ
た
M

こ
れ
か
ら
、
版
予
は
鉱
山
開
設
る
慨
に
脱
献

の
滋
悦bzく
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、

鮒
少
のW
M川
に
蹴
仙
川
崎
北
の
叫
ん
一

u
m
M
m安説h
vせら
れ
、

似
似
の
付
払
U

川
げ
き
し
町
れ
ら
れ
た
。
叩
動
以

γ
の
働
総
き
で
m
M偶M
b払r
Mり
、
敵
討
し
たMAは

z
t
S

L
-

、
2
と

金
聞
に
叡
知
れ
ず
あ
って
せ
慌

に
む
せ
ん
で
ゐ
る
の

で
ゐ
る
。

協
に、
m
m
和
七
悦

一
一
郎
に
は

、

対
叫
九
叫
綿
織
V
隊
の協
和唱に
御
船
俄
に
な

り
、

践
にm
m和
九
仰
い
の
税
に
は
対
材
附
桝
凶
耕
の
卸
制
的
に
御
山

m
m、
釦Wレ

て
問
問
の
十
一
別
に
は

、

期
鈎
一
酔
の
総
裁
に
て
、
織
が
織
的
磁
的
州
脱
隊
内

峰
、z跡

に
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

部
に
七
十
川
械
の
体
松
蹴
も
い
と
は
ず

、

町
一
蹴
の
m
M訓仰
の
織
に
、
伽
同
靴

ω
ω

に
献
の
舵
ま
る
舵
も
な
き
体
炉
問
ぷ
り
で
あ
る
。 .. .111 .除。 . ・.. .ω.u， 婦・' 11 仰" ・ 同. .... 胸 .. 同a日・1111110，， '・ 1111"" "'1'・白岡I Un伽 ・・J岡崎“・h・a・..・白L・I・UU Il
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• 

法
師見

め を

戸司IÞ

砂

つ

@
め

ん
桃
色

F

主
ら
ヒ

a
a
x

蹄
が
あ
た
っ
て
一
摘
に
明
る
い
附
子
に、
雨
滴
れ

の
砂ち
る
協
がw
m
る
、

m
m船
舶
っ
た
蹴
誌
が
伊

酔
の

税
院
に恥
附
け
て
部
Qの
だ
。
ド
り
っ
と跡
て
ゐ
る
と
、

峠
の
縦
く
蹴
併
に
、

山
内
は
か
ぎ
り

な
い
閥
的
山
町
を
脱

じ
て
和
た
。
侃
と
い
ふ
聡誠な
、

献も
椛
侃
と
い
ふ

か
hr綜
い
M
MM州艇で
あ
ら
う
。

一一
蹴一瓶、
時
滴
れは
貯え
怖も
な
く
m
m
な
り
h
v

ち
る
・
そ
ん
な
に
も
鉱
を
伎がず
と
も
と
い
ひ
た
い

a
pg
，
S
ω
L

・

h
-RZ
U

め

A
U
i

似
守
ひ
終
ち
て
ゐ
る
@
然
し
A
V私
の
限
に
験
ず
る
の

は
蹴
り
附
ゃ
に
栂
か
れ
た
料
開
制部な
の
だ

件
のMM

殿
鉱
に
よ
っ
て
際
艇
を
仰
山
附
し

て
ゐ
る
に
町
ぎ
な
い

の
だ
。仰向即

日
川
町
の
酔
憾
と

、
在れ
に
慨する
披J引の
酌

と
が
仲
阪
に
よ
〈
川
町
し

附
さ
れ
て
ゐ
る
。

裁
リ
引
の
除
は

、

企
き
た鰐
舵bEL
rるこ
と
よ
り
、

船
隊の
腕
、も
し
く
は
部
隊の
総
出静を
川
町るこ
と

, 

を

fJミ

ら

士口

鱗

道

水

に
よ
っ
て
、
か
へ
っ
て
時
の
慨
い
た
部
蹴
を
ゆ
っ

も

の
だ
。

-
1
邸
慨
は
儲
ろ
し
い
、
傑
へ
ば
肱
川
た
る
対
協

の
や
う
だ
。
が
れ
を
ま
と
も
に
ル
る
と
時
か
く
ら

む
。
同川
は日九日出
の
和
踏
を
れ
山
静
す
ぺ
く
あ
ま
り
に
も

巴
-
ha
b

'
u

・s
-孟

忽
《

心
弱
い
の
ψ
常
と

す
る
。

そ
れ
だ
か
ら

市
貨
の
前
に

は
つ
い
酌
今
一m
m勺
そ
し
て
帆
配
の
院を
貯
る
こ
と

に
よ
っ
て
必
釘
を税
へ
俳る
と
し
、

減
はそ
の
協
縦

L
a

h
Z

隠
い
た
。

簡
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
W
M
ULE
間
み
得
る
も
の
と

"
・思

っ
て
ゐ
る
。*

 

お
飢仰
の
総
の
一
蜘
即
が
ゆ

m
mして
h
pて、
k
'
m
m

制
ゆ
か

カ

俸
と

う

っ
か
り

採
る
と
、

ミ
リ
/
\
つ
、

と
管
が
す
る
。

h
h'm滋は
h
wの
踏
に
び
っ
く
り
し
て
帯
び
締
り

、
蹴

惨
で
お
ろ
す
の
を
献
と
す
る
。
総
し
紙
υ

一 &
h
k
h
w

の
践

を
い
ひ
川
町
す
税
も
な

い
。
償
問
の
斡
鰐
ま
で
が
、

川
附-ー ーーーーー マ ームーーーーーー マー .，、，、内町、，、，、，、，、内向，、，、，、，、，、，、，、，、町ーーーー - ---司F 司~
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っ
て
か
MWら
ず
で
か
、

ム怖の
慨
に
船
鯨
ず
れ
は
よ
い

も
の

を
、
山内
っ
て蜘ら
ん
織を
し
て
ゐ
る
。
お
慨
は

J恥
う
献
もh
rの臨m滋
へ
伊り
つ
く
も
の
が
な
い
。
き

は
ら
ぬ
献
に
mねな
し
、
と

で
も
い
ふ
の
か

、
総し
な

が
ら
偶
れ
は
椴
かr
踏
み
除
い
て
骨
骨
で
も
し
て

か

ら
舗
中
町
が
に
な
る
の
だ
ら
工

明
の
鉱とび
の
殺と
の
践
に
艇
の
対
料
が
一
材
、

続
パ
引
と
鍛
え
て
俄
m
rの縦
十干
-
撲
っ
て

ゐ
る
・

い
つ
の

ヒ

P
J
R
h
e

p
-
-
e

L

時
代
に
必
が
箔
・
れ
た
も
の
か
、

用
品家で
も
知
ら

ず
、

び
射
て
4
償
え
な
い
ω

応
m
mJ川、
府
知の
川町滋
は
、

慨
で
も
あ
の
ね
は
・
伊
艇
の
波
町
小紗
ゑ
た
も
のだ
ら

う
と
蹴
し
が
ふ
、
似
し
そ
の
搬
の政
按
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。

訟
のWで
も
税
時
間
仰
に
、

こ
と
に
よ
る
と

あ
の
対
印
刷
は
即
針滋
の除
鉱
が、
制約
か
怖
か
の
た

め
に
mwゑ
た
も

の
だ
ら
う
と
挑
り
がふ
、
だ
が
附
川
知

と
も

除
の
こと
を
お
蹴へ
ゆち
仰
す
こ
と
を
税
れ
て

M-

・‘
ド・

v
-

か
つ
て
一
度
だ
っ
て
紙
し
肘
し
た
こ
と
は
な
い
。

殿
山
間
は
、
Mm般
の
情
炉き
の
た
め
、
呂
町
刊とう
と

う
舵
酔
を一
刻
恨
っ
て乃
っ
た
。
島
る
と
酢の
川
町一対

が
部
く
な
っ
て
ゐ
る
、
山
明
い
対や
鰐
いお砂が
醜
川
町

し
み
る
ら
し
く
、

問
的
ひ
附
し
た
や
う
に
、

昨
砕
執ヘ

伊
や
ヲ
か
な
ァ
、

-v
・

・

と
い
っ
て
ゐ
る
。
然
し

い
ざ
出
か

け
よ
う
と
い
ふ
即
併
に
は
い
つ
か
縦
み
を
続
れ
て

、

時
除
に
齢酔梯
併
も
部
れてち
か-
m
M
M
が
冠
鮮
に

帯
び跡
ねて
ゐ
る
た
め
鰐
滋
も
つ
い
そ
れ
な
り
に
な

っ
て
百
ふ
の
が
縦
で
あ
る・

-R 
応
部
に
ふ
れ
て
、

陀
叩me
m酔
する
、
そ
れ
は
ど

"
を
そ

に
ん
タ
ん

ん
な
に
恐
ろ
し
レ
こ
と
だ
ら
う

。
英
の
く
せ

-
-人
摘
は

鴎
M
Uから
跳
邸
を於
め
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
が
・••• 

し
ん
と
ヲ

‘
と

wh
rんす
ら

mH貨
bE
求
め
る
た
め
に
は
、

む
し
ろ
人
聞
は
、
ま

釘
ご
包
ヒ

3

・

だ
起
句
も

し
な

い
都
銀
や
￡
主

だ
ら
う
怨
う
だ
ら
う

a

-
M

，
、

ら
。

と
、

取
り
越
し
以内
総
珂さへ
す
る
の
で
は
な
い
か
。

一
際
仰の刊
の
作一
郎とい
ふ
も
の
は
、

お
よ
そ
は九

州
の
山
市酬に
附す
る
も
の
だ
。
そ
れ
と
い
ふ
の
も、

健
ん
げ
ん

A
g
d
w友
，
、
か

住
戸倉
包

巴

人
聞
は
併
殺
悠
の
問
り
み
た

い
な
も

の
だ
か
ら
、

何

z

;

:

i
 

取
も
す
べ
て
我
慾
か
ら
割
り
山
し
て
貯
鉱
す
る
・

そ

を

ζ
c
h

jM

し
て

い
つ
も

尖
庇
に
と
ん
で
も
な

い
誤
一
の
あ
る
の

を
鋭
は
緋づ
か
な
い
の
だ
。
抑制
ら〈
佐
の
按
叫
が伽
{

r
"
"

を

む
初
さ
が
恐
ろ
し
い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

が
よ
，
、

金
川
"
玄

.

我
慾
を
す
て
ろ
、

ざ
す
れ
ば

一
切
は
恩
ひ
の
ま
ミ

主

'
r
u
s
a
y

-

uRV

に
な
る
、

然
う
殺
へ
ら
れ
然
、
守
背
け
て
も
、
此
の
我

叫
ん似
硲即
訟
に
も
ゆ
た
か
な
句

ほ
の

点、

す
る
災E
火ぴ

ふ
し
~ 内
の

革Ei i毎

。

恐主
しる

お。
さ
ま
さ
れ
の
吹ふ

'1?: 向
か
な

o
t

巾
橋

銭
艇
の艇
の
ぬる
さ
や
税
の
鵠義 Jlt 1台

郎寸' 瑞

加-
1f:・
JI区
ゃ 0
土E
手τ

の

き定

そ
ィ、ふ剥
rr.:梓む

の 同

1殴理学

O

同

胤
部川V務
つ
れ
ん
\
に
宇

b
E俄
す

念:2
傍去
や
籾主 コ
務L
と
も

eu: 
ffl.r 

tJ t込
司五

拠

凶

郎

行2
tJ、

ひ
iこ 0

~ 
る
総t
や
滋b

g話 511:

抑
制
佐
4J 一

人潤

山
崎
阪

納
治や
ま
い
ら
で
お
け
ぬ
部
の附

*'~ 

。

梅毒
咲a

<
ゃ O
時
の
浪記
将士
ほ
の

ゆJ~ fllJ 

務官
麗t
ら
舟会 O
~ 
ち

ち
と
織る

の 1!i
F叫t
さ 泌

Rt 

寄与
の
弘5

鴎~ O
3名・-
咲，
L 

控52
F学t
aを '

利i

ヲf

~.d 
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い だ慾t
っそとを
売れいす
だひて

土Z かたる
るらいこ
trJ〈、 イtkS と
9F2 侭k のの
か γ心人~ ，炉
、 と II出来宮

下A いだな
る，S. 。 L 、

彬iE もの
みの が
かを そ
に m~ も
あ上を / 
えと ¥ 
い し 人E
で て 間2

ゐ
る
こ
と
に
な
る
。

l
m
M
と
楚
と
み
訟
は、
倣
執
は
此T

e
M
h
u
'
h
v
&

・
』

，
、
h
a，
-

-。

耳
母
し
な
い
で
、

只
回
収
。
越1将
努
す
る
の
と
、
後

し
や

し
ん
ヒ
，
せ

-
u
h
v
'

は

1
M

4引
は
民
貨
を
正
受
す
る
代
り
、
一
切
を
あ
る
治
まh

に
獄
せ
る
の
と
の
m
mぽm
mと
も
叫
へ
ら
れ
る
。

。

村
艇
に
、
概況の
一
燃
が
あ
っ
て
こ
と
し
は
織
に

取
引
し
た
務
い
骨
骨
つ
け
た
。
峨
川
パ
サ
/
\
と
い

ふ
似
な
均
叫
が
ず
る
と
仰
削
っ
た
ら

、

い
つ
ル伊
け
た
か

必
〆
ニ
砂、
こ
っ
そ
り
ゃ
っ
て
和
て
は
舵
げ

で
ゐ

え
さ
め
よ
い
わ
、

d
d
に
御
一
Wが
して
や
れ
、

と
邸つ
で
か
ひ
も
せ
ず

、

そ
っ
と
即
況
の
開
部
で

も

滋
へ
る
一
い
ゆ
で

m
Aて
ゐ
ろ
と
、
腕
な
も
の
で
慨
と
な

〈
墓
く
な
っ
て
す
も
の
だ
。

Z
T
・
み
ま

で
停
の
一燃
にと
り
つ
い
て
ゐ
る
こ
と
と
て
、
船

内
げ

の
蹴
廷
の
恥
ー
も
い
つ
か
般
り

M
mな
に
な
っ
て
府
た
。

併
まで
紛
い骨
か
附
一
つ
山
蜘
し
い
付
版
の
倣
り
で
ら

っ
た
の
が
、

銃
ち
な
く
な
ら
う
と
す
る
の
に
、
艇
か

郎
防
き
に
俳
み
慨
も
少

、

認
に
紙
切
ら
ひ
は
じ

し
6
u

と

2

・v
a

-
M
r
・

-
h
i
a
p

め
た
。
む
いか航
や
閉
山
内
M出
し
た
り、
子
供
の
百
捕蜜

‘
健

全
今
r
a
y

，
、

i
z
h

を
持
ち
出
し
た
り
、
相
開
設
の
苦
心
が
人
る
や
う
に
な

し
か

ひ
主
ど
』'
"
v
&

ぽ
聞
か

苫

っ
た
。
然
し
鴨
は

人
を
す
っ
か
内
実
泌
に
し
何回つ

同M，

，
、

a司
a
-
H
M

喝

て
、

む
つ
ず
も
ろ
く
に
泡
げ
も
せ
ず
紙
、
ま
だ
砦
て

ぬ
'
b
e

令
駒
山

ゐ
る
内
に
ど
ん
/
\
ゃ
っ
℃
来
て
は
啄
ん
で
ゆ
く
。

'
・

i
f

さ
う
な
る
と
仕
の
段
が
貯
く
な
っ
た
。
ば
て
は
が
ま

・

8

い
，
、
ど
て

う

U
，

a
q
"

‘

ん
出
来
な
い
で
制
高度
か
由
州統
で
打
た
う
か
と
さ
へ
思

ふ
や
う
に
な
っ
た
。
だ
がm
wの
隊
に
献
苅
の
骨
か
一

つ
艇・り
ず
聡
ず
れ
も
っ
て
い
つ
か
時
も
が
常
な
く

-
a
h
 

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
つ
て
可
愛
か
っ
た
こ
と
も
、

森
川
く
か
っ
た
こ
と
先
制
鮮
は
澱
い
税
の
獄
の
や

う
に
昨・え
て
い
っ
た
。

総
の
や
‘
ヲ
な

此
m
hの
跡
蹴
に
、

サ
ツ
と
印
院
が
ル
w

bc下
ろ
し
て
、
忽
ち
千
蜘
川
が
と
な

句
、
さ
う
か
と

邸
ふ
と
い
つ
の
昨
に
か
郎
裁
舵

μ
h
p俳
慨
を
滋ろ
郎防

‘md

れw
-
e
h
F

《

a
p
-
-

L

げ
さ
に
か
へ
り
、
減
は
防
止
郎き
、

搾
れ
ば
山
川
が
の

n
n

陣
内2・
&

，
、

.

L

・

ぞ
き
、

絶
え
ず
何
本
か
ピ
絞
り
誕へ
さ
れ
て
似
も
そ

め
す

ば
か
ら
/
\
忘
れ
ら
れ
て
ゆ
く
-

L
a
'
z

一
a
v
b

巴
・
内
酔
拘

-
e
モ

=
s
-

ヱ

だ
が
然
し、
ん
聞
の
心
は
持
の
膨
災
の
慌
に
、

制

み
、

・
お
の与
キ
\
ふ
る
へ
る
の
だ
。

察
と
い
は
れ
た
慌
の
襟
は
、
ル

町
の紛
れ
と

和
が
艇
の
搬
さ
に
絞
れな
が
ら
、
な
ほ
4
h
w
M
叫
に
飢

慌
の
磁
をm
-
L
d
が
鰍
く・

民
慌を
ま
と
も
に
骨
け
よ
。

m
ゅ
の
附
引
を
附
い
て
能

m
m
b
z
m

跡
せ
よ・

ー-事

一 竺:>

一

• 

助
と
松

.

ず
み
一明殺
す
ら
切
断
前
一
似
に
山
号
政

此
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
十
府
の
即
日
だ
と

一昨
ふ
に、

勧
併
と一
昨
ひ
烈
し
必
併
と
皆
ひ
邸
り
の
昨
併
の

も
の
と
収(
し
も鉱
り
が
な
か
っ
た
・
総
し

説b
z

聡
品
価
が
れ
た
流
町

一
一
一
闘
は

ヒ
'

u

m
-
a

'
w
・

l
-e
ヒ

町山
片
に
見
市
引
な
挑

性
、
は
あ
心。
だ
が
、
A
Y時
制
聞

に
限
ら
ぬ
も
の
て
あ
る
か
ら
、

m
wし昨
慨
にm
m

ら
せ
て
、

mv献
で
も
m
mつて
は
、
持m
w蹴
り
限一

b
A
3

・ωtN

ヒ
を
宮
戸

へ
も
怨
か
ら
う
。
何
に
よ
ら

ず
、

時
節
り
も
の
一

を
m
u
Mるが
一
概
よ
ろ
し
い
。

h

一

と
一
昨
っ
て

、

こ
れ
を
恕
し
た
。
一-
一郎
の
船
一

記
長
貯
には
援
じ
た
。

し

ー
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山
房
主

青
年
時
代
を
憶

人

一

業

凶
包iド
a
ん
巴
忽

h
'
a
c

、
う
も
ん
に

σ
い
e
h

m円
釦
十
時
代
を
鉱
閉
れ
と
い
ふ
御
註
文
で
あ
る

が
、

只
今

ら
‘
，a
帆

e

&柄
、

r・
'
切
ろ
ペ

9
緩
ん
愈
崎
地

定
的
と
な
っ
て
も
・
気
持
げ
た
け
は
若
レ
頃
と
別
段
闘
っ

と
〈

V
M
a
-
・
ヒ
だ
い
凶
n
H

ら
仇J
U
し
憎む

て
ゐ
な
い
か
ら
、
特
に
m例
年
時
代
と
銘
う
っ
て
者
依
時

間
山
か
ら
除
服

す
る
や
う
冷

即
併は
純一
件
に
だ
け
は
駒

山
町
ら
な
い

ω

し
か
抗
野
ひ
て
税
特
即
応
何

t
一
叫
し
か
げ
れ

ば
仰
関
紙
や
-
mめ
た
燃
か
十
九
州
一
川
町
鮮
の
こ
と
で

も
あ

ら
明白う
治" か
初i
郷R
閥2
_/: ... 

w.' 
で
少1
"P~ 
1時包

千ぽ
を
泌さ
し
た
毒t.'i
{土

ふ
で

進
む
|

坂

本

~ 

嘉

治

郎
助
町
川
島
の
税
制
滋
の
慨
に
籾
惜
し
た
『
際
競
」
締
の

J
1仰と
して
獄
就に
附て
船
た
。
件
山
七
抵
の
特
例
の
山
町

尼
崎
，
を
ラ

で
あ
る
。
脱
走
と
は
、

'
aァ

'
d
7

，
シ
シ
ペ
九
'

宅

「
男
子
立
レ
ム
芯
出
"
尋
問
諒
十
批
判

γ小ν
成
托
不ν
m
M
ゆ
」

と
饗
し
て
、
援
に
お
り
ず
議
へ
ふ
げ
ず
、

減
船山川料
ま
ろ
一
慌
時
に
搬
船
一
や
臨
似
し
て

、

m
vムrb

a
a「
と
で
.
、
怠

m
v，
r
u
d
-
-

‘

て
京
都
に
山
川て
市
然る
こ
と

で
あ
っ
て
、
陪
目食
店
と
共
に

粉
鰍
臨
却
の
殺
に
減
じ
た
わ
が
船
艇
で
は
紗
釈
の
抵
抗

世
界
的
の

…

V
7
4
オ
O

ン

《

提
琴
製
作
家

…

宮
本
金
八
氏
…

ー

そ
の
奮
闘
記
l

一

明
神
的
相
鰍
俳
一
株
問
料
税
縦

一

E
'
J
S
X
W
つ
官

・
7
A
1
k
ち

A
h

M
M日
治
H
H悲
し
て
今
日
で
は

日

も
は
や
町
内
的
の
減
似
敵
阪
と
ほ

一

世
ゐ
ぺ

E

a
r

を
議
〈
る
や
う
に
な
っ
た
。
作

M

a
w
vよ
〈

L
P
L
4
L
-
v

仲
が
く
か
づ

同

問
者
綿
織
者
、

応
酬
奴
鋭、

何
問

自作
もW一
般
川
町
内
川

仰
向をがhん
で
ゐ
…
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-
F島

陰E
U隠
れw
b
&
v
t
A
J

巷
a
y

を
あ

に
旬
ら
う
と
して
克
敏
雄
が
し
きり
と
こ
の
股
定
そ
試

み
た
・
川
町
も
こ
の
応
対
如
仙
の
寸
川
町
で
ら
っ
た
の
で
あ
る
・

.
。
\
泡
，
、

a
，
智
ん

}
i
l
i
i
l

m川
越
し
て
路
一
ぷ
に

h
wく
と
、
ロ
似
〈
が
北
部
臨
伊
佐
制

M
A

隊
、
隠
しW

山u
h

・
7
?品
い
w
'
M
Wん

の
大
凶ー
んと
し
て
、
お
訓
れ
ほ
に
な
っ
た
そ
の
頃
合
計
出
昭

和
吋
説
で
あ
っ
た
紙
同
市
町
酌
出
品
川
叫
の
附
を
お
腕
ね
し
て
都
仲
間

慨
に
芯
臨
し
た
hu
mを
お
側
ひ
し
た
。
関
紙
対
慨
は
郡

和
のM
m
M
刊
の
獄であ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
部

h
r

w
に
瞥
脱
し
て
ゐ
る
川
町
、
そ
の
昨
問
地
阪
傑
の
附
般
に
説

じ
て
、
政紘
俄
を
起
し
た
り

・

併
のm
fm
f印
刷
対
取
の
蹴

批
た
る
路
珠
山
恥
山
山
際
一
際
念
館
め
た
り
し

て
俄
却の
hr障

か
っ
たω畑
山
町
の
舷
桜
村
炉
問
鉱
山
恥
が
織
に
帥
蹴
銚
砂
川
仙

川
船
そ
慨
め
る
の
で
飯
山
凶
が
ひ
一

a
u
k
刊
品
開
で
あ
る
と
い

坂
本
野
治
必
氏

ふ
。
隈
附
も
怠
る
・
』
と
な
が
ら

、
山M
W熔
に
俄
ゆ
し
て

一る
・
一

疋
・ν肌
山
仇
rに
叫w
m釦
ず
る
の
も
m
叫
仙
の
秘
怯
で
は
な
い
か

…
だ
か
け
川
リ
引
は

ζ
・μ
炉
の飢
…

A
J
t
ιω

院
ー帆

z
b

M

E

・
M

M

と
勘
め
ら
れ
る
まL
に
粥
伊
銃
に人
っ
た
の
が
、
私
が

吋し
い
名
川
同
知
っ
て
ん
て
も、

一二

一w

Z

い
い

.

J
V

帥
航
路
一
神
と
し
て
の
紙
一
が
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
・

一M山
中
弘
し
も
川
・

2

き
内
総比
一

賂
山
市
艇
は
が
砂
鉱
山
出
の
船
艇
を
船
内
叫
と
し
た
倣
野
で

一作
者
向
。
“
け
鈴
り
に
もM
Mて
…

あ
っ
た
が、
そ
のm
m仙
仙
川
か
品
に
も
あ
る
泌
り
「
民
伽
一
川
九
九
地
い
か

γだ
市
、
υ

仰
い
げ
の
…

的
-フ
ヂ
ア
採
紳
ヲ
ヂ
、
対
-
-
織
犯
ノ
影
ヲ
誕
…
を
♂

1
k
え
る
名
人
と
…

目し
て
首
公
さ
れ
つ
%
あ
る
グ
ァ
一

p
m
T怒
ヲ
懸
ゴ
ノ
路
タ
ラ
シ
メ
シ
ト

λ

、
…イオ
リ
ン
終
ず
的
特
に
ふ

ぺ
a
.，
.
R

A
-
-，
，
，

L
K
L
b
'

t
.

，
l

a
F

乃
チ
号
制
動
・
巴
慾
・
的
林
・
新
史
J
mH山町a
一
結
ピ
、一f
d

へ
ば
一
討
す
る
だ
ら
一

穂
町
ノ
祭
ノ
悲ヲ
脈問
ザ
、
議
採
ノ
付
加
ト…・1
.出
子
燃
が
黙
のr
純

一

昨
シ
、
臨
m
u
z
m
ぬ
泌mm
w
H
m
m野
蹴
ノ
釈
飢
ヲ
除
服
シ
…
を

《
へれ
ば
、
w
m-〈
の
も
が
一
一

川
町
一
7
服
ク
一
お
そ
白

砂
=
能
キ、
対ノ
潟m
m
d
m

岱
J
H川
が一剛
山
は
な
い
が
・
・
一

ヲ
シ
テ悦
滋
紛
釘
グ
郎
関
税
伽
川
和
ツ
ル
ノ
蹴
ア
ジ
シ
戸

-
m山
町
三
日
ぺ
吋
ォ

p
y

…

一劇
作
の
技ω慨
は
空
洞
の
と
と、
一

メ

y
ト
」

r
s
t
f
φ

一

ナ
る
を
阿
川
と
す
る
怒
の
惑
の
怒
ふ
っ
た
乞
一
人

M
A
Hゴヰ
と
ふ

祭
給
守
山
部
出
向
で
らっ
たの
で
あ
る
@
こ
の
た
め
縦
断
…

…;
1
1
m
u

一u
m
-
-
一
川
紅

白
ら
郎
防
に
が
ち
、

M
m
m
ψ
舟
僻
して
抑制
恥
に
蹴
恥

ζ

…
バb
γいいf
1
H
l
h
f
J

1
h
;
f
=
:
2
h

川
町
の
第
貌
人をア
ト

Jh
は
せ
た

v

m
鉱
児
ね
に
印
ら
制
ら
れ
て
は
ゐ
た
が
、
何
に
弼
せ
劇
}
山
内
こ
そ
純
あ
ら
・
ヲ
、
こ
与
に
純
一

山
市・出
品
似
-m
叡
とU
V放
蹴
に
部
航
さ
れ
た
体
少
恨
の
恥

一似
す
る
悦
材
似
dヘ
叫
凡
で
あ

LV
。
…

と
て
、
お
の
づ
か
ら
m
mの
俗
棋
は
刈
悦
二
代
膨
ら
ざ
る

一
一

懇
の
総
の
蹴
低
と
な
り

、
較
に
襲安
に
な
ら
れ
て…
~オ

ル
ガ
ン
の
ホ
ヱ

よ
り
身
を
却th
'

• 
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建
い
“
心
聞

の
青
年
、

4
2ヲ
し
ん

明

~

が
附
来
ぬ
し
、
そ
れ
そ
し
な
い
方
針
と
し
て
ゐ
る
。
そ
し
一

m
i
s
ν
桃
山
臥
は
グ
ン
一

て
と
も
か
く刃
包
京
ふ
訟
が
貯
志
m
w
，

m
?と
(
と
仰
を
時
崎
き
し
て
立

川リ
智一r
m
u
、
y
m偶u
ru
p松
v
v
r、
r
v駅
前
い
ニ
っ
宇
長

、

そ
の
問
押
さ
に
は
附
的
…

v
wぶ
怠
ぶ

v
r
r三
ぶ
い
お
い
附
ぶ
マ

時
べ
一
明

μ
ー
し
っ
ぺ
'
E
g

…

山
と
の
.
M明、
山
内
本
氏
の
仕
事
柚
m
N

じ
て
ゐ
る
・

日

:

~

《
'
v
ん

nva‘
。
川
ゃ
ん

い
・

M
m
Lおの
こ
と
は
総
〈
恭
州
て
ゐ
な
い
が
、
み

な
は
可
W
M刊
はJ旬
、
て
ィ一

一
昨
の
時
一
齢
、

m
w僻
と
い
は
れ
る
川

…酷は
どん
な
航
山
口
…
オj
j
l
b
w
w

そ
甑
ま
れ
る

よ
一

に
寄
っ
て
も
山
町
併
の
品
川

ず
る
総
艇
の
た
め
に
判
断
仙
お

こ
う
に

3

t
'

一

明
・
・
は
み

h
仲
間
手
が山

の
縦
枇-
Lて
川
町
・
り
、
こ
れ
そ
虻
く
に
、
和
紙
臓
の
伊

…
けた艇
も
ありま
せ
ん
か
ら一

.
、
もa
'
va，

L
b・
-
向
》

力
守
も

っ
て
し
た
で
あ
ら
う
こ
と
は

烈
似
さ

J・
，Q
・
尚
一
-
--
a

N

M
M部か
ら
す
れ
ば
、

こ
れ
は
一
応
一
犯
の
蹴
献
と
似
か

一
主
的
町
時
っ
た
が
、一

ず
る
わ
け
で
あ
る
。
似
仰
の
守
護
&
も
そ
の
臨

了
加
す
議
し
ら
む
の
で…

殺
に
は
、
長
郷
一
郎
ず

る
臓
が
あ
る
の
で
あ
ら
え…す
か
ら
、
ど
う
か
な
ほ
し
て
ご

A
F
*
d

、

向

母
の
病
を
機
縁
と
し
て
…

=
v
w
叫
に
了
日
…
…

M
7

ゥ
ィ
=
り

:
I
2
J

地

内

角

五
伽
宮

'

v

l

隊
問
皐
博
士
吉
原
リ
ユ
ウ
子
女
史
|

…y
苧
ピ
ア

ノ
と
巡
っ
て
、
一

人
…

一で
コ
ツ
(
惑
もr
が
た
…

光
旅
修
ず

備
し
る
装
宗
に
な
か

一

一っ
た
技
械
だ
か
ら
、
そ
の
?
と

前

偽
五
円
い亡
い

φ
E
向

す
1

』

品
川M説
A
m
で
は
た
か
っ
た
@
数
日

経
T
諒
し
た
と
きJ
悦
お
ら
し
く
一
一
一
ぷ
へ
で

も

ら
う
殺
も
な
〈
、
必

之
、

e
r
g
u

ヒ
ふ
e
噌

・
"
と
た

一
配
の
品
活
費
か
五

一絵
此
視
で
叫
冊
目
応
り
た
の
で

M
R

L局
、

a
F，
、
電
d

・
LW

え

あ
る
か
ら
、
か々
ら
惚
へ
ば
隔
世
の
感
尽
き
を
得
な
い
。

そ
れ
か
ら
五
十
制
、
山
ぬ
ば
ず
な
が

ら
山
川
町
の
一
終
に

俄
和
し
て
針
慨
に
謀
っ
て
ゐ
る
が
、
た
ま
ゆ
ら
も
お
れ

な
い
こ
と
は
加
砂
対
鮮

の
静
蹴
「
縦
仰
紛
紛
」
と

J
r

、
、

.
M
L
L
H

一
祭
の締
疎
と
で
あ
る
。

一
ぷ
一
殺とい
ふ
れ
仰
の
齢
鮮
は
加
に
対
し
て
獄
m
m
と

は
い
へ
な
い
で
ら
ら
う
が
、
一
知
総
総
は
ん
即時
で
あ
る
か

ら
.

m
Mて
も
酔
め
て
4
p山
町
似
の
恥
絃
の
み
そ
都
へ
て
ゐ

て
、hr
Mれ
の
総
砂
川M
u
m
に
は
宇
佐
一
昨
?
炉
山
間
も
な

く
、
そ

わ
』
‘
，」網
鬼

s
-
a
w

い

-
b

れ
を
し
な
い
こ
と
に
・
討
献し
て
ゐ
る
。
多
才
多
世
田
の
土

な
ら
ば
炉
ポ
蹴
に
郁
郎
し
、
そ
れ
は
そ
の
仰
の
慨
が

・対

鉛
に
よ
っ
て
紛
bEm
mめ
て
も
仲
か
う
が
、
川
町
に
は
そ
れ

、

の叫
やお
う倣Z
lこ さ
病・ん
ん 、

で 私E
ゐ lま
る必E
方主ず

な議!
?ょ tこ
めな
に~つ

ーて
集長、

をお
ιぺ￡且.. 'R'‘ ...... 
H さ
まん
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E

CP

,
s-5 

4
K柳
の
予
体
ひ
か
し
て
紡
慰
し
た
ら
ど
う
?
』
と
い
ふ

附
静
の
恐
郎ψ-叩m
vっ
て
、

仙川ら
舷
ん
でmm成
般
向
即
時

制
引
に
緩
和
・
解
ぎ
を
と
っ
た
誌
の
併
の
だ

、

た
y

e

b

E

-

-

ひ
た
す
ら
に
か
う
レ
ふ
駅
ひ
げ
ピ
一
釈
だ
っ
た
の
だ
。

‘
，
ヒ
ザ
匂

9
K
H

“f
wん

『
家
事
の
手俗
ひ
は
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
結
婚
の
ま

へ
に
妓
&
献
を
し
砂
げ
ささ少
字
。
ぃ

郡
山
ぬ
似
の
回
以
の
川
町
職
す
み
や
防
に
伊
似
し

て
ゐ
た
川
町

必
は、
府
だ
け
に-
m
M
の
燃
件
た
る
仰
叙

h
f併
静
し
で

e
う
わ
v
β
e
u

・
之
包
也
事
句

X
し
合
毘

易
協
議
事
に
通
ひ
は
じ
め
た
。
情
枠
制
品
、

K

史
は
新
し
く

釈
の
山
川
と
な
っ
た

a

即
時
ゃ
い
鵬
け
て
献
の
跡
台
紙
併
は
倣

刊
紙・
町
駅
燃
か
ら
限
ゐ
と
駅
の
一
附
に
持
制
収
船
内
そ

Wん

'
V
2

，

a
v
i
v
z
t

ひ
崎
氏7

で
臥
っ
た
き
り
の
母
の
宥
病
を
一
宇に
引
受
け
て
や
っ

公

A
d

ヒ

F
?

、
.
勾
A
V
u
z

，
、4

ね

た
ω

を
ー
で
夜
は
一
時
、
七
時
ま
で
机
に
向
っ
て
峨
限

の
都
知
に俳
叙
た
か
っ
た
・
ー
l
m〈
の
刷
引
け
や

め
鮫

邸
が、
川
町
蹴
の
航
か
な
説
"
を
ふ
る
は
せ
て
骸
い
て
取
市

句
￡
L

俗、‘。

，h・
。
ず
る
とK
尖
は
い
、
つ
ふ
思
ふ
の
だ
っ
た
。

-
N
"

、

t
u
-
-

竺
.
、
併
a

ゆ

『
あ
の
鈍
の
管
は
磁
か
に
ん
の心
や
和
げ
る
。
そ
の
や

う
に
必
の
邸
内

慨
を臨
す
』ht
J
r作
併
に
附hr
p
Q
m
V

げ
か
山
村

，
、

〈

来
れ
ば
い
h

-
-
・
・
』

‘' 

汚
友
レ
ヒ

あ
ん
色
"
ゆ

弘
、
わ

-e
均

一
、
毛
し

女
史
は
自
分
の
沙
む
路か
ら
側
丹
も
振
ら
ず
に
年
を

m
mねた
。

禁
対
伝
子
山
殺
の
配
管
惑
す
る一ぷ
村
す
ら
と
・
ぞ
て
擦

と
、
山
関
駅
前
附
脚
山
山
桜

島
の
山
市
蹴
で

、

恥
山
〈
勝
術
院

に

…だ
a

z
f

ま

g

帆

k

い
v

古

川蜘
崎
明
ず
る
併
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
聞
に

、
有
岡
校
…
併↓、
創
刊
れ
た
以

k

は
ど
ん

ほ
そ
は
じ
め
、
佐
山Wの
拡
い
れ
ψ俳
句-
O
M
川
町
に
よ
っ
て
鰍
…
なが叫e
v掛
っ
て1
ほ
叩υ
げ

除
か
総M
m
m
m
m

の
艇
が
保
さ
れ
て
ゐ
た
。
し
か
し
川
村
一
ね
ば
な
れ
な
心
。
多
一

W
F到な

E
l
f
-
-
?
-
u

ル
ゆ
"
語
い

叫
が
ら
、
飼
い
決
心
の
下
。
、
ゲ

の
考
ヘ
ヲ
内
期
間
取
を
刊
現
ず
る
に
は

、

女
史
一
家
の
糾
婦
問山

S
-
2
1
2
C
E
L
t

T
イ
オ
F

ン
の
桝
をは
が
し
た
。

窃
併
が
併
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
最
後
こ
、
，K
史
の
応
す
し
っ
民
ま
を
さ

ー
ド

t
-

ー

、

E

山
本の
貨
か
ら

、

総
遣
と
純
孫
に

U
Uが
か
つ
て
布
劇
に
作
っ
て
ゐ
た
ハ
ワ
イ
の
地
に
、
四
げ
一
陣

一幻
を
縦
め
た
。
か
う
し
む
附
仰

が
獄m
m
m
似
の
弘
前
で
ま
づ
艇
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

一の
ゲγ
イ
オ
リy
は
ど
・
ワ
に
か

、

，
H

岨F
a開

あ
る
匂

目
し
て
修
絡
を
し
た
が
、
こ
れ
か

叫
ん
政
十

一
統の
十
瓜、対
必
ニ
ト
閉
山
仙
の
制
。
川
向
島

一ら
備
の
向
山
、
に
は
い
町
村
と
ゲ

v
イ

‘

‘ 

は
ホ
ノ
ル
ル
に
議
す
る
と

、

広
川
郎
総
静
の
間
務
…オ
り
L
が
狩
ち
こ
ま
れ
・
白
よう

に
件b
E叫
怖
い
た
。
そ
し
て
初
出
か
ら
附
町
酔

m
w
w
臨ψ
山r
…に
山
い
い
た
》
'

b
rして、
m
mら
世
間
W
蹴
制
加
の
た
め
こ
と
一
日
必
の
ド
ク

ト

…
M
W紛
の
む
が都
市
す
に
つ
れ

l

h
y

一て
、m
w材
川
町
の
概
対
も
倣

J引
間

ル
に
つ
い
て
獄
航
蹴
b
E隊
糾
し
た
ω

鈴
時
ハ
ワ
イ
に
は

…

.
持
活

す
E
Z
u
p

…
ま
っ
て仔
っ
た
@
比
絞
肝
銘
も

掛
川
の
仲
隠
そ
際
く
も
の
は
な

〈
、
邦
必の
凡

て
は
附
…
で
令f
g
u
t
s

:
a

M
m
k停
て
、
浦
沢
な白
幻
が
つ
い

蹴
に
謀
る
ま
で
鵬
ど

w
m
M
蜘
闘の
ヂ
を
う
け
て
ゐ
た
の
で

…て
が
ち
仰
配
一
棋
に
は
時
っ
て

あ
る
。
ハ
ワ
イ
に
僻
〈m
mH川
のM
.町
に
即
し
て
、

保
釘
…時
附
託
し
て
み
た
艇
も
あ
っ
た


m
蹴
の
こ
の和
伸、
和
一
飽
和対
必
守
」
の
こ
と
を
綿

一
そ
し
て
そ
の
燃
側
肘
悦
に

よ
っ

脱
し
て、
一
仙
川
笠
W般
に
し
て
も
郷
必
鉱
山
跡
の
た
め
に

…
では
叫
に
概矧を
即
即
け
た
@

山
脈す総
似
を
し
た
。
げ
か、
A
Vイ
で
は
ア
メ
日
カ
の
隊
一
と
の
眠
今り
的対
貯
は
一
，
愉
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V

イ
ツ
副
刷m
中
の
ムT円
附
出
唱晶
ウ
子
女
由
民

総
帥
終
ふ
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

l
し
か
糸
砂

ば
、
山
都
同
銀
邸
側
叫
の
部
川
た
る
さ
川
目
だ
っ

た
。
問
料
人

L
F
・
L
rへ
ば
紙
か
の
前
総
な
〆
川
臥
肱
掛
す
包
括
必
は
一

除
、
・
長
、
J

・
貯
とmu航
し
た
"
が
、
ど
う
し
て
も
パ

ス
し
な
い
。

峨
峨
、
悦
忠
は
u
w献
の
偲
駁
泌
の
あ
ま
り
に
・
化
協
な

の
を
凶
}
っ
て
、
統

へ
を
う
け
た
お
仲
棋
院
の

ド
ク
ト

ル
の
m
mを
減れ
て
・
印
刷
山
の
際
範
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ク
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て
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駅
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た
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れ
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が
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な
か
っ
た
・

だ
が
幡町
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ゐ
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秘
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ど
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姑
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叡
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て
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め
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ゐ
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配
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の
て
は
な
い
か
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V
MM必
は
そ
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さ
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似
を
さ
と
す
や
う
に
貯
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彩
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。
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史
は
三
年
間
の
ハ
ワ
イ
生
活で
餓
か
に
貯
へ
得
た

の
￡
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川
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ゼ
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山
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W
L
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っ
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っ
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・
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附
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し
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・
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の
ゆ
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脈
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れ
な
か
っ
た
。
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掛
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く
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ア
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ゾ
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潜
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し
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で
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し
た
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あ
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叙
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瞭
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を
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叫
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叫
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。
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。
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、
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寸
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縦
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縦
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縦
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叫
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叫
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縦
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…
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燃
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司
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と
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。
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・
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滋
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萎
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滋
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縦
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あ
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1
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も
のは
m
m
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そ
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ゐ
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縦
し

1
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し
か
L
悔
し
レ
船
艇
の
叫
阪
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郎
〈
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な
い
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た
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献
叫
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作
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滋
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叫
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叫
に
議
し
た
肘
析
な
紘
一

g
j
N
-

瓦

に
e
ev

回
聞
で
あっ
た

.

そ
-
Fか
ら
今
日
山

続
にM
m八十
の
m
m
TJ均
配…

さ
れ
た
.

門

技
刊に
誠
，れ
た
怜
燃
の
紙
一

品
特
叫
m・
館
へば、
Z
ル
γ
ン
ム

ヂ
ン
パ
凶Y
A

ト

、

ρ
イ

7

且
ツ

M

M判も
・
叫
がmr
w跡
的
のMvr
f
…

7

・
，
には
一
威
し
て
す
…

た
。
倣
m
vは、

一

司
附
村
山
跡
』
の
グイ
オ
9
y
な
ん

4

か
は
船
腕に
叫聞え
る
も
の
か
婦

と
航
な
慌
を
し
て
.
時は
的
批
一

時
秘的
川
の
ゲ
?
イ
オ
リ

y
を
苧

z

h
H
 

二
時
々
の
持
を

に
す
る
が
、



t 

てえ lfi を 波支の !I:. 人一一( 61 ) 

...-.ｭ
一・ーー‘・・司-

-r 
' 

a . 

ー-L_j__
、/

『ら て かし そ
少2 献をゐしいの
し叫た て 4民主般ま
はと。彼Z しの

~!to 炉駅 3dl げす
EJrt tF 校宮のなく
しなか 心:協 す
に 鰻E らをの〈

緩浮宇?23
~n と立犯の ゆ
侭比 家かたち' く
で ~t: せよU 溺
も のたるの
..Q." 手てい叙e ど
て 体三もかこ
渉2 ひのしか
い 、と て に
た そ齢、、、

ら れ心主ど ~S:;
ど かしう~(

、
、
，F

』そ
の
た
び
に
俄
対
は
、

『
い
h
の
よ
・
総
の
こ
と
は
川
町
が
倣
っ

て
ゐ
る
か
ら
的

献
な
さ
ら
な
く
て
い
h
わ
、
お
蹴
さ
ん
。
』

さ
う
駅
織
に箆
貯を
怨
し
た
。

n
u

“p・

『
でも
何
か
思
っ
て
る
こ
と
が
ら
る

の
だ
っ
た
ら
、

ど

-
w
b
a

，
a
'
a-R

μ
b
 

し
ど
し

依
さ
ん
に

打
掛
け
て
師
か
に
な
り
な
さ
い
よ
ぷ

d
w
r
，
.

"
晶RL
W

叫
え
弘
、

で
も
い
ま
は
歌
っ
て
ゐ
た
い
わ
、

私
は
ひ
と

1
v
秘
かに
山
町
況
の
足
熱
を
貯
つ
め

て
ゐ
た
い
の
、
対

対
が
よ。h

倣
訴は
や
さ
し
い
駅mmに
叫
燃
か
け
ま
い
と
吹
一献

-
-
n
b

a
n句
2

￡
hH，
，
、

の
勘
九
日
へ
宏
ず
る
の
だ
っ
た
が
、
し
か
し
後
女
の
弱
#
し

い
桜
跡
的
の
帆
に
、
そ
の
対
き
な
臨
だ
け

が
が
…怒れ
の
椛

き
を
科
し
た
の
を
・
般
都です
ら
和
だ
い
耐
づ
か
な
か
っ

t.:. 

そ
の
齢
制・に
、
儲
山
内
の

銭
れて
は
じ
め
て
の
か
酔
を

…m
w〈と
、
斜
にm
K雌
に
な，
、
一

町
仮
眠
す
る
附
紛
が
蹴

れ
た
の
で
あ
る
。
一

司
こ
ん
な
川
町
制
酬
な
も
の
が

r
w…

内
地

ゐ
"
弘

前

市
町
る
と
は
夢

に
も

m
品
は
な
か
っ

M

m
m
h
y

間
側
、
伎
の
倒
的
川

M
m対
府牒
臨の
蹴抗
、
齢
制
…
た

h

一

議
許
諾
す
悲
し
た
。
髭

よ
しS
w
b

…主
義
お
〈
憾
は
誌
も
の

一

沿
海

・

で
か
あ
っ
た
。
は
て
は
自
舎
の
M
qN

の
ス
タ
ー
ト
を
は
っ
き
り
見
組
側
め
た
。

四

与
E
Z

し

引

だ
が
俄
奴
の
ぷ
窓
を
取

に
した
総艇
の
川
村
主
一
一

1
7ン

の
修
舗
を
銅
む
始

…

ー

山本
で
あ
る
。
か
〈
I

N

.

、
埼
〈
桜
山
の
艇
を対き
く
し
た
。
島
般
の
は
じ
ま
…十

yの
が
と
夕
、
何
で
は…

り
』
訟臨
の
脱
税
し
』
m
.引
の
鉱
叫
が
附
の
?
ヲ
に
M
M…「キ

y.ハ
チ・4
+
?
のML

惨
い
たので
あ
っ
た
。
脱
あ
る
川
公
へ
の
誌
と
-
E
…
は
川
巴
般
に
岬
限
立
、
泌
〈
純

一

の
診
への
時
燃の
搬
の総
い
総
い
澱
・
撃
は
犠
へ
…
断
か
ら
さ
(

も
と
め
に
芝

て
税
へ
ぬ
い
た
。
が
、
山
町
九
一
]
の
殺
か
は
勧
献
だ
に
し
な

一る
尽
す
ら
あ
る
。

…

か
っ
た
。
俄
訴
は
齢
い

て駅
間
加
に
鍛
へ
た。
そ
の械
の
…不
閉

店
別
長
慨
し
た
…

審
ふ
も
ち
に
、
つ
ひ
に
誌
は
働

郊
の袈
各

一ロ
ベ
の
諸
問
川
d
λト
…

で
フ
ス

氏
は
日
本
・
滞
貨の曲m
p少
叩

き
締
め
て
や
っ
た
の
だ
。

市

町

『
お舷さ
ん
さ
〈
祭
な
ら、
たと
ひ議
彰
を
蹴
…配
制
作
一
郎
戸
市

…

に

1
1し
で
も
か
ま
は
な
い

ι
;
z

一イ
オ
u
yy
を
M
WA織
に
的
材M
M…

L
F恥
砂時
k

，
区

-
w
&
d
B

勺

】，

，

制
定
の
ど
こ
か
ら
そ
ん
な
班
い
・
市
街

が
削
た
の
か
し

…八
時
の
叫
叫
に
問

ω仇
し
た
e

一
昨
一

ら
な
い
。
倣対
の
儲
設
は
俄艇
の
やう
に
酪
酢
だ
っ一w
uた
閤
十
二M
mμ吋
叫
ん
だ
が
一

た
。

…-
E械
的
制
い
た
a
z
の
払
と
は
、一

そ
し
て
が
物
館
内
伐
を
蹴
っ

て
、
配
織
の
艇
に
と
び
…一
が
も
ホ'
z
-ay
λ
貯
の
.
叫
…

• 
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た
。
炉
問
山
総
僚
は
オ
リ
エ
酔
掠
と
な
っ
て
フ

ア
リJの
郡
一
から
が
ら
な
か
っ
た
.
ど
ん
な

も
和
し
て
仲
っ
た
・

…日
開
慨
を
伊
ち
げ
し
て
も
引
?
に
山
ハ

し
か
し
体
蹴
の
蹴
は勤
時
間
椋
の
縦
だ
っ
た
。
蹄
か
ら
針
そ
の
戦
の
路
、
タ

1
キ
1
材
のh
rと
撚
に
叫
街
中
」
舵

…れ
丸
い
i
J・
叫
到
し
中
山
の
で
ι

慌
の
み議
滋
』
に
概
待
感
し
て
か
ら
の
祭
は

、

じ
て
ゐ
こ
箆
の
す
戦
』
お
慌
の
室
、
い
や
俄

…っ
た
が
し
唱
料
品
v
w

傘
じ
・

2
2

遺
U

位
、

T
5
3
3
3

ぷ

Mに
そ
の
剖
買
を
お
r

る
が
が
川
町

い
つ
も
い
つ
も
ほ

ん
の
拙
宅
l

哉
ぐ
ら
ゐ
の
と
台
、
女
は
代
役
そ
三
問
的
代
に
ま
か
せ
・
大
阪
松
霊
前
劇
部
r
h

を
め
い
章
一

一
一
み
苧
鶴
っ
た
長
震
が
繁
っ
て
俄
か
に
そ
へ
援
総
ぶ
っ
て
ゐ
た
何
事
に

、
管
の
罷
の
一
様な
れ
九
何
，
A
-
ιぷ

の
於
に
僚
ら
し
い
償b
Emwるの
み
で
あ
っ
た

。
陸
ー
に
鞍
蹴
み
やか
に
鰐
っ
た
『
山
係
長
一
旬
が
穏
践
し

一
ト
の

J
M句
ι…
紙
に
残
し
て
、
…

戸
地
淋
し
〈
日
本
を
去
っ
た
の
で
あ
M

刈
っ
た
M
滋
が
部
川
搬
や
か
な
部
を
蹴
っ
て
伊
〈
村
た
の
で
あ
る
。

…一
引
た
・

一

に
、
ひ
と
り
倣
奴
だ
け
は
こ

の
・

総
ほ
を
似
似
し
て
ゐ91
キ
ー
は
伊
さ
れ
て
や
問
問
、
邸
側
附
安
似
位
協

に

…

x
x

一

円
L
U
Z
-
m
i

の
舞
盛
安
門
中
相
側
v

一
配
制
だ
っ
た
M
V
Vイ
オ
p
y

…

夜
間
のM
M時も
な
〈
、
球
m
v一

局
に
っ
ぽ
ん
や
事
即

日
も
ゐ
な
か
った
日
本
t
、
か
級
一

A
b
-
u
ん
は
い
レ
g
a
v

か
い
苛
向

日
な
名
人
が
驚
倒
し
て
、
役
回
叶
谷
町

一
阪
の
総
ぽ
m
N仇
恥
か
ら
町
か
れ
る
一

…
の
は
制
的
〈
〈
き
純
で
あ
る
・
純

一

一
眠
、
持
J
mにも
よ
ら
う
が
、
よ

一

v
'
p
a
'
一
・

9
e
h
u

こ

ε
、

・
0
e
b

内

町
〈
初
犯
桐
刑
渉、れ
己

の

怠
を

M

-
L肩
身
.
‘
，

u
z

-
F

，
押
し
私
し
た
計
り
知
れ
なV努
M

J予
』
そ
、
前
廷
の
繁
み
一

め
し
め
たも
の
で
あ
る
、
制
問
恥

…

4
.，
金
明
弘

V

》

は
こ
切
に
し
て
は
上
ら
な
い
・
N

S

，
、-
v
a
，
‘
，
，

e
い
し
ん

L

M

不
鳳
不
鋭
的
粉
飾
、-
Aひ
し
れ
山

佐
ん
だ
の
だ
。
際
即
よ
し
動
〈
は
か
邸
簡
保
と
な
っ
た

・

‘ 

た
。御

奴
は
船
し
な
か
っ

た
。
蹴
倒
的

d
h腕
滋
は
机
抑
制

の
や
う
に
、
成
鮮
の
服
、
」

そ
聴
み
な
の
だ
。
似
奴
は

・
匹
也，
A
7
h
F

・'

こ
の
出
向
目
指
し
て
、
留
に

院
に
際
く
ま
し
い
繋

は て四 省r
.~tぜや年ね入E つ
間Z う 、 都x・づ
にや昭苦しけ
1:4:1 < 和ゐ てた
ま彼2 八 か。
.::, kf 年2 ら
4 のに量:

名古入店掛-
*c 際つけ
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一

‘
-、ー『

、斗斗ウ

日
削
る
は
ず
の

オ
リ
エ
は
?
i
l
伶し
倣
対
は
材
紙
だ
っ

た
。
俄
対
は
川
町
併
の

m
Mず
る
例み
を
制
臨
ん
だ
ま
で
で
あ

後c .... 
の あ 私E 。

彼主わに
女2 た は
{主\:" ;弘E
思~t しの
々 イ ぃ 考E
と刈k へ
3ZZ 問A も
にをあ
貯より
わをま
1m; r~の す
~.) Iこ方、

て えみら
司令な 4 
立1b;

をふ
っ ぷ2

づ
け
た
。

釈
除が
縦っ
て
、

掛w艇
炉
は
い
制
作
川
小

山向
山
町
郎
蹴
と
村
側

主
今

F
-
H

品
ピ

苫

免
ω

回
榊
も
新
し
〈

な
り

、
第
一
問
会
紋
『
ア
ベ
ア
タ

・
モ
ア

担

の
訟
や‘m附
け
る
に
訟
っ
た
。

w
mに
?
?
キ
'
い
仰
の
取
は

部
品
慨
を
併
ぜら
れ
、
配
っ
て
オ
p
z
h
m
w
叫
が
紘
一
蹴
に

の
・
居

住

u
-a
F
ヒ

a
-ゐ

n

，
Aマ

乗
出
し
て
来
た
。
と
同
時
に
、
心
な
い
フ
ア
γ
の
多
般

は
齢
制
に
併
蹴
の
時
間
を
叫
仰
せ
た
。

M
-

‘，
令
書
。
，

〈
傘

『
へ

て
利
巧
ぶ
っ
て
争
議
に
柏
崎
は
ら
ず
、
ひ
と
り
で

t
{
 

m刊
を
し
て
ゐ
る
よ1
』
等
身
。

俄
対
は
e

腕s
b
z
w
ん
で
釦
艇
に
山町た
。
そ
し
て
秘
的

し
ろ
め
・

の
白
い眼
を
浴
び
、
噺
笑
・
を受
け
て
、
蹴
削っ
た
。
州
抑
制
叫

し
た
・
御
援
は臨
い
骨
訴
時
即
応

で
慨
伽
町
山
町

レ
た
聴
で
ゐ
ら

う
か
。
総
し
即
銃
の
は
も
山
知
ら
ず
駅
り
態
る

フ
ア
y
を

慨
む
緋
に
は
蛾
庇
な
れ
な
か
っ
た
。

山
町
山
れ
が
貯
り
な
い
の
だ

、

m
Mの
貯
が
が1
W叫
恐

A
h
e
・
足

b
a
"
h

j
L
'
旬
、

P
E

E

が
I
l
l

彼
女
は
飽
く
ま
で
市
執
だ
っ
た
が
、一か
彼
一ね
が
叫
、こ
れ
乙
そ
川
村
副
叫
が

似
の
併
に
蜘
聞
み
こ
ん

で
み
れ
ば
、
航
船
川
刊

の
ば
似へ
の

一抗
v
て
却
用
人
税
い
刈
ばで
あ

邸
ひ
や
りで一
械
だ
っ
た。
…

る
a

泌
川
ト
汚j
i

儲
訴の
峨
一の
m
m艇
靴
、
タ
1
キ
l
μ仰の
h
rが
昨
も…
下
級
一
枇
員
か
ら

…
.
ニ
井
の
結
副
総
務
に

な
〈

従
印
し
て

、

『
ジ
ャ
ズ
東
京
」
に
、
『タ
y
ず
・
ロ
l

山

f

《

一

，V
勿
LF
P

い4・
が
a
7

J
r

E

M
B制
に
し
災
ふ.

六
一ト

の
た
-
M
a

ザ
』
に
、
ラ
イ
ト

bE
裕
び
る
や
う
に
な
っ
た
そ
の
伐
に

7
9b
b
E
〈
号
、
今

川

E

--

み

明三
井
Tt
闘
の
一
%
で
あ
る

三
井

は
、
タ
1

キ
1

の
人
気
も

然
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
ら

7
7
2
2
之
宮
τ
f

t

M物
点
胞の
枕
常
務
常
務
と
な
っ
た

う
が
、
ォ
リ
エ
山
市
総
の
枠
対
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
た
こ
と
を

一お
2
2
t
L

も
-
eb
a
z

向井
上
油
開
兵
絃
氏
は
文
字
通
り
人

れ
芯ιe

h
v

忘
れ
て
は
た
ら
な
い
で
あ
ら
う
・

一ぽ
の
鵡
川
町
暢
・

V
9〈ピ
り
m
mけた
山
川

.

一で
ち
る
・

m
w麟と
卸
へ
ば
附
か

つ
ひ
に
祭
の
倖欝
法
服
い
られ
た
。
い
ま
や
…に
禁
廷
の
惑
を
f

m
m
m
と
い
ふ
寸
つ
の
酔
黙の村
だ
けで
は
なく
、
オ
リ
一
の
み
で、
が
ん
に
は
時
〈
雌
札
、

ヱ
裟
の悠
f
Z

1毅
舵
に
と
っ
て
な
く
て
議Ja
ww
;沌
t
t
〈
一己

山川
狩
の
下
側
叫
川
川
か
ら

品開
り
川
向
し

な
ら
な
い
も

の
と
な
っ
た
。

一

い
u

む
かん
は向一ゐ

幻
を
知
って郵
欝
示
ミ
灯
、傾
か
に
つ
け
て
作
。「
K
か

み
ι
μ
μ

縦
し
さ
の附
く
館
前では
あ
る
け
れ
ど
・
倣訴
の
議
…
低
は
十
二

時
叫し魚
川
崎

目
、
仙
川
上

氏
の
山
地
陀

ゐ
蹴
そ
の
も
の
の
や

う
に
、
ヂ
に
畿
の
践
を
紙…婚
で
あった必
に
この保

温
し
て
ゐ
る
。

一の
誠
付
制
凡
Y
は
、
府
四
仙
の
純
〈

こ
の
続
も
倣
対
敵
宇
に
斡
鈍
か
れ
と
蹴
る
和
紙

で
ゐ

一批
訟
に
紛
仰
-
い
た
バ
必
の
競
川
町

句

み

C
と

乃

さ

w
-zn
品事
に
采
り
切
っ
た
の
で
あ

両
る
.

る
。

. • 

• 



( 6.#") 唱量 一一信月一一 信

護主<'
11 .‘わ

健:

は

が

き

L 

蹴
勝
、mv炉
m'w
d
m同
市
附
の
川h
E
.
m
に
、
そ
の
蹴
献
な
ル
ザ
服
に
ふ
さ
は
し
い

玄
町

Z

と

L
'
ζ
$
9
b
L
w
e

俗
化

b
'
a

仲
b
z
dり
っ
た
、
仰
臥
剛mbす
と
い
ふ
m
十
一
家
の古
剰
が
あ
るω
門
前
に
は
高
い
対
き

な
時
協
が
官てら
れ
、
「
別
館
陪
此
山
九
世
腕
」
と
一
締
ま
れ
て
ゐ
る
わ
や
が

、

越
り
が

か
り
の
W
N
.
川
の
舵
を
占
め
て
ゐ
る
。
獄
問
問
中

Vは
蹴
鰐制
限
に
山
川
胤
阪
の
航

・
一下

七
時
の
内
治
、hv似
品
川
の
脈
鰍
で
あ
る
が

、

併
か
ら
白一t四
十
川
刊
紙
ご
ろ
、

銀
以
内
か
ら
抵
俗
に
か
け
て

一
一干
制
限、
こ
の
様
で
跡
川
崎
と
し
て
仰
織
を
撤
ひ
、

そ
の
綿織で
や
町
の
鍛
艇
を
的
併
に
な
し
接
げ
た

、

川
蹴
叩
附
恥
ず
の
品
川
郎
内
蹴
叫
に

m
m

v
ゐ
b
Z
陪
ゐ

ひ
と

W
2
W
ゐ
佐
電
w
お
日
ん
・

5

信
上
人
と
い
ふ
人
が
あ
る
。
庁
僧
上人
と
い
ふ
よ
り
負
・
般
に
は
乞
食
庁
倍

と

い
ふ
滋oh
rでM
Wられ
て
ゐ
る
が
、

織
が
勃
では
紙
此
鶴
山
間
際
の
政
紘
品
川

ゃ
、
球
釦w
m
m
脱
出γり
か
献
は
AW
Mと
蹴
ぴ
鰍
さ
れ
る
脱
獄

一
一
一
鯨
慌
の寸却
で
、
そ

の

一
勧
仰
い
が
純
る

川郡
山
山
郵
貯
に

m
rみ
、
そ
の
郎
献
も
燃
して肱
し
く
は
な
〈
、

• 

月 :

健:

• 

江

激

英

藤

r
w
m山
内で滋
山
町
慌
に
そ

の
館
街4
m稔
駒
郡
惚
せ
ら
れ
て
ゐ
るω

健之

詑'

民
昨
山
肌
作
村

M
W
、
鹿
町
に
叫
川
仰
肢
と
い

v
-
b恥や献
が
あ
っ
た
。
そ
・

』
の訪
山
川
剛
山

下
λ
p
m
w
附
の
一
子
と
し
て
、
犯
俄
が
純
に

w
tの
艇
を
あ
げ
た
尻
町
酌
は
、
七

艇
の
断、そ
の
民
一
附
の
m
鰐
と
し
て
仲
離
か
っ
た
、
作

p
h
r
蹴
胤
事
の
脱
獄
品

川
のm
mに
絞
ら
れ
て
小
川
駒
山
附
貯
を
し
た
が
、
ト
僻
棋
に
し
て

m
-を
仰
う
てmv
m
y

に
郡
守
、
、
戦
成
宇
の

mm一
黙
にmm砕い
て鳴
ら
蹴
般
に
鰍
甑
し
た
ぬ
艇
の
ぽ
匂
、

鍛
ばm
h
r
常
総
の
載
に
溜
っ

て
郎
総t
f腕
ん
だ
。
出
町
凶
日
和

ω
m
w
一
鳴では
腕
臨官泌

応
対
航
時
か
ら
胤
都

ψ
う
け
た
。
が
町
市
対
側
山
政
は
杭
け
や
の
紙
凶
十
六
何

で
仙V

ヂ
こ
貯
の
仙
川
れ
で
あ
っ
た
が
、
的
削
除

山
町一
旬
のmm鍛
で
館
に
加
均
衡
昨
鰍

げ
か、
何
回

の
慨
に
い
m附
加
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
倣
の
仰
向
俄
な
る
駒
掘

は
府
間
山
側
蹴
の
一

ず
m叩
い
た
も
の
で

、

信
の
祭
み
併
殺
に
も
川
訟
の
凱
ふ
た
と
の
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こ
と
で
あ
る
・

そ
の
倖賊替
に
が
め
っ
て
献
焔・がm
m慌
に
船
践
し
、
鵬
叫
勝
戦
に

う
い
て
?
?
?
参
謀
の
か
総
に
が
、
都
府
税
や
獄
舶
に
も
鋭
じ

て
、
溜
に
一
一
概
酔
阪
を
仙
川
す
に
載
っ
て
ゐ
た
。
そ
の
側
、
知
脱
阪
は
紙
五
十
七

慌
の
甑伊
脱
肱
対
糊
山

政
の
併
で
あ
っ
た
が

、

問
問
協
は
甑
船
官
峨
助
対
鰐

蹴
か
ら
か

似mな
恕
跡闘を
う
け
た
匂
院
に
伊
捗

り
や
が
峨
昨
の
叫
腕
燃
や
は
、
蜘
一

m
m献
に
指

せ
ら
れ
て
ゐ
た
が、
億
如T対
鰐政
は
こ
れ
そ
鱗
い
て
山
川

俄
を
肱
め
、
紙
騰
や
り

似
品
作
と
し
鴎

ら
鉱粧
の
斡舎
を
即
取
っ
て
、
そ
の
蹴
臨
時
を

翫
船
せら
れ
た
匂
用
船
臨

十
回

復t
の

・ と

j き
で
ゆ

~ 

る

ヨE

震

ミ孝

山

円

J“・ . 
• 

• 

• 

叫
卸
即
m
h
r
に
舵
似し
た
問
山
鯨
は
、
町
臨
骨
必
鱗
瓜
の
叫
仙
川
町
を

m叫ん
で
、
似
に
一
制
…

に
紙
脱して
僻
献
と
駅
剛
山
と
縦郵
に
徹也
し、
間
的
町
駅
?

刊
紙b
E叩
四
ば
せ
て
慨
仰
向
山
町

の
知
樹に
併
設がな
か
っ
たω
か
う
し
て
倣
は
此
附
、
対
獄
、

山
附加mm
一
抵
の

聡
鍛ψ
』戯
総し
、
践に
紙
艇
を
智
て
h
一
蹴m
m
b
E
m
w
め
、
側
的
らの郵
船
の
鰍

守
峨
て
、
よ
〈
鉛
m
m宇の
智
臨mJ
V
H

山
減
配
し
・
和
問
の
山
門

M
mは
鍛
く
蹴
川
を
一概

し
た
の
で
あ
る
。

r
み
な
ら
ず
d
m
m
m

宇
の
諮
問
的
附
妙

の
た
め
に
俄5目
献
を
伊

悦
郎
に
部
け
、
節

目m
u
m
→一部
の
能
忠
和
憎
の
か
叙
に
と
鋭
部
千
五
百
献
を
殴

-
L

肱h
r
m
し
、

そ
の
僻
郵
船
の
牒
駁
、
機
燃

の
川
町
齢
、
制
川
知
の
抑
制
幹
、
市
山
川
の
嚇

b
m
m

な
ど
・
鰍b
rの融
制
山
…
岱
織
が
伊
終
に
担
保
し

て
、

が
ん
似
h
ハ
械
の
時
肘
十
一
一
時
、
鋭

胸
中
ず
で
そ
の
鉱
底
を
織
っ
て
ゐ
る

“
仰
い
川
町
六

十
九
紙
、
総
齢
五
十
闘
で
、
税
制

は
獄絵
百二
十
八
一
慌
に
航
似
す
る

・

京
都
ぬで
船
〈

mm俄
は
炉
ま
れ
な
が
ら
に
耐
を
か
く
ζ
と
が
伊
き
で
あ
っ
た
。
腕
船
山
n
M川の

聡
へ
制
恥
じ
た
の
が
七
慌

で
あ
っ
た
が
.
制
d
dへ
あ
れ
ば
伊
智
か
い
て
ゐ
る
と
臥

で
、
縦
一
げ
の
脱
猷
凶
だ
も
密
都
そ

っ
か
さ
れ
、
艇
部
倣
併
の
側
め
に
と
、
あ
る

h
v一
概
隊
に
ら

る
船
m
u脱却に
肘
依
中
川
附
附
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
とr
ろ
が
お
酌
m

w
mに
な
っ
て
も
一
肌
脱
ぐ
協
や
も
な
い
。
凶

4
4か
桝
か
に
肘
情
を
紘
ば
せ
て
、

鰐
慨
を
聴
い
て
huら
れ
る
と
、

ω町
山
川
リ
む
や

、
m
m慨
は
似
献
の
縦
践
を
鰍
円
い
し

て
、
そ
の
川
町
で
艇
の
昨
に
は
叫
ん

が
概
下
をιず
か
げて
な
が
ら
、F
Mれ
そ
か
ひ

砕け
て
ゐ
ら
れ
る
島
町蕊をし
て
、

m
v
m
m

に
な
って
ゐ
た
と
の
こ
と
であ
る
。
ま
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た
瑚
時
間
悼

HUM尽
か
高川町
と
龍
航
さ
れ
て
ゐ
る
と
、

傑
凶仙
紙憾に
やナを
つ
い
て
部

を
号
なだ
れ
、
秘
め
の
慨は馳鵬
に
澱
を
縦
し
な
が
ら
、
帆w協
に
獄中
儲
けて

ゐ
た
が
、
い
つ
し
か獄
蹴
を
締
結
に
う
け
て
併

の
昏
を
か
い
℃
ゐ
た
と
い
ふ
。

か
や
うな
も庁航
で
船
蹴
此
ぷも蹴
に
は
鉱
に
鉱
都

宮
町
附され
た
と
の
こ
と
だ
ω

‘
，た
τ
v

-TA
'
"

い
H
1そ
う

片
手
で
屍
風
-
双

鰍
衝はA
MMの
燃を
砂
して
、

田
一
戸
に
山
町
て

か
ら
は
邸
ぬ
・
都
践
に
も
い
そ
し

ん
だ
が
、

俄
に
賊
和
民
税
っ
て
が腿
併
に舵
隠
の
践で
あ
る
・
似
の
一
-
一
十
都
械

の
税
と
邸
ふ
が
、島
〈
織
と
裁
に
抑
制滋胞の
肌
山
口
出
向
蹴
到

か
ら
の
砕
翫
鶴
で
隣除

b
E僻
慰
し
た
。
一
民
総
く
鋭献をつ
げ
て
船
酔
蹴殴
に
山
中
旬
と

、

姉
か
ら寸
川
町

均
一概
紛が
世
の
除
払
を
かつて
ゐ
た
。
さ
う
し
て腕
滋
胞の
問時
と
階
構
昨の

-u
u炉‘
，
之
内
崎
A
7

1

W
H
u
e
r
ιを
，
、E

宣
明J
.
n
，
、

a
s

樹帰宅
を
懇
烈
し
た
の
で
ゐ
る
。
と

よ
ろ
が
月

似
は
邸
殴
に
快
諾
し
て
、

町
ち
に

.
尉宇で
鰍
を
船取り
な
が
ら
、
一
知
附
成
に
伊
き
りJげ
て
、

そ
の
必を
僻-
w
m
た

ら

し
め
た
と
の
こ
と

で
あ
る
・

ぜ
ん
ザ

て
む
た

扇
子
で
寺
を
建
て
る

前
向
鯨
・
か対
酷
似
徳
島
郡

で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
に
こ
ん
な
総
骨

子
め
る
。
俄
は

よ
〈
郡
山
r以
艇
に
作った
が
、
釈の
慨
に
は
搬へ
て
撚
た
叫
同
町
制
へ
お
か
ら
お
へ

と
鍛b
E競
らせ
て
、
蜘
w
h
r

に
は
駅前峨
な
廊
慨
をが
が
げて
倣殴
る
ど
い
ふ駒
山

で
、
就
に
郎
蹴
の
・世
J
T掛
川一峨
あ
る
。
ま
た
誠
一

w
T
対
獄一
嶋一
胞の
姉
な
ど、

儲
は般
信
干す
べ
て
獄
u
v…航ず
紘
一
は
し
た
が
、

川
内ザ
mm併の
総
ゐ
艇
に
なる

と
、
酢
鹿
島
町
艶
の
蹴
や
と

駅
前
を
略
放
に
抵
べ
て
お
い
て、
ど
ち
ら
で
も
炉
い

於を
が
っ
て
伊
かし
ゃ
れ
と
針
ふ
と
、
対
艇の舗
はお
鉱
山
ザ
か
つ
て
舵
つトー

が
、

日
目
に
は
慨
.
川
廊
ゃ
を
h

r9
て
伊〈も
の
も
あ
っ
た
・
と
こ
ろ
が
駅
やは
す

ゆ

ち
ん
守
j
N

向

白
羽
に

・3

，
〈資
れ
て
行
き
、
し
か
も
そ
れ
が
賃
金
よ
り

も

怖
が
よ
〈

、

こ
れ
や
体
へ
聞
い

た
球
関
砕
於の
知郡
伊
が
や
っ
て
拠

て
鈴
ひ
勝る
と
い
ふ
静
潟
で、
仰
叫
に
は
紙

J
1HKと
し
て
儲に
酢を
く
れ
る
も
の
は
な
く
、
防
やで
す
ぺ
て
醗
が
似
品った
と

い
ふ
。
低
限齢
的
向
探
に

な
る
と
、

周
航ほ
粧
し〈
幹
部妙を
総
成て
・

対
h
u

の
苧館
内μ
体
制
rm
m
h
ν
と
慨
が
な

が
ら
、
防
やかな
、
も
.
、m
wげた
よ
、
鰍
は

協
の静
聴
を
特
慌
で
減

し
た
ぞ
と
一
昨
っ
て
、
昨ド
対
対
し
た
と
の
こ
と
で
ら

る

」F
e
a
b

h
a
T
s
n

伊
勢
溜
り
の
お
土
産

付
制
m
附

ん
一
ず
は
伊
捗鋭
部
執
が齢般
の鶴U
M惨と
し
て
、

部か
ら
杭
仰
な治
献の

総
慌
の材対
に
め
っ
た
ω

似
は
猷の
慨は
脱仇
に
総
鍛ι
v.
m
ひ
、
川
内
加

に
な
る

と
そ
の
併
献
を
和平滋
にも
た
せ
て、
縦
断
か
ら
彩
る
鋭
隙
綿b
z路
町
聞
に
勝れ

さ
せ
て
、
一
紙
一
一

首
対館
でm
町
りMれか
せ
た
@

m
m
b
吋
似
の

併
は
かたり
腕
鰍
が

限く
よ
〈
骨
れ
、そ
れ
やが
斜隙
に
村
部
と
し
て持ち
か
へ
ら
れ
て
は
、
既
に

。

ほ
，
t
y

、
zリ
‘z

，
、

民
ル
，
、
L
K
G
ap

e
j
N

持
て
は
や
さ
れ
ガ
々
か
ら
註
文
が来
る
や
う
に
な
っ
た
@

ま
た
年
々
初
多
に
全

駅
U
R
m
ぜ

に
の昨
恕
さ
れ
る
伊
妙
の
脱
出
す
の

魁
嚇
慨に
も
、
倣
の
恥
r
が
燃
似
艇
が叩

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が倣
は蹴
鍛
に
紙叫れ
の獄ψ
砕
す
る
一
蹴

に
は
、
mm似
に
砂
む
る対艇
のmm滋が
あ
っ
た
ω
そ
れ
が
た
め
に
は
備
は
昨
瞥
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鉛
院
を
併
に
、
m
Nすら
伽
動
脈
の

僻
何?
鍛
概
す
る

に
伽
柄
引
泌
が
な

く
・
W
Nから
紛
艇
を
う
け
る
と
が

づ
郎
料
を
と
り
住
め

、

そ
の
んT総
に
併
っ
て
紗

開
対
判
明
を
跡
一

肌
した
が
、
そ
の
h
r脱
が
織
り

に
明
…
腕
な

の
で

前
献の
必
は
純
でも織の
m
r

全
一
即
すれば
、
こ
れ
は
館wh
rpだ
と
す
ぐ

』
色
柄4・暗
か
れ

.
制僻
し
たとの
こ
と
で
、
か
う
し
た
窃
柄
は
御

り
伊
械
に
制
し
て
よ
い
鋭
翫

乙
臨
さ
ず
、
低
ぷ
出

r
m
T
、
鍬
川
知
郎
幹

、

む
飴
月
飯
、
と
m
m砂
がm
m

せ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
み
の
る
ω

丹
精
の
賓
が
遊
治
郎
の
習
に

間
航
の
献
和
析
だ
も
M.

町
に
胤
史rれ
て
ゐ

る
も
の
で
あ
る
が
、
h
rゐ
眼
前献の
蹴
好
か
ら

m
wを併
航
され
た
眠
、
相
川
敏械の
こ
と
に
な
る

と
、

蹴
M
Mは
倣
一
般
で
も
伶
椴
は
い

と
は
ぬ
か
ら

掛
川
悦
芯
叙
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
@
徹
は
舵
ち

に
鍛
百一附
と
付
撚
そ
し
て
、

m
m
m
b

E
こ
め
て
織

る
日
劇
部
な
も

の
を
砕
きがげ
、
い
そ
い
そ
と
的

ら
こ
れ
を
齢
対
の

m
mに
向
付
紙
に
別
叫
ん
だ
の

で
あ

る
・
柿
から
齢
対
の
と
こ
ろ
に
は
結

対
郵
が齢

世
叶
御

僧
酔

入
川リ.

パ
バJ
』

-
e'
予白
川.
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鮒
川
り郎
m
m刊
で
、
か
ね
て
川
怖
が
録
制
協
の
た
め

と

a
u
a

〈
位
君
主

に
は
奴
設
の
や
う
だ
と
い
ふ
感
情ψ

・

聞
い
て
え

た
の
で
、
紘
m州
のm
w叫
仰
に
別
陣
営
州
則
し
た
対

訟
は、
間
判
甑
百
一耐
の
剣
低
を
餅
げ
賊
へ
る
とvm

い
目、
祭
態
にも
鶴
間
に
な
っ
て
、
昨
併
の
鋭

-
Vん
u
ziも
と
の

-
a
a
p
b

崎
同時J
e
b

勾
屯

ん

.
う
て
ゐ
た
針
悼
を
床
山
川に
婦
げ
、

昨
俸
の
持
参

欽

一
し
た
山
町
弘
日
以
っ
た
ば
か

り
の
鋭
部
宮
、
船
蹴

に
か

同
一
け
て、-W
献
をい
什
ず
と
い
船
‘
針
舵
を
得
た

り
」

ー

一
と
て、瓜
止
ザ
・
部
ル
て
砂
慨
し
た
れ
で
あ
る
。

し

八

一
か
し
郎
俄
は
燃
側

と
し
て

一
時間
も
艇
せ
ず
、
代

仙
一
燃
と
し
て
答
品
村
に
鰍
め
て
そ
の
す
抵

a

に
ヒ
'

ぜ
い
p
'
e‘“LH
g
J
M

去
っ
た
と
い
・
七
い
か
に
他
円

の
淑
策
内
成
の

た
め
と
は
-
tへ、
か
う
し
た
対
な
る
w
m
m
に
臥

し
て
の
弘
山
m
p
wの
舵貯
に
は
、
山
側
ぐ
ま
し
い

恥m
Fが
航
ぜられ
る
。

内
れ
隠

a，
‘
，L
ん
w
v
h

、
か
ろ

か
く
し
て
彼
が
日
夜
心
胞
を
そ
h

い
だ
盤
摘

の
鰍
は
、
山
叫
リ
引

税
松
山
の
粉
m
m
.
ι
z
m
w

て
、

協
に
紛

m
mや
は
院に
縦
磁の
m
w
b
z総
へ
て
、
山
臨
胤
官
対
鰐

叫
山
の
航
船
は
お
跡
に
滋
即
時
せ
ら
れ
、
制
肘
つ
部

川
山和殿
の
猷
抑
協
が

な
し
匙
け
ら
れ
た
の
で
あ

J}) i?J Ct修

る
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謙

物z

一ー
一

制
よ
り
百二
三
十
例
刊
紙
に
除
け
る

は
ね
俄
町
駅

の
対
検

診
繋
怒
の
泳
議
か
の
町
民r搬
婦
と

よ
れ
ば
、

『ヂ
併
特
船
棋
を
穏
と
せ
り
、
臨
も
能
ゅ
の
抑
制
き

』

性

-
a
2
z
e

h
f
'
a
H
仙

と
か

知
ら
ず
、
眼
納
税
の
み
に
よ
りで
古
凶
?
"
せ

9
、
協
に
儲
侵
略
併

の
慌
を
賂
へ
な
が
ら
館
総
紙
併

の
判
例
あ
り
・
践
的
和
紙
併

の
航
あり
て
協は
倣
税
制耐

の
税
も
ら
り
℃
・
問州都
の
即
断
を
脚
く
こ
と

M
mなか

ら
ざ
る
そ
世
般
と
せ
り
、
一
長
側
燃
と
し
て
剣
山
伊
の

川
町
き
こ
と

ψ
位
。
‘
山
川の円山峨
跡
取
対市川
は
一
に
跡

、
r
'

・

9
・

k

‘
.

食
を
恨
む
と
慌し
ま
ざ
る

と
に
出
回
る
こ
と
を
明
か
に

す
る
に
印
刷
び
て
俄
は

、

r
は
つ
と
め
て
倣
鉛
の
舵
し

む
べ
を
こ
と
ψ
引
く
制
刈
に幌
ふ
る
こ
と
と
せ
り
、

取
し
て訟
を
臨
際
に
時
み
た
る
必
に
つ
を
て
航
す
る

に
、
・
伽
刷
制

W
に
は
術
館A対
縦
あ
る
べ
か
り
し
税

に
し
て
邸
内
航
ね
を
舵
し
み
た
る
が
織
に
訟
を
悠
れ

し
の
み
な
ら
ず
、
払
っ
て
抵

船
に
川
町
へ

ゐ
m
-総
は

山
川
蹴
m
m制
の
船
ゅ
の
り
し
品
川
に
し
て
似
鉛

b
E恨
み
た
る

U筋
に
m
m献
の
部
品
忙
を
伸

、

併
は
対
に
併
に
峨
ゐ
ら

る
h
に
称
。L
mt向〈
‘

M
M
M
h

熔
縦
断
に
し
て
舷
伽

と
鰍
ぜ
し
訴
に
し
て
、
掛
川
内
似
却
を
慌
み
た
る
織
に

ω
批
艇
か
に
舷
講
を
慌

て
る
品
川
悦
似

か
ら
ず

.

M
Mそ

協
聞くの
似
今
、
純
血

Vげ
て
卸-
dべ
か
ら
ず
、
酔
獄中
'
は

山
川h
z
m
m

す
る
に
続
。
、
山
町
づ
倣
鈴
の
ゆ
慌
を
砕
き
、

む
に
よ
りてい
お
仙
の
制
限
間
一
院
一
献
?
略
す

Q
に
紙に
一

つ
の
誕
り
な
き
を
踏
め
、
山
川
の
齢
制
は

M
4f似
飴
の

いw慨
に
あ
る
を
殿
山
川
し

、
む
を
峨てV'が
叩
州
出
山
の

胤
即

応
と
鑓
め
た
り
・
山
町
中
'
は
訟
を
同
町
仰
の
け

ムに
て
刈
に

献
む
る
に
臨
め
す
・
ヂ
件
批
一
み
ぞ
幣
紙
邸
前
し
.
山
町

w
m山
内
側
止
符
鋭
は
ず
、
慨
一
階
に
御

一位
五
一
明
そ
が
す

る
の
み、
部
は
ヂ
の
対
に
臨
む
腕
な
る
も
、
一
お
札
官
邸

し
て
一
同
一
位
と
銭
めた
旬
、
古
学
一店
の
協

の
み
な
ら

ん
や
、
川
町
の
必
あ
る
山
川
川
引
が
松
町
の

m
m
h
乞
r
v

務
と
し
、
一
的
も
濁
か
に
総
鎖

そ
舵
l
み
、
物
械の

z
k

き
匂
浅
草

M
V
2
8

立
身
山
札
と
阿
武
器
を
犯
飴
は
ん
こ
と

、
ι
ー
の
峨mL

て
い
を
ざ
ろ
店
内

な
り
h
ハ
対…
悦
九
“
考
材
、
民
村
伊
一
町

e
e
ζ

ヒ

a
b
L

北
防
士
路
往
時V
と
あ
り
。

貨
に
倣
がはん
にω
mm
の
も
の
h
一
つ
で
あ
っ

て
持
の
蹴
も
よ
晶
玉

め
を
間
協
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

ゅ

に
、
ば
はw
m
h
げ
の
川
机
眺

'
'h
p
、
め慌
艇
川
辺
は
恥
川
町

h
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蜘
般
に
よ
っ
て
の
み
お

b
z概
び
、
おの協
のM
M
U
伊
は

-
a
a

，
，
ん
ふ

h

L
b

‘
旬

、

"
。

m
A
U

之
を
等
闘
に
附
し
て
庇
る
。
併
も
英
の
公
の
多
き
を

‘
ョ
よ
そ
ザ
〈
よ

L

以
て
兵
し
と
し

、
英
の
少
な
き
こ
と
の
良
き
を
知
ら

な
い
。h

rの
飽
の
よ
き
こ
と
を
卦
へ

ば
、
恥Wが
除
の
誠
叫
刊

は
協
の
鮫
よ
り
す
ユ

ι
も
総
務の舵
よ0
司
令
っ
て
も

慌
に
紗
舵
併
貯
の
m郎総
射
の
もので
あ
り
、
制
収
仰

と

皆
へ
ば
一
お
に
殿
し
、
的
よ
り
知
れ

ば
鉱
節料
で
ら

り
、

紙
越の
臨
よ
り
船ても
仰
府
総
銚
鱗
の
知
悌
で

ゆ
め
る
こ
と
を
知
ら
な
い。

制
対
は
鉱
能
都
桜
山
恥
の
お
の

で
静
脈
釘
川
、
、
磁

的

は
肱
臨
し
、
ビ
タ
ミ
ン
は
制
改
し
・

ア
ル
カ
p
l
m

鵬
な
〈、
併
勝
山
川
に
お

し
く

、
川
山
制
需
と
附慨
す
る
紛

蹴
慌
織
併
慨
も
な
く
艇
に
山

V放
の
な
い
鉛
悌
で
む
を

主
，
、

ζ
r
‘

せ
舎
に

w
u
Z

念
ゐ
"
や

ζ
民
主

食
す
れ
ば
平
供
は
小
児
病
に
な
り
、
母
親が
-
Zを
食

す
れ
ば
宇
に
鮎
貯
鵬

m
wを
舷し
、
崎
純執
が
鈍
す
れ

ば
税
山
町
似
品
耐
を
艦
し

て
伽
一
部
鶴
町
怖
が
時

り
、
府
税し

おく
、
品
川
・蹴
械
になり
、
抑
制
偽
加

が
縦
し
、
・
ぜW船

を
艇
し・料
艇
か
伊
都
府
刷
新
瞬

の
糾
縦
断
加
を
陥
れγ協
に

な
り
、
航
一
蹴
瀦
献
を
践
し
、
隙
僻
の
蹴
鉛

ω加
をm
m将

も
慰
僻
宮
山
院
し
慰
問
齢
、
和
総
・

獄
畑
町
、
獄
舵
、
間
航

知
山
川
を
d
h躍
す
燃
に
な
り
百
抑
制
訟
に
併
ヲ
て
殺
り
、

阪
府
の
腕
紙
、
殿
旅
館
の
和
紙
に

m加
減
す
れ
ば
滋
か

に
史
料
地
に
隊
る
べ
き
で
あ
る
。

ぷ
以
内
は
お
に
限
し
似
て
の
指
針
を
椛
し
貯
ら
ざ
る

腕
なく
俄
る
腕
なく
地封
併
川
町
に
し
て
伊
制
に
獄
し

く
、
村
妙
に
酪
し
く
総
統に
儲
しく
鋭戦
に
践
し
き

・
2

wゆ
み

a
F

け
い
量
い
て
e

智
正
ヲb
t

て
&

食
物
に
し
て
美
味
且
つ
組
縄
問
的
に
し
て
、
小
食
に
箔

し
鰍
蝕
の
飢
鮮
に
滋
し
、
料
酌
一
脱
抑
制
射
の
構
駅
の

, 

たu長治も混

薬路頭正純頭づ

持
思
に
臨
も
よ
く
磁
す
る
獄
獄
蹴
た
る
こ
と

mr特
訓
れ

主
企
ワ
魯
蛇

ふ
ベ
余
儀
地
な
き
臨
別
で
あ
る
。

訟
を
蜘
く
の
に
は
対
中

r持
m
z
b
正
一
鮮
る
と
脱
う
て
跳

か
に
諮
〈
一
む
を
作
る
の

で
あ
る
、
腕
ち
縦
め
は
誠
燃

に
一知的
ーや
袋
を
獄
じ
て予知
る
こ
と
で
あ
る
、

対
野
や
村一回
が
撚
か
く
な
る
滋

mw熔
に
勲
れ
ば
説
燃

は
悦
総
か
に
称
え
る
の
で
あ
る

、

料
は
慨臨も
い
刷
へ

ず

定
草
広

A

MK

』
也
、

て
好
き
な
柔
か
さ
に
炊
き
上
げ
れ
ば
よ
く
、

匙
を
靴

L
-一命

n
a曹
と

r
s
v

に

'
a
v

瑚
慰
す
れ
ば
後
に
は
上
手
に
炊
け
る
慌
に
な

る
。

昨
献
で
時
か
nv
レ
ル
陛
カ
ンカy
し
た
り、
砕
雌
の
獄
り
が
抗
で
帥
制
さ
れ
る
僚
に

千
P
リ
チ

P
H
と
撚
ん
だ
り
、

叉
舵
鮒
と
-m伊
か危
〈
と
点
、

間
ー
と
h仙
〈
向
が
蹴
〈
て

ポ
・Jヤ
り
し
た

り
、
ク
シ
ヤ
ク
シ
ヤ
し
た
り
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
路
ぽ
嵐
田
院

の
駅
間、
和
蜘
問
、
舵
樹
、
艇

r

森
、
器
密
艇で
批
評察
長
じ
た
襲
、
ス
グ
に
「ノ
!
?
正
際
せ
ら
や
常

的ノ
l
シ
・Jを
の
ん
だ
取
さ
へ
点
、

m
m
ひ
印刷さ
な
い
酪
キν
イ
に
撒
み
は
仰
の
え
貯
せ
て

、
そ

れ
こ
そ
恥
胞
か
ム
静

η
町て
m
mた艇
に
践
はハツ
牟Hリ
え
駅
配
になり
、
良
品
川
鋭
、
昨
般

に
砕蕗
樹
、
卸
料
、

器
、
税
制
参
館
け
る
こ
と
が
町
家
。
献
よ
り
察

λ
グ
禁

主
主
務
は
一
三十
鏡
、
五
十
館
、
}
開
。
誕
の
震
や
デ
パ

:

鷲
砕
に
て
緩τ

才cirf怨
町軍111唖Jþ・l!>$

駐・ß合郎会長川荒

4つ

う

:..-司沖、.曲、

員|事
無 l 一
司I 1審

• 
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〈
以
内・
必
山
什ん
1
4

円借き

ω
供
乞
税対
で
J邸内
側
叫
し
よ
う
と
す
る
山
内

C
&

」H
9

・
曹

・

は
い
け
な
い

W
Fで
、

そ
れ
で
は
何
時
定
た
っ
て
も

磁

L

ん
偽
有
正

hJ
ζ

&

で

e
i

m
L

L
弓
，
a
，

幻
に
到
治
す
る
布
市は
附
来
ま
い
と
存
じ
ま

す
。

公
放

の
伊
都.

V
附
い
た
り
・
械
を
叫
叫ん
だ
り
す
る
の
は
、

財
官
時
の
桝
鍛
F
W叫ん
た
り
山
附
い
た
り
す
る
宇

-
ん
z
'@

⑮
ゐ
M
F

，
す

《
間
V

絡
岨
おの
と
と

を

考
へ
つ
め
ま
す
と

・

担m

z

-
b
H

h

除
E
S

HV

か
ん

氷
を
絡
む
思
ひ
に
て
、
何
と
な
し
に
瀞
し
吉

感
ど

に

叫智
子
、怒
川山
村
と
し
て
町
ら
れ
ま
ぜ
ん
。
叫
ご

も
ゐ

凶
噌ゐ
ゆ
多

・

・
〈

4

-d
か
〈
轟

と

き
串
骨が
践
例
おに
際
し
ま
し
た
ら
泌
物
を

摘
ん
で
惜
白

‘
う
ぜ
ん

hH
'
hum
ew
-
.

‘

b
号

し

む
こ
と

必
然
。働
側
総
聞
し
て
も

そ

の
時
ぱ
か
リ
、

ー
、
る

お
や
』
時

肢
の
説付
制r
m
吋
られ
ま
せ
ん
。
だ
の
に
心
の
波
蝿却
し

ヒ
蜘
-

T
L
U

b
サ
や

ay

句"
η

世
代
附
は寸
時
吋
も
忘
れら
れ
γ
、

口
h
u
に
じ
ま
れ
ぬ
己

・
τ
a
V

I
E
S

-
E

V
F

全
耳

が
心
の
底
置
に
闘
っ
て
ゐ
主

す
よ
州
付
し

た
ら

注
し

ぎ
〈

6h
a

J
n
r
-z
e

き
守
、
お
総
か
せ
下
さ
れ
た
〈

、
お
廠
山
中
しま
す
。

ι 

I\Þ~ 

し

ゅ
智
之
，

の
修

行 -
-
z
o
'
h
γ
n
u
 

J
A，

t
引
占
企
什

〈解
答
)

i
b
Z

3
9

主

し

ゐ

う
な
も

の
で
、
擦
の
功
能
を
能
〈
知
っ
て
帰
る
か
ら

と
す
て、
そ
れ
で
d
mw
ふ
る
怖が
な

い
の
と
叫

Z
3
・
‘
ゐ

L
L

§

い
島

理

じ
で
す
。
古
来
か
ら
「
開
閉
必修
一
-と
一
っ
て
側
〈
と

r
r税も
川
町
必
で
す
し
野

縦
す
・告
とポ
ふ
税も川
町

姉
で
す
が
、

川
叫
が
は
似
併
する
こ
とが
一
間
同品
川
町
だ

い
圭

・

1
￥
H
￥

と

-X
は
れ
て
鉛
り
ま
す
。
そ
れ
は
ん
ポ
数
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

崎
将
でも
鰐
併
が
な
け
h
wぽ
似
似
し

偽
ゆb
-

し
ゃ
aヲ
惜
い

C
金

な
い
も

の
で
す
。

例
へ
ば
古
川
演
を
す
る

併
に
し
て

s
t

柑
ん

Z
-
t

H
た
い

ち
・
毎

止
}

も

初
め
料
品取
あ
る
人
か
ら
大
般
の
相
川島Mを
符
て
、

そ
れ
をV
M
で
も
よ
く
場へ、サ
テ
そ
れ
を
似
僻
し

て
伊〈
。

蹴
品川す
る
叫
に
似
リ
引
な鰍
縦
を
も向帆
み
駁

ω
r，he
U
事
“
お
・

剛
山崎
功
す
る
や
・
ヲ
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
中
う

に
悦
例
を
伊
る
に

も

「
脱
出.〕・と
却っ
て
伊の
仰
向
山
昨

叫
刊
を
椛
JJ
rき
か
を
蹴
泌
す
る
町内が
総
微の
mHき
肱

叫
ん
ぷ
つ
の

'
t，
h
J

で
す
か
ら
、

念
偽
な
ら
念
仰
と
ρ
ツ

キ
リ
き

め
て
、

経
の
鰍
脱税
か
ら
拡を
T
け
そ
れ
を
議
し
て

凶W
H

担
ん
h
g

・
2
6
A
VO'
h

行
〈

の
が

，

m
・1
で
?
っ
、

ま

た
終
柳
川崎川
も
ち
っ
と
ば

中
村
緋

康

. 
一号先
・1:

か
り
r
っ
て
炉
た
か
、

悦
の
鮫鰐
もな
い
か
らと
や拘

っ
て
、
あ
っ
ち
の
斜附
仰を
加h
m聞き、
こ
っ
ち
の
俄
時
間

。
、

『
，

h
M
C

ふ
く
や

を
突
街
〈
と
・
バ
ふ
ゃ
う
では
、
央
線
院
を
や
っ
た

が

前
叫〈
な
い
か
ら
V
F制
批
阪に鰍
り
、
そ
れ
も
帥
叫

が
争
ず

や

定

。

は
し
〈
な

い
か
ら
郁
子
肢
を

宇
り
、
そ
れ
も
駄
骨
だ

と
宇
中
の
で
似
川
和
伊
を

械
め
る
と
常
・
恥

?
?
に
m
w俳

炉
いて
ば
か
り
伊た
の
で
は
磁場す
る
憐
も
な
い
や

う
に
、
布
、り
か
け
た
ら
ト
コ
ト
y
ま
で
守
る
と
守
中

t

-

J

J

!
 

芯
公
主

決
心
と
が
血
叩
け
ればな
り
ま
せ
ん
。

ま

た
角

川
刷
は
撚
wmmが
慌
し〈
て
部
られ
ね
と
r
-
L
ww
mで

-
e
・
と

勾
J
'・

U
Z
2
9

置
e

M

s

m，
《

h
a

す
が
、
ゆ
刊
に
尖し
い
御
心
の
刊
を

御
・勿
し
到
し
ま

ナ
e

お
で
も
さ
う
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
株

し
伊
だ

榔
町抑制
を航
し〈
収
・
中
川刈で
は
僻W
M似も
材
俄
に
は

よ
吾
、

t
だ

L

あ
，た
単
ん

背骨
ん
で
下
さ
ら
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
A
U
H
況
が
本

紛
の
俄
併
に
似
て

、

川
町
燃
の
刈
似
を
般
憾
と
尻
仰と

h
v

ち
が
れe
t

い
申

'h&

で
曹

9
晋

れ
や

で
泥
し

〈
力
強
〈

ル
凪
きて
行
〈

WOが
出
来
た
時

、

級

c
z

a

事
同

Z
FS

P
Z
Z

く
だ

後
陣
障
も
臨
官
ぞ
本
門
的
に

W
M什ん
で
下
さ
る
と
と
で
せ
う
。

A
な
た

守

U
A
7惨ん

な
た

e
e
L

T

A
H
nが
ま
だ
定
ま
っ
た
従
践
を
伐
さ
ず
、

惟
簡
を
附

%
h
u

‘

n
av
en
a
3

&円滑6

い
て
出
少
かれる
と
ξ

が
、

若
し
「

録
法
」
の
釦
で
し

た
ら
叫
蛾
な
院
で
す
か
ら
、

総
て峨
いと
は
叫
し
童

せ
ん
が
、

そ
れ
k
リ
も
一
昨
も
時〈館
山
町
に
W
り
か

か
っ
て
献
悦
に
ま
で
蹄
滋
な
さ
る
で
つ
伊

蹴
り
燃し

ま
す，
そ
れ
か
一
較
対
械
な
杭'
、

• 
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ど
も
ん
は
い

・

ん

あ
る

の
で
す
泊
ら
。
さ
う
し
た
ら
仰
心
他
に
な
る
隊

総
V
燃
す
る
域
ザ
リ
叫
も
税
ら
〈
織
が

轍
m
Hにあ
っ

@
管

g
e
AJ
Z
&
h
F

』

A，
w
h
E

て
紛
え
る
宇
う
に
抽
削
減す
る
礁
で
せ
う
・
官
制
も
磁
乍

あ
な
た
か

《

L
h
A
J

調

い
a

ら

災
再
仰
が
磁
侶
を
紛
ら
れ
る
晶Tう
伽
判
断
。
し
ま
す。

絶Z

封と

幸
編

• 

の

時
は
麟
鯨
の
様、
畿
の
艇
と
官
ふ
や

う
な
も
の
、
時
ち
伊
鳴
を
婚
は
な
い
斡
艇
と
か
、

航z
d吋
‘
は
な
い
鮫
は
な
い
と
場
へ
ま
す
が

、
減
，P

"Z

ら
〈

ら
〈

e

a
'μ

島
事

と
か
縁
組
ぷ
に
は
、
ど
う
し
て
祭
ば
か
り
の
世
見
、
車
中

断
ば
か
り
の
採
が
あ
る
の
で
す

-
r
d吋
を
ど

&
，L
M
'
お
民

う

か
お
欲
へ
下
さ
い
ベ
依
制H
・

中
川
柳
文
次
〉

沿
っ
A
3

5
甲
，L
'
h
v

，
、
。
，
、

師
団

ハ
崎
骨V
M
m
H過
の
精
細
で
f
Aふ
枠
組
市
は
仰
し
中
る

織
り
、
制
鰍
憾
な
も
の
で
、
樹
齢
併
な
艇

と
マ
さ

と
は
あ
り
伊
ま
せ
ん

d

M
m
M
刊
で
は
、
か
う
し
た
織も

が
れ
苧
な
り
と
詐
っ
て
伊
ま
す
。
掠
れ
は
鰍
織
を
鶴
持

し
て
伊
る
か
ら
で
、
時
滋
に
が
が
が
ゐ
鋭
の
あ
る
時

，
「
日
常
航
船
山
」
の伊
椛
に
は
な
り
伊
ま
せ
ん
か
ら
で

h
F
h
も

'
r
s

空
軍
令

喝
やA
v
e
、・z

す
.
砿
遣

が
織
を
要
求
す
る
と
と
は
払
川
底
波
の
う

ね
り
を
〈
v
p
m
r
け
〈
V
り
M存
す
る
か
の
宇
う

に
、
m
n約
締
域
部
し
て
料
し
な

〈
そ
れ
を
制
叫
か
し
て

ゐ
付

臼w
a

司
令

U
事
，
、
ι

〈

Z
E
B

m刷
る
丈
で
す・

さ
う
し
た
相
封
的
な
市
白
後
を
M岨
陸
相
し

必
然
、
母
弘f
r
r
w
M
札
、
が
し
〈
は

〈
筒
〉

. 

純
憾
のM
W〈な
っ
た
が
殿
、M
W部
品
に
の
み
税
怖
の
艇

が
あ
る
と
?
ので「
吟
が
」
の
と
と
を
「
縦
約」

と
も
ーっ
て
断る
の
で
す
・
だ
か
え
減
，
村山が
約
ぱ

L
C

a
-
-

ら
〈
い

泊
り
だ
と
a
4・
d
mを
聞
い
て
、
縄
県
を
し
た
い
と
公
ふ

省

、
名

h
X
4
y
p
'
m
鮮
と

H
m持
か
ら
仲
代
ル
悼
を
阪
・
ナ
な
ら
ば
.
そ
れ
は
飛
ん
で
も

な
い
附
掛ひで
あ
る
」
と
ず
中
町
ω聞
の
と
と
を
ぽ
っ

て
伊
る
時
対
も
あ
り
ま
す
吟
で
、
諜
川
町
な
懇

を
し
な
い
篠
山
京
地
故
情
的
宮
崎
に
の
み
一
飢
餓

手
斉
ら
く

'
E
b

ミ
き

μ
z
s
-
e
い

的
掛
取
が
あ
る
と
ゆ
し
ま
す。
そ
れ
は
私
達
の
貌
殺
生

時
でも
、
剣
山
川
鰍
を
嶋
は
ふ
艇
が

山
叫
が
ま
す
も
の
で

糊
し
て
掛
紛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
備
へ
ば
が
る
が
呪

に
椛
似
して仰
る
階
、
紛
が
艇
が

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド

シ
川叫
がて
同日
〈と
伊
が
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
も
う

『
耐

し
も
仰
、

ν
h
v
&
λ
M
M
-

h
陣
原
L

ae

白
川V
W問
白
い1
」
と
悠
γ
る
剥
で
、
4ゐ
刻
仕μ
ム
げ
た
ら

散
ら
に
な
る
な
ど
と

は
特
へ
て
伊
な
み
で
す
。

ド
苫
ぜ
ん
ペ
吾
て

as
e

ゆ

ま
た
例
へ
ば
絵
地
す
な
ど
でv
y
y

y

泌
を
攻
め
て
行

ル
苦

τ
市
町
予
，HY

と

〈
降
、
シ
ュ
I
y

、
ヒ
ユ
1

ツ
と
鎗
砲
去
が
飛
ん
で

が
て
も
、
都
輔
の
岡
崎
さ
に

M
u
M
の
J
mーさへ
勝
れ

則
市てて
伊
まず
。
.
松
町
に

m附句
。J同
地
主
院
予
の
と

か
L
E
b

た
に
つ

E

E
い
，Z
R

と

な
ど
考

へ
で
も
以
前
ませ
ん
。
般だ
円
本
税
闘
の
大

付
併
の
協
に
、
河
川
川
舵
b
rの
械
配
山
肌
の
仇
叫
に
.
川

H
W

，

郎
議
が
見
ツ
力
P
W〈
な
っ
て
伊
ま
す
。
即
し
み

L
'
λ
i
お
う
‘

ι
h

v
-
E

鴻
勤
取
が
賞
へ
る
だ
ら
う

な
ど
と
公
ふ
宇
う
な
時
間

多
事
w事

・3

E
υ
"
"

サ
勾
ほ

ζ

"
と
た

符
を
M賀
求
す
る
叙叫
打
な
どは
毛
筋
川
何も
必
ら
ず
、
酬
明

e
い
し

e
r，
a
9

芳
-
e，
ょ
，
、
てe
A
V

い
'
畠
ゐ

h
r
'い
デ

だ
必
死
を
抑
制
措
惜
し
た
日
制
線
的
な
「
山
と
の
蹄

i

m
幽
融緩

h
H
\
い

み

が
あ
る
却
で
あ
り
ま
す
。
か
-
フ

し
た
一
・
・
の
例
をH品

て
も
・
総
燃
の燃は
が
艇
を
郁
脱
し
た
必
ー
に
の
み

制
似
す
る
も
の
と
す
す
』
と
が
明

り
ま
す
。
だ
か
ら

淡
い
V
V，
均
投
を
も
っ
と

も
っ
と
郎
〈L.

軌跡
が

$
ら
〈
，
吉

e
'

曹

‘.

l
v，

な
少
つ
ぽ
げ
な
一
策
」
を
要
求
す
る
叙
位
付
を
山
町
り
つ

り
で
、
議
に
邸
内
て
援
の
ふ
対
碗
」

の
吟に
v

i

E
Z

L

E

i

!
j
 

が
ー
も
現
け
十
む
ん
で
佐
知
へ
ば
昨
配
舵
鍬
舵
も
る

う

凶
事
・

98
舎
や
有
か
い
h
制
早
向
じ
ゃ
も
ら
，
、
ぜ
か
い

り

帆w・9
智
で
、
骨
骨
鈴
田
仲
を
制
比
脚
常
務
雌
取
の
世
界
と
も

す
nJ
て
伊
り
ま
す
@
僻
し
叫
ば
鰍
に
も
的

怖が
と
鮮
が
跡
と

の
r
m仰
が
あ
る
?
?
に
、
が
が
呼

L
M
艇
が
あ
る

即
崎
、
耽
山
官
の

M
M殺
と
して
み
叫
川
町
ち
川
町
船
山

か
ん
p
t
b
w

ゆ

を
感
じ
て
行
〈
ζ
h

ろ
を
紙
〈
な
す
燥
に
は
行
き
ま

ε

ミ
砕

い
て
e

〈

a
r
t

せ
ん
か
ら
、
何
・
ヲ
し
た
っ
て
柑
到
的
な
市
内
然
は
感
じ

て
伊
か
ね
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
継
し
…

rれ
だ
か
ら
と
f

っ
て
、

川
町
偶
あ
る
と々
ザ
いM
.と
で
は
股
配
の
ぷ
に

た
い
2
5
b

z
u

k

か
う

H
Z

大
使
な
精
進
が
あ
り
ま
せ
う
。ω
ち
押
川
仰な
き

人
は

z
h

〕
早
碁
ゐ
〈

L
e

，
、

r
e

加
柑
動
的
な
雄
市
し
か
知
っ
て
帰
り
ま
せ
ん
か
ら
閉

口
が
多

i
z
伽
事
ひ

k

，
、
も

n
J
，
、

い
の
で
す
が
、
似
仰
あ
る
ん
は
-
.W
以
て
殺
と
す
る

た
色
〈
‘

，

h
〈
た
亀

h
n，、わ
ん

に
足
ら

ず
、
祭
以
て
祭と
す
る
に
必
ら
ず
」
と
議
鮫

し
、
m
-船
引
を
却
用
り
胤
悶
え
た
均
き
な
舶

、

を
ゆrrす
ζ
と

L

ゐ

を
知
っ
て
品
刷
る
から
で
す
。



一- l1li 県知 l去 ill-一- C ce) 

??訟法 /
ノ、 'T'j Q '1 \'2 ノ・】 ~ 

• 

一一一

ノj 、

す
ハ

• 

受L
、
‘・・・，
、，圃圃同h

llL 
イ年=

一一 一一一一一-



遺 一一1苦M y.~ 開( 6$ ) 
-、

-圃・・・・

町ん
で
、
内閣
が、
新

，

引に
mm・耐を
脱
〈し
て
伊〈.

「
伸
郎
胞に
般し
た
ん
だ
。
訴
時附
m
w
が
ゐ
ぬ
か
と

時
の償
問
川
ら
が
、

こ
ん
な
に
抵
蹴い
で
ゐ
る
の
に
、
献
ひ
と
り
齢
配
す
る
税

さ
へ
伊
て
勲
な
レ
。
付
加
山
川
ら
は

、

h
f白
川
に
慌
の
説
そ
撚
り山
首
げ
、
械
を
ひツ
川
市

し
て
、

制
州
の
対
燃
、
山
郎

防
を
航
し
山
川
さ
う
と
し
た

ω

町
出努
臨
な〈
縦
か
してか
ら
、

下
山
川
杭
に

、

こ
の
一肌
が、
蹴
山
内のや
『

に
m
w
り
て
作
っ
た

M
R
M
川が
→υk
m
肱
ら
ず

判
明
町
に
船
り
て
し
ま
ふ
と

、
例
ま

で
、

ι慌
の
鴎酔
に
四
五

…刈抵
鱗い
て
ゐ
た、
町
制
限
僚と
、

縦
仙
の
俗世を
と

り
今
、
めに
か
k
っ
て
ゐ
た
鰍恥、
そ
れ
か
ら
税
快
勝
を
批献げ
に
臨
めてゐ
た

俳
測な
ど
が
・
一町…
に織を
船
内nは
せ
て
ほ配ゐ
の
と
こ
ろ
に
、
即
ひ
っ
け
ら
れ

あ
H
d

g

る
や
う

に
集
ま
っ
て
来
た
。

儲
併
の
織には
、

品
目
白
ひ
か
は
ぞ・た
や
う
に
、
給
対
の
臥
が
m
m
り
、

出
向止γ・枠く

織
さ
へ
な
か
っ
た
。
能
即
時
に
府
ふ
蹴る
償
問
ね
の
郎
官、
撚
い
隊阪
に
ぶ
ず
つ
か

る
双
の駅刈
しい
穏
に、
明
慌
の叫品
川
の
時
は
、

新J引
に鋭
っ
て
作
っ
た
ω

航
船
の
は
て
ま
で
、

恕
し
た
こ
の
初
日
九
ら
は
、
取
仙
の
伊

仙
悼の献
に
か
っ
た
“

却
炉ゆな
ど
は
、

初
日
川
の
郷
町取
に
搬
い
て
、
併を
腕
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。

も
う
舵
ってゐ
る
の
は
、
こ
の
撒
僻
紗
印
目

だ
け
で
、

鵬
の償
却
ら
は
、

常h
wま

い
て
飢
芯
し
す
ヲ
と

し
て
ゐ
る
。

だ
が
、

燃
い苅
時
に
、
核開
駅が
ひ
と
り
、
税制
和
な
m
w

で
、

酌叩め
容せ
る
慰

問
九
そ
…
臨
め
て
酔
っ
た
。

和wt宮
町rと
し
た
棋
の
応
が、
械
や
れ
山
の
獄ツ
即
時
に
悦
の
縦
れ
ず
の
や
か
ヲ

に
、

総れ
あ
っ
て
ゐ
た

・

MKし
紙、
帯
び
た
っ
た
料
川
ゆ

が
、
紗て
も
な
い
対
向
げの
山
内

総
にm
け
こ
ん
だ
鍛
は
、

問
販
と
し
た
斜
鋭
の
祉
に
、

間
企
の
蹴
州
叫
が

、

ざ
わ

危

め
き
立
っ
て
ゐ
る
匂

問
就
ヘ
鰍
る
部
開
航
が
一一
部
隊
に.
必
，
b
E附
かれ
な
が
ら

.

川
崎山
叫の
防官

に
惜し
い
、

鈴
智
郡
の
加
は
、
山川町
似
や
戦
隊
慌が、
か
け
鹿
取
ま
し
く
、
続
砕

を
し
て
ゐ
る
の
に
、

町
山
間
部
の
が
は

、

献
仙
五
一
僻
地
俄
部
W
Vが
、
も
う
純
密

ん
だ
の
で
ゆめ
ら
・1
U
附
仰
を
か
っ
た

制
執が
、
拠り
に
、
明郎の
紗
酢
につい

て
搬
しがっ
て
ゐ
る
。

『鰍
の
融
庁
ぢ
ゃ
。

船
山〈
伊て
ッ
。
臨も
そ
の
砂
を
蝶
〈
な
ツ
1
」

品
部
らし
レ
執が
、
十
五
六
店
の悦Umrを
つ
れ
、

出
関
聞
を
骨
へ
て
織り
こ
ん

ご
h
r
た
。
仰の
問甘い
の
は
、

m
mそ
し
て
ゐ
る
。

-m
陀
宇の
獣
蹴
が、彬
っ
て
ゐ
るにm
m
p
あ
る
ま
い。
殿
し
だ
て
す
る
と
、

混
脈航bE締
伽ナ
・
皇
、
ッ
」

川崎Mmの
鈍
つく
や
う
な
が
蝶
が
、

似
の
や
う
な
慌
を
総
らし
て
、
蜘
砂
っ
た
・

だ
が
、

同町慌
の
M
J
hは、
鶴
一
つ
艇
かさ
ず
、

山
間
慌
の
宇
磁
り
の

m
rを
山
町

山Vけ
、
ふ
り

ふ

即時か
ど
も
し
な
か
っ
た

ν

俄
必
ら
は、
舵却
の
?
ヲに、
明
慌
の

郡
山す
燃
や
し
だ
し
た
。

'
t

・
'

四
v

h
-
z
a
s

‘E

ぃ

。

m酬が
機
併
に
設
し
て
し
ま

ふ
と
、
今
ま
で
蛇
れ
狂
つ
一
ゐ
た
肱
も

何
時
や
ら

「
ど
け
ヅ
I
ど
か
ぬ
と
陵
町奴
ろ
す
ぞ
ツt
』



, 

• 
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し
か
し
、
蹴臥
一
つ世
え
ず
、
勝
つ
と
郎
く
み
や
し
て
艇
か
う
と
も
し
な
い

・

「
駅
路
を
般
か
に
こ
の
鰍
に
勲
せ

て
ゐ
る
情
νり
や
。
政
訟の
倣
併
で
と
り
総
べ

る
・

ど
け
と

品
配
っ
た
ら
ど
か
ぬ
か
ツ
」

こ
の
鵬
、
駅
開
慨
は
、
粧
ん
で
ゐ
た
艇
を
叫
ド
ド
て
、
跳
か
に
瓜

b
z限
い
だ

「
こ
の
砂
町
昨
を
、
献

m
w、
地
俄
前W山
町
さ
ま
と
跡
っ
て
駄
べ
る
の
か
、
そ
れ
鳩

町
附
ら
ず
に
蹴
均
し
た
の
か
、
対
世
隊
関
紙
仲

さ
ま
町
時
鍬
の
般
に
俄
川
町
な
さ
れ
て

か
ら
は
、

対
俄
さ
ま
が
、

対
僚
と
階
的
側
、
そ
の
対
悔
は
前
一
殺
を
ぽ
お
し
て
貯
て

ゐ
る
の
だ
。
を
の
ほ
部
品
川

の
砂
防ψ取
成
で
、
仙
川
波
す
る
と
は
な
に
慌
ぢ
や

。

知r
献
品
仰

Y
1
」

ん~
7
M
V

，
の
航
続
の
識
に
、
叫
判
官
の
仙
教
と
、
問
就
の
俗
教
と
が

、

脱
貯
の
こP

ー
が
唱悼
のA
ぜ
い
か

L
2
4
L

し
ん

-z

n
今
t
、

同
ヲ
4
Rh

ゐ
ぶ

で
勿
ひ
に
な
り
、
勝
以
許
刈
が
、
派
閥
の
使
隠
の
前
で
堂
々
日
本
の
威
武
を
示

名
い
位r
e
a

ゐ

-
-
e
4

隠
ん

-
b

ヲ
“
ひ
な
ろ

し
て
、
最
上
総
の
位
置
に
つ
い
た
こ
と
を
、
役
人
ら
は
知
っ
て
ゐ
た
匂
常
日
頃

は
、

船
引
と
し
て
ゐ
る
が

、

一
防
総
れ
ば
、
な
に
を
ゆ
即
か
す
か
鰍
ら
は
い

出

殺
の
仙
劫
に
、
償
問
川
ら
は
町
内
川

w
mれて
ゐ
た
の
だ
・

ゐ
磁
な
ど
こ
の
総
長
つ
て
は
ゐ
ぬ
三
た
っ
て

、

総
ぺ
る
と
い
ふ
な
ら

、

昨
日
仰
の
鋭
服
鰍
と
し
て
峨
問
が
が
た
ぬ
川
町
、
山
間
協
の
依
怖
で
般
的
そ
っ
け
ゃ
う

か
。
一
郎
の
慨
し
も
保
ず
、
都
府
総
に
蹴
々

し
、
被
比
九
の
艇
が
政
ま
る
と
邸
か
か
ッ
。
蹴

遺一一時E

• 

M 

出
側
め
ツ
」

m
wを
総
ら
し
て
川
町
ん
だ
の
は
.
脈
融
宇
蹴

m

t
L

ぜ
U
￡
い

4作
の
約
一
寸
、
消
凱
別
だ
っ
た
。

『
い
や・た
し
か
に
知
っ
た
併
ぢ
や
・

h
r
た

。
舟者
カ
ゐ
る
ツ
一

れ
川の按
い
焔
の
や
・
ヲ
な
却
し
い
m
俄
だ
っ

た
が
、

m
mの
や
う
に
は
叫
い
蹴
抵
の
和
搬
に
恥
即

さ
れ
て
、
た
ぢ
/
\
に
な
っ
て
ゐ
た
初

日
川
、

"
か

こ
れ
で
は
な
ら
ぬ
と
抑
し
泌
へ
し
た
の
勺
あ

3宅.. Ilil 

る

‘
、
、

、

『
そ
れ
な
ら1
l
こ
の
扮
附
を
舵
し
、
掛
し
航
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、肺・

, 

ノ

郎が
ゐ
な
い
備
は
ど
う
す
る
か
。
そ
れ
か
ら

訊
か
う
」

以内燃
は
、
手
3
4
Vひ
悌
って
山
町
た
・
も
の

L
、

h
nR

納
，
，
、

LF
h
M
h
u司
令
、

息
づ
ま
る
や
う
な
-h
F脊
が

、

身
酬
眠中
の
血
を
、

一
恥
ー
に
と
め
て
し
も
う
の
で
は
な
U
か
と
脱

っ
た
。
こ
の
階、

「獄
即
時
記
に
を
闘
い
で
ゐ
る
の
ぢ
や
」

払
剛山町
の
村
か
ら
憐
そ
か
け
た
の
は
、
砂
防

捻
棋
だ
っ
た
。

・
脱
の俄必
が、
献
村b
z棋
昨て
ゐ
る
の
で

す
」砂

肢
の
仲
間
に
さ
・

3
臨
へ
て
、
償
山
川
ら
そ

札
め
つ
け
何
ら
、
制
獄
は
、

『府
間
的府
内さ
ま
が
、

こ
‘‘
ぉ
ル川明
、
にな

.
、
‘
，I

代

亀
岡

m
b

る

-
U
T
4に
立
ち
去
れ
ッ
。
話
が
あ
る
な
ら
、

滋
叫
仰
の
依
肋で
川
町
か
う
。
川
町
か

ぬ
と
、
こ
っ

ち
に
惨』
が
あ
る
ぞと

'
h
C山
町
一
〈
ぞ
ろ
な
制
獄
の
協
同
貯
に
、
償
問
川

ぶ
つ
/
\
卦
ひ
何
ら
此
附
し
て
ね
リ
つ

ら

は
、

た
-舵

訴
と
、
v
h引
窓
い

消
策
は
、
識
刊
ぬ
っ
て
伊
く
初
日
川
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の
如
何
m
m
b
E
.

払Wツ
と
m
m
b
E
m

昨
ま
して
ル
附
い
て
ゐ
た
。
対
鉱
山ず
の
郎
日
開
は
、
体
ま

り
常
ね
た
か
、

献
血
恥
の
慨
に
腔
け
よ

っ
て
、

「獄
然、
秒
間
宮
、
こ
の
髄
り

νり
や
。郁
鍛
う
』

t
.

や
m
mの
酌
に
は
、
山恥
部
の
叩
慨
が
焼
い

て
ゐ
た
。

態
の
一
阪
急
胞
が
、
む
く

〈
ツ
と

雌
き
だ
し
た
と
き

、

楽
は
、

緋

か
に
そ
の
窃
蹴
を
と
っ
て
や
っ
た
・

ゐ
麓
さ
ま、さ
ぞ
御
一
駅
一
船

で
ご
ざ
り
ま
し
た
怖
を
う
も
う
。
ご
以
献
も
あ
り

"
が

-
R
a

ま
せ
ぬ
.
ご
ゆ
る
り
と
お
願
ひ
申
し
ま
す
」

そ
こ
へ
、
伊
を
も
っ

て
、
ひ
と
り
の慨
が
は
たっ
て
貯た
。
純一服
い
な
が
ら

かf
u
Fゐ
u
b
b

量
必
ず

A，
a
v・

b
-
ぽ
a
a
ι
n
u

帽

絢
&
-
a
u
e
z

，
、

大
徳
場
抵
の
斬
酬
が
問
に
浮
ん
で
、
舷
bE
洗
ふ
淡
の
告
が
、

続
し
く
聞
え
て
来

慌
の
蹴
は
、
防
え
を
伊
び
て
ゐ
た

・

.‘
」
胴a
h胴

位
ι
"
E

唱
し

『
い
や
・
・
・
・
済
策
ど
の
与
の
態
度を
、

弟
子
た
ち
に
見
せ
て
や
ち
た
か
っ
た
の

ぢ
や
・
号
館
b
z総
っ
て、
w
wは
晶w
yト
税h
L
r
い
て
ゐ
る
3
り
に、
概
継
を

制
し
て
も
山
町
一
科
に
蹴
る

w
m
u
u

を
し
た
W
Wの
慰
倖
に
撚
り
が
な
か
っ
た
こ
と

を
、

総
燃
ど
の
が
齢
船
し
て
彫
れ
た
や
号
な
鮮
が
し
て

m
mしか
っ
た
ω

勝
のm

m
ら
は
、
こ
h
ま
で
脇
町なこ
み
特
ら
、
前
一将
の
駅
附
鰐
ひ
と
り
に
即
都
民
を
齢
制

は

る
。「

総
枇
、
郵
駅
、
思
阪
、
能
械
な
ど
、
船
に
叫
す
ま
し
た
か
の
う
」

般
の
あ
る
都
民
の
蹴
だ
っ
た
。

『た
r
供
縦
に
お
た
れ
し
て

、

制
臨
ん
で
を
り
ま
す
。
な
に
か
、
ご
鵬

で
も
ご
ざ

れ
て
し
ま
ふ
た
の
ぢ
や
」

市
町
鰐
の
織
を、
総
し
い
院
が
さ
ツ
と
縮
れ
た
。

m
R献や
の
総
杭
と
、
対
仰
向
学
の
や
附
の
ふ
た
り
は
・
問
料
に
似
叫
加

を
ひ
ろ
め

が
ん
む
LN
R
9

1
L
N
h

引
か
主
町

d
J

る
に
は
、
ど
う
し
て4
拶
挺
を
貯
木
に
つ
れ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
患
い
決

し
ん
，
，

L
，

.
e

こ
う
と
お

e
c

也
事
訓

e
z

心
で
ふ
た
り
は
、
錫
州
の
稿
興
寺
安
勧
づ
れ
、
懇
願
し
た
の
だ
が
、
頑
と
し

て
、

き
L
Pれ
な
か
っ
た
。
ま
た
鴎
と
し
て
も

・

獣
餓
を
日
持
っ
た
ら
、
対
献
を
餅
は

区
‘
，
‘
，

A
包
し
ゐ
し

れ
た
世
の
中
に
な
る
こ
と
を

、
彼
自
身
あ
ま
り
に
も
よ
く

織
っ
て
ゐ
た
か
ら
だ
・

だ
が
総
統
と
や
隙
は
、
部
の
併
を
う
け
て
烈
て
ゐ
る
だ
け
に
、
そ
の
ま

L
持

管
ん
で
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
・

『
対
料
仙
川
、
も
し
部

J引
の
脇
ひ
を
m
wけ
い町
れ
な
か
っ
た
鵬
は
、
腕
に
配
し

て
判

制
す
る
だ
け
で
す
。

→
怖
を
橋
町
山
脈
ひ
た

い
」

賠
訴
は
、
秒
間
に
蜘
阿
部
以
正
し
て
、

一
勧
に
ひ
き
泌
っ
た
・
都
民
は
、
こ
の
和

鮮
に
は
や」艇
か
し
た
の
だ
っ
た
ω

伽
訟
を
紗てh
ま
で
、
か
町
奴
を
前
提
に
世
れ

て
伊
か
う
と
す
る
ふ
た
り
の
日
山
知
鮮
に
、
明
肢
は
間
持
品
防
総
を
獄
除
し

て
、
鵬

の
脱
出Wにm
m町b
Em即ひ
即
た
の
だ
が
、

こ
れ
は
附
さ
れ
ぞ
う
間
も
な
く
、
そ
の

り
ま

す
か
」

熊
棋は
、
す
A
み
肱
て
、
較
的
ル
の

箆
紗
そ伽っ
た
。
だ
が
、
ど
う
し
たの
か
、

航
慨
は
聡
智
れ
た
ま
ミ

『
い
A

や
・
・
・
・
」

と
、

際
へ
たm
w
o
m献
し
て
し
ま
っ
た
。
政
ね
て
、
緊
載

が
、
艇
を
概
念
供
一
む

や
う
に
、

磁
を
恕
め
、

"
RE
 

『
ご
附でも
ご
ざ
り
ま
し
た
ら
、
な
ん
な
り
と
御
中
つ
け
刊
さ
り
ま
せ
」
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恥
か
ら
仰
山
郎

h
rに
付
加
山
川
が
川
町
四
店
ゐ
め

V
Vに
な
っ
た
・

府
税
のw
mぽ
倣
間
協
だ
が
、
戦
陀
に
ま

沼
紛
川
内
の
川
町
が
氾
り
ば
し
、

m
w
m
の
一

跡
的
一
献
に
、
初
日
川
の
，
路
"
の
肝
が
つ
き
ま
と
っ
た
。

U
F
b
』b
b

a
-
-
n
t

'
a
Lω
E
3
S

け
ん

-
z・

さ
う
な
る
と
、
零
民
の
心
は、

い
よ
/
\
臼
本
に
・
き
か
け、
危
胎
聞
を
臼
し

て
ま
で
脂
肪
b
z
w
m

か
し、
約
かの
炉
事
五
十
川
ほ
ど
訟
ん
で
鉱
脈
航
に
鮒
小
町
ん

-
w
b，
‘
，
、

信

『
お
飾
阪
さ
ま
、
し
っ
か
り
して
下
さ
い
』

官
い
&
い
合
，
、

.
4

1
W

信
電

'
u
a
n
w

・'
e
r
a

-
，
v
a
T

紛
燃
は
、
陸
‘
、
苧
h
T鎧
っ
て
、
叫
ん
だ
ω

同
じ
使
命
で
、
殺
府
し
た
替
問
一
代
、

「
獄
部
ど
の

、

腕
の
併
きζだ
紗
た
し
ま
せ
ぬ
ぞ

u

m
wをた
し
か
に
、
や
一
ザ
ウ

な
さ
れ
γ
。
山
町
鰐
と
ふ
た
り
で
、
戦
総
ど
の
を
撚
彫
に
ご
村
山
町
特
し
、
松
山
へ
ご

l
a
71
，
、

，

報
告
を
済
ま
す
ま
で
は
、
め
っ
た
なζ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
山
ど

だ
が
、
総
恨
の
帥
れ

W
は
酢
ま
し
にw
m川相
して作っ
た
u

ぜ
い
・
2

8

A町
民
主

地

位
2
9

h噌
ヨ

「
務
媛
、
郡
白
兵
の
都
が
見
え
る
。
総
般
に
は
.
は
っ
き
り
と
凡
え
て
朱
た
」

e
h
z
&

し
レ
電
電

u'
・
え
い

2

・

跡
事を
い
ふ
師
匠
の
手
セ
・
務
阿
部
は
ぢ
ツ
と
伊
さ
た
か
っ
た
u

し
レ
電

4

し
ん

「
お
節
ほ
さ
ま
、

こ
h

ま
で
ご
苦
串
れ
を
な
さ
れ
て
・
・
・
・
」

ぜ
い
￡
い

-
-a
"

措

〈

・
・
忽

U

リ

巷
C

術
祭
の
ゆ
障
は
、

湘
に
公
っ
て
ゐ
た
"
怒
し
い
も
の
が
、
肢
の
低
か
ら
・
』
人
あ

-a
n

ど
・

h
a
属
加
し

げ
て
来
て
、
鴫
喉
が
‘
身
也
が
、
訂
に
な
っ
て
し
ま
ふ
ので
は
な
い
・ゆ
と
蹴
つ

だ
の
で
あ
る
・

そ
の
お
は
.
威
一
つ
な
い

m
w僻
磁
い
聡
紙
と
し
た
暇
だ
っ
た
。
凶
作

.

町
に
邸
が

いUっ
て
か

‘

仇
叫
を
山
也
く
や
う
な
も
官
邸
が
、
較
し
い
臨
を

rげ
て
、

総
の
い
ム
を
脈

伊
の
放
へ
和
ん
で
伊
〈
.

駅
飢
は、総
の
縦ι7・恕
鵬
に
脱
ら
せ
な
が
ら

、

ぢ
ツ
と
ル
即
断
の
加
を
踏
め
て

G

主
-
a
-
s
.

、
&
r

-z

ゐ
た
。
A
7符
か
ぎ
り
に
、

袴
ぴ
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
故
郷
の
窓
を
、
あ
か
ず

鵬
め
て
ゐam鰐
の
燃
を、郎防
い
織
が
鎚
し
〈
蹴
っ
て
ゐ
た
。

あ
の
お
か
ら
、
殿
山
内
総
蹴
を
つ
ピ
け
た
の
で
あ
ら
・

1

倣
伽
の
酌
に
W
つ
る

も
の
は
、
関
紙
な
い
対

紛
聞
と、m
m酌
な
附m酬
の
関
税
ば
か
り
で
あ
っ
た

・

篠
山
の
い
に
榔
い
て
ゐ
た
関
税
の
臨
も

、

削
除
肌
の
蛇
艇
も

、

と
も
す
れ
ば
紙

阪
な
脱
獄
に
ふ

w
m僻
さ
れ
艇
で
あ
っ
た
@

務
の
併
怖
は、
つ
ご
み
れ
、
鎌
れ
て
は
叫
ん

で
作
っ
た
・
燃
に
!
叫

に
獄
レ
て
ゐ
た
m
k
m
胤
り
間一
利へ
蹴-
o
m
r
M
m

よ
り
丸
山
町
況
の
悦
…
怖

の
や
う
に
、

融
恥
や
鶏JCの
た
め

に
、
野
ん
で
し
ま
ふ
の
で
は
な
い
か
と
邸
ふ
税
除
の
戒
が

、

訟
に
対
き
か
っ
た
。

獄
航
餅
仰
聞
の
鰍
献
が
ゆ
ん
で
、

一
」v
uv、
総
艇
が
む
隙
し
だ
し
た

・

た
。「

似
捻
、
な
に
を

m
wいて
ゐ
る
の
だ
・
静
脈

と
の
m
m
ん
で
刊
さ
れ
・
山
山
総
さ
ま

が
、
ζ
の
挺
凱
怖
を
お
溜
へ
に
貯
え
ら
れ
た

・

み
ん
な
:
:
み
ん
な
併
然
別

判
定
伊
く
総
棋
を
悦
ん
で
百
さ
れ

t
」

船
出せ
諜
ろ
へ
た
総
慨

は
、
山
町
を
品
川

、寺
、
〈
腕
っ
て

、

悦
ま
で
に
な
い
鰍
燃
と
し

た
臓
で
品
川
同
ひ
倣
っ
た
院
は
・
も
う
ゆ
の
航
除
な
と
っ

て
ゐ
た
・

m
w対
な
総
艇
が
、
山
川
が
即
む
っ
た
や
う
に
、
い
つ
ま
で
も
伽
附
の
ゆ

を
郎
き、

す
が
ひ
の
や
う
に
、
保
時
の
め
停
を
智
義
し
た
。

し
協aを
動
按
で
、
船
一
府
に
も
伊
叫
ん
で
か
ら
僻
村
総
仰
で
統
制
作
叫
ん

r拡
を
し
た
・

悦
か
ら磁
し
ん
で
ゐ
る
の
は
、
総
獄
や
や
附
ば
か

り
で
は
な
〈
、
対郎
町
駅
陀
ま
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で
、
税い
総
邸
にm
Tは
れ
て
伊
〈
総
統
の

同
町
ね
た
い
つ
ま
で
も
く
議
コ
て
ゐ

すζ

一一

思
ヲ
念
哀
が
来
た
。

さ

ん
ざ
加
え
邸
っ
た
対
蹴
が

、
説店
航

。
向
島

!

t
s

の
ト
u
に
、

総
き
つ
い
た
や
う
に
m
mり
逗
へ

り
、
日ん
川
.
を
山
内
和
町
ぽ
慌
に

、
た
F
き
小
町
ん

だ
。務

総
史
家
艇
も
が
、
設
を

ま
っ
た
く
対
ひ
、
間
と

蹴
に
訟
併
を
椴
し

m
m，

昼
、
“
，
、
.

て
、
互
の
泌
t
v、
も

が
き
苦
し
ん
だ
・

-
司
す
が

ωp
b
b
ゐ
・
ゐ

だ
が
、

総
石
は
、
犠
民
だ
っ
た
。
十
人

の
燃
附
と
、
泌
総
僻
と
、
航

馳
ぽ仙W
L跡
ま

し
て
、
郎
官
な
れ
加

の
ぬLZ、
鰍
m
rとた

〈
抗
日
川
し
た
句

問
就
に
散
る
和
m
m
b
z
m

っ
た
献航
た
ち

に
ρ
ど
ヲ

u
υ
e
ろ

す
こ

か
M

の
怒
皮
は
、
常
日
頃
と
少
し
の
鋪Zh
v
も
な

〈
収
ろ
貯
を
献
に
し
て
砂
加
な
識
だ
っ

た
.

総
杭
の
舟ぬ献
か
ら
、
仇
町
札

7・川
町AJて
ゐ
た
郵

船
が
、この
酌
、
かや
た
ち
の献で
、
思
船
山
を

よ呼
び
、

「
跡
殿
、
齢
よ
〈
や
っ
て
ゐ
る
か
の
う
』

M
W
〈
や
う
に
骨
っ
た
静
時
を
、
跡
邸
山
は

μり
つ

匁
M
e

峰
崎ヒ

と
銚
め
て
ゐ
た
が
、
強
き
か
へ
さ
れ
た
や
う
に
、

し
い

雷
除

「
お
節
匠
さ
ま
、・
・
・
・
お股
が
・
・
・
・
」

静
穏
の
訟
に
、
山

品川
は
開
館
の
駅
院
に
除
け

つ
け
て
作
っ
た
。

「
お
飾
的
5
ま
、
お
m
wがL
Vえま
せ
ぬ
か
と

挺
燃
と
即した
m
m慌の
附酔
に
、
山川μ引は
斡

山
制
し
て
慌
加

w
bか
っ
た@

『w
rは
、
郎
娘
役
M
mふた
l
l
』

「
お
静
一
蹴
さ
ま

1
1
鉱
山
で
す
。

.

思
阪
がhrえ

1111 風E よ滋『ま
なのった カS 滋Z せ
限めた た h が法まぬ
毛r め 。みね カ品か
大5 にだか J!・ で ツ
ft F同E が，.t えご 』
〈 限E 、 てにぎ
慨の舵、ない
いIjij~ぃ弟マ りま
てを rm~ 子、ま す
、 失3T泌4 たせ@
つまちねお
たさはか 飾L
飾L れ埼~~ッ庇を
lだt て ~~'-さ
はゐに ま
、た つ 、

谷令 制包め 4i.t 
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h
n・
‘
"

し

お
号
世
間だけ
は
、

ょ
う
拘
る
・
仙
術
品
川
に
か
ま
は
ず
式

bE
つ
ど
け
て
央
れ
ω

そ
ち

滋
の
認
はhxえぬ
が
、

は
だ
け
は
、
例
ま
で
よ
り
も
、
も
っ
と
鰍
鮒
と
軌
跡
臥
の

と
、
Z
9

・2
9

g

心
開
岐
に
映
っ
て
来
た
」

僻
仙
川
駅
院
の
酌
を
保
っ

て
、
た
ん
の
別
総
に
縦
る
和
械
が
あ
る
の
だ
"
が
や

た
丸
は
刊
…
附
し
た
ま

h
蹴
も
あ
げ
体
な
か
っ
た

@
m
m
の
m
m税
除
は、
九w
b
k

っ
た
ー
ー
か
や
た
ち
は
、
磁
を

限
り
に
叫
んで、
な
に
赦か
に
こ
の
紗
臓
を
誠

へ
た
か
っ
た
・
恭
し
蹴
の
泣
た
ち
が
知
っ
た
ら

、

い
や
・

仲
のm
hの
瓜て
の
必

が
。
都
院
の
こ
-
m
慌
を
知
っ
た
ら
、

ど
ん
な
に
総
し
む
こ
と
だ
ら
う
。

た
い
z

a
z
h
pゐ

内
い
定
ん

す
-
h

h
n

し
か
し
、
大
徳
思
院
は
、平
然
と
し
て
、
少
し
も
と

り
蹴
し
て
は
ゐ
な
か
っ

-・・回・-

蒸
れ
腕
鰐
ん
ハ

m
h一
郎一
一十
一
時
、

都
政一
併
を勲
せた
制
時
間
航
が
、
脱
税
縦

に
か
い
たo
m除
、瞥
紗
川
崎
m
m総
動川町
砂
が
、

対
一
際
蹴のご
w
m仰
を借
っ

た
級
制
げ
た
っ
た
。

一
併
の郎
総が
、
儲
かっ
た
だ
け
、

一
蹴
の縦
び
も
対
き
か
っ
た
・
針
く
の

脱
蹴
勅
に
織
か
れ

な
が
ら
.
か
れ
時
の
町
駅'L、
販
路一
知
山
が
怒
川
ね
り
除
い
た
の

守
刷hv

吃
a
q

は
、
関
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
。

府
のM.

叫
の
船
艇もし
な
か
っ
た
瀧
按
務
貯
に

勝
え
る
川
町
叫
が
、
燃の
や
・ヲ

?
ゆ

臥v
z

・
叫
も

a
m
e
〈

a
b

L帽
しA
-
E

軍

事

A

に
辿
な
り
、

隣
の
光
b
E朝
ん
だ
官
事
が
、
新
調
刑の
や
う
た
品
刊
を
淑
は
せ
、
ゐ
な

が
ら
の
m
m鍛械
が
だ
っ
た
。

十
般利
山Vで
依
って
h
rた
献
艇
は
、
対
婚
に
お
ヲ
ら
そ
っ

け
、
器
戦
の
つ
ピ

&F
K
3

L

B

・
E
-

T
今
て

く
限
り
走
り
つ
ピ
け
て
見
た
か
っ
た
。
力
一
ば
い
減
手
を
袋
に
あ
げ.
あ
ら
ん

限
り
の
艇
を
酔
り
あ
げ
て
、
川
町
け
ん
で
貯
た
か
っ
た
。

『
おL
、
崎町
駅
だ
・
が
山
内
だ
ツ
』

総
艇
の
い
W一慨
は
、
阪
び
に
淑
貯
っ
た
。

銀
側
践
の
抑
制
ゐ
る

u
mくの
u
r
w
、
鰐
傑
は
、
ま
，
つ
鰍
慌
加
山
献
に
戦
争
を
鯨
麗

し
た
。
撚
防
対一併
が
、
鍛
串
Y対
跡
の
叡
も
ゆ
る
や
か
に

、

脇
山
間
賠
対
宇
に

、

E
A
，
，
、
何

，
、

仰
荷
し
く
治
り
こ
ま
れ
た
・

m
J引
た
る
税
燃
は

、

僻
む
院
も
な
く
、

撃
の
議
酪
ら
か
に
艇
を
恥
慨

。
、

山
川
リ
引
を
泌
艇
の
物
取
に
鳴
い

て
作
っ
た・

「
鵬〈で
な
い
。
瞭
概どの
そ
知
っ
た
統
制
跡
ど
の

を
主
力
滋は
税へ
て
貯
るが

L
L

」
枕
仰向
と
し
て
川
町
を

m
wっ
た
郵
蹴
の
献
に
、
山
品
川
は
鴻
を
の
ん
で
恥
を
儲
け
た
・

「
学総
の
取
松
に
伐
を
膨げす
る
は
、

和
町
一
蹴
の
貯
ら
ぬ
馳
僚
に
なる
。
部川
の
凱

に
は
、
併
含
滅
す
る
や
う
な
軌
散
会
、
ね
か
ら
恕
と
降
り
か

L
っ
て
彩
る
概
念

船
酔
のm
mでは
な
か
った
か
・
知
け
る
や
う
た
低
燃
は
い

L
仲
…
鰍
vり
や
。
部
く

おを
つ
ど
け
な
さ
れ
」

駅
間
の
臆
に
、
思
較
を
は
じ
め
、
炉
や
た
ち
は
、
そ
れ
ん
\
の

m
m
m
r

に
つ
い

て
、

m
紡
の
識
が
つ
ピ
け
ら
れ
た
。

対
船m
mの
蹴
に
縦品約
さ
れ
る
鰍
か

ら
、

僻
れ
聞
を
と
な
え
る
・
貯
や
た
ち
の
臨

は
、
即
時
〈
除
を
ひ
い

た
総
説に
州
市えて
作
っ
た
・
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鰍
話時
一
献
の
郡山縦
は
、
脱
税
の
W
に
舵
き
・

常
治
拡
都
貯

の
沖
鋭
部
取
は

、

h
x

あ
ぐ

る
対
劇
胤
倣
砂
併

の
跡
ゅの
溜
り
に
川駅
し
て

.

航
紙
を
阪航させ
た
@

統
叫
に
は
・
即
断
m
m鰐
船
邸
、
制
船
蹴
仰
の鉱脈が
、

邸内を
山
内ん
で
がゆよ

〈
ひ
ら
め
き
、
間
じ
飢
に
貯
め
ら
れた、
対
b
E能
っ
た
お
ふ
軒
の
翻
脱税
対
は
、

e
・
。
‘

そ
で
，
、
，
H
a
'
e
ぷ

・
-m"
君
忽
庇

仇

次
の
納
bE
燦
M
mに
贈
ら
せ
な
が
ら
、

式
場
へ
と

、
号
制
刷こ
ん
だ
。

Z
S

司
令
陪

今
づ

叫
ん
館
山
似前
の
舵
坊
は
、ほと
ん

ど
貯
厄で
処
め
ら
れ
た
句
柄肱
の
一
一一釘
二
十

周
の
七
郡
山
の都
か、
村
山山府
側
の
が却に
山wy
pっ
て
ゐ
た
・

蹴
砂
に
お
け
ら
れ

た
、
山w燃
の
対骨聴
の
凶附
に
は
、.
勉
館
総
仰向
と
し
た
聞

協が
、

鉛
し
く附き
、
w
mm燃や
山
川
町
肌
燃
や
俳
似
蹴
な
ど
の
桝
術
燃は
、
し
ば

し
仲
きも
m
w
ら
な
か
っ
た
。

献
の
?
ヲ
に
仲
るWW
は
、
制
附
に
鰍
桜
と
し

て
、

み
ち
殿
り
、
瞥
即
日

ax

w
，
ふ
え
た
い

-
-
h

，
e
-
仰

い
ん
凶
・9
β
M
f
h
L

，

a
・
翁

主

捕
で
僚

や
太
明
か
、
附
州
場な
拙H
坤叩
な洗
し
て
、
併
殺
の
心
て
ま

っ
た
く
幣

し
た
・
そ
し
て
、
一
時
が
、

E
M六
時
の
対
配
制
m
m
艇

の
献
に
、
ひ
ざ
ま
づ
い

て
、

低
印
に
鰍
く
蹴
紙
同腕
の
鰍
慌の
お
川
町
に
駆
り
、
制一般
m
w械を
闘った
階
、

統
艇
の
臓
は
、

一ぱ
い
に
な
っ
て
、

航
雌の
即
時が、般を
倣
って
織
れ
酔
ち
た
。

ι・
ひ

&
凶
り

ドレ
』
‘，

「
こ
の
ご
鰍
蜘
を
、
た
H
A
-
-
:一
目、
お
飾
回さ
ま
に
お
限
に
か
け
た
か
っ
た

-
・
」

「獄紙
、W
Wは
、
か
う
し
て
お
械
に臨む
こ
と
は
、
併を
ゆ
ら
れ
る
よ
り
も

部
し
いの
だ
。
総統に
、
こ
の
舵
除
を
貯
せ

て
か
ら
ゆ
な
し
た
か

っ
た
』

ふ
た
り
低三
口
して
、

間
流
を
践
し
、
殺そ齢
して
、

W品
叫
をwm献

し
た
の
に
、
村訟
で静
ん
で
品川っ
た
奴
掛
か

を
川
町
ふ
と
、
作
附k~
r…伊し
く
っ
て

は
し
て
し
ま
っ
た
。

五
似
の
錦
、
川
お
ホ
錦
、
税

部
燃
、
邸
府
、

が
に
、
鳴
か
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。

艇
に敏
郎一
併が、
出
向一
利
件
郁
の
五
協

の
郷
の
献
に
が
っ
た
階
、
鰍
や
は

、

，
‘"判
-s
'

悦
惚
と
し
て
ゐ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

mm
の船
艇
にω慨し
て
h
p・bhm
般に
と
っ
て
、

作
併
の
貯
ま
れ
た
慨
に
、
こ

ん
な
総
勢な錦
が
あ
っ
た
の
に
、
制
践
の
や
う
に
酌そ
船
酔っ
た
。

-
M

m
・-

u
vゐ
，
w

・
9

々
ん
し
AY

そ
れ
か
ら

、
税
衆を
押
わ
け
/
\

騨
伝
一
行
が
、
ね
り
こ
ん
だ
。
群
衆
の
波

の
う
ね
り
伊
く
や
う
に
、
戦
蹴

の
町
きると
こ
ろ
に、
術
館?
蹴
へ
て
、
総
艇

ル
智
ま
ら
な
か
っ
た
ω

献m
wる
伽
仰
や
の
ひ
ど
き
が
、

同
時く山
仰をひ
い
た
、
脇
町
か
ら
山
市
・

え
る
と
、

叡

院が
、
掛
艇
し
た
付
貯
に
は

じ
ま
っ
て
鰍附
し
た
ω

1
・n
"
T，

R
&
n
a
e
-

主

A
u
e

こ

の
式
幼
で
山
猿
よ
り
も
喜
ば
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
の
世
の
掛
引な日
を
ひ

と
り
で
怖
かつ
C
ゐ
る
縛
の
戦成
が、
開山肌の
慨
を
山知
っ
てゐる
こ
と
に
、
mw

υ
b
a
h
、
ぃ

a
b
a
-

aヨ
品位
、M
R

づ
い
た
人
h
は
、
息
づ
ま
る

や
う
な
惚
ひ
に

.

m
護
れ
て
し
ま
っ
た
@

実
事
で
L
W
'

X
】
，pa叩

が
ゐ
包
b

h
ゐ

『
乙
の
椛
般
な
式
同
信
を
、
移
民
さ

ま
が
、
ご
覧
に
な
れた
ら
・
・
・
・
・
・
:
:
一」

々
ん
し
今
勾
え

ヨ

酷
叶品
取
は
、つ
い
に
鳴
闘
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

Z
9

・
'
'
《
e
e

m
-

宅
向ぜ
ん

・

』E

L
-
-e
r

。

.

，
z
e

r
z

υ
9
・
ι
町、

計
苅
な
袋
以
の
ゆ
に
、
搬
然と
し
た
大
此合
同m仰
の
令
也
、
鋭
く

人
々
の
限

や
一Wて
、
ひ
と
り
と
し
て
倣ぎ
ル
る
都
さ
へ
な
か
っ
た
@

ψ
い
え
い

r、
z

k
a
，

e
'尚
一

続
祭
は
、

釘
づ
げ
に
さ

れ
た
地
域の
や
う
に
、

動
か
な
か
っ
た

・

2
a
は
り
U

と
れ
は

フ
T
乎
a
MH
h
と
砲
す
る

小
花
の
前
倒
を
伐
す
も
の

で
あ
る
。

期
を
ね

て
後
制
を

品H
Haし
行
%
を
一
波
さ

せ
た

い
と
思
っ
て
ゐ

"
et

-
-
s

作
者

一
つ
と
し
て
総
や
の
必
を
廠
鍛
桝
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ロ

ー

駄
歌
壇

D

E
I
E
E
E
E
E
I
E
E
-
-

O

山
形
森
谷
義
品
川
郎

件
。
獄
。
仲
蹴
鵠
け
し
交
さ
し
く
も

ち
&
ぜ
ヘ
置

w

千
年
を
組
た
る
み
併
に
し
て

務
蹴
に
お
は
し
ま
す
か
な

わ
が
掛
川
む

務
Vの
み
仰の
邸
側
恕
恐
怖

O

大
限
小
山
文
ニ

慨
と
な
く
叫
さ
び
し
く
な
り
ぬ
れ
ば

訴
し
も
こ
そ
す
れ
わ
が
臨
む
縦

h
wち
つ
づ
く
撚
邸
の
獄
あ
ぢ
き
な
し

わ
れ
に
殿へよ
む
ら
さ
き
の
仰
向

O

飯
路
内
海
一
晶
画

伽
か
じ
と
て
m
mふ
る
澱
こ
ぼ
れ
け
り

伽
のW
む
綴
を
献
に
競
れ
ば

慨
に
向
山
て
伽
の
お
ん
械
鑑
ふ
れ
ば
わ

れ
附
り
え
ず
や
訴
な
る
か
な

O

滋
賀
綴
ぬ
武
子

総
W
て
の
叫
に
あ
ら
ね
ど
都
の
炉
の

子
じ
は
な
る
る
は
訴
し
か
り
け
り

如
何
し
き
も
の
に
僻
れ
て
も
手
の
筋
し

ノi、ζ 閉ま経宮 山E 母? が
雰2 の月宮 さよえ み
ち O つの O へを O ね
るつ E蝦限"恩ZJ:
イ散じの にへ つ
世長燃令部b 絹綿ば大す
:=野え tr.ι t:b び懲5阪る
阪支てて きし の
家2 悶咲2 り依 て ふ i中み
ごゆくか、 藤 る
と中Z ご、 製E 古1;
に成ば、海の

:(E!主河機E除智222i
の岩ri の

今引こみ よ号 苦t 貸せか 栓主
は生い{弗5 にしめか を
可侵く の O 出いみつる O隔2
f両m る光1:でをっこ で
もEfI"の ・自主総覧際主と て
忠t斐ひな俗きにに何E 絡は
は知L か尚 E間穏実涙S か孟認定
ずりに 見私らなら る
明書をつ ー るんがら脊す
連事A めつ 1勾 制収るん野べ
にしま もるとな
傍宮かれ 111 な 自2 智し
お なて人 く ら惑
ろ 11ド昆?を

ロ 。

血
ハ
謝
野
晶
子
選

O

新
泌

総
本
須
賀
子

。
&

巴
-
h
h

"
の
て
一

は
ら
か
ら
が
一
つ
心
に
叫
刷
れ
る
を
天

も
き
き
ま
せ
W
む
献
の
た
め

O

滋
賀
本
間
秀
道

駅
慌
の
抑
制
に
配
ち
て
枇
む
な
る
郎
部

の
・
総
は
る
か
な
り
け
り

O

稲
弁
飯
塚
八
代
比

織
的
内
に
齢
あ
げ
都
中
公
献
の
臨
す
が

し
け
れ
や
い
縦
へ
ど
も

O

山
口
竹
版
刷
切
窓

船
酔
か
〈
蹴
あ
り
砂
降

ν心
却
問
明
れ
て

議
露

#
u
w
r
の
畿

O

上
限
抱
池

内
」
き
大
人
と
と
も
に
な
さ
れ
し
銭
円
出

の
慌
の
貯
を
僻
む
前
総
静
か
な

O

滋
賀
佐
々
木
白

鷺

はて7kt 練習綾主 ご
ぬ生t也の山芝 と
わす O稚、の O 抱E
れる 見ε石ピく
こ見c にの精z
のの 香 :(Ë譲き静め
多右手て 111 8k干ざ悶燃・
を (1 .. ~ぜは ゆ

かJ' ひ織すし若f る
みび江る上3 問溢ろ
てに り
こ荒ゐ.!J! ゆ知
も;tt.絞〈人
.tL (i.術]釘

A
-の
ζ
-
n

る
か
ど
が

e
紅
や
ま

物
乎
ひ
の
件
む
門
に
品
目
立
て
て
山
の

鵠W
の
税
の
持
伊
く

O

政
均
川
岡
信
倣

廊
ひ
て
はhv一
慨
に
榔
し
ふ
る
さ
と
の

み
が
引
の
械
の
“
総
需
の
栂

O

小
倉
袋
悶
桜
光

地
鰐
の
減
税
め
き
併
に
川
町
め
ば
伊
つ

袋
、
納
柚

え
し
ご
と
く
符
に
川
で
行
く

O

山祈
手
藤
阪
貞
二
郎

繁
い
ま
だ
町
耐
え
ず
獄
苧
の
続
け
れ
ど

郡
山W
Wむ
七
十
ら
は
や
脚
で
て
桁
む

O

成
島
上
限
抱
地

織
闘
の
静
れ
に
も
訴
を
弥
け
と

一昨
・ψ

僚
は
伊
艇
に
澱
か
く
し

て

O

山
口
径
附
俊
一

得
し
く
も
針
を
骨
は
ざ
り
概
航
は
滋

き
加
に
て
幣
き
酌
で
に
け
り

O

東
京

=
一
野
輸
骨
骨
雲

勲
椛
よ
み
う
れ
し
瀦
に
酌
鰐
中
〈
一

一

の
澱
も
て
酔
を
ぱ
椴
め
ん

O

北
海
滋
花
剖
順
役

さ
め
ゐ
仰
向
な
ほ
殺
は
し
き
械
な
が
ら

館
宇
ゆ
か
し
く
開
け
る
栂
臨
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ハ申争支
U

L
.
，

m

，

L
a
-
a
&』
胴
'
t
M

品
有
利
如
、
於
欽
窓
一五

u
F
F
c
-
'
a
'

ゐ
.
、
‘

何
1
何
故
ぶ
岱
一
切

L
ds
S
L

よ

c
h
u
a
a
a
v
g
t

-
v

総
偽
防
総
念
総
1
A
U

,
ag

ava‘,ee 

利
発
、
出
椙
止
刑
馨
努
子

園
電
句
a
a
ι
側
、

&
u
a

ぷ
副
司

令
川
女
人
、
開
発
符
品
W

L
s
e
，
L
帽
。
，r
-
e，
.
v
a
，
‘
.
aヨ

所
設
名
及
鐙
名

L
a，
ぜ

ι
・
6
e
h
e
a
L
U

A

者
、

-R克
総義
則
刀
子
嘗

抗
日
ん
い
叩
山
山
崎
ト
札
制

品
開]
仲
庁
所
哩
膚
念
]
皆

&
《

b

aに

τ

a
a
n

，
、

符
不
沿
線
、
制
於
阿
柑
神

山
F
山

郡
山
)山
仲間←詑
山
ハ
'

R記
帳
凧
令
制
判

A
w
-汝
ゆ

か
刷
ag
a
'
'

L
u
-
m

-
-
y
a

，

L明
照
明
品
刊

誌
刷、
及

怖同
仰時
間
設
ハ
念品
開
利

制
慢
の一一
回附)

山津
謙~
e
z
:・.

悼
同
品
開
幅
削
齢
名

H

阿
鋪

r
s
-a

e

 

陀
品
聞
の
名

.

。
‘

ak
令

阿
相
押多
国輯H
無
上
、

「
此
の
上
も
な
い
」

と
云
ふ
と
と
。

・
・ゐ
‘
，.
，
、
s
hゆ
必
智
弘F
L
.
，
‘π
，

一
一
一
一
喝
均
一
噌
従

J
m沖

E
a晶q
Aは
蕊
編

、加
剤
、ω
ち
民
正
に

‘ .•• “. 
し
て
循
〈
一
一
切
の

輿
測
を
知
る
智
恵

正i

信;

仰:

ば

で‘

し
、

ー

悌
設
阿
禰
陀
経
講
義
(
英六
)
1I 

. 

• 

• 

中

村

燐

康

. 

r-、

一

炉
内，
‘
.
u
v
L

.
，

E
'
h

ゐ

一
切
か
ら
承
認
さ
れ
て
照
る

四

t
h
-
b

幸
い

A，‘

b

か
ん

天
地
一
切
か
ら
包
ま
紅
て
府
る
感
じ
。

俄
やる
赦
を
村
付
に
し
て
が

ハ
駐に
夜
船
釘
舵
の
筑
ひ
が
総

出
向
さ
れ
、
一
切
釈
僻
の
似
と
り
ど
り
の
川
被
川
町
な
滋
嚇

が
、
散
骨
に
も
散府
にも
ω対日川
を
航め
た
れ
て
麟
す
と

と
な
く、
ス
ツ
カ
リw
rさm
wっ
て
貯れ
て
仲
る
と
官
ふ
般
じ
。

と
ん
た
殿
じ
は
ゆ
だ
幻
慨
す
る
赦
の
越
路
だ
け
な
の
だ
ら
う
か
。

ル
の
仲
排
除
棋
が
は
幻
…
慨
す
る
剖
仰
を

一
山
政
撚
備
が
佐
一
叙

し
て
勝
る
と
皆
っ
て
酔
る
。

按
叙
の
と
と
を
「
蹴
部
」
と
叩
航
し
て
仲
る
仲
織

も
あ
る
が
、

帯
絞
の
付
紙
は
「
似
ぷ
も
な
い
芯
し
い

鍛
りの
や
一
配
」

L
ん
て
ん

い
し
か
骨
み

念
、
，

ζ
時
事

・

ふ
た
い

τ
ん
置

か
ら
退
く
と
と
な
く
、
ま
す
ま
す
甑
肢
が
あ
る
ば
か
り

で
る
る
と

一試
ふ
の
で
あ
る@
加
之
、

此
「
得
不
港
特
菩
提
」

且
い
&
ん

e
・

b
ぃ
，

、
記
け
っ
て

悼

惨
事
z

b
-
。
雪

ι

，
、
.
‘
，

u
v

と
、
も
一
つ
は
私
建
の
永
謹
の
弘
命
に
関
す
る
決
定
と
し
て
の
「
伊
土
往
生
」
が
獅
ら
れ
る
と
と
を
繰
返
へ
し
て
ま

b
 

っ
て
閉
店
る
の
で
あ
る
ω
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の
こ
と
。
柑
間
取
に

a
-

・

・
バ
へ
ば「
日
比
し
い

瓜Muv
」
の
・
』
と。

門
和
隠
v

h
-司
・
-
F町

A引
利A
w
ta

御
前
は

M門
う
思
・
が
か
。
な
ぜ
、

此
の
緩
を
「
一
切
噌

琳
所
護
念
綬
」
と
名

付
る
か
。
そ
れ
は
次

の
如
き
埋
陶
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
A有
利

ゅ
よ
。

米
し
義
男
子

弟
女
人
が
酔
仰
の
陣
同
品
仰

の
民
館
し
て
m附
る
阿

国
調陀
仰
の
名
を
附
へ

e
 

る
こ
と
、
及
び
w刊
の

官
ゆ
を
詑
い
た
此
のMm

典
を
聞
い
て
、
そ
の

通
"
に
貧
行
す
る
な

ら
ば
、

此
人
遣
は
晶n

な
悉
〈
現
名
作

h
M
W
て

一
切
捻
品
切
に
護
念
せ

ら
れ
、
『
此
上
も
な
〈

sp,
L
'e 

正
し
い
鐙
』
か
ら
抗
措

〈
と
と
が
な
い
で
あ

ら
う
。
だ
か
ら
A
W剥

、
宮

内
-
n
a
，

曲
押
ょ
。
御
前
抽
出
は
仰

な
ぷ
の
宵
.
余
及
び
総

品
開の
捻
含
を
H
M
R
A
し

一

込
山
事zb
a
v
皐
令

叫
令

-h
A
7
e
a官
が
う

L

や
し

‘，‘
〈
τ
舎
‘

.

h
'
e
ん

「
浄
土
花
伶
」
の
カ
は
「
執
持
名
城
」
者
の
主
目
的
で
あ
る
カ
ら

、
常
然
な
と
と

と
も

云
は
れ
る
で
あ
ら
う
が
、

z

，
、.
a
Fa吋

&
e
.

ふ
‘
'
トC
ん
ほ
把
い

い

之
主
い
ゐ

・

h
F
E
L
H
W

•• 
症
も
糠
返
し
て
「
m
w不
匙
刊
湾
総
」
と一宮
ふ
事
を
云
っ
て
恥
る
の
は

、

一
慣
例
・
フ
し
た
到
山
な
の
だ
ら
う
か
。

一般
に
備
制で「
雌
伽
」
を
「
山
川
和
紙
」
の
似
ね
と
し
て

Tひ
な
ら
さ
れ
て
同町
る
。
し
て
知
る
と

・

似
「
m
w
p
鉱
山
肌

記
官
と
は
制
服
「
緩
」
会
っ
て
?
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
怒
」
と
「
様
」
と
は
お
除
と
そ
郷
へ
、
m
m

t
u
t
-

酔
と
み

h

内
容
と
し
て
は
均
し
い
も
の
で
あ
る
と
見
て
居
る
の
で
あ
る
。

そ
O

b
事
。
雪
ふ
た
い

て
ん
ぽ

担
い
企
う
せ
ん
付
つ
宅
事
骨
ん

h

叫
ん
ぷつ
悼
会
つ
う
ね
ん
も
訴

し
か
も
共
「
往舟
」
よ
り
も
「
不
・4港
特
菩
提
」
の
方
を
先
決
傑
件
と
し
て
開
店
るのだ
か
ら
、

一
般
悌
敬
の
遁
念
と
這

っ
て、

一
郎
「U
V抵
」
と
「
似
性
」
と

を
階
射に
し
た
が
ら
、
践
に一仰
を
猷
め
て
b
r
m
泌
を
芯
航
せ
ざ
る
純
を
制
時
の

か
撚
軌
と
し
て
「
俄

政
」
を
蹴併に
酌
い
て勝る
のを叫
測
る
の
で
あ
る

。

直
ふ
阻
ん
陸軍
c
b

z
o

但
ん

A
Y曹

ま
た
制
民
衆tuん
は此
一
闘を
次
の
や
う
に
云
っ
て
居
ら
れ
る
。

『幻
似
す
る
川
仰

は
総
併
に酔
幻
せ
ら
れ
る
か
ら

、

倣
m
m
が
鈴
川
町
判
断
に
な

り
射能す
る
の
で
、
h
r
慨
を
仰
る
と

と
が
川
町

ん
てe
Z

退

こ
と
ね
ん
い

uv
q
ぜ
ん
てe

ほ
ア
い
う

た

み
た
い
う
い

!

然
的
で
あ
る
。
即
ち
此
の
「
嘩
念
」
と
・
五
ふ
と
と
と
必
然
的
に
「
甚
秘

」
k
fe机
刊
ろ
お
め
の
一

.

不
地
」
を
仰
る
と
一区
ふ

げ
ん
f

い
切
々

ι
a

把
い
止

S
Z

ぞ

れ
る
レ
常
み
ら
い
・

4
1

二
つ
が
現
あ
の
利
盆
で
、

菩
提
を
仰
る
と

と
と
汗
ふ
し
に
「
花
保
」
す
る
と
と
と
の

.

一つ
は
よ
小
来
の
利
益
で

特を
に

と
と
と
、

あ
る
。
』

&
く

じ

と
し
て
「
得
」
の
字
は

・ι
L
b
-ぞ
う
ヲ

る
。
ま
た
恋
心
伶
都
は、

よ
v
a
つ

童
‘

.

.

.
 
，
抱
い
て
ん

-
h

・

『
一
に
は
現
+
棋
に
諸
俳

vh
謹
ら
れ、
こ
に
は
現
在
に
不
治
時
乞
得
、

一ニ
に
は
荊
来
に
大菩
提
を
特
ペ
し
。
』

と
官
っ
て
「h
v誠
」
と
「
川
山
崎
」
と
を
同
じ
か
山
内
陀
一
野
て
仲
ら
れ
る
。
お
や
の
靴
般
か
ら
ゆ
る
と

、

按
仰
い
と
m
r成
紙
と

は
m
mの
ぷ
に
仰
け
る
叫
川
口
品
川
川
に
腕
僻
し
て

h
vる
仰
釘
で
あ
り
、
「
似
時
」
と
川
m
h
r
抵
腕
ち
「
戯
似
」
と
は
腕
艇
に
仰
け

る
抑
釘
の
制
服
勝
然
と

hrて
酔
ら
れ
る
と
と
が
枇
る
。

ふ
た
い
て
ん
ろ

「不
遜
轄
を
縛
る
」

「
詐
抵
を
ぬ
?
と
と
と
の

こ
つ
に
酔けて
勝
る
と貯
て
m
v
ら
れ

と
と

L
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ハ痔
a
U
7
2
ゐ

合
側
川
仰
い
慌
均
以
い

氾
挽
凋一
一山
，
喰
細
い

食
品
目
郎
、
品
帆
ル
埠
阿
婦

"、
，
・
・

F
，

f
b
'

幽‘
，

..
 

,
h 

陀
品
即
凶
閑
様
、
発
詩
人

‘尽
，
か

い
&
‘
.

，
e

い
之
&

間Vい
叫
山
山
市
い
市
川
品
川
崎
い

が
、
山
門
相
抑

M
V叫
和信溜
=一

帯
保
、
於
彼
凶
関土
1

.尾
4，，
、

納
L
a

，
.
‘

.
vg

，
，
，M
L・
，

m刷
己
ル
比1拙
刷A，
位
、

z
a
v‘
会
a
'
L
a
va'
e

C
L

・
-

比
刷
常
生1比
沌
放A明
利

t
'

正

'
tN
S
L

e
'
Z
A

掛
仰
、
棉
附
義
則
的
子
議
女

医
ん

健
a
-
e
'
・
h
v

a明

a
a
，

人
、
務
有
信
者
、
出E

aR・
、
a
，
h

h
t
M」
-
a
，

a
v
c
，
、
z

筑
波
願
、生
彼
闘
士
。

ハ念
品
開
刺
径
の=
一衛
)

ハ字
号

己
資
制
、
今後
顕
、
筑

後
阪
日

泌
去
に
綴
ひ

を
起
し
、
現
在
駁
ひ

を
起
し
、
朱
骨
揮に
廠

ひ
を
却
す
。

己
品
川
、A，
化
、
依
然H

,. 巳
に
線
組
問
に
悠
じ

た
で
あ
ら

う
し
、

現
在
悠
私
る
で
あ

ら
う

し
、
米
世帯
に

於
て
必
ず
る
で
あ

ら
う

。

乙
内
R
-
z

t
'
・

E

置
い
事
・
い
骨
う
晶

e

a
t

い

h

E
耳
し
士
、
.. 

め
お

し
か
も
此
経
で
「
叫
菩
粧
」b
L先
に
ま
っ
て
「
佐
佐
」
を
後
に
まっ
て
帰
る
の
は
、
あ
ま
り
常
強
的
た
方
へ
で
は
あ

与
電
ぷ
』
っ
こ
臨

ん
乙
包
ゐ

Ay
h

み
お

う
む
哲
也

-
Z
E

い
は

L
よ
ザ
穆
し

-T
孟
川
』

る
が
、
成
悌
は
側
人
個
人
の
上
に
見
た
も
の
で
あ
り
、

往
生
は
「
・
樗
土
」
と
云
ふ
揚
所
邸
ち
批
令
生
活
K
就
て
去
っ
て

ユ
包
ん
て
幸
司・
2司
仲
A

f
p

は
包
乞

・a
'
E

に
ふ
・言
、

也
師事

時
る
も
の
で
あ
る
か
ら
側
人
的
保
件
が
具
備
し
て
始
め
て
「
汗
上」
入
凶
を
併
さ
れ
る
と
去
ふ
側
係
か
ら
で
あ
ら
う
。

と
ん
な

一郎
k
bて
都
市
る
と
、
制
似
の

「
砂川
ご
とr
ふ
と
と
が
桜
町
一
叫
に
は
泌
必
の

m
M
m
の
m
m
r
wて献
だ
な

や
く

わ
・

b

b
か

・

役
割
を
し
て
昂
る
も
の
で
あ
る
と
と
が
よく
判
る
の
で
あ
る
。

〈
を
と
'
・

z
p

い

う
で

@
甘
ん

&
'

a
z
，Z
E

震
い
う
忌
げ
ゐ

卸
ち
-
aげ土
を
位
相
付
す
る

に
は

「苔
担
」
を
狩
る

と
と
が
後
件
と
さ
れ
て
居り
、

そ
の
完
全
た
菩
提
を削
げる
錦
に
は
現

い

ゆ
い
τ
ん
う

や
4
B
〈

ー

を

ふ
た
ト
て
ん
う
し
よ
ぷ

つ

ど

担
ん

，v
av
A
'

北
に
「
不
治
柑
」
を
ね
ると
と
が
約
ポ
さ

れ
、
共
の
不
滋
仙
刊を
州
げる
に
は
浦
悌
の

「
謎
怠
」
が
震
要で
あ
り
、

し
か
も

ふ
n
b

ま
っ
と
ね
ゐ
今
ち

保
育
u
v
a
，

L

hv

会
“

あ
た
い
し
ゼ
い

い

共
諸
怖
の
誕
念
は
「
執
持
名
蹴
」
品引
に
は
必Aγ
奥
へ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
と

一広
ふ
次
第
を
一去
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

-
a

ん

せ

じ
ゅ

b

い

舎
主
ほ

ど

わ
を
主
主

主

E

誠
に

一
部
か
ら
謎
舟
め
さ
れ
譲
受
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
京
持
程
、
私
濯
の
ゃ
う
と
観
れ
勝
な
人
聞
を
し
て
心
か
ら
安

今
世

ぢ
ろ
・
品
う

会事
も
au
L

た
ん

か
'
"
。.
54、
.
3

ど
〈

世
ん

ら
か
に
し
て
呉
れ
る
も
の
は
な
い
。
と

れ
ば
柑
め
て
漉
安
た
Mm持
で
あ
る
。
然
か
も
そ
れ
がm
K

感
情
的
な
獅
断
で
た

血菅
ん
れ
い
で
島
ヨ
レ
ル

止
と

え
ぬ

に
心

h

AU
A

‘
9

・
・
4
7よ
か

f

く
、

先
例
的
に
も
然
る
べき
都
が
終
判附
さ
れて
肘
る
も

の
で
あ
る
か
ら

会
く
以
て
訳
強
。
の
限
り

で
あ
る
。

t
g

z
a
F

吃

5
2

5

b

E

B
b

-
害

、q
g
p

割引
徳
併
び
行
は
れ
る
「
雨
足
命
」
た
る「川
柳」
を
念
じ
て
、

共
無
量
誌
と
無
量4
A
と

b
E独
得
せ
ん
と
す
る

「
念
弧
陀

出
」と
そ
は
、
肌
即
忠
一
砂
川

一村
のM
m
M
m

跡的
杭
の鰐バ
ペ・た
る
訟
がの
山川
滋が、
M
m
m
の
市
川
紙
な
酌
献
を
m
mびh
wくし
て
掲

'
s

a
ん
む禍
‘

e
u

h
担
ん
い

K
3

・
・
昨
勺
ろ
ん

か

む
勺
オ
ゐ

え
い

L


思
想
の
岡
熟
し
て
来
た
舵年
に
到
り
、

越
に
此
の
結
論
と
し
て
H
A
つ
・
悦
践
せ
ざ
る
を
仰
なか
っ
た
も

の
で
、
一誌
は
ば
宗

凶HA
Y

鵬
認
‘
.U

白
、

敬
の
柑
致
とも
宏
ふ
べ
き
も

の
で
あ
る
。

ぷ
AJ叶
う
お

い
み
も
も

k

，
みつ

も

と
と
主

主
9

も
と

H
d
h
u
ぷ
一

ね
ゐ
t
a
y
-


働
敢
に
約
て
「治
を
求
め
る
」
と
と
は

、

仰
を
求
め
る
本
で
あ
り

、
俳
を
求
め
る
と
と
は
、

常
に
僻
を
念
頭
κ
置
く

担
ん
と
う

お
ひ

企

合
O
E

U
官
舎
LFミ
宮

E
・'
s

z
-
n

い

つ
品
管

d

g

と

と
で
あ
り
、

倒
b
主
的
に
念
頭
に
置
く
人
は、

共
日
常
ι
活
の
動
作
の
よ
に
於
て
砕
め
に
怖
と
隊
れ
友
い
と
と
で
あ
る
。

射
鮮
に
燃
て
は
似
を
蹴
熊
続
縦
し
、
叫
に

ωいて
は
似
の
作
を
山
げ
ぴ
、
叫
に
対
て
は

M
mを
幻
峨
す
る
と
と
は
、

慨
を
将
め

ゆ
く
必
の
川
町

一燃
叫
た
併
船
山
山
川
別
で
あ
る
。
撚
械
に
配
で
付
紛
を

Vい
し
く
祈
る
け
川
も
、
制
敢
に
似
て
ほ
を
臨
め
て
伊
く

M
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• 
円
融
制
限u

A作
剃
掛
川
よ
。

識
で
も

阿
編
陀
品
開
の
移
土
へ

役
生
一
し
よ
う
と
云
ふ

願
ひ
を
溢
去
に
起
し

或
は
m
叫
怠
起
し
又
は

ぬ
マa，

札淀
れ
か
ら
後
に
起
し

て
阿
漏
陀
品
開
の
名
を

t
a'e 

品
机
持
す
る
な
ら
ば
、

特
な
、
此
上
も
な
い

'

e
，

a信
仰

民
し
い
副
党か
ら
、
川
必

,‘A 幽
押
す
る
こ
と
な
〈
、

持
阿
鍋
陀
品
開
の
閥
へ

務
し
〈
は
滋
去
に
於

て
生
れ
、
者
し
〈
は

刷
偶
瀧
生
れ
、
悲
し
〈

は
米
来
に
於て
徐
れ

る
で
あ
ら
う
。

だ
か

ら
、
品
有
利AWょ
。

そ

し
て
一
切
の
婆
き
人

人
ょ
。

湾
の
官
業
、

及
び
餓
働
の
燈
曾
を

伐
ず
る
な
ら
ば
、
必

非
、
彼
の
凶
附
へ
小
.
れ

ん
と
の
願
ひ
を
u
bナ

ペ
き
で
あ
る
。

減
努
H

m即
と
は
!Jl 

本
に
な
し
た
る
ル

滋
徳
的
な
行
銭。

-
伺
め
臨
み
。
，
。

w

b

担
j
Mぷ
ワ
恥
“

，

h

屯

押
し
つ
め
て
軒
々
へ
れ
ば
4
3な
山
出
い
殺
味
の
念
怖
心
の
よ
か
・
り
鵠

が
く
a
'
b

・
&
V

宮
d

E
い
主
う
し

酔
e

も

.
m
m
k
依
て
仰
の
内
容
を
知
ら
う
と
す
る
人
も
、

す

「
判
部
総
」
に
得
た
ら
た
い
。

さ
う
し
て
貯
れ
ば
般
の
一
慌
の
斌
併
よ
り
も

一
税
的
燃
し
て
同
町
る
も
の
は
、

し
‘
，
事
与
宵
U
D偽
陪
ふ
い
ま

で

め
て
括
ら
れ
る
「
執
持
釘
蹴
法
」
で
あ
る

べ
き
と
と
は
云
ふ
迄
も
た
い
と
と
で
あ
る
。

か
h
る
鰍
批
開
問
問
な
、
そ
し
て
仰
ん
な
け
川
に
も
郎
併
さ
れ

M
い
「
叙
似
」
と
そ
は
、
慨
に
似
似
舵
蹴
泌
町
付

の
uh
M

m談
、

祭
秒
、

応
対
縦
、
祭
似
の
も
の
で
あ
る
と

、

隊
砂
防
間
が
す
み
る
の
も
「
燃
職
」
と
う

な
づ
け
る

悦
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
射
に一
切
か
ら
政
載
さ

れ
、

一
切
か
ら
磁
叙
さ
れ
て
酔
る
と

と
は
む
し
ろ
獄仰
向
般
を
る
聴
俄然

e
jに
ん
で
雪

な
と
と
で
あ
る
o
A
認
の
山
梨
る
と
と
で
あ
る
。

ん
咽iA
g
pい
L

ζ

ね
ん
ぷ
A
V

，
、
お

・

ゃ
，、

b
h

か
く
て
支
部
の
腎
都
火
削は
此
の
念
帥
陀
附
す
る
利
食
を一丸
つ
に
分
け
て
肘
られ
る
@

一、

総
舵
制
民
蹴
ハ
慨
悌
や
鍛
が
川
町
め
ら
れ
る
〉
/

2

Z
A

一J
Wて
ん
事
さ
い
宜
も
'

/
岬
L
5

・

7
、

二
、

髄
念

-m
上
位
肌
ハ
天
地
一
切
か
ら
諮
ら
れ
る
〉I
↓
現
作
の
利
益

三
・

M
M
M
伽
桝成
機
(
併
が
よ
く
わ
か
る
〉
\

問
、
総
持
制
成
山
野
一
慈
の
緊
張
煎
さ
礼
る

v
/
を
と
;

=
5
3

2
E
z
t
u

宮
ほ
言
、

時
前
来
の
利
盆

五
、
密
生
品
情
上
絵
〈
伊土へ
の
佐
々
が
保
越
され
る
V
\

討
を
仲
一
紘
一
約
二
へ
ば

、

約
付
は
「
俄
崎
」
と
み
紫
ご
と
「
航
続
綴
一
と
に
悦

り
、
協対
は
「
似
ρ・
紙
一
肌」

と
「臥
松
総
蹴
」
と
に
悦
り
、
ル
ぽ
仰
い
と
総
府
と
は
「

一
切
能
…
慨
砂
幻
」
に

、

以
慨
は
「mm
r航
」
の
掛
川
獣
医
悦
る
。

と
れ
やは
倒
れも
礎
的
叫
に
討
て
俄
散
し
か
し
く
は

m
p
cれ
る
と
と
で
あ
る
が、
以
能
践
し
山
制
約
さ
れ
る
と
と
が

、

域
臨
時
た
俄
m
mの
感
じ
と
し
て
は
、
戸
川
船
一
就
か
ら

m
bま
れ
て
ス
ツ
カ
リ
蛾
め
恥
ら
れ
つ

h
妙
技
し
間
引
っ
て

、

ル
の
時

叫
町
山
勘
訴
を
獄
似
し
よ
う
と
す
る
と
と
で
あ
る
。
れ
叫
飢
な
る
も
の
は
愉
に
も
か
獄
さ
れ
鍛
附
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
対

, 

μ山
仲恥
貯般
に
悦
て
抗
的
慌
が
叡
ゲ
に

献

. 

• 
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減
は
と
れ
が
組
問
ま

る
と
と

。

匝
欄
ル品目舗
と
は
お
さ

め
取
る
ζ

と
、
生

と
は
税
抽
出
の
々
.
A
W

俊
生
n

m
.と
は
品
仲
鐙

す
る
こ
と
、
伎
と

は
穆
土
へ
必
れ
る

p
』
込
』。

世
情
上
線
H

A恥
も
陣
取
い

.. ，肉
」
J

ハ申
窓
争
女
U
I
'

.

L
 .
.
 館
g

"眠h
‘
￡
‘
副
捌炉

c
，
‘
司
.L
』
'
'
‘ 

A令宵刷
剥判曲
弗
押
、
如
役
人
，
溝
、

L

・5

，
N

a
-
-9
8
b
L

g

総
噌
副
総
品
開
不
可
思
輔
'

e

y
z

ω
L
A
S

・3
a
，

功
徳
、
彼
協
働。
~

f
m船
出
町引
制
中
叩
昨
劃m

，‘

LS-‘

k
a

櫨z

z
a
e
L

幼
徳
、
河
作
発
言
個
持

&
，
hu

，
‘
S
A
-

-可
ゐ

ε
A

迦
本
U
出
備
、
能
将
帥
訟

e

w

a
，

L

隠

接
相
凶
川
り
~
川

h
uw

染
銀
側
土
、
況
濁
怒

也

5
2

‘

?
2

《

世
-
却
濁
)
H
A湖
、

a
，
.，
s

a
‘

し
凶
町U
'

e
k
，
、

M
m側
同
濁
、
串
ホ
ル

品
濁
、

‘
，a
v
'
b
k‘
晶、
，

e
a
.
。
，
、

命
濁
市
市
、
得
阿
帽
押

-
s

，
，
，
、
信
電
い

多
回
開
三
夜
=
一
審
録
、

ゐ

S
E

L
e
--
a
Fa矛

陸
軍9
ぜ

羽
叫m撚
μいゐ明
日
光
一

糊
明
則
篇
村
山
立
川
怖
い

舎
利
姉
、
相
川
知
総
於・

e
a
・
‘・

e

u
y'
a，
f
t
eゐ

五
濁
慈
世
、
行
此
雛

• 

に
、

対
般
に
淑
る
と
と
な
き
ぬ
能
の
溜
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
戸川
貯に
舵
く
部
。
と
の
対
と
そ
は
仲
排
除
併
の
僻
幻
加

で
あ
り
、

は
獄
り
幻
山
附
す
る
棋
の
み
の
侃
ひ
ゆ
る
秘
低
俗
説
へ
の
却
で
あ
る
。

一
切
結
…
怖
の
脇
町
幻
対
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

(
一五
)
人

の
村
で
の人と
畿
ま
れ
て

砲
が

お
ζ

え

も

0
4
P
S
ふ
，、

h
ι

止
に
と

E
可

正
し
い
蹴
ひ
を
起
し
得
る
者
は
幸
福
で
あ
る
。
願
ひ
なく
し
て
は
何事
も
成
就
は
し
な
い。

t
ゐ
げ
ん

向
-
e

‘
z

h
r

事
‘
た
‘
，

b
-
h
'
・t
e

む

Z
2
3
b
a

型

J

・
2

ほ
う

然
か
も
人
聞
の
望
み
の
最
も
正
し
く

HM
も
向
い
も
の
は人
斡
的
な無
量
得
と
無
批
光
と
へ
の
願
望
で
あ
る
。

h
e
c

h
も

よ

ほ
E

か
ろ
い
ん
ね
4

4・a司
附
品
川
レ
う
町
う

で
A
W守
勾
把
う
し
ん

物
質
徴
の
中
に
入
り
泣
っ
て
肘
る
私
法
と
し
て
は

、

齢
制
慌の
掛
川
鍬
な
く
し
て
は、
か
L

w
'
Q
{い
川
淑
れ
仏
法
徴
的
求
越
心

-
H
-
-

b
崎
町

の
起
り
ゃ
う
開
聞
が
な
い
。

一
鉱
山
叫
に
は
「
効
制
熱
射
」
と
邸
ぎ
蹴
っ
て
仲
て
も

、

対
総
開
問的制
限wbを
付
伐
と
して仲
る
郊
で
い
引
似
の
獄
の
純

-
叩

.

す
・
院
比
草

a，
会
在
住
い
・

3

，
、

き
も
の
た
、
夢
の
中
に
追
っ
て
わ
く
や
う
な
も
の
に
溢
き
な
い
。
例
へ
ば
病
気が
掠
る
と
去
っ
た
と
て
、

日
胤
を
病
ん
で

旦
恐

含

む
ろ

ん
げ
ん
舎

で

は
く

昨
A
ve
'

〈
史F
華

山
川
る
倣
限
切
ぬ
磁
似
が
略
く
な
る
か
ら
、
織

っ
た
や
う
な
剰
が
す
る
ま
で
で
あ
る
。無
論
元
気
が
削
れ
ば
拘
胤
球
の
活
力

は
い
-z
s

じ
ま
す

ん
包
甘
ん
b
aJ

い

ュ
t

・
e

う
け
也

F
m

・
み
伶

h
h

が
峰
ん
に
な
り
、
錨
劇が
混
食
さ
れ
て
漸
時
健
脚
に
な
る
と云ふ
棋
は
わ
伺
り
仰
る
併
で
、

か
‘
、
る
意
味
で
な
ら、
制
も

み

は
以

?
2

事

V
2

2
1
2

伐
t
u

z
t
t

京
敬
の
紳
秘
を
桜
り
砲
さ
な
く
と
も

郡
拾
し
」
払
hu
前
た
とと
で
も

あ
る
。
然
か
も
廿
円
以
縦
は
一
時
的
な
も
の
で
、
永
遁

の
M
b併
には
怖
の
瞬
間
恥

も
あ
り
は
し
な
い
。

か
む
い

こ
と

た
ず

E

・
若
島
い
昨

つ
〈
わ

4
4
J
K

ト
‘

，
争
・L
M

な
に

ま

た
針
がも
う
か
る
と
云
ふ
市ゆ
が、
正
し

い
努
力
に
制
劃
す
る
結
m
m
な
ら
別
に
大

し

た
問
臨
で
は
な
い
け
れ
ども
、

何

完
I

L
ん
ヒ
ん

を

い
け

つ
守
主
句
い

aw
G‘
‘

.
T
ee
い
ひ

内
情
電
品
川0・
Z
L

も
せ
ゃ
に
幡
だ
信
心
だ
け
し
て
泌
れ
ば
と一苫
ふ
な
ら
、
結
川

一期
怠
た
叙
持
を
桂
成
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
副
都
立
亡
凶
思

し
う
け
う

S
A酔
，
、
店
長

4
き
管
長
，

、
に

推
ろ

，、
b
い
ん

想
に
外
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
恭
敬
は
盛
ん
に
な
れ
ば
な
る
だ
け
、
閣
の
活
力
を
失
ひ
凶
を
亡
ぼ
す
職
凶
と
も
な
ら
う
。

そ
ん
な
も
の
が
m
mす
る
と
と
は
百

一段
あ
っ
て
も
一
仲
は
な
い

も
の
で
あ
る
。
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叫
明
、
似
ω円m
m
v
w
一
一一

明
日
←
字
紙
い
ぽ
ヤ
明

世
間
1
役
此
鶴
間
川
川
之

u口
、
，
，
e

ゐ

包
。

法
、
是
伐
採
縁
、

ハ
岨
押
迦唱
凶
品
開
瓦
m
v

門
学
u
mv
sa

希
企
明日
食
ぃ
。

裟
並
置
闘
士HW
加
世
間
す

ペ
き
秋
田
仲
と
・4ふ

』F』
畠
』
。

幼
H

時
代
。

見
H

都
見
、
我
H
品
、

な
ど
C

M
M術
H

食
欲
、
関
滋
、

m
m舗
な
ど
。

衆
生
H

入
荷
。

命
H

ル
川
訴。

網
開H

.

弘
削
別
な
ら
ざ
る

p』
L
e
-。

縁
什
刷
之
法
H

念
品
聞の

』F』
・c
c

ハ
狗
慢
〉

A百
利
み
よ。
副
舶
が
今
、

ム
ハ
方
の
踏峰
聞が
何
煽

陀
品
開の
不
思
議
功
徳

を
際
め
て
そ
れ
を
信

ず
る
こ
と
を

動
め
た

止
と
る
の
そ
の
鈴仰

の
功
徳
を
緩
め
盆
ペ

た
が
、
持
品
開
も
亦
た

S
W
E

-
-酔
て
ご

竃
世

う
・

区

'

で
，

.

a
-
S

膏
向

車
々
へるま
で
も
な
く
掛
引
で
相
手
を
胡
臓
か
し
た
り
、

暴
利
を
む
さ
ぼ
っ
た
り
す
る
や
う
な
動
利
的
な
策
特
を
故
め

、
，
車
か
で

e

E
柑
事
H
v
t
J
F
t・

A
f

レ
雪
川
崎
い
陸
ん

h
'
L

う
昨
a
y
t・

b
雪
印
・4

て
、

正
し
く
明
る
く
出
来
る
文
相
手
方
の
刺
盆
に
な
る
や
う
に
商
貸
す
る
の
が、
本
常
の
祭
敬
的
な
商
業
で
あ
る
。
酪

官
い

L
ん
よ
曇
も
う

L

ん

た
i
b
b
u
b

つ
も
ん
だ
い

t
・

吋加
は
は
信mmを
中
心
と
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
と
と
は
雑
で
も
知
っ
て
居
る
け
れ
ど
も

、

本
質
問
州
路
と
し
て
は
州
々
さ
う
ば

時

'
'
a，
し
ん
て
・
事
事

t
ζ

ま
拾
が
宮
司
む
い
い
ん

L

ふ

h
v
A
a
v

か
り
も
行
か
や
、

良
心
的
に
は

一
寸
悶
り
か
「ら
、

鶴
来
の
囚
刊
に
引
き
づ
ら
れ
て
、
明
る
い
商
官
が
向
殺
な
い
の
を
、

し
ん
か
う
よ
か
ん
ぜ
ん
こ

れ

き
祉

企
e

そ

ζ

草
'
d
r
5たん
J

、
事
情
い
く
た
包
司
れ
い

釘
仰
に
依
て
敢
然
と
し
て
之
を
行
ふ
時
、
共
凪
に
れ
謎
僻
K
と
聞
け
行
く
も

の
の
あ
る
と
と
は
、
幾
多
の
資
例
の
あ
る

を
時
え
い
&
ん

悼
ん
ゐ
い

W
A
d
e
a
J

ぜ
ん

L

ん
か
卦
主

9
8

い

も

O

・e
・
た

v

と
と
で
、

共
・
滅
症
の繁
祭
は
決
し

て
偶
然
で
は
な
い
。
信
仰
に
依
て
一
切
の
者
が
明
る
く
正
し

く
な
っ
た
ら
、
何
ん
な

ず
主
冷
か

，
司
宮
6

t
v

に
住
み
よ
い
世
の
中
に
な
る
で
あ
ら
う
か
、
想
像
す
る
迄
の
と
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

桃
山
川
を
飛
め
ば

ζ
ち
ら

は
う
続

け
た
か
ぬ
事
宜
ふ

L

f
z

‘

，

aヨ

ペ

ー

ぃ

・去
と

a'
t，
a可証

の
方
は
改
め
な
く
と
も
、
紳
掠
の
不
思
議
力
で
儲
け
さ
せ
て
央
れ
ろ
な
ど
と
云
ふ
の
は
、
会
く
飛
ん
で
も
な
い

抑
制
怖
が

あ
っ
た
も
の
で
、

知
伊K
Mし
い
似
備
が

4

般
の
山
山
花
山
町
鰍
さ
れ
や

、

政
除
問
山
川
隅
の
み
が
桁
の
村
乞
や
が
も
の
艇
に

の
さ
ば
る
か
、
総

κ
即
時
一
航
に
や

へ
な
い
も
の
が
あ
る
。

さ
れ
ば
と
そ
、
似
一附
砂
附
織
で
は
破
能

低
減
を
「
冗
鉱
必
似」
と
?
ってh
vる。
Tn・
一郎
邸
内
と
は
、

が
ふ
む
よ
く
包
世

u
b

る
そ
，
色
い
て
宮
、

一
、
幼
濁
ハ
時
代
の
恐
いと
と

を
締
惚
的
に
去
っ
た
も
の
〉

一
一、
以版
以
れr械
のh
r対
が
附滋
っ
て
仲
る
と
と
)

一ニ
・
蹴m
m蹴J
野
放
が
附
滋
っ
て
停
る
か
ら
、

日
川か
ら
抑
止
す
併
ゅ
は
伊
な
昨
部
っ
た
府
側
か
ら
府
ば
れ
る
と
と
〉

・-

u
寄
り
2

，
、
昨
ゐu
a

，
、
軍
ん
な
令
包
且
く

h
b

区
A
W
ん

b
"
b

問
、
家
々
濁
ハ
見
湖
、
煩
悩
濁
の
錫
に
人
間
が
悪
く
な
っ
て
居
る
と
と
〉

検
雪
u
a

，
、
に
ん
W
ゐ

h
z

h

し

色
が
宮
島
内
令
い
ペ9

・'
aラ
丘
μ
，
、e

主

税
が

b

Tn.

、
命
濁
〈人
間
が
溶
く
な
っ
て
肘
る
か
ら
随
て
共
生
活
も
制
慌
的
に
間
遺
っ
て
帰
る
と
と〉

z
-

u

詑
い
て
占
ナ
ペ

n
v
t

e
ぃ
，29，

a
r
e
-
'
a

『
ひ
と
令
い
ぺ

h
g

即
ち
時
代
的
に
い
け
な
い
の
は

凡
て
の
人

の
生
活
が
正
し
く
な
い
か
ら
で
あ
り
、
凡
て
の
人
の
弘
前
が
正
し
く
な
い
の

は
悦
なの
炉
艇
が
い
け
な
い
か
ら
で
あ
り

、

仲
ん
な
のそし
つ
の
い
け
な
い
の
は
お
併
ゆ
が
断
能
慨
に
作
き
づ
ら
れ
て

モ

A
F-
-
O

包
怒
っ
昨
ル
み
主

z
c

共
の
44
錦
の
い
け
な
い
の
は
事
貨
に
$
す
る
見
方4
タ
正
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
と
云
ふ
の

い
け
た
い

か
ら
で
あ
り
、
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官執
の
功
徳
を

汲
め
て

・

4
ふ
?
?
に
は
、「
締

迦
牟
口
出
品四
は
、
よ
〈

も

こ
の
宇

・
つ
な
品
開
め

て
凶問
燥
な
〔餓
そ
の

も

の
は
凶
器
帰で
は
な

い
け
れ
ど
も
人
々
を

し
て
正
し

い
幻
仰
を

帆
押
せ
し
め
る
と云
ふ

事
は
闘
鯵
な
の
で
)

そ
し
て

V
Vな
社
務

を

な
し
た
も
の
で
あ

る
。

と

式
ふ
の
は
此

の
裳
袋
と

一お
ふ
秋
耕

は
五
つ
の
濁
り
に
充

ち
て

肘
り
、

向

次
小

心
の
利
欲
に
は
れ
戸
、

飛
び
つ

い
て

来
て

も

、
正
し
い
噌F
を

好

ま
ず
、

正
し

い
んh
析

を
な
し
ね
な
い
人
々

の
集
令
し
て
対
る
時

代
的
濁
流
の
山中
に
於

て
、

此
上
も
な
い
E

aT
&
 

し
い
提
り

を
符
て
、

終
ぬ
幽闘
の
よ
か
ら
大

勢
の
人
々
の
銭
め
に

此
の
一
切
の
性
問
人

ゐ
肉

'

の
信
仰
し
鋭
い
御
法

ユ
じ
よ
，
、

.
。，、
e

・、

が
、
批
の
「
五
濁
忠
快」
と

去
ふ
と
と
で
あ
る
。

九

郎っ

て
山
山
L叡
M
Wに
肘
て
はM
m肌h
w

.

を
滅ぶ
せ
し
め
る
や
う
な
税
似
bLか
け
た
イ
ン
チ
キ
た
儲m
mに
は
伸び
っ
く

と

担
陸

む

z完

か
い
す
事

A
'a守
防
守

包
4
4
Fく
つ

担

ぷ
つ

ね
ん

に
之
ら
い
じ
'A苛
台
、
A
F
-
-
ち
か
』

人
は
動
か
ら
う
と

も
、
向

分
を
改
治
し
て
抗
慌
た
人
相
と
な
る

べ
く
、

常
に
怖
を
念
じ
て
、

如
来
慈
光
照
艇
の
下
に
、

政し
く
蹴
る
く
知
的
に
銀
出向
し供
部し
よ
う
と
し
て
、

日し
い
剣山側を
砂
鰍
し
て勝
る
山
川
の
wmい
の
は
的問ろ
m
wmか
も

し知
れ
な
い
。

対
い
鴻vk
緩
い
俄
で
あ
る
。
ね
く

舵
か
く
伽
た
い弐耐
の
慌を
し
て
、

間
的
背
狩
く
航
し
て
そ
れ
で
めん
で
佐知

陪
ゐ
・5
ろ

し
-
F軍

ひ
k
.

，

S

L

T
d
H

こ
，
、
か

Z
温
、
，
e

へ
ば
本
ωーだ
と
、

デ
カ
タ
ン

セ
必
の
人
ば
か
り
硫
ゑ
た
ら
、
嚇
ぞ
駐
命
日
が
よ
くた
り
凶
家
が
興
院
す
る
と

と

で
あ
ら

う
。
か
う
か
Aっ
ち
ア
カ
タ
ン
の
僻
ん
で

も
な
い
川町艇
が、
た
と
へ
和
wh
v純
明に
も
し
ろ
、
搬
出
帆
総
く
誠

U

の
縄
の
特
に
縦

ゐ

'
ν弓
H
，

M
合
写

U
9

た
s
z

k
z

ん
で
帰
る
か
ら、
イ
ン
チ
キ
宗
教
も
繁
昌
す
る
の
で
あ
る
@

貨
に
情
け
な
く
な
っ
て
し
も
ふ
。
と
ん
な
事
で
何
・
っ
た
る

と
と
か
。
邸
へ
ば
搬
縦
の
航
山
町も
時
に
耽
脈
た
る
も

の
が
あ
る
。

し
か

し
ん
が
今
怜
つ

易
&
あ
ぷ

u，
帥
う

在
か

e
vh
e

z
・
e

今
ヂ

H
v
j

然
し
イ

ン
チ
キ
な
い
仰
は
決
し
て
外
に
ば
か
り
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

仰
救
の
・中
に
だ
っ
て
随
分
れ
る
。

品川
主
さ

れ

ご

き

た
う
ぶ
つ
け
弓

み

Z
B
B
品
か
ろ
い

つ

も
F

い

b

h
E

LU
Z
し
ん

た
御
耐
総
帥
敬
な
ど
持
ん
な
川
知
明
で
し
か
た
い
。

イ
ヤ
イ

ヤ

一
ば
し
Tr.

し
い
や
う
な
と
と
を

ぶ
つ
て
恥
る

私
自
身

品
い
L
ん
亡
命
A
'ワ
モ
た

ぶ
ん

‘

h

は
ん
e

の
中
に
さ
へ
忠
ひ
も
よ
ら
ぬ
議
伝
的
要
素
を
多
分
に
持
っ
て鼎
る
と

と
安
民
各
し
な
け
れ
ばな
ら
ね

ω

撲
が
同
を
舵
ば
く
し
て
「
彰
で
あ
る
」蛇
伶で
あ
る片
様
で
ある
」
と
Y
た
ら
も
「伊
ょ
・「
緩せ
よ
」

と
、

部
似
を
叫伊ひ
陀
附し
た
り
、

前
似
と
釦
併
と
の
新
め品口
ひ
そ稔
っ
た
り
し
て
、

一
時
蹴併
に
J削減
へ
お
しい

'
v
ん
か
う
す

‘

h
h

2
・
唱す
む
主
，

、
s
，
、
せ

ぷ
っ
し
つ
主
，、

h
z

止
か

信
仰
生
動
め
ら
れ
て
店る
の
も
思
立
は
「
五
潤
恐
悦
」
の
物
質
懲
の
み
な
ぎ
っ
て
山
崎
る
世
の
中だか
ら
で
あ
る
。

し

ん
巴
っ

し
ん
か
う

じ
ラ

匁
￡

異
質
な
る
信
仰
は
貨
に
難
し
い
も

の
で
あ
る
ω

ξ
b
h
$

い
こ
円

畠

み
だ

*
雪
曹

a
i
v

，t
L

U

H
Vぷ
か

B
C
A
a

h
か

し
r
'悼
ん
晶
い

ず
‘

さ
る
に
で
も

私
越
が
今
会
此
何
哨
陀
純
を聞
き
持
て
、
縛
仕
の
叫嵐山悲
深
い
御
心
棋
も
判
り
、

一
保
懸
命
に
勧
め
て

，、
戸
れ
い
ゐ
あ
お
戸
よ

』
，Z
E

E
ι
ょ
う
し

a

s
E
H
v
t

お
修
ひ

主
な
か

之
〈
い

ゐ
A
I
W
Jd品

A
ら

下
さ
る
「
念
阿
粥
陀
俳
州
民
」
の
内
総
も
ほ

ど
知
り

得
た
と
と
は
、

誠
に
人
多
き
人
の
中
に
も

、
特
に
間
紘
の
深
い
「
選

• 
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を
鋭
い
た
事
で
あ

る
。
発
と
そ
本
協
に

締
迦
牟
尼
織の
.
4J円

思
餓
功
徳
と
し
て
咽情

惜
醐
せ
ず
に
は
絞
れ
な

い
ζ
と

で
あ
る
」
と
。

、
“
・
・B吋

A
N副
判
前
押
よ
③
御
前
は

そ
-
H刊
を
公
認
す
る
こ

と
が
山
川
家
る
で
あ
、υ

ぅ
。
訟
は
本
時
前
に
此

の
五
つ
の
濁
り
の
泌

ち
て
臥
刷
る
必
い
殺
の

中
で
、
此
の
悶
雛
な

取
を
な
し
た
の
だ
。

此
の
上
も
な
い
正
し

い
副
党リ
を
符
て
、

山
川

説
的
・H
A妓
訟
に
就
て

は
後
し
〈
知
っ
て
府

れ
ば
こ
そ
、
一
一
切
世

間
の
人
身
の
伐
に
、

此
の
将
遜
で
は
伐
ず

お
と
と
の
閤
難
な
W

法
を
鈴
い
た
の
で
あ

る
。
と
の
事
と
そ
れ
制

も
図
畿
な
W
Oな
の

&

宮
崎
P
M
U

だ
。
せ
め
て
御
前
丈

で
も
ζ

の
叙
持
を
知

っ
て
央
れ
よ
。

円
以
上
廷
内
川
分
終
)

ば
れ
た
る
け
ど
と
し
て
の
股
総
蹴
い
も
の
が
あ
る
。

ひ
と
い

る
人

で
あ
忍
と
去
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

ぺ
一
b
，
r
u
崎
町宰
な
か

に
ゐ
げ
ん
な
a

p
u
r

・

a
ん
ザ

い

だ
い
b

，
茸
じ
崎
穐
電

冷
a
，
こ
町

宮
毎
骨

慨
無
祈
祷
純
の
中
に
は
、
「
人
間
の
山
市
で
の
山

連
端
で
あ
る
」
と
云
ひ
、
・

ス
無
党
時
純
の
中
に
は
、
「
此
純
を
附
い
て

ね
ゐ
ぷ
A
J
し
ん

'
t
n

身
ん
も
う
骨
ん
こ
れ
ず
か
血

念
俳
を
信
じ
行
ふ
と
と
は
「
難中
の
線
」
之
に
過
ぎ
た
る
灘
き
と
と
は
な

い
」
と
讃
め
て
尉
ら
れ
る
の
で
も

h
か判

る
。

こ
れ

し
ん

ζ
れ

じ
っ
か
う

ゆ

し
ん
か
争
し
'
M

・
山
正

か
う
ふ
く

ま
し
て
之
を
幻
じ
之
を
従
行
し
て
行
く
“
仰
心ζ
そ
H
Mもや
荷
な

で
る
h
v
、

h
F
G
h
s
i
v
r
‘
そ
ん
す
‘

レ
置
し
ん
し

い
ざ
さ
ら
ば
!

私
謹
は
綿
象
の
勤
め
に
従
っ
て
品
撃
な

担
ゐ
S
A
d
L
h
a
，
，
友
，

r
ょ
，
、

E
'
z
a
司
お
ぽ

だ
い
宣
言
ぷ

念
怖
の
信
仰
に
依
て
五
濁
の
逆
旅
に
溺
れ
ぬ
大
丈
夫
と
た
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

控
2
2
し

ゃ

「
餐
願
者
」
とな
り
、

艇
り
に貯
ま
ね
的
淑
献
の
艇
く

、

(
一
六
)お、

ッ，

、ー

と
は
り

ぽ
は
引
で
対
舵
仲
影
織
の
持
続
似
ち
廷
の
泌
総
ず
仲
間
し
た
つ
も
り
で
を
。

t
b

・

争
事
ぬ
か
い

6
Z

か
つ
あ
い

た
お
め
.
無
理
.
な
市
川
き
K
Hを
し
た
り
、

且
つ
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
地
を
制
愛
し
た
と
と
ろ
も
る
る
@

a
F』
&
調
吐
い

え
へ
ご

'
Q
む
よ
拘
ね
ぷ

就
て
一
五ひ
足
り
れ
弘
い
筒
所
の
多
か
っ
た
の
は
、

捜
読
に
も
御
寛
恕
を
御
願
ひ
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

b

事
回
・
@
&
L
い
&
之
町
必
み
t

R
E

u
t
u
曹
，

T
J

、
，

L

b
在

、
，
会

佐
雄
容
夫
氏
も
一
五
っ
て
府
られ
る
や
う
に
、
此
阿
粥
陀
粧
の
叙
越
は
立
脆
的
に
札
す
.
て
ら
れ
て
仲
て
.
川
町
め
て
税
り

た
か

Z
'
E

ぷ

吟
電

車
か
ほ
ん

ふ

晶
ま
つ
ま
包
L
ん
か
主
長

主
主
L
z
n

の
高
い
も
の
で
あ
る
。
揮
土
三
部
経
の
中
で
も
一
悉
ま
と
ま
っ
た
不
純
物
の
交
ら
な
い信
仰
的
経
典
と
し
て
、

此
終
に

ぷ
鯵
す
も
の
が
な
い
郊
に

、

ゆ
だ
お
や
の
お
蹴
対
貯
た
の
で
は

、

山
剣
山
間
ひ
を
対
る
の

に
臨
艇
で
あ
る
。
除
郡
山
俄
m
m蹴〈

そ
0
・0く
ふ
か
海
軍
わ
か
し
止
が
つ
わ
匁
，
己
ご
と

L
ん
か
ラ
あ
さ
も
A
W

た
ら
な
く
て
は
共
奥
深
い
味
は
判
ら
4な
い
で
あ
ら
う
。
随
て
私
の
如
き
信
仰
設
さ
者
に
は
ま
だ
ま
だ
判
ら
な
い
と

ほ

M
-
F
夫
?
也
事

f

h
e
-
-
n
時
電
τ
ん
か
芯

と
ろ
が
多
い
脅
で
あ
り
、

却
で
税
義
註
し
た
錫
に
此
経
典
の
慣
他
を
低
下
さ
せ
た
恐
れ
も
あ
る
。

ゆ
だ
鵬
げ
は
む
を
伊
織
と
し
て

、

敵
対
で
も
叙
僻
の
m
Mm
mを針
ら
う
と
.
持
ナ
況
が

‘

う
れ
ひ
っ
し
ゃ

a
'
S
い

書
2

ら
ほ
ん
と
に
脱
し
い
と
と
で
悠
者
と
し
て
は
望
外
の
蒋
び
で
あ
る
。
〈完
〉

'
H
H

E
ゐ
れ
9

六
阿
で
満
了
す
る
や
う
に
し

慨
に
織
が
の
附
似
仰
に

-
Hハ
で
も
こ
川
で
も
r
h
r
た

• 
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i 言己 i

A
Vと
の
綿
は
械
に
み
る
総
き
で

し
た

が
、
や
っ
と
椛
らし〈
な
っ
て
が
ま
し

た
。
総
に
瞬
ん
で
が
づ
紙
一
に
誠
軌

一
知

仲
正
ご
，
、

b
9
・A

ぃ
。

実
の
御
前
燃
を
祈
り

ま
す
。

A
V吋M
Mm一
蹴は抑
制
御
崎
の
一
川
崎
を
燃
し

て

ス
岬
D
P
町
川
別
れ
ま
し
た
が

、
ぷM
M
m
瞬

を

'
L
ゐ
へ
ん
'

革
ぶ

，
在
の
う・
主
，
、

も
刷
新
さ
れ
た
耐
胸
部科都
心
会
能
力
を

都
府
して、
v
.略
し
知
能
し
た
鉱

Z
4
L
』

で
護
者
に
ま
み
え
ま
し
た
。

a
-
F

〈
ら

凶v
-
z

u酬
と

。
総
Jべ
て
の
噛
問
者
を満足
さ
せ
る
l

ー

と
れ
が
紘
一
敵
桁
の
モ

ヲ
ト
ー
です
が
、

昨
般の
艇
に
付
M
Mは
縦
で
も
が
野
み
た

い

「
刈
必
の
蹴
時
を
妊
え
て
」
の
戦
山
間

S
E
a

臨
ん
せ
い
あ
主
宰
す

物
で
飾
り
ま
し
た
。

人
生
の
芳
情
酬
を糸

川Wっ
た
成
え
川
町
に
ぺ

.3川町、
叫ゆも
、

的
引
制
叫
仇
晶
、
総
山
川
、
駅
都
、
制
岬
船
艇
と
な

ら
べ
た
M
V
Vラ
イ
テ
ィ
ー
は
材
搬
の
鵬

，
針
と
し

て
い胴鰍
干
の
叫
目的MB三
プ
'
山W

も

の
で
す
。

A
Vま
た
、
M
m
M
叩
帥
れ
に
双
山
貯
を
が
む
る
蹴

.
出
附
"
的
知
一
蜘

…慨
f、
M
A
M

一配一W慨
f、
山
制

限
蹴
緊
急
怒
れ
る
説く
糊
を
掠

さ
い
ほ
ん
し
で
宮
山
酔
う

品
開
し
た
のも
本
総
な
ら
で
は
前
衆
ぬ
家

，
、
"
は
M

務
版
で
ナ
。

し
ん
o
e
H
U
峨
h
L
i
A
U
R
J

‘

AV良
野
正
副
剛
氏
の
「
白
河
を
絡
げ
ゆ
く

も

の
」
は
慨
燃
か
ら

の
館
き
で
す
が
域
総

の
時
慣
と
し
て
的
掛
川
町
川
た
る
も

ー
た
な
か

U
b
d九
%
か
弓
L

率
、
だ

'
や生

の
、
叉
、
小
村
柚7
U氏
の
「
阿
掬
陀
畑
抱

強
官
」
は
舵
川
繁
一

一智
に
訴
訟
縦
し
ま

し
た
が
、
撚
脱
獄
か
ら
は
阪
に
似
郎
を

燃
が
し
て「m
m
m
持
山
川町杭
…
的
」
み

鮒
をも
の
せ
ら
れ
る
叫切で
す
。

，

略
的
し

-
4
"
'
為
た

て
お
待
ち
下
さ
い
。

z
a
H

ぇ

f
z
z
E

手
{
宮

Z

A
V其
他
江
藤
滋
英
氏
が
盆
々
雄
健
な

対
艇
を
蹴
っ
て
叫
刊
紙
を
舵

p
、
間
叫
川
伊

w
r
v
m
品即
時
純泌
が
対
断
町
山
mmmね

滅
的
臨
時
ペ
一r
rm一
昨
の
仙
川
腕
腕
綿

州
、
械
齢
は
献
で

も
が
と
び
っ
き
た
い

暗
e
-

9
U
つ

叫
悼
の
光
貨
ぷ
り
で
す
。

A
V能
J
qみ
て
察
側
が
あ
っ
た

ら
、
厳
?
察
ら
せ
喝
さ
い
。
「
対

日中」
ほ
悦
さ
ん
の
鱗
訟
で
す

か
ら
門束
V

畦
ん
し
こ
ん
げ

9

白
・
か
ん

‘.
ee

。
本
誌
も
今
月
で
一
年
間
の4
2み
を
と

L

の
へ
た
わ
け
で
あ
る
。

az
ぺE
P
E

た
刊
、
し
い
世
相
の
中
に
は
さ
ま
っ
て
、

v
m
m
で
す
と
し
も
パ
ツ
と
し
な
い
偽

鮒

料
貯
を
附
し
て
ゆ
〈
こ
と
は
、

か
ぎ
り

ぽ
ゐh
い
こ
ん
宮

ま

な
い
忍
耐
と
州
帆
耐熱に
倹
つ
ほ
か
な
い
。

し
か
し
さ
い
は
ひ
蝋L
4
2て
和
し
て

ゆ
〈
獄
服棋の放
ぺ
引
の
停
が
搬
に

よ
っ

て
、
との
一
歩
崎よ
る
と
ん
で
が
艇

を
さ
せ
て
鋭
い
た
と
と
に
つ
い
て
も

い
ま
さ
ら

ぶ
つ
お
十

今
東
の
宇
う
に
傍
忽
の
あ
り
が
た
さ
を

叡
じ
る
。

U

Fう
と
し

9
B、b
ん
事
酬
も
円
悶
ゐ
縫
い
や
5
u
，
，

.

0
・
w
土
白
川
智
長
山
前
井
大
俗
立
の
生

‘r喝

・
・

自υ

ひ
立
ち
の
胞
を
総
せ
た
と
と
は
、
き
う

い
ふ
W
M仰
の
官
に
幣
う
た

も
の
と
尉つ

い
ま
の
あ
わ

<> て
絡Z ゐ
はる
米宝 。

だ
し
ν、

。

ヨド究
詰主ん
(/) 

護号
H量Z
も
ζ 

れ
か
ら
で
あ
る
λ
佐
賀
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過
般
大
伝
来
日

一刷
紙
に
述
縦
し、
百
仰
の
読
者
を
魅
了
し
た
る
も
の。
俗
に
柳
川
び

ず
、

難
に
臨
も
ず
、

作
者
自
ら
伊
士
の
伝
仰
を
摘
み
、

一
結
一
葉
山
く念
仰
の
泌

床
に
育
成
さ
れ
た
宗
教
文
平
の
最
優
を
る
創
作。

ゐ

限
定
川
版

辺

司i

滞

必
定
償

問
問
五
十
銭
・
滋
粁
廿
ニ
鈍

a

七
八
寸
特
製
ノl
ト
期

日
・
一
大
企・ト

・

一

ボ
純
板
似
名
・
約
一一
一w
u
・
英
郎
副
入

企

段
落
喰
的
に
依
る
・
・
・・
畿
仙
刷、
比
九泡

し
、

六
十
間
業
抑
仙ma
m
v巴

二
制
大
家

一
致
の
忽
に
な
る

豪
華
・

絢
鹿
版

一
部
を
備
へ
℃

二
、

家
資
と
せ
ら

れ
よ
記

名
一文
豪
佐
藤
先
生
の

流
麗
閥
滑
の

文
と
書
壇
の

雄
小
砂
書

篇
一伯
の

枯
淡
風
雅
な

挿
絡
に
な
る

昭
和
に

生
き
た
法
然
上
人
仰
1

削
除…
宗
教
文
婆
の

精
髄
・
千
載
に

光
彩
を

放
っ

。

出
一

川
一
。
著
者
署
名
の
特
典
特
に
記
念
の
岱
め
、
法
然
上
人
鈍
仰
A
Wへ
の
ほ
姥
よ
文
に
映
り
、
山K
地
判

官n
g引7
・

歩}ヒ

量置行

人
防
一
銭

--z
,, n

M
1
 

'
凋T，合



之
、
ぞ
断
然
優
秀
の

消
炎
鎮
痛
貼
布
薬

一、
皮
府
民

貼
っ
た
ま
、
入
浴差
支
へ
な
し

一、

貼
b

換
へ
ず北二
金
夜
薬
効
を
持
続
す

一、
絡
麗
故
不
快
の
鮎
b

ア
ト
を
残
芯
ず

一
二
集
約犬
も
なく
悪
性
の
か
ぶ
れ
も
起
草
ず

一、

何
れ
へ
貼
っ
て
も

柔
軟
仰
縮
自
由
自
在

一、
ロ
l

ト

エ
キ
ス
を

含
む
最
新
の
威
力

宣
園
田
園
国

昭
和
十
年
五
月
サ
五
日
係
一
一
一
純
一
務
泌
物包吋
ハ
毎日
一
一
川一
日
踊
同
行V

昭
和
十
一
年
一
一
一
向
日#
H
U印
阻
廟
納
市昭和
十
一
年内
H
μ
一
日
後
行

浮

。口。

〉ン イ

愛
読
者
御
優
待

御
住
所
氏
名
川
明
記の
上
大
木
合
名
令
抗
的
処御

申

込
下
さ
れ
ば
本
ヰ
d
4引
に
限
り
H
A本
m
u
古

-
前
府
経
府
側
府

の

凝

趨
一
リ
ウ
マ
チ
且
の

-M
む

m
m

一
運
動
に
N
る
筋
肉
並
閥
的
-
M

r
H

一
努
働
に
川
内る
筋
肉
並
閥
抗
州
・
州

民

一

打
冊
以

稔
代
胸

術

一
手
足
首
柑
H
M献
の
M
mむ
所

症
一
汎
除
炎

bm
桁

牝

鍛

-

術

H制

限

物

Hm

侮

土

第
二
巻
第
阿
波

各
務
院
に
あ
り

十

銭

二
十
銭

五
十
銭

一

間

鋪本側繊 豆工 水穴

合*太
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